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一男 

出雲国造の祭事・ 葬送・禁忌   ぅ宮 、 か行のは神 いくれ 通史 移住以来 など 松江 造の の出 三種 倫 ら 事か 豪族 日本 

出 し あ の 斎 霊 神 旨 ら 群 神 の 一   
社 債 大 約 る げ ま し 窺 在 お の 

のえ庭五 司ら（の 粁こ神ね とるっていかげ 、 知らるで 卓 

、出 ）楽音 ね 、 2 田原 の大 ろで 道信 神 る 宝剣 られ も 、 いわ 

は 延 に 庭 ばあ 仰 諸 伏 る ま ゆ 雲 
、 暦 は 附 っ の に と と た る の 

達 士 出 遊 た 最 あ し こ 津 田 稗   
し に 回 っ は 中 こ 雲 あ 施 詰 侍 
て 郡 が た   重要 置か領の今も 意 。 神祇 に ， @ むま、 とは 明 大社の 。優 る 行 後に の占め な低 国 " 兼任 れて 宇川 古く令の らか 神剣 年 、 展開 る位 

は で を 元 さ 置 統 
造 " きないが 解た熊 大厄 " あ 勅弘 れかの 
と か と 野 神 意 ろ （重 三 た ら 一   

事 隠 、 ネ し る え の ヒ忌 つ づ け 後は 、 る。 弛 か l 一の 貫 し ら 染 野 美 妓 と い ら 
て 主 か 平 か 神 
い と し 野 ろ 社 
る し 田 部 も と 

  
そ 出 れ 和 ぎ 

崇 拝 の さ る や た 
他出国出し 。 て 雲に 築 限 れ 坦 夷 こ 

源 た 雪 国 と   は 後 園 に は 
出 社 、 の れ 雲 素 醸 造 お   

黄 醐 0 げ ぃ 大社 雲底 の祭 奈良 あた る 。 鳴 天 神 る ま 

の 祀 時 り 出 で   
大 ， 異 境 白 雨   
野 っ 神 国 、 出 か 行 な 多 そ 

出
雲
国
造
の
 祭
事
   

葬
送
   

朴
示
 
己
心
 



の
神
主
 秋
 上
氏
の
場
 ム
ロ
 
も
同
様
で
あ
る
。
幸
に
し
て
 秋
 上
 篆
文
書
四
八
 0
 通
は
門
出
雲
意
字
六
社
文
書
」
に
一
括
 刊
行
さ
れ
て
。
一
昨
年
 

以
来
学
界
の
利
用
し
う
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
 

（
千
家
家
の
 祖
 ）
 と
弟
貞
孝
 
（
北
島
家
の
祖
）
は
和
与
状
 
を
 交
換
し
・
年
間
の
祭
事
と
所
領
を
分
掌
し
た
。
そ
れ
 は
 後
、
大
社
の
神
事
 

は
 、
奇
数
月
は
千
家
方
、
偶
数
月
は
北
島
方
が
主
宰
す
 る
こ
と
と
な
っ
て
幕
末
に
至
る
の
で
あ
る
。
出
雲
大
社
は
 明
治
四
年
五
月
、
神
社
 

制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
、
翠
玉
 年
に
は
両
国
造
家
に
 よ
 る
祭
主
交
替
 制
 が
廃
止
さ
れ
た
。
 

一
族
は
大
社
に
奉
仕
す
 

る
か
た
わ
ら
・
教
派
神
道
と
し
て
の
大
社
教
（
千
家
）
 
出
雲
 教
 
（
北
島
）
を
創
立
し
た
が
、
大
社
そ
の
も
の
の
 

宮
司
 職
は
 、
明
治
五
年
 

以
降
、
代
々
千
家
家
か
ら
出
て
い
る
。
 

国
造
 家
 以
外
の
史
料
所
蔵
元
と
し
て
は
、
両
家
の
配
下
 に
あ
っ
た
上
官
の
う
ち
、
千
家
方
に
所
属
し
た
平
岡
家
 と
 九
島
方
所
属
の
佐
 草
 

か
も
す
 

家
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
両
家
は
、
と
も
に
後
述
 の
 火
継
ぎ
神
事
や
新
嘗
会
に
、
大
庭
の
神
魂
神
社
で
国
造
 の
 介
添
え
役
に
あ
た
る
 

家
筋
で
あ
っ
た
の
で
、
他
の
上
官
家
に
見
ら
れ
ぬ
秘
儀
 の
 詳
細
を
、
門
外
不
出
の
秘
録
と
し
て
書
き
留
め
て
い
る
 。
こ
の
点
は
神
魂
神
社
 

代 な に と 

し
て
江
戸
初
期
の
文
献
を
も
と
に
 跡
 づ
 け
よ
う
 と
す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

は
じ
め
に
、
使
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
昭
和
 四
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
北
島
国
造
家
の
「
出
雲
国
造
 表
み
 
"
 大
ま
 

、
（
 

3
 
由
 ）
な
ら
び
 

L
 

か
も
す
 

（
 
4
 ）
 

同
四
十
九
年
の
神
魂
神
社
 秋
 上
家
文
書
を
中
心
と
す
る
 「
出
雲
意
字
六
社
文
書
 
ヒ
 以
外
は
、
重
要
な
も
の
が
殆
ど
 ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
 

い
 。
そ
れ
ら
 未
 公
開
史
料
の
所
蔵
元
と
し
て
、
第
一
に
挙
 げ
る
べ
き
は
千
家
・
北
島
の
両
国
造
家
で
あ
る
。
こ
の
 両
家
は
、
南
北
朝
侍
 

 
 

の
 興
国
四
年
（
 一
 三
四
三
）
・
第
五
十
四
代
国
造
出
雲
 清
孝
の
後
継
者
争
い
を
め
ぐ
っ
て
二
間
に
分
れ
た
も
の
で
 、
 翌
 五
年
、
兄
考
案
 

 
 

 
 

こ
の
小
論
は
、
出
雲
大
社
に
お
け
る
宮
司
 職
 を
つ
と
め
て
 
ぎ
た
国
造
の
、
神
事
や
葬
送
や
日
常
生
活
を
通
じ
て
 見
 ら
れ
た
禁
忌
を
 、
主
 
④
 

命
 を
ま
っ
 る
 熊
野
神
社
は
や
や
衰
退
し
、
中
世
以
降
は
 国
造
の
支
配
を
受
げ
な
が
ら
も
、
別
の
司
祭
者
が
代
々
 社
 務
 を
と
り
行
な
っ
て
 、
 

 
 

幕
末
に
至
っ
た
。
 



で
、
北
島
方
の
上
官
仕
草
 

利
 清
の
養
子
と
な
り
、
元
禄
 

八
年
（
一
六
九
五
）
九
月
、
八
十
歳
で
没
し
た
。
そ
の
子
 

の
 一
人
、
宗
 

敬
 は
 上
 

忌
 
百
千
家
内
紀
の
養
子
と
な
り
、
元
禄
十
年
、
千
家
 

直
治
の
後
を
継
い
で
第
七
十
一
代
国
造
と
な
っ
た
。
 

こ
 の
 書
は
紙
幅
十
八
・
 

セ
 糎
の
 

襟
巻
子
本
で
上
質
 堵
 紙
を
用
い
、
虫
喰
い
の
跡
は
殆
 

ど
 見
ら
れ
な
い
。
内
容
は
国
造
の
火
継
ぎ
神
事
・
新
嘗
 

ム
ム
 
二
万
 
旦
の
 "
 
天
火
の
神
 

雛
事
 "
 を
は
じ
め
、
国
造
の
日
常
の
行
儀
や
出
雲
 

大
社
の
造
営
時
に
お
け
る
秘
伝
な
ど
・
一
子
相
伝
の
秘
事
 

が
 記
さ
れ
て
い
て
、
万
治
 

三
 

 
 

 
 

 
 

祭
 

鄭
 3
 「
重
山
雲
 

秘
砂
 上
」
（
千
家
国
造
家
所
蔵
）
 

出
 

前
者
と
同
じ
仕
草
日
清
の
著
作
で
、
奥
書
に
 

ょ
 れ
ば
 元
 禄
 元
年
（
一
六
八
入
）
十
一
月
、
 

セ
 十
三
歳
の
と
ぎ
書
い
 

て
い
る
 
0
 こ
の
書
は
 
3 ( 何 9) 

2 1 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
論
に
使
用
す
る
主
な
大
公
開
史
料
 を
 年
代
順
に
紹
介
す
る
と
、
お
 ょ
 そ
左
の
通
り
で
あ
る
。
 

「
国
造
 尊
 光
代
 始
ヒ
 
（
千
家
国
造
家
所
蔵
）
 

こ
れ
は
万
治
三
年
（
一
六
一
八
 0
 ）
 セ
 月
か
ら
九
月
ま
で
の
 千
家
国
造
家
の
公
的
な
日
誌
で
、
筆
者
は
不
明
。
七
月
 四
日
子
 ノ
 刻
に
行
わ
 

れ
た
第
六
十
八
代
国
造
 尊
 光
の
火
継
ぎ
神
事
を
中
心
に
 、
 二
三
ヵ
月
間
の
関
連
行
事
を
記
録
し
て
い
る
が
、
国
光
 
迫
家
の
経
常
的
な
記
事
 

裏
 一
体
の
も
の
で
あ
る
。
 

も
夕
く
な
い
。
体
裁
は
縦
一
二
十
二
・
八
握
、
横
二
十
四
 

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
社
第
一
の
学
者
と
い
わ
れ
る
 佐
 

入
り
の
奥
書
を
含
め
百
二
十
三
枚
。
表
紙
は
紺
色
で
・
 表
 

た
平
岡
蔵
人
孝
昌
の
「
国
造
殿
御
火
継
記
録
 ヒ
 
（
現
在
 

「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
 ヒ
 
（
 
仕
 草
家
所
蔵
）
 

糎
の
冊
子
本
で
、
 
枯
 紙
袋
織
、
墨
付
百
二
十
九
枚
、
 

う
 ち
 

草
 宮
内
少
輔
日
清
の
 

、
 。
 

作
 。
 自
 清
は
千
家
方
の
第
六
十
四
代
 

は
 千
家
家
所
有
。
「
神
道
学
」
第
八
十
号
に
そ
の
全
文
と
 

題
は
白
い
題
額
 に
 記
し
左
上
に
貼
付
し
て
あ
る
。
内
容
 本

文
は
尊
光
の
花
押
 

解
説
が
あ
る
）
と
表
 

国
造
 
慶
 勝
の
曾
孫
 

は
 同
じ
こ
ろ
書
か
れ
 



 
 

 
 

 
 

ホ
社
 

上
官
脚
摩
乳
 

手
摩
乳
 

後
胤
 

元
禄
七
年
 

餌
 
九
月
中
旬
 

媒
 
宮
内
少
輔
出
雲
官
情
 

セ
 
十
九
歳
試
 

と
あ
る
。
こ
の
自
筆
本
や
古
写
本
は
ま
だ
管
見
に
入
ら
 

な
い
。
筆
者
が
利
用
し
得
た
の
は
平
岡
家
所
蔵
の
、
大
社
 

教
本
院
用
筆
に
筆
写
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
は
 

文
化
 

セ
 
年
年
三
月
性
 

草
 
式
部
出
雲
美
晴
 

十
セ
歳
写
 

と
あ
り
、
 

仕
 
草
案
本
か
ら
の
転
写
で
あ
る
こ
と
を
示
し
 

て
い
る
。
内
容
は
三
部
に
分
れ
、
第
一
部
は
杵
築
大
社
の
 

祭
神
と
本
社
な
ら
び
 

(4%) 4 



一
 "
 

己
口
 

@
 

林
下
 

送
 

葬
 
出
雲
大
社
の
宮
司
 

職
は
、
 
単
に
司
祭
者
で
あ
る
だ
 

げ
 で
な
く
、
神
の
依
り
ま
し
と
し
て
 

"
 
御
杖
代
 
"
 と
も
 
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
語
が
 

 
 

 
 

 
 

離
 と
あ
り
、
ま
た
同
じ
書
の
天
穂
日
命
の
箇
条
に
は
 

出
 

国
造
秘
記
 

-
-
 

日
 
。
 
、
杵
築
無
二
 

@
 。
 穂 日
食
文
鎮
座
 

-
 
事
、
 
為
二
 大
 己
貴
 
大
神
立
御
杖
代
 崇
，
 

@
 
 

-
 
以
来
、
至
二
千
当
国
造
 

。
 
@
 
，
 

-
-
 

-
 
、
 尊 Ⅰ
 徳
日
合
一
抹
 

@
 
足
下
 5  (451) 

に
摂
 末
社
に
関
す
る
こ
と
。
第
二
部
は
佐
久
 佐
社
 ・
阿
武
 社
 ・
 二
 一
十
八
社
な
ど
と
共
に
大
社
の
御
供
儀
式
の
解
説
 
。
第
三
部
は
三
月
令
 

儀
式
・
大
社
年
中
行
事
・
社
家
の
員
数
・
六
所
神
社
の
 ，
 
」
と
な
ど
で
あ
る
。
 

5
 
「
国
造
直
孝
火
継
日
記
」
（
北
島
国
造
家
所
蔵
）
 

こ
れ
は
、
享
保
十
五
年
（
 一
セ
 一
二
 
0
 ）
九
月
十
五
日
夜
に
 国
造
追
孝
の
後
を
つ
い
だ
六
十
九
代
国
造
直
孝
の
 、
火
 継
ぎ
神
事
の
詳
細
を
 

記
し
た
北
島
家
の
日
誌
で
あ
る
。
筆
者
は
一
族
の
北
島
 内
蔵
助
 孝
京
 が
草
稿
を
作
り
、
こ
れ
を
北
島
掃
部
（
元
 孝
 7
.
 

）
が
再
構
成
し
て
 

浄
書
し
て
い
る
。
掃
部
は
道
孝
の
喪
に
服
し
、
ま
た
 北
 島
 縫
殿
勘
考
英
の
養
子
か
ら
復
籍
し
た
十
四
歳
の
幾
 Z
 進
 
（
直
孝
）
に
、
秘
宝
 

の
 火
切
り
を
渡
す
と
ぎ
の
立
合
い
も
し
て
い
る
か
ら
、
 一
 族
の
最
長
老
か
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
縦
三
十
三
 糎
 、
 横
 二
十
四
糎
の
冊
子
 

本
 で
、
 堵
 紙
袋
織
・
墨
付
四
十
六
枚
。
内
容
は
九
月
十
 日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
記
録
で
、
追
孝
の
逝
去
か
ら
 直
 孝
の
大
庭
出
立
、
神
 

魂
社
 で
の
神
火
相
続
と
参
籠
、
杵
築
で
の
参
籠
・
祝
宴
 を
は
じ
め
 前
 国
造
の
葬
儀
や
お
人
所
（
斎
火
 殿
 ）
の
清
め
 な
ど
述
べ
、
火
継
ぎ
 

に
 関
連
し
た
往
復
文
書
を
付
載
し
て
い
る
。
（
木
室
 
日
 に
つ
 い
て
は
、
北
島
 邦
 華
氏
の
筆
写
を
も
併
せ
て
参
照
し
た
。
 ）
 



水
、
 ホ
ハ
 是
 悪
文
神
木
地
、
御
神
法
世
々
億
劫
 不
 。
 
怠
 、
 安
寧
 令
二
 守
護
 、
。
 

-
 
@
@
 

恐
朴
実
 

恐
 札
差
 申
得
 再
拝
々
々
 

跡
 ト

 
体
中
 ス
 
祝
言
 也
 

是
 @
 
国
造
 殿
ヲ
 御
蚕
 

べ
き
祝
詞
は
「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
 

 
 

て
い
る
。
 

  

  

壬
フ
 

再
拝
々
々
謹
言
、
広
大
 之
御
 威
光
之
 御
神
 御
忌
、
 
以
 二
神
 犬
神
水
文
徳
 -
 受
継
、
森
茂
 
御
 押
脚
 垂
 助
奏
 " 信
奉
。
 仰
 、 

  

  

水 
者 
是 
神 
慮 
之 
f 申 

 
 

生
 不
滅
 之
 神
道
、
故
 ぬ
竺
 神
祠
 -
 
英
、
 

と
 出
て
い
る
。
さ
ら
に
「
出
雲
日
清
介
随
筆
」
の
「
 社
 家
 員
数
」
の
条
に
は
 

一
国
造
天
照
大
神
第
二
等
 
子
 
，
、
，
 

、
天
穂
日
命
 
，
，
 

受
 二
天
神
勅
 -
 
、
 為
 幸
大
弓
 貴
 大
神
・
立
御
杖
代
 
@
 
 

-
 
以
来
、
 墳
 キ
 
二
神
火
 

@
 
 ，
，
テ
 

-
 
鉄
二
神
水
 "
 -
 
天
。
 混
 二
流
俗
 -
 
夷
、
 

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
呼
び
名
は
 
、
 後
に
明
 浩
二
年
目
十
月
、
千
家
 尊
澄
 
・
北
島
全
 孝
 両
国
造
が
神
祇
 官
 あ
て
に
提
出
し
た
 

「
御
下
問
問
答
書
」
の
中
に
も
 

一
 御
杖
代
兼
国
造
両
家
社
家
職
名
文
事
 

と
い
う
一
力
 
条
 が
あ
る
ほ
か
、
提
出
者
の
肩
書
に
も
 

天
日
限
 宮
 御
杖
代
兼
国
造
 

と
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
こ
う
し
た
考
え
方
が
行
 わ
れ
て
ぎ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

"
 御
杖
代
 "
 の
名
は
 単
な
る
 自
 清
の
思
い
つ
 

き
か
ら
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
背
後
に
 、
か
 く
 呼
ば
し
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
信
仰
と
習
俗
が
存
在
し
 た
か
ら
で
あ
る
。
 
例
え
 

ば
 
「
出
雲
日
清
金
随
筆
 ヒ
の
 
「
杵
築
大
社
御
供
儀
式
」
の
 
頃
 に
は
、
三
月
余
以
外
の
祭
礼
に
お
け
る
本
殿
向
上
段
 の
間
で
の
 献
 瑛
の
図
が
 

あ
る
。
こ
れ
に
 よ
 る
と
御
神
体
を
奉
安
す
る
御
内
殿
 と
 貧
 供
さ
れ
た
 神
 餓
の
中
間
に
国
造
の
座
が
置
か
れ
、
御
内
 殿
 と
国
造
に
向
け
て
 献
 

撰
 さ
れ
る
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
 新
 嘗
 会
の
神
魂
社
の
行
事
で
・
国
造
が
大
幣
を
手
に
し
て
 祝
 詞
を
申
す
と
き
、
 
仕
 草
 

上
官
と
秋
上
神
主
が
そ
れ
ぞ
れ
幣
を
手
に
し
て
同
時
に
 祝
詞
を
申
す
こ
と
が
「
重
山
雲
 秘
砂
 上
口
に
出
て
い
る
が
 、
仕
草
上
官
の
唱
え
る
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テ
，
礼
 

。
 
・
舞
楽
・
相
撲
・
御
供
な
の
も
の
か
と
言
わ
れ
る
 

@
@
 
 

。
。
」
，
 

@
 秋
 
上
 

 
 

奉
 
。
 
信
 
英
、
米
老
足
神
慮
 

之
 
神
水
、
火
老
足
神
明
文
神
火
 

也
 
・
 
御
 
神
法
 
不
 
。
 
怠
 
、
天
地
 

共
 安
全
会
 

二
 
守
護
 
-
 
治
 
登
 
、
 
長
夫
 
恐
礼
美
恐
礼
美
 

中
綬
 

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
新
嘗
会
と
火
継
ぎ
 

神
 
事
の
類
似
性
を
示
す
証
拠
の
一
 

つ
 
で
あ
る
と
共
に
、
国
造
 

が
 
神
の
 
"
 
垂
迩
 

"
 
と
仰
 

が
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

「
重
山
雲
 

秘
 
砂
上
口
に
よ
る
と
、
新
嘗
会
の
御
釜
の
神
事
 

に
 
、
別
火
は
正
面
に
着
座
し
た
国
造
と
 

釜
 （
上
に
米
俵
 

を
 
載
せ
・
御
幣
を
立
 

篆
文
書
の
に
は
 "
 
御
欠
 

様
 
"
 
と
い
う
語
が
数
ヵ
所
見
え
る
が
、
こ
の
史
料
を
踏
ま
 

え
て
作
成
し
た
ら
し
い
 

正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
の
「
北
島
清
孝
神
火
相
続
 

次
 
弟
ミ
 

め
 
」
（
 

6
 
記
 
）
に
は
同
じ
箇
所
を
 

"
 
国
造
 

殿
 
"
 
と
書
き
替
え
て
い
 

る
 
0
"
 

御
欠
 

様
 
"
 
の
 
称
 

@
 
ま
し
 

に
 
つ
ぎ
平
岡
 

可
 
義
民
（
平
岡
家
当
主
 

松
彦
 

氏
の
祖
父
。
 

幕
 
末
 
・
明
治
の
人
）
の
「
古
文
書
釈
義
」
に
は
、
 

忠
国
造
 
様
ヲ
称
 

シ
テ
御
吹
 

様
ト
云
 

ヘ
 
リ
 
・
其
故
ハ
人
 

切
板
ョ
リ
シ
て
 

久
ヱ
 
支
ケ
続
 

カ
セ
ラ
 

か
か
ニ
ョ
リ
テ
ナ
 

 
 

と
 
解
説
が
あ
る
が
・
国
造
自
身
の
宗
教
的
権
威
の
拠
 

り
ど
こ
ろ
に
神
火
神
水
の
継
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
 

ら
れ
る
。
 

送
 

葬
 神
の
 
"
 
御
杖
代
 

"
 
や
 "
 
垂
述
 

"
 
と
さ
れ
た
国
造
 

に
は
、
神
に
仕
え
る
と
同
時
に
神
を
象
徴
す
る
者
に
ふ
さ
 

わ
し
い
厳
し
い
禁
忌
が
 

、
神
 

舞
事
や
日
常
生
活
の
間
に
要
求
さ
れ
て
い
た
。
出
雲
大
 

社
の
神
事
は
現
在
で
も
年
間
 

十
二
度
と
い
わ
れ
る
が
（
 

7
 
）
 
セ
 

、
江
戸
前
期
に
お
い
て
も
ほ
 

の
 

難
 ど
の
行
事
の
数
は
、
天
正
・
慶
長
年
間
に
廃
絶
さ
れ
 

た
も
の
八
件
を
除
き
 

セ
 
十
一
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
 

出
雲
国
造
の
禁
忌
の
実
態
を
 

出
 知

る
の
に
適
当
な
祭
は
・
必
ず
し
も
恒
例
の
祭
祀
ば
か
 

り
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
含
め
特
に
神
秘
な
宗
教
性
 

が
 
窺
え
る
二
三
の
儀
礼
 

7  (453) 

  

ツ
キ
 

 
 

再
拝
々
々
謹
言
、
広
大
左
脚
威
光
之
 御
神
御
恵
 ・
蛍
手
継
 
神
火
神
水
玄
徳
 -
 両
党
 二
除
 父
母
 Z
 

忌
服
 -
 英
、
 

  

恭
茂
御
神
 御
室
 迩
 豊
春
。
 仰
 

  

そ
う
し
て
同
じ
史
料
に
よ
る
と
、
火
継
ぎ
神
事
の
と
き
 の
 祝
詞
は
 、
 



で
、
そ
れ
ら
を
修
正
し
っ
 
っ
 火
継
ぎ
神
事
の
内
容
を
左
に
 
略
述
し
ょ
う
。
 

ま
ず
国
造
の
病
が
危
篤
に
な
る
と
、
杵
築
か
ら
神
魂
 

社
 へ
 飛
脚
が
送
ら
れ
、
神
火
相
続
式
の
準
備
が
は
じ
ま
る
。
 

つ
い
で
死
去
が
確
認
 

さ
れ
る
と
再
び
飛
脚
を
立
て
て
新
国
造
の
出
立
時
刻
を
報
 

じ
 、
 意
 宇
都
八
雲
村
の
熊
野
神
社
か
ら
神
魂
に
火
切
り
 

を
 届
け
て
も
ら
 
5
 手
配
 

を
 依
頼
す
る
。
や
が
て
国
造
の
後
継
者
は
潔
斎
し
て
 

新
 し
 い
 衣
服
を
着
け
、
広
場
で
門
出
の
盃
を
あ
げ
て
出
発
す
 

る
 0
 こ
の
 折
 、
家
伝
の
 

史
料
の
所
在
さ
え
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
筆
者
は
幸
に
 両
国
造
家
な
ら
び
に
平
岡
・
 佐
 車
両
上
官
家
所
蔵
史
料
の
 若
干
を
通
覧
す
る
機
会
 

（
 
9
 ）
 

に
め
ぐ
ま
れ
、
ま
た
前
掲
の
「
出
雲
国
造
篆
文
書
目
・
「
 出
雲
意
字
一
八
社
文
書
口
を
も
利
用
し
つ
つ
一
二
の
論
 考
を
発
表
し
て
き
た
の
 

他 は 万 匹 
し 火 、 大 ） 出 

し 用 の の       
事 た 継 魂 橘 （ の 火継 具 の もの 式 ぎ 神社 ヒ 談 ⑨ 

体 は に に に ぎ   
的 食 国 行 は 神 
内 し 造 き 、 事 
容 な 家 、 両   

は い 伝 神 国 す 
神 こ 夫 人 造 な 
私 と の 神 と わ 
と な 私 水 も ち 
さ ど 宝 を 不 神 
れ 述 で 継 生 欠 

、 べ あ 承 小 袖 
当 ら る し 減 水 
事 れ 火 て で の 
者 て 切 国 あ 継 
以 い 臼 造 っ 承 
外 る ・ と て 式 
に 。 大 な 、 は 

洩 切 る 父   
ら 杵 こ の 早 
す が と 国 く 

    使 が 造 か 
と わ 記 が ら 

が @ れ さ 亡 学 

林示 、 れ く 者 
じ そ て な た 
ら の い る ち 

れ 後 る と の 
て は 。 嗣 注 
き 国 ま 子 目 

ナ， し 造 た は を 
の 0 本 服 集 
で， 金 局 喪 め 

膳 宣 す て 
田坂 は 長 る き 

近 常 の こ た 
れ @ ヒ 

至 
る 
承 神 とな に 。 「古 

ま   
で ・ 調 伝 ち 年 
基 埋 』 に （ 
本 
的 さに れ よ 松 仁人 一 
な 、 れ 帝 王 

で， 火 
あ 継 
る ぎ   

。 ネ中 

事 

第   
  
サま 

そ 
の 

縮 
  
版 
と 

も 

見 
ら 

れ 

る年 

  
の 
新 
嘗 
ム 
苫 

第一     
は 

江 
一 戸 
初 
期 
か 

ら 

は 

じ 

ま 
  

ナ - し 

ら 
し 

    
九 
一 
の 

天 
火 

の神 

事 

(4%) 

を
と
り
上
げ
て
、
関
連
す
る
習
俗
を
観
察
す
る
こ
と
に
 し
ょ
う
。
こ
こ
に
引
合
い
に
出
し
た
い
も
の
の
第
一
は
 国
 造
の
襲
職
 式
 と
し
て
の
 

 
 



出雲国造の祭事・ 葬送・禁忌 

と と 書 と と 

努 次が出 私 にい 自あ 

た で   
こ あ 

十 ） を     
永 吉 

細末 

孝 め 義 り 

禄 く 知 諸 孝 約 
十 は ま （ 書 八 八 

で， 

勿論 三年 Ⅰ @! ミ 

（ 知 出 
幸吉 一 る 

五 よ 大 
亡 し 社 
O も 内 

の ） な 
の い 然 年 る 

べ 号 秋 安 
天 上 き 

り 家 場   
の な 所 籍 b 火 の 

神人「 ど 

れ @ -   要窩藝   
魂 庭 い 善 花 神 
社 の わ 目 が 水 
祝 側 
詞 （ で 

ゆ 録 さ "" 

る 」 だ 未 

案ピ近 
国 「 」 世 劣襄阻 
刀巨 ゆ頭。 （筆写 

義   
孝 
弘 呑ま、 芸 、 
安 - 中 な 
一己 口 - - に い 
。 @     が ナ - し 

実 ナ 。 し - 
在 佐 
し 草 
ナ、 Ⅰ 家   文 
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古
い
火
切
り
を
携
行
す
る
の
で
あ
る
。
 

大
庭
へ
の
道
は
約
十
一
里
あ
り
、
国
造
の
行
列
は
出
雲
 

市
か
ら
宍
道
湖
の
東
岸
を
通
っ
て
中
宿
り
も
せ
ず
、
九
時
 

聞
 か
十
時
間
で
急
行
 

し
て
い
る
。
神
魂
に
到
着
す
る
と
・
 

社
 前
の
手
水
鉢
の
 
一
 
刊
 で
修
祓
を
受
 
け
 参
籠
所
に
入
る
。
神
魂
の
社
は
日
出
雲
 

風
土
記
 ヒ
 に
も
「
延
喜
 

式
 」
に
も
見
え
ず
、
出
雲
国
造
が
大
庭
か
ら
杵
築
に
移
 

勤
 し
た
後
、
恐
ら
く
は
平
安
時
代
 

中
 ・
末
期
ご
ろ
国
造
 
邸
 の
 邸
内
社
ま
た
は
お
 
火
 

所
か
ら
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
古
文
献
に
 

出
現
す
る
最
初
の
も
の
は
、
承
元
二
年
（
一
二
 

0
 八
）
の
 鎌
倉
将
軍
家
か
ら
の
 
下
 

 
 

も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
確
実
な
現
存
史
料
に
出
現
す
 

る
 最
古
の
も
の
は
、
 
貞
 

治
 四
年
（
 一
 三
一
八
五
）
の
「
国
造
北
島
賢
幸
代
待
国
中
 

伏
葉
」
に
 、
 

麦
件
 国
造
神
主
面
職
者
、
自
主
異
相
 

宮
 同
宿
傭
人
妹
姑
 -
 
至
 二
千
賀
 
孝
 -
 
升
 
三
代
・
（
四
十
代
 

?
 も
 皆
 正
二
亡
父
喪
礼
 
之
儀
 （
何
 %
 越
 千
 神
魂
 社
軸
 一
十
全
 

令
 。
相
手
続
神
火
神
水
 

-
 
之
時
 云
々
（
 

1
 
Ⅰ
 ノ
、
 



に
 近
世
初
期
、
国
造
 家
 自
身
は
熊
野
大
神
奇
 御
気
 軒
合
・
 大
 己
 貴
命
な
ら
び
に
親
し
き
皇
神
等
を
祭
神
と
考
え
て
 い
た
こ
と
に
注
目
し
た
 

い
 。
「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
」
の
「
国
造
 殿
 新
嘗
会
 之
 祝
詞
」
 が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
神
魂
神
社
で
奏
上
さ
れ
る
国
造
の
 祝
詞
に
は
 

八
雲
支
出
雲
国
方
青
垣
出
方
内
、
下
浮
石
 根
仁
 宮
柱
 太
 数
立
 氏
 、
高
天
原
 仁
 千
木
高
知
 生
頃
 、
伊
井
諸
方
 日
 真
名
 子
 如
実
目
佳
熊
野
犬
 

神
神
魂
万
人
前
 仁
 、
今
年
霜
月
 乃
 十
卵
 目
乃
 神
官
刀
幣
 早
手
捧
持
 氏
 、
良
美
崇
奉
 留
奇
御
 気
節
分
・
同
作
生
天
 己
 貴
命
 乎
 始
末
・
 親
幾
 

皇
神
等
、
状
平
平
久
安
久
新
嘗
間
食
世
上
申
 頃
 、
（
 下
 略
 -
 
）
 

と
 明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
重
山
雲
 秘
砂
 上
」
に
 ょ
 れ
ば
、
 新
嘗
会
の
と
き
本
殿
内
の
献
頷
は
御
内
殿
前
に
二
組
な
 さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
 

が
 熊
野
大
神
と
大
己
貴
神
に
あ
て
た
も
の
と
す
れ
ば
、
 白
 主
神
等
に
対
す
る
も
の
は
同
じ
記
録
に
見
え
る
客
座
六
組
 と
 二
の
間
の
下
 膳
 十
二
 

組
の
神
韻
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
 

そ
こ
で
問
題
を
火
継
ぎ
神
事
に
戻
そ
 う
 。
参
籠
所
に
入
 っ
た
 国
造
後
継
者
は
、
 湯
 か
か
り
（
潔
斎
）
し
て
白
衣
・
 足
袋
 姿
 で
本
殿
に
昇
 

り
 、
御
房
前
の
大
床
で
装
束
を
着
用
す
る
。
本
殿
の
御
房
 前
で
の
着
装
と
い
う
こ
の
異
様
な
習
俗
が
、
神
魂
 社
と
 杵
築
の
国
造
 邸
 の
お
 火
 

所
 と
の
連
関
を
暗
示
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
「
神
道
学
 ヒ
 八
十
号
に
述
べ
て
お
い
た
。
続
い
て
本
殿
奥
の
御
内
殿
 前
で
、
国
造
自
身
が
家
 

宝
の
火
切
り
 杵
 ・
臼
に
よ
っ
て
鎮
火
す
る
。
い
よ
い
よ
 発
火
す
る
と
・
こ
れ
を
本
殿
二
の
間
の
「
作
り
い
ろ
り
」
 に
 移
し
、
別
火
が
一
台
 

ほ
ど
の
御
飯
を
炊
く
。
水
は
程
近
い
茶
白
山
（
神
名
樋
山
 ）
の
真
名
井
の
滝
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
御
飯
を
 本
殿
二
の
間
に
海
錨
 ま
 

た
は
鹿
の
皮
（
八
重
畳
と
も
い
 う
 ）
を
敷
い
た
席
で
頂
戴
 す
る
。
そ
れ
は
神
と
人
と
の
間
の
一
般
的
な
相
嘗
め
の
 形
で
は
な
い
。
飯
を
盛
 

る
 土
器
は
一
 つ
 だ
け
で
、
国
造
は
こ
れ
を
神
前
に
供
え
 る
こ
と
な
く
両
手
に
捧
げ
持
ち
・
 種
衣
 祈
念
し
て
一
人
で
 戴
く
こ
と
は
新
嘗
会
も
 

同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
造
が
司
祭
者
で
あ
る
と
 同
時
に
 、
 神
の
御
杖
代
と
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
終
っ
 て
 新
国
造
は
御
内
殿
の
 

  

(4%) 

注
進
」
な
ど
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
の
祭
神
は
や
が
て
 伊
井
冊
立
大
明
神
を
主
祭
神
と
す
る
方
向
に
傾
い
て
行
く
 。
し
か
し
こ
れ
と
は
 別
 

や
 
（
 
u
 
、
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
 

）
「
北
島
 

秋
 上
夢
国
華
 
の
 

晴
 孝
 神
火
相
続
次
第
 

記
 」
の
 秘
歌
 

@
 
 

Ⅹ
（
 

3
 
1
 
 

）
 宝
永
二
年
（
一
七
 

0
 五

）
の
「
神
魂
 

社
 由
緒
  

 



じ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
の
国
造
の
祝
詞
奏
上
の
 

作
法
は
明
か
で
な
い
が
、
前
述
の
佐
卓
上
官
や
秋
上
神
主
 

の
 
祝
詞
が
新
嘗
会
の
そ
 

切
送
忌
 

襟
の
火
切
り
に
よ
っ
て
 

れ
と
酷
似
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
祝
詞
奏
上
の
状
 

鎖
 
ら
れ
、
国
造
家
伝
来
の
人
 

 
 

 
 

葬
 そ
の
も
と
本
社
と
貴
 

布
禧
社
 

（
末
社
）
に
対
す
る
 

湯
 
女
神
楽
の
火
は
、
熊
野
か
ら
の
新
し
い
火
切
り
の
人
で
 

あ
る
。
こ
の
湯
立
て
神
楽
 

籍
は
 
、
寛
永
以
前
は
第
三
日
目
で
あ
っ
た
。
神
魂
の
木
が
終
る
と
国
造
用
の
食
物
の
残
り
は
、
 

打
 
砕
か
れ
た
 

 
 

 
 

迦
 小
石
を
三
度
噛
み
、
一
夜
酒
を
頂
戴
す
る
。
 

歯
固
 
め
は
長
寿
祈
念
で
あ
る
と
と
も
に
、
祖
霊
を
継
承
し
て
 

新
 
し
い
神
聖
な
人
格
が
神
の
奉
 

郵
 仕
者
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と
の
祝
い
と
も
解
さ
れ
、
 

産
育
 
儀
礼
と
の
つ
な
が
り
を
思
わ
せ
る
。
第
一
日
目
の
 

儀
式
の
際
と
同
様
、
こ
れ
ら
 

出
 

11 ( 巧 7) 

も
ろ
 

第
二
日
に
は
御
供
米
三
石
を
餅
な
ど
に
し
て
 奉
 貸
す
る
 諸
御
供
の
行
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
出
雲
大
社
に
お
け
る
 正
 式
 の
 献
撰
 行
事
と
同
 

野
 神
社
か
ら
新
し
い
火
切
り
 杵
 ・
臼
が
一
組
だ
 け
 届
 け
 ら
れ
る
。
こ
れ
は
新
国
造
の
食
物
調
理
の
た
め
で
、
神
魂
 社
 の
本
殿
床
下
に
榊
で
 

囲
っ
た
臨
時
の
お
入
所
を
設
け
、
調
理
の
こ
と
に
 肖
 っ
た
 。
こ
の
事
実
も
神
魂
 社
 本
殿
と
杵
築
の
お
大
所
の
親
近
 性
を
物
語
る
も
の
の
 一
 

っ
 か
と
思
わ
れ
る
。
 

供
 ）
が
 奉
 貧
さ
れ
、
国
造
の
祝
詞
が
あ
る
。
以
後
、
国
 造
は
籠
り
所
に
参
籠
 し
 、
杵
築
に
神
火
相
続
の
飛
脚
を
送
 る
 。
な
お
こ
の
日
、
熊
 

火
継
ぎ
神
事
は
神
魂
に
三
日
 半
 、
大
社
に
三
日
 半
 、
合
 計
セ
 日
間
の
参
籠
を
伴
 う
 複
合
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
中
に
 大
庭
か
ら
杵
築
へ
の
 

移
動
が
含
ま
れ
て
い
た
。
第
一
日
目
に
は
神
火
神
水
に
 よ
 る
御
飯
頂
戴
の
あ
と
、
御
供
米
一
石
を
供
え
る
 半
 御
供
 
（
と
り
あ
え
ず
の
 街
 

（
 
5
 
1
 ）
 

前
に
進
み
、
祖
先
伝
来
の
口
伝
の
祈
 薦
む
黙
蒔
 形
式
で
 行
 な
 う
 。
こ
う
し
て
第
一
日
に
聖
な
る
御
飯
を
頂
戴
し
て
 神
前
に
祈
請
す
る
こ
と
 

（
な
ら
び
に
そ
の
御
飯
の
一
部
で
造
っ
た
一
夜
酒
を
翌
日
 の
 儀
式
で
頂
戴
す
る
こ
と
）
が
、
い
わ
か
る
神
火
神
水
 の
 継
承
で
あ
り
、
神
々
 

や
 祖
宗
の
霊
威
を
受
け
う
ぐ
方
法
で
あ
っ
た
。
 



に
 百
番
の
榊
 舞
 が
あ
る
。
琴
板
を
叩
い
て
神
人
の
噺
 す
神
 楽
 歌
の
調
べ
に
ム
ロ
 せ
 ・
 

っ
て
舞
 う
 。
歯
固
め
 
，
 

夜
酒
 頂
戴
・
百
番
の
榊
 舞
 と
も
・
そ
の
所
作
は
新
嘗
会
 と
 同
様
で
あ
る
。
終
っ
て
籠
り
所
に
参
籠
 し
 、
神
事
の
 
相
撲
な
ど
あ
る
。
 

第
三
日
は
終
日
、
国
造
は
参
籠
の
ま
ま
で
あ
る
。
第
四
 日
は
未
明
に
本
社
と
貴
 布
禰
社
に
 
暇
乞
い
の
参
拝
を
す
ま
 せ
 、
熊
野
か
ら
の
 新
 

し
い
火
切
り
を
二
分
し
て
、
一
方
を
大
庭
の
国
造
別
邸
 の
お
人
所
に
残
す
。
次
の
新
嘗
会
に
こ
の
火
切
り
を
使
っ
 て
一
夜
酒
を
作
る
た
め
 

で
あ
る
。
つ
づ
い
て
行
列
を
組
ん
で
杵
築
に
帰
還
す
る
。
 帰
着
後
の
国
造
の
行
動
に
は
両
家
間
に
若
干
の
相
違
が
 あ
り
、
千
家
方
は
舞
殿
 

（
神
楽
殿
）
で
神
拝
を
す
ま
せ
 
長
庁
 
（
庁
の
舎
）
で
二
晩
 
参
籠
の
後
、
第
セ
 ロ
 早
朝
に
は
じ
め
て
大
社
本
殿
に
参
 入
し
、
お
籠
り
成
就
の
 

神
拝
行
事
を
し
て
 御
 継
目
の
御
供
（
 半
 御
供
）
を
 奉
貧
 す
る
。
こ
れ
に
対
し
北
島
方
は
杵
築
に
着
く
と
直
ち
に
 庁
 の
 舎
で
潔
斎
し
て
社
入
 

神
拝
し
、
 
翌
 五
日
目
に
は
 
半
 御
供
の
供
進
が
あ
っ
て
 、
あ
 と
は
第
七
日
ま
で
参
籠
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
 神
 事
 が
完
了
す
る
と
土
居
 

（
国
造
 邸
 ）
に
入
り
、
祝
宴
が
あ
る
。
神
魂
に
社
人
し
て
 は
来
 精
進
仕
立
て
の
食
事
だ
っ
た
新
国
造
と
介
添
え
の
 上
官
は
・
土
居
で
こ
の
 

日
 は
じ
め
て
魚
味
を
食
す
る
。
 

こ
れ
よ
り
先
、
前
国
造
が
死
去
し
て
か
ら
新
国
造
を
迎
 ぇ
 る
ま
で
・
杵
築
の
国
造
 邸
 で
も
種
々
の
こ
と
が
あ
る
。
 

万
治
三
年
（
一
六
六
 

0
 ）
の
「
国
造
 尊
 光
代
 始
 L
 に
よ
る
と
、
 

一
四
日
死
去
 之
 国
造
 殿
ハ
 小
門
方
面
薄
手
 江
 乗
物
工
 面
 、
 供
人
数
多
幸
。
 供
 参
候
、
 

一
 御
宿
所
二
八
不
断
 之
於
 二
神
事
所
 -
 
備
 ：
食
膳
（
料
理
は
 魚
類
な
り
、
 
如
二
 常
々
 
-
 
偏
 二
 
朝
夕
 
-
 
也
、
国
造
 殿
 不
断
 之
 食
事
立
所
 ハ
 、
御
大
 

所
 神
事
と
 云
 、
天
穂
日
命
以
来
 Z
 旧
例
 也
 、
 

一
五
日
目
 之
刻
 ・
大
庭
 均
 御
神
火
脚
相
続
 之
 左
右
、
飛
脚
 ヨ
着
中
儀
、
 

一
 御
神
火
相
続
 之
 飛
脚
 当
着
申
と
 、
 某
儲
 御
欠
 所
 文
火
 悉
 消
申
 、
前
国
造
殿
御
一
代
左
脚
道
具
、
 

一
も
不
 。
 
残
 音
取
 出
 ・
 捨
 中
條
、
味
 

-
 
恰
 @
-
 

）
 

増
酒
 醤
油
な
と
ハ
不
。
 及
 。
 
申
 、
 桶
 鉢
金
物
焼
物
な
と
 迄
、
 悉
 下
し
 捨
 中
條
、
足
首
旧
例
 也
 、
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如
 
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
神
火
相
続
の
通
知
が
入
る
と
 

は
じ
め
て
斎
火
 
殿
 に
保
存
さ
れ
て
い
た
古
い
火
を
消
し
 

、
 殿
 内
を
清
め
、
国
造
邸
内
 

出
 

も
祓
冷
 す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
北
島
方
の
享
保
 

十
五
年
（
 一
セ
三
 
0
 ）
の
「
国
造
直
孝
火
継
日
記
 
ヒ
も
同
 じ
で
あ
る
。
九
月
十
六
 13 

舞
 
い
 。
菩
提
寺
が
 
西
 窪
寺
（
天
台
宗
）
・
墓
所
が
松
林
 

寺
 （
真
 
@
 ゐ
示
 
）
で
あ
る
こ
と
は
、
両
国
造
 

家
 と
も
同
様
 
で
あ
る
。
 

め
 

「
国
造
 
尊
 光
代
 始
口
 に
戻
る
と
、
前
国
造
の
遺
 

体
は
小
門
か
ら
菩
提
寺
に
送
ら
れ
る
。
土
居
で
は
ま
だ
 

常
 の
ご
と
く
お
人
所
に
食
膳
が
 

(4 め ) 

・葬送・禁忌 

と
あ
る
。
 

前
 国
造
 
尊
 能
の
逝
去
は
七
月
三
日
成
文
 

刻
 （
 
午
 後
 八
時
）
で
あ
り
、
次
の
国
造
 

尊
 光
の
神
火
相
続
は
四
 

日
夜
十
二
時
の
こ
と
で
 

あ
っ
た
。
 

こ
う
し
た
国
造
の
葬
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
 

セ
 年
春
ご
ろ
千
家
豊
福
 

が
 帝
室
制
度
調
査
局
に
提
出
し
 

た
 「
出
雲
国
造
葬
祭
 

二
関
ス
ル
 

取
 調
書
」
に
 

ょ
 れ
ば
、
 

上
代
出
雲
国
造
身
 

退
 り
 シ
時
八
 
土
葬
ナ
リ
シ
カ
、
英
俊
 

何
レ
ノ
頃
 
ニ
ヤ
本
部
菱
根
 

池
 （
 
今
ハ
無
シ
 

）
 二
 
黄
牛
二
乗
 
ラ
 シ
メ
 
テ
 水
葬
 セ
 

リ
 、
以
上
 
ノ
如
 
キ
ハ
死
者
 

ノ
 近
親
二
 
於
テ
 
神
葬
的
 
自
葬
 
セ
ン
ガ
、
何
ツ
ノ
頃
ョ
 

リ
カ
 
審
 カ
ナ
 
ラ
ザ
レ
ト
モ
 

仏
葬
 
ヲ
 
常
ム
二
至
レ
リ
。
 

然
 

 
 

 
 

 
 

二
車
フ
ル
ガ
 

如
 ク
シ
、
 
一
セ
 
日
間
 
秘
 シ
テ
 
喪
ヲ
発
 
セ
ス
、
 

而
 シ
テ
相
続
者
ハ
具
 

間
ニ
於
テ
 

意
字
 
郡
 神
魂
神
社
二
歩
 

向
 シ
テ
神
火
相
続
 

ノ
 

式
ヲ
 
終
り
、
 
即
 国
造
襲
職
 

ノ
式
畢
 
レ
ハ
 
始
メ
テ
喪
ヲ
発
 

シ
 、
 常
定
ノ
 
葬
祭
式
場
三
船
 

テ
 社
家
注
連
職
神
楽
 

ヲ
奏
シ
 
祭
祀
 
ノ
 
後
、
僧
侶
 

珪
 
-
m
 

メ
 、
純
然
タ
ル
神
葬
祭
 

二
 
復
古
 
ノ
 
端
緒
 
ヲ
開
テ
 
キ
・
社
家
 

注
連
職
工
船
 

テ
 
葬
儀
 
ヲ
掌
レ
り
、
 

と
な
っ
て
い
る
 

0
 こ
の
文
中
の
菱
根
の
他
へ
の
水
葬
は
 

口
碑
に
よ
る
も
の
ら
し
く
、
筆
者
の
知
る
限
り
こ
れ
よ
り
 

古
い
記
録
は
見
当
ら
な
 

い
 。
ま
た
仏
葬
の
導
入
後
・
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
 

ま
 で
の
葬
儀
が
果
し
て
右
に
記
さ
れ
る
通
り
神
仏
の
二
重
 

構
吐
辿
で
 

士
の
っ
た
か
は
 

今
 

少
し
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
 

少
 く
も
江
戸
初
期
の
記
 

録
 に
は
社
家
注
連
職
が
神
楽
を
奏
し
て
祭
儀
を
し
た
ら
し
 

い
 形
跡
は
見
ら
れ
な
 



出
雲
大
社
の
新
嘗
会
は
、
も
と
杵
築
で
行
わ
れ
る
も
の
 で
は
な
か
っ
た
。
大
庭
の
神
魂
神
社
と
国
造
別
邸
で
執
行
 さ
れ
る
 

賞
金
 が
 、
す
な
わ
ち
出
雲
大
社
の
新
嘗
祭
で
あ
り
、
 国
 造
 が
病
悩
の
時
は
杵
築
の
国
造
 邸
 で
そ
れ
に
代
わ
る
神
事
 が
 行
わ
れ
 

雲
 大
社
の
拝
殿
で
十
一
月
二
十
三
日
夜
に
荒
行
さ
れ
る
 古
伝
新
嘗
祭
は
明
治
五
年
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
国
家
 神
 道
の
制
度
 

た
 結
果
の
新
儀
な
の
で
あ
る
。
 

こ
の
大
庭
で
の
新
嘗
 ム
ム
 
の
古
い
姿
は
、
火
継
ぎ
神
事
よ
り
 も
な
お
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
知
る
限
り
新
 嘗
会
と
 両

国
造
の
新
 

た
。
現
在
出
 

に
編
入
さ
れ
 

い
 う
 名
称
で
 

四
 

日
の
条
に
は
、
 

一
大
庭
石
神
火
相
続
飛
脚
到
来
、
即
刻
 西
 薄
幸
 江
 台
所
 方
 ぬ
 遥
任
・
 
西
 薄
手
儀
式
乞
目
、
御
大
所
石
火
を
消
し
 

一
切
御
欠
斯
道
具
 

政
二
破
壊
（
 西
 薄
幸
後
志
由
江
埋
め
 申
候
 、
か
り
に
御
欠
 新
任
 ひ
 申
供
 縄
竹
 ふ
 き
 卓
筆
、
大
破
康
二
面
 焼
捨
 中
條
 
（
下
略
）
 

一
鍋
 金
輪
又
は
遣
道
具
、
街
着
物
 迄
 、
（
中
略
）
欠
乏
 気
 人
中
 侯
 道
具
は
一
切
埋
め
又
は
焼
仏
宇
 事
 二
 俣
 、
少
 た
 る
 物
二
而
も
寺
 江
遣
 

候
例
無
 /
 文
ニ
 付
 、
少
た
る
も
の
も
此
度
は
遣
 不
 "
 中
條
、
 

一
殿
中
衛
大
所
道
具
一
切
、
石
山
二
面
破
壊
又
は
埋
め
 申
 侯
 、
一
切
立
道
具
畳
 鑓
迄
 新
 敷
調
 中
條
、
 是
以
 二
脚
大
所
 到
来
 左
 上
 -
 
也
、
 但
 

御
欠
 所
 内
、
上
 
ぬ
り
致
候
 、
雪
隠
あ
ら
た
に
 持
申
候
 、
湯
 殿
は
 有
末
 之
 清
め
用
中
條
、
 
是
以
 二
 %
 格
 を
 -
 
中
低
 付
而
 如
 /
 此
 ・
 

と
 記
さ
れ
て
い
て
、
記
述
が
一
層
具
体
的
で
あ
る
。
 こ
 の
と
き
・
両
国
造
追
孝
の
逝
去
は
九
月
十
三
日
咳
の
 刻
 
（
 午
後
十
時
）
、
神
火
相
 

続
は
十
五
目
成
の
下
刻
（
午
後
九
時
ご
ろ
）
で
あ
っ
た
 が
 、
新
国
造
の
大
社
参
籠
中
に
社
殿
・
参
籠
 所
 
・
国
造
 邸
 が
 清
め
ら
れ
、
特
に
お
 

（
 
6
 
l
l
 

）
 

入
所
の
清
め
は
頗
る
厳
重
で
あ
る
。
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さ
え
、
現
存
す
る
記
録
に
出
現
す
る
の
は
十
六
世
紀
後
 

半
 の
こ
と
で
あ
る
。
国
造
の
新
嘗
と
い
う
行
事
は
恐
ら
く
 

古
代
か
ら
存
在
し
て
き
 

た
で
あ
ろ
う
が
、
年
々
の
恒
例
行
事
で
あ
る
こ
と
が
一
人
 

記
録
に
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
 

る
 
。
 

新
嘗
会
の
名
が
見
え
る
史
料
の
比
較
的
早
い
も
の
と
し
 

て
は
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
の
も
の
か
と
言
わ
れ
 

る
 
前
述
の
「
北
島
秀
 

孝
 
神
火
相
続
次
第
」
が
あ
っ
て
 

、
 

後
す
 
へ
 

一
百
番
の
御
礼
拝
め
さ
れ
 

候
時
 
、
社
人
共
御
酒
 

給
候
 
、
万
 
儀
式
何
れ
も
新
嘗
会
支
持
 

之
 こ
と
く
 

也
 
、
は
や
し
も
、
 

{
 

 
 

（
 
7
 
l
 
Ⅰ
 
）
 

な
ど
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
 

い
る
「
神
火
相
続
人
物
道
具
覚
書
」
の
末
尾
に
は
、
 

  

 
 

 
 

籍
 
一
十
一
月
新
嘗
会
大
神
事
 

 
 

ぬ
と
見
え
る
。
つ
ぎ
に
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
十
一
 

月
 
卯
の
日
の
「
傘
立
 

ぬ
 
Ⅱ
 
W
M
@
 

」
（
 

=
 
9
 
：
口
Ⅰ
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
嘗
会
 

司
，
 

）
 

の
国
造
別
邸
で
の
行
事
に
 

、
 ⑥
 

国
 

 
 
 
 

出
 こ

う
し
た
諸
記
録
や
新
嘗
会
の
実
態
に
つ
い
て
の
論
考
は
 

 
 

の
神
事
の
克
明
な
解
 



飯
す
る
。
こ
う
し
て
用
意
さ
れ
た
御
飯
は
、
こ
の
神
事
 

ゆ
る
 
"
 竜
太
夫
 "
 の
悪
態
は
後
か
ら
の
も
の
ら
し
く
、
 

江
 

と
 杵
築
の
社
人
が
こ
れ
を
吟
味
し
て
試
み
に
鎮
火
し
 、
ラ
 

牙
嘗
 祭
の
行
事
は
夜
に
入
り
、
熊
野
か
ら
別
火
代
の
宮
 

の
後
半
・
国
造
の
新
嘗
に
供
さ
れ
る
。
熊
野
の
社
人
に
は
 

戸
 初
期
に
は
現
れ
て
こ
な
い
。
 

大
夫
が
両
家
に
火
切
り
板
を
三
枚
ず
つ
持
参
す
る
こ
と
か
 

ち
 一
枚
の
火
切
り
の
火
を
別
邸
の
お
入
所
に
移
し
、
 

真
 饗

応
が
あ
る
が
 

名
 井
の
水
を
使
 

ら
は
じ
ま
る
 

鎮
火
が
す
む
と
国
造
は
社
人
す
る
。
式
は
諸
御
供
の
献
 進
か
ら
は
じ
ま
る
。
か
ね
て
別
火
が
用
意
し
た
神
韻
を
 、
 国
造
が
箸
を
 

む
し
ろ
 

貧
 供
す
る
。
終
る
と
国
造
は
下
殿
し
 、
 恐
ら
く
は
庁
の
杢
 目
 と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
投
げ
ら
れ
た
 "
 稜
威
 之
席
 "
 の
 座
は
 つ
き
、
 複
 

試
行
事
が
あ
る
。
稜
威
芝
浦
と
は
「
延
喜
式
目
の
「
田
田
 京
国
造
神
賀
詞
」
に
も
見
え
、
真
菰
ま
た
は
寿
草
を
新
藁
 か 荒
芋
 で
 編
ん
 

で
あ
る
。
こ
れ
に
坐
っ
た
国
造
は
神
殿
の
方
を
向
き
、
 

杵
 築
か
ら
随
行
し
た
上
官
と
神
魂
社
の
神
主
が
左
右
に
従
 ぅ
 。
別
火
は
先
 

に
 目
っ
て
祝
詞
を
申
し
、
終
る
と
国
造
・
上
官
・
神
主
 が
 
一
度
に
祝
詞
を
申
し
、
最
後
に
別
火
が
ま
た
国
造
に
祝
 詞を
唱
え
る
。
 

式
は
火
継
ぎ
神
事
の
場
合
に
も
見
ら
れ
た
も
の
の
如
く
 で
、
相
違
は
た
だ
後
者
が
こ
れ
を
本
殿
内
で
行
な
っ
て
 い
 る
 点
だ
け
の
 
ょ
 

る
 。
 

大
庭
 

っ
て
炊
 

い
わ
 

取
っ
て
 

雑
な
 視
 

た
も
の
 

ず
国
造
 

こ
の
方
 

ぅ
 で
あ
 

説
 と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、
仕
草
白
滝
 の
 「
重
山
幸
 
吉
秘
砂
 
上
」
と
「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
 ヒ
 で
あ
る
。
以
下
、
「
 重
山
雲
 秘
 砂
上
」
を
 中
 

心
に
略
述
し
て
み
よ
う
。
 

両
国
造
が
大
庭
に
向
 け
 出
立
す
る
の
は
新
嘗
会
の
二
見
 M
 、
十
一
月
中
の
丑
の
日
で
、
こ
の
日
か
ら
散
斎
に
入
る
 。
行
列
の
往
復
を
含
 

む
 五
日
間
に
人
夫
を
つ
と
め
る
沿
道
の
社
領
 民
は
、
 延
べ
 四
百
人
に
達
し
た
と
い
う
。
寅
の
日
、
大
庭
に
到
着
す
 る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
別
邸
 

に
入
り
、
卯
の
日
の
朝
、
両
家
は
次
々
に
社
参
し
て
 
神
 楽
を
奏
し
下
殿
す
る
。
杵
築
出
発
か
ら
神
事
に
至
る
 
ま
で
、
両
家
の
間
に
先
 

番
 ・
 次
 番
の
順
番
が
決
め
ら
れ
、
毎
年
交
替
す
る
。
 こ
 0
 日
、
熊
野
神
社
に
飛
脚
を
遣
わ
し
、
旧
例
の
通
り
火
坑
 り
 板
を
差
出
す
 ょ
 5
 包
 

@
O
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つ
づ
い
て
祝
詞
行
事
と
同
じ
場
所
で
歯
固
め
・
一
夜
酒
旗
 

戴
 
・
百
番
の
榊
 

舞
 
が
あ
る
。
方
式
は
全
て
火
継
ぎ
神
事
 

と
 
同
様
で
あ
る
。
 

た
 

 
 

 
 

 
 

で
 
鎮
火
し
、
少
量
の
新
米
を
炊
き
、
杵
築
の
お
人
所
か
ら
 

持
参
し
た
麹
を
入
れ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
 

き
 
、
炊
飯
が
終
る
と
 

直
 

ち
に
火
を
消
し
、
灰
も
醸
造
後
の
糟
も
残
ら
ず
お
人
前
 

の
 
偉
力
 

に
 
あ
る
 

皮
お
 

下
 
@
 
ど
の
（
国
造
の
食
物
の
残
り
や
使
用
し
た
 

W
 
器
 
物
を
捨
て
る
場
所
）
に
 

出
 
用
 
、
御
酒
大
切
は
大
庭
に
残
し
て
翌
年
の
新
嘗
会
に
一
 

夜
 
酒
を
醸
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
千
家
国
 

造
は
二
枚
の
火
切
り
に
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が
嘗
会
 御
大
切
と
書
き
、
 
う
 ち
一
枚
を
大
庭
に
残
す
。
 

一
 

造
が
 杵
築
に
移
住
す
る
以
前
か
ら
大
庭
の
国
造
 邸
 で
行
 な
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
を
通
じ
国
造
が
神
の
御
杖
代
 

二
枚
目
の
、
 白
 飯
を
炊
く
た
め
鎮
火
し
た
分
に
は
何
も
書
 か
な
い
。
翌
日
こ
れ
 

と
し
て
の
神
聖
性
を
更
 

を
 、
国
造
が
使
用
し
た
膳
具
・
器
物
と
も
ど
も
 れ
 砕
き
、
 

別
館
背
後
の
山
に
埋
め
る
の
で
あ
る
。
 

卯
の
日
の
晩
か
ら
は
じ
ま
っ
た
新
嘗
会
は
、
両
国
造
に
 よ
っ
て
こ
も
ご
も
夜
を
徹
し
て
執
行
さ
れ
、
辰
の
日
、
日
 の
出
の
こ
ろ
 
"
 博
之
 

神
事
 "
 が
あ
る
。
前
夜
か
ら
奉
仕
し
た
上
官
・
中
宮
・
 近
 習
 
・
被
官
た
ち
と
の
饗
宴
で
あ
る
 
0
 こ
の
朝
の
国
造
の
 
食
膳
は
特
に
 "
 一
汁
 八
 

菜
 "
 で
、
そ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
た
そ
の
年
の
 瓜
 ・
茄
子
・
大
豆
・
小
豆
・
大
角
豆
・
干
瓢
・
 

黍
 
・
粟
を
 、
 始
め
て
口
に
す
る
こ
 

と
が
で
き
た
。
 

こ
の
あ
と
、
両
国
造
の
行
列
は
辰
の
日
午
前
中
に
大
庭
を
 出
、
出
雲
郡
の
中
宿
で
一
泊
し
て
、
巳
の
日
杵
築
に
帰
 着
す
る
習
わ
し
で
あ
 

つ
 ヰ
ハ
 

@
 。
 

新
嘗
会
の
複
合
的
儀
礼
に
お
い
て
・
わ
れ
わ
れ
は
何
故
、
 国
造
の
歯
固
め
・
一
夜
酒
頂
戴
・
百
番
の
榊
舞
な
ど
が
 、
神
魂
神
社
と
国
造
 

別
邸
の
二
箇
所
で
 繰
 返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と
 い
 う
 疑
問
を
持
つ
。
こ
れ
に
つ
ぎ
仮
説
を
試
み
る
な
ら
、
 新
嘗
会
は
も
と
出
雲
 国
 

新
 す
る
神
事
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
行
事
は
 、
 恐
ら
く
 御
釜
の
神
事
・
 
黙
禧
 形
式
に
よ
る
国
造
の
祝
詞
・
歯
固
め
 
榊
舞
 
・
一
夜
酒
 と
御
 

飯
 頂
戴
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
た
の
が
、
平
安
中
期
以
後
、
 神
魂
社
の
成
立
と
と
も
に
二
元
化
し
・
そ
の
あ
る
も
の
 は
二
 箇
所
で
行
わ
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
 

ま
た
、
火
継
ぎ
神
事
と
新
嘗
会
を
比
較
す
る
と
、
両
者
 の
間
に
多
く
の
類
似
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
 例
 え
ば
聖
な
る
火
切
り
 

の
 人
 と
真
名
井
の
水
に
よ
る
御
飯
の
頂
戴
で
あ
る
。
勿
論
 火
切
り
そ
の
も
の
は
、
一
方
は
家
伝
の
秘
宝
で
あ
り
、
 他
方
は
熊
野
の
宮
大
夫
 

が
も
た
ら
す
新
し
い
火
切
り
で
あ
る
が
、
㍉
 媒
 家
伝
 之
 神
書
」
に
 よ
 れ
ば
、
 

一
天
照
大
神
よ
り
天
穂
日
命
 
御
 相
伝
 之
 御
大
切
、
数
百
万
 年
何
と
て
く
ち
ず
し
て
、
金
坂
て
も
石
二
て
も
 相
 つ
ど
 き
可
 。
 申
哉
 。
ま
し
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中重 同辻 ハ廷 吉 己
 
Ⅲ
 
l
 

禁
 

元
日
行
事
と
し
て
の
天
火
祭
は
、
あ
ま
り
古
く
か
 も

の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
 そ
 0
 名
称
も
行
事
も
「
 媒
 家
伝
 

送
 

義
之
神
書
」
や
「
重
山
雲
 秘
砂
 上
口
に
至
っ
て
初
め
て
 出
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
 ょ
 れ
ば
、
 仕
 草
日
清
 は
こ
の
神
事
の
秘
密
を
 、
国
 

一
 道
 北
島
 広
 孝
か
ら
正
保
二
年
（
二
八
四
五
）
正
月
 伝
 捜
 さ
れ
た
と
い
う
。
推
測
す
る
に
こ
の
祭
は
 、
 恐
ら
く
 は
十
セ
 世
紀
 初
 ご
ろ
か
ら
 北
 

児
島
家
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
 
し
て
「
重
山
雲
 秘
砂
 上
ヒ
 に
よ
 れ
ば
、
千
家
方
も
こ
れ
 を
第
セ
 十
代
国
造
直
治
（
 天
 

 
 

家
の
第
六
十
七
代
国
造
義
孝
の
 妹
 ）
の
代
に
至
っ
て
 採
 屈
 し
は
じ
め
た
と
い
う
。
 

 
 

「
出
雲
国
造
案
文
書
」
に
見
え
る
元
禄
十
一
年
の
「
仕
草
 知
清
 覚
書
写
」
は
、
そ
の
内
容
と
付
笠
の
文
面
か
ら
し
 て
 、
日
清
の
嫡
男
 直
清
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が
そ
の
子
加
清
に
書
き
送
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
中
 

の
 一
箇
条
に
 

一
天
火
 
之
祭
 、
禁
中
二
市
八
四
方
拝
 

と
 中
條
、
天
皇
直
二
 

被
レ
 
通
事
ニ
俣
、
是
を
学
 

候
而
 主
事
 
候
 、
 

と
あ
る
の
が
、
起
原
を
物
語
る
も
の
と
し
て
印
象
的
で
あ
 

る
 。
 

行
事
の
次
第
は
「
 

媒
 家
伝
 之
 神
書
」
に
 
ょ
 れ
ば
、
毎
年
 
0
 元
旦
 
辰
ノ
 初
刻
（
午
前
 
セ
時
 
）
に
国
造
が
装
束
を
 

つ
 げ
 て
お
人
所
に
出
る
。
 

 
 

 
 

 
 

冬
の
折
に
も
拘
ら
ず
、
役
人
は
鎮
火
の
前
か
ら
神
事
が
 

終
了
す
る
ま
で
の
間
、
合
計
 

セ
 度
の
水
垢
離
を
し
つ
つ
 

裸
 で
 奉
仕
す
る
。
ま
ず
お
 

入
所
の
灰
を
捨
て
て
 

よ
く
 
清
め
、
天
の
御
大
切
 

板
 を
採
 ん
で
発
火
す
る
。
薪
は
二
年
前
の
天
の
御
大
切
と
新
嘗
会
 

の
 御
大
切
を
割
っ
て
く
 

の
間
、
お
入
所
の
席
で
東
か
ら
順
次
四
方
を
拝
し
、
神
託
 

帥
を
唱
え
る
。
次
に
役
人
の
捧
げ
る
御
飯
を
受
け
、
東
方
 

に
 向
い
三
ロ
食
べ
る
。
 

役
人
は
こ
の
間
 

額
 に
両
手
を
当
て
て
伏
拝
す
る
の
は
、
 

新
 嘗
会
 の
と
き
と
同
様
で
あ
る
。
終
る
と
お
膳
を
下
殿
に
 

捨
て
、
お
入
所
の
火
を
 

消
し
、
 
薪
 灰
も
残
ら
ず
下
殿
に
捨
て
る
の
で
あ
る
。
 

お
人
前
（
斎
火
 

殿
 ）
は
火
の
神
聖
さ
を
守
る
た
め
特
に
国
 

造
 用
に
用
意
さ
れ
た
建
物
で
、
方
位
は
概
ね
母
屋
の
東
 

此
 に
あ
た
る
。
そ
れ
 

は
 今
も
茅
 
葺
 ・
荒
壁
・
板
敷
で
母
屋
と
は
廊
下
で
接
続
さ
 

れ
て
い
る
。
内
部
は
二
部
に
区
画
さ
れ
、
一
部
は
国
造
 

0
 座
で
、
他
の
一
部
 

は
 

飲
食
を
調
理
す
る
庖
厨
の
土
間
で
あ
り
、
そ
こ
の
炉
に
 

聖
火
が
焚
か
れ
る
。
火
種
の
保
存
に
は
乾
し
た
榎
の
木
を
 

数
十
に
切
り
、
常
に
 

炉
 

中
の
灰
に
埋
め
て
お
い
た
と
い
う
。
こ
の
庖
厨
に
接
し
 

て
 味
噌
・
 
醤
 酒
な
ど
造
る
 

室
と
 
炊
事
道
具
の
置
場
が
あ
る
 

。
御
膳
・
御
器
な
ど
は
 

新
嘗
会
と
大
晦
日
に
新
品
と
換
え
る
習
慣
で
あ
っ
た
。
 

国
 造
 用
の
物
品
は
一
切
他
人
に
使
用
ま
た
は
飲
食
せ
し
め
 

ず
 、
残
余
の
品
は
必
ず
 

一
定
の
場
所
に
投
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
投
棄
す
 

る
 下
殿
は
・
「
重
山
雲
 

秘
 砂
上
ヒ
に
よ
れ
ば
お
入
所
の
 

一
 
裏
手
数
立
の
と
こ
ろ
に
 

あ
り
、
下
り
物
を
犬
 

鳥
に
 喰
わ
せ
る
こ
と
を
忌
ん
で
 

井
 垣
を
結
っ
た
。
国
造
は
こ
の
お
大
所
の
聖
火
以
外
の
火
に
 

よ
 る
食
物
を
食
べ
て
は
 

(466)  20 



出雲国造の祭事・ 葬送・禁忌 

と 

有 御 あ 一 国 

の 方 之 と   
正 二 

忘 ハ に 

ノ及 い の 

し さ   ま れ 
い て 

る い   
コ 石 - 、   
  

  
  

也 置候 重日 力 ねい 
て 

り L" 

且   そ の 

又 
  
食 
後 
      
  

参 ヲ Ⅰ 行 
御 簾 

手ヲ 膳 之 
ノ事 下 」 り殿 衣裳 へ - 一 K@ ヒ     
敷 は 
也   

ス   皮 
    

21  (467) 

Ⅰ
 

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
大
庭
の
新
嘗
会
な
ど
旅
行
の
折
は
 特
製
の
唐
櫃
を
携
行
し
た
。
こ
の
唐
櫃
は
長
さ
一
間
ば
 

が
 教
区
に
分
れ
、
か
ま
ど
・
 鍋
 ・
味
噌
・
 醤
酒
 ・
 火
留
 笛
 ，
煙
草
盆
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
、
あ
た
か
も
小
火
 斯
 の
 

笛
の
火
種
は
、
江
戸
後
期
に
は
明
ら
か
に
炭
団
が
用
い
 ら
れ
て
い
る
。
 

お
人
所
は
今
日
と
い
え
ど
も
女
人
禁
制
で
、
国
造
と
お
 火
 新
番
以
外
は
男
子
の
家
族
も
入
ら
な
い
。
国
造
と
い
 

は
、
 冬
も
袴
・
羽
織
・
足
袋
を
脱
ぐ
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
 

 
 

尼
 

を
 見
る
女
（
老
女
・
少
女
は
差
支
え
な
し
）
は
入
ら
ず
、
 セ
ヵ
 月
以
上
の
妊
婦
の
夫
も
こ
れ
を
 悼
る
 。
仏
経
・
 今
、
 

ロ
 
，
 

い
ま
た
は
 微
 展
の
人
と
会
話
し
て
、
沐
浴
せ
ず
し
て
参
入
 す
る
こ
と
を
 悼
り
 ・
国
造
と
対
談
せ
ず
と
あ
る
の
は
、
 

て
 ぎ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

か
り
の
も
の
で
、
内
部
 

（
 
l
 ）
 

よ
 う
 で
あ
っ
た
。
人
畜
 

え
ど
も
参
入
す
る
と
き
 

・
 重
 軽
服
の
人
・
月
水
 

珠
を
入
れ
ず
、
喪
を
弔
 

そ
の
後
も
長
く
守
ら
れ
 



「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
」
に
は
、
 

一
新
嘗
 之
時
 マ
テ
 不
 。
巻
物
文
事
 

 
 

ナ
ス
ピ
 

大
麦
・
小
麦
・
 
米
 
・
大
豆
・
小
豆
・
 稜
 ・
 黍
 ・
 粟
 ・
 大
 角
豆
 
・
茄
子
等
位
、
地
外
 
瓜
 ・
蕎
麦
 ヲ
 
モ
き
 こ
し
 

@
 ウ
カ
ホ
 

 
 

の
 初
参
 ル
也
 、
胡
瓜
 ハ
ぎ
 こ
し
め
す
 也
 ・
タ
顔
ハ
不
 "
 参
  
 

と
な
っ
て
い
る
。
 
瓜
 と
は
こ
の
場
合
、
白
瓜
・
真
桑
瓜
 の
 類
を
い
 う
 ら
し
い
が
、
理
由
は
不
明
。
蕎
麦
に
つ
い
 

れ
て
い
て
、
「
重
山
雲
 秘
 砂
上
」
と
一
致
し
な
い
。
 
ま
 た
 、
千
家
方
は
大
麦
・
小
麦
と
も
年
を
越
え
て
熟
す
る
 め

 さ
す
、
 瓜
 新
嘗
後
 か
 3
 

て
は
こ
の
書
で
は
禁
ぜ
ら
 

も
の
と
い
う
こ
と
で
禁
制
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
食
物
に
関
す
る
タ
ブ
ー
 と
 し
て
は
、
 

ム
 御
食
物
禁
忌
、
五
辛
、
 他
ノ
 火
気
 入
 タ
ル
鰹
節
・
 串
海
 鼠
 ・
 串
飽
 ・
 打
飽
 ・
乾
鮭
，
 ケ
ノ
鮎
鰍
 

ア
 @
 

蒸
 椎
茸
・
 醐
柿
 ・
 
飴
 ・
 

 
 

カ
ン
 

 
 

米
麹
 
二
テ
 シ
タ
ル
菓
子
 ノ
類
 ・
 嚢
 ・
 鰻
 頭
位
 @
 
無
 "
 
樺
 ・
 
索
麺
㎞
 駐
 ヰ
 %
 ㍼
 朋
 M
 千
娃
割
穣
魏
漱
 

㍗
 ぬ
 

斎
殿
 巨
テ
 

ム
 御
食
用
無
。
 悼
物
 、
一
切
 薬
靭
轍
 ・
砂
糖
 撒
ヰ
氷
 
・
蕎
麦
 嫡
 

 
 

ム
目
 二
 
他
所
 -
 
微
量
贈
物
 魚
 ・
菓
子
・
野
菜
等
、
 某
微
 主
軸
 
釜
 披
露
 -
 
物
者
、
斎
殿
御
料
理
 ぬ
 悼
、
 

"
/
 

（
 
3
 
2
 

）
 

 
 

と
あ
る
。
ま
た
「
 媒
 家
伝
 Z
 神
書
」
に
は
 

が
、
 例
え
ば
千
家
家
で
は
こ
れ
を
 
"
 お
対
屋
 

た
 ゃ
と
 

"
 
舌
ロ
い
、
 

と
 出
て
い
る
。
い
ず
れ
も
禁
忌
の
論
理
の
一
 つ
を
 示
す
 

一
千
家
 殿
洗
 二
八
蜜
柑
果
 ナ
ド
 国
造
 澱
 ま
い
り
た
る
後
 
ハ
 

此
 沙
汰
な
し
、
 是
 八
千
家
 殿
法
ょ
 き
か
、
 

も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
 
"
 微
量
 "
 と
は
申
す
ま
で
も
な
 

戦
前
ま
で
は
家
族
（
女
中
も
含
む
）
の
 
"
 お
対
屋
ご
も
 

八
二
本
。
 給
間
 、
先
人
二
絵
像
 而
 の
ち
、
 き
 こ
し
め
し
 

く
 月
経
小
屋
で
あ
る
 

り
 "
 が
 厳
重
に
行
わ
れ
 

候
也
 、
北
嶋
 殿
 二
八
 

て
い
た
。
 

国
造
は
更
に
、
十
一
月
の
新
嘗
会
ま
で
、
当
年
産
の
五
 穀
 そ
の
他
を
食
す
る
こ
と
を
忌
ん
だ
。
両
家
の
間
に
多
少
 の
 相
違
は
あ
る
が
、
 

C4 ㏄ ) 22 



難
 
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
細
注
に
は
 

 
 
 
 

咄
  

 

 
 

ノ
類
 

等
 禁
 "
 
ニ
ヨ
 
芝
地
 

(469) 

に
 入
れ
ず
、
新
蕎
麦
も
食
す
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
 

つ
ま
む
 

き
 

0
 条
に
 、
 

 
 

杵
築
大
社
七
月
五
日
八
剣
立
御
供
、
今
年
立
稲
穂
 蝿
ハ
結
飴
 

根
芋
 ヲ
盛
 、
 瓢
ヲ
以
テ
玄
酒
ヲ
 小
花
形
 二
 酌
人
、
供
二
進
 

国
造
に
は
な
お
、
七
月
五
日
の
爪
剥
の
祭
が
す
む
ま
で
 

二
 酌
人
、
高
葉
二
畳
・
国
造
 把
二
椎
ノ
 

 
 

手
を
触
れ
て
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
「
重
山
雲
 秘
 砂
上
 

割
箸
 -
 
供
 二
進
 之
 @
 客
座
 
ハ
 懸
盤
三
穂
 ノ
貴
ヲ
 直
二
畳
、
 

之
 （
牛
飼
 殿
ハ
稲
管
ヲ
 
小
食
二
 教
 、
 瓜
 
・
茄
子
・
天
色
 

 
 

茄
子
・
大
角
豆
・
根
芋
 ヲ
置
 、
高
桑
 
二
 居
、
玄
 酒
ヲ
二
 

9
 一
フ
 

7
 ウ
 
@
 サ
ネ
 

瓜
 ・
茄
子
・
大
角
豆
 

一
升
 
盛
ノ
 御
器
二
人
、
 

豆
 ・
根
芋
 ヲ
盛
 、
 備
 /
 

」
の
「
国
造
斎
戒
」
 

・
根
芋
・
タ
顔
・
 
麻
 

  

之
 、
国
造
紘
二
新
物
松
寿
 -
 
目
 二
 
今
日
 
-
 
始
 、
至
 二
昨
 四
日
 -
 
瓜
ヲ
 国
造
居
座
 之
 中
小
。
 入
 。
 
之
 、
他
人
 陰
辮
 
ナ
ト
 座
 席
二
落
タ
ル
ヲ
 取
捨
 

テ
、
跡
へ
水
ヲ
 
%
 キ
 洗
フ
也
 ・
 且
 衣
裳
 之
 縫
苧
 卸
 ～
 
鮎
 "
 
樺
 
布
 
・
 惟
子
 
・
手
巾
 之
類
 、
席
上
文
草
履
 敷
薦
等
 、
以
 -
 

 
 

 
 

ス
フ
 

 
 

藁
疵
朋
榔
加
縫
 
お
主
刑
 
沖
礒
魂
旺
 
㌃
 湘
 鰹
節
 
棚
繭
鮭
臼
醸
蹉
観
一
 

M
@
 

満
。
 

之
 悼
り
 絵
事
者
、
 
為
 下
前
。
 
造
 ：
天
下
 フ
神
 船
数
 慎
 上
世
、
至
 ，
 
干
 十
一
月
中
卵
目
 -
 

 
 

 
 

 
 

忌
 

と
，
 

と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
文
中
の
 "
 玄
酒
 "
 

は
 一
夜
酒
の
こ
と
。
 
"
 大
花
形
 "
 と
は
「
出
雲
白
滝
 公
 随
筆
」
に
 ょ
 れ
ば
直
径
四
十
 

麸
示
 五
分
・
高
さ
一
寸
五
分
の
神
事
用
の
皿
 、
 "
 小
花
形
 "
 と
は
 同
ゼ
く
 直
径
三
寸
五
分
・
高
さ
一
寸
四
分
の
も
 の
で
あ
る
。
 

送
 葬

お
 大所
の
聖
火
は
調
理
に
の
み
使
用
さ
れ
、
 

灯
 火
や
火
鉢
に
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
き
 
「
重
山
雲
 秘
 砂
上
ヒ
 
は
、
 

簿
 

御
食
事
 之
外
 、
一
切
忌
火
 ヲ
不
 。
用
地
・
 他
之
九
 菊
二
 相
 変
事
・
園
林
㌃
 之
故
 、
炭
・
硫
黄
 鞄
而
珊
報
利
 
V
 、
 
・
 油
 
・
蝋
燭
井
坂
 松
 蝋
燭
等
 

 
 

 
 

 
 



と
 記
さ
れ
て
い
る
。
 

食
物
そ
の
他
、
こ
う
し
た
種
々
の
制
約
の
中
で
暮
さ
ね
 。
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
国
造
は
あ
ま
り
幼
少
で
は
 
勤
ま
 ら
な
い
と
さ
れ
て
い
 

た
 。
「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
し
に
、
 

一
国
造
 殿
 行
儀
大
事
二
俣
 故
 、
一
子
た
り
と
い
へ
と
も
、
 十
五
歳
よ
り
 内
 二
八
神
火
 ヲ
 5
 け
 給
ハ
 ざ
る
事
、
幼
少
 二
て
 八
口
中
の
行
儀
 

永
 二
 て
洗
也
 。
 

と
あ
る
の
は
、
国
造
の
は
か
ら
出
る
唾
が
 他
と
 触
れ
る
，
 」
と
を
、
国
造
の
神
聖
性
ゆ
え
に
忌
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
 。
単
な
る
清
潔
の
問
題
 

だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
じ
一
節
に
 、
 

  
ケ
 ガ
 ン
ヤ
 

一
清
 微
屋
之
 あ
た
り
へ
 
待
 た
ま
 ハ
ず
 、
勿
論
相
言
下
。
 被
 。
 戊
侯
也
 、
 

と
い
う
の
は
、
 
"
 お
対
屋
ご
も
り
 "
 を
し
て
い
る
家
族
に
 対
す
る
国
造
の
禁
制
と
思
わ
れ
る
。
更
に
こ
れ
に
続
き
、
 

御
座
 二
 て
も
め
す
 也
、
 

国
造
殿
上
局
 ニ
 畠
を
不
 /
 作
ハ
こ
ゑ
 を
い
、
 、
、
て
也
 、
座
敷
 二
子
供
寝
小
便
も
い
 
き
候
故
 、
不
断
上
ぞ
 う
り
、
 

と
あ
る
。
同
様
の
趣
旨
は
「
重
山
雲
 秘
砂
 上
ヒ
に
も
、
 

 
 

ノ
チ
カ
フ
 

=
 

 
 

国
造
舘
内
エ
テ
紡
績
・
 

磯
禁
之
 ・本
尊
・
念
珠
 最
林
 ㌃
 之
 ・
 且
又
 廓
内
、
畠
 禁
 /
 之
 ・
庭
前
花
園
 以
二
 糞
土
 -
 培
 。
 

之
深
禁
 。
 之
 、
 

直
 清
の
予
知
浩
紀
 宰
 に
な
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
 

い
 ず
れ
に
し
ろ
、
硫
黄
・
蝋
燭
・
 松
 蝋
燭
の
使
用
が
お
大
所
 

 
 

は
 、
そ
の
臭
気
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
 

右
の
ほ
か
国
造
に
は
ま
だ
、
日
常
生
活
で
の
タ
フ
ー
が
 あ
っ
た
。
「
 媒
 家
伝
 之
 神
書
」
の
「
国
造
営
 Z
 行
儀
文
事
 」
 し
、
ナ
 

@
 

 
 

 
 

一
 第
一
口
中
文
荷
 
専
（
マ
マ
）
一
二
 

義
 

俣
 ・
 唾
ヲ
 モ
ム
 サ
ト
捨
給
ず
 、

紘
二
 5
 げ
、
お
り
 殿
 へ
す
つ
る
 也
 、
畳
の
上
 二
唾
落
 候
ハ
 
、
 拭
 、
英
俊
 
ヲ
 

と
な
っ
て
い
て
、
記
述
に
若
干
の
食
違
い
が
見
ら
れ
る
。
 細
注
の
こ
の
部
分
に
は
元
禄
十
年
・
十
一
年
ご
ろ
の
 記
 事
 が
あ
り
、
明
ら
か
に
 

2
4
 

元
禄
八
年
に
没
し
た
目
瘡
の
も
の
で
は
な
い
。
当
時
 自
 清
の
嫡
子
左
衛
門
 直
清
は
故
 あ
っ
て
北
島
村
に
蟄
居
中
だ
 っ
 た
か
ら
。
あ
る
い
は
 



全
体
的
な
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
食
物
の
禁
忌
 ほ
 つ
き
「
重
山
雲
 
秘
 砂
上
し
の
頭
 注
に
 記
さ
れ
た
、
 

忌
 

惣
 シ
テ
食
物
 
ノ
類
 ト
イ
 ヘ
 ト
 キ
 、
 不
 。
 用
 シ
テ
 不
 グ
 吐
物
ハ
票
ス
ル
 
事
 ナ
シ
 
、
 （
中
略
）
古
来
 ヨ
り
如
 。
 是
禁
 ス
ル
 物
ハ
 
、
勿
論
国
造
 タ
ル
 

ぬ
身
ノ
 美
食
 ヲ
好
 ム
事
 、
ユ
ノ
く
ブ
 ル
 ヘ
ヵ
 ラ
ス
 
、
質
朴
・
正
直
・
清
浄
専
一
ト
ス
ル
 事
也
 、
 是
 今
日
、
 
穂
田
 ム
叩
ト
立
テ
 、
神
徳
 ヲ
タ
 

事
ツ
 トフ
本
地
、
 

 
 

祭
 

 
 
 
 
 
 
 
 

翔
 
と
い
う
言
葉
に
尽
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 

国
 

 
  

 

出
雲
 

（
㎡
Ⅱ
）
 

で
 元
禄
十
年
か
ら
お
 大
 所
の
火
で
国
造
専
用
の
も
の
を
 焼
 い
た
の
に
対
し
、
北
島
方
は
無
用
の
事
と
し
て
い
る
点
 な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
 

官
舎
ま
で
新
蕎
麦
を
陣
っ
た
こ
と
。
素
麺
は
油
を
入
れ
 

て
 作
る
か
ら
と
て
、
北
島
力
も
元
禄
十
一
年
夏
か
ら
禁
じ
 

た
こ
と
。
炭
は
千
家
方
 

六
ケ
敷
故
 
、
十
五
歳
 ヲ
 か
ぎ
り
と
 仕
侯
 先
代
 之
譚
拠
 数
度
 在
 。
 
之
 、
 然
ル
二
 北
嶋
二
八
広
 孝
 九
歳
、
千
家
二
八
専
 能
 十
四
歳
二
面
 
神
 

火
相
承
、
 是
 よ
り
十
五
歳
 之
 仕
法
被
中
儀
、
 

と
 見
え
る
の
は
、
出
雲
大
社
の
上
官
等
の
間
で
行
わ
れ
 て
い
た
 別
苦
 の
 式
 と
対
応
す
る
も
の
で
、
十
五
歳
が
い
わ
 ば
 元
服
の
年
だ
っ
た
か
 

ら
で
あ
ろ
う
。
 

出
雲
国
造
に
ま
つ
わ
る
タ
ブ
ー
に
は
、
①
 血
 と
死
の
微
 れ
に
触
れ
る
こ
と
、
②
汚
物
に
触
れ
る
こ
と
、
③
臭
気
の
 強
 い
 も
の
に
接
す
る
 

こ
と
、
④
仏
教
関
係
の
も
の
を
近
づ
け
る
こ
と
な
ど
の
ほ
 か
 ・
特
に
⑤
他
人
に
触
れ
て
 微
 れ
る
こ
と
の
忌
み
、
 
換
 冒
 す
れ
ば
聖
火
の
神
聖
 

さ
を
守
り
、
神
の
御
杖
代
た
る
身
の
神
聖
性
を
保
持
す
 る
た
め
の
措
置
が
 、
 大
き
な
特
色
を
な
し
て
い
る
よ
 う
 に
 思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
 

こ
れ
ら
の
禁
忌
は
一
朝
に
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
 く
 、
時
代
と
共
に
付
加
さ
れ
変
容
し
て
行
っ
た
部
分
も
 あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
 

れ
る
。
例
え
ば
食
用
油
を
北
島
 方
は
 使
 い
 ・
千
家
方
は
 使
わ
な
か
っ
た
こ
と
。
蕎
麦
は
千
家
方
は
自
由
だ
っ
た
の
 に
 対
し
、
北
島
 方
は
新
 



（
 2
 ）
北
島
国
造
家
所
蔵
「
出
雲
国
造
世
系
譜
」
二
十
六
世
 
国
 道
 果
実
目
の
 
条
 （
村
田
正
志
 編
 「
出
雲
国
造
案
文
書
 
ヒ
 六
九
八
 
頁
 ）
に
よ
る
。
但
し
）
 

4
7
2
 

 
 

平
岡
蔵
人
 孝
 日
日
華
「
国
造
殿
御
火
継
記
録
 
ヒ
 
㍉
神
道
学
 ヒ
 第
八
 

江
戸
初
期
の
佐
 草
 白
滝
 の
 
ョ
出
雲
国
造
系
譜
 考
ヒ
 自
筆
 本
 （
 千
 十

号
、
昭
和
四
十
九
年
。
 

家
国
造
家
所
蔵
）
に
は
、
こ
の
こ
と
が
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
  
 

（
 3
 ）
村
田
正
志
 編
 、
昭
和
四
十
三
年
、
清
女
童
。
 

（
 4
 ）
島
根
県
教
育
委
員
会
編
な
ら
び
に
発
行
。
 

（
 5
 ）
「
出
雲
意
字
六
社
文
書
ヒ
三
八
 
｜
 四
七
頁
。
 

（
 6
 ）
「
前
掲
 書
 」
 三
 0
 ニ
 ー
三
一
二
頁
。
 

（
 7
 ）
 

コ
 出
雲
国
造
泰
文
書
 L
 四
四
五
 ｜
 四
六
 0
 頁
 。
 

（
 8
 ）
平
岡
 可
実
 の
 
ヨ
 古
文
書
釈
義
ヒ
（
平
岡
家
蔵
）
「
 懐
橘
 談
 の
一
件
」
に
 
ょ
 れ
ば
、
著
者
黒
沢
三
右
衛
門
私
恵
（
石
蒜
）
 は
 、
伊
勢
に
生
れ
 松
 

江
藤
 に
 仕
え
た
儒
学
者
と
い
う
。
 

（
 9
 ）
「
い
の
ち
の
継
承
１
１
出
雲
国
造
の
火
継
神
事
を
め
ぐ
 
っ
て
」
 
円
 中
央
学
術
研
究
所
紀
要
ヒ
第
二
号
、
昭
和
四
十
 セ
年
 。
「
万
治
三
年
 

（
㈹
）
村
田
正
志
「
出
雲
神
魂
神
社
に
於
け
る
吉
住
 銘
と
 古
文
 書
 」
「
古
文
書
研
究
 L
 第
二
号
、
二
 0
 頁
 。
昭
和
四
十
四
年
。
 

（
Ⅱ
）
日
出
雲
国
造
 家
 文
書
目
 
一
 0
 九
頁
。
 

（
 ほ
 ）
「
出
雲
意
字
六
社
文
書
 
b
 四
二
 0
 頁
 。
 

（
は
）
 

ヨ
鎧
 重
三
三
 0
-
 ハ
頁
。
 

（
，
 

t
r
 

）
ヨ
ガ
 
グ
ガ
 L
 四
セ
 0
 頁
 。
 

（
 巧
 ）
こ
の
間
の
所
作
は
秘
儀
の
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
 
珂
国
 追
 尊
光
代
 始
口
 に
よ
っ
た
。
 

（
 比
 ）
平
岡
蔵
人
 孝
 日
日
華
 ョ
 国
造
殿
御
火
継
記
録
 ヒ
 に
ょ
れ
ば
 
、
国
造
邸
の
清
め
に
湯
立
て
神
楽
も
行
わ
れ
た
。
 

（
 W
 ）
「
出
雲
意
字
一
八
社
文
書
ヒ
四
八
 ｜
 九
頁
。
 

（
 睡
坤
 
）
 

コ
 @
 
Ⅶ
 一
佗
伺
一
ヨ
 

一
日
ヒ
九
一
一
 

｜
 一
一
二
目
 

只
 。
 

（
㎎
）
 
円
グ
ガ
 々
 ヒ
 
一
一
三
 ｜
 四
頁
。
 

（
 釦
 ）
拙
稿
「
新
嘗
会
の
一
考
察
」
神
道
学
会
編
 
コ
 出
雲
 学
論
 敬
ヒ
 
（
昭
和
五
十
二
年
、
出
雲
大
社
）
所
収
。
 

注
 

 
  

 

（
 1 
）
藤
井
貞
文
「
後
醍
醐
天
皇
と
出
雲
大
社
」
 
円
 千
家
時
宜
 

先
生
還
暦
記
念
神
道
論
文
集
 

ヒ
 昭
和
三
十
三
年
、
神
道
学
会
。
 



出雲国造の祭事・ 葬送・禁忌 

（
 
れ
 ）
千
家
群
銃
ロ
大
楽
天
人
一
家
言
け
 

口
 六
二
ー
三
頁
。
 
昭
 和
 三
十
二
年
、
出
雲
大
社
々
 

務
所
 。
 

（
 
戎
 ）
 ル
ガ
ガ
か
コ
 
出
雲
大
社
ロ
六
頁
、
 

二
 0
 八
頁
。
昭
和
四
 

十
三
年
、
学
生
社
。
 

（
 
為
 ）
「
重
山
雲
 
秘
 砂
上
口
「
斎
殿
方
式
 

ヒ
 0
 条
。
 

（
 
舛
 ）
口
前
掲
喜
三
「
斎
殿
方
式
」
の
 

条
 。
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智 毒の仏身 観 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

二
 

中
国
仏
教
に
お
け
る
仏
身
観
の
潮
流
 

 
 

智
 嚴
の
法
を
継
ぎ
、
華
厳
教
学
を
大
成
し
た
法
蔵
（
 ム
ハ
 
四
三
 ?
 

七
一
二
）
は
、
日
華
厳
経
問
答
 口 
に
お
い
て
・
 

向
 華
厳
 経
ヒ
に
 出
る
無
 

一
序
 

「
華
厳
経
」
は
仏
が
説
く
経
典
で
は
な
い
。
 

仏
 そ
の
も
の
 
を
、
仏
 

そ
れ
を
説
く
者
は
、
常
に
仏
の
本
願
、
仏
の
三
昧
に
 支
，
 ぇ
 ら
れ
て
い
 

免
者
の
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
 ろ
 う
 。
 

で
は
、
初
唐
 代
に
 華
厳
教
学
の
基
礎
を
確
立
し
た
 智
嚴
 
（
 エ
ハ
 
0
@
@
-
 

9
 組
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
、
思
想
史
的
背
 旦
 
ホ
に
 注
意
し
 

で
あ
る
。
 

0
 世
界
を
、
そ
し
て
 仏
 と
な
る
道
を
説
く
経
典
で
あ
る
。
 

し
か
・
も
 
、
 

る
 。
こ
の
こ
と
か
ら
、
仏
を
ど
の
よ
う
に
把
捉
す
る
か
が
 華
厳
経
 研
 

｜
 六
八
）
は
、
一
人
の
華
厳
経
研
究
者
と
し
て
そ
の
 課
 題
 に
ど
 う
取
 

つ
つ
、
 智
 俺
の
仏
身
 観
 を
で
き
る
限
り
明
確
に
し
ょ
う
 と
 す
る
も
の
 

木
村
清
孝
 

俄
の
仏
身
 観
 

二
種
土
仏
説
成
立
の
経
緯
 



は 、 初 

お 期 
そ 中 
9 国 
く ィム 

『 教 
埋 め 
惑 素 け 

十 者 木 に 著 
るど 仏のさ 仏え 的所 「 引 の 仏 

報   仏 
向 た ょ 」） 、 不 

持     浬磐   法 
界   一億短 小。 知 。 仏 

あ 毅 一 と が 一 の れ 
l L @ 

る学 。 のの照れ つにか 法一は 身 」、 故巴 
満 干 

仏 
成 究 ら 自 の を 全 
正 極 し 鼻 熊 表 体   。 義 一 一 
と 駒 て の 尺 わ と   

此篇 
昧 

い 表 仏 して ま現ぅ 、 もの 性 、 すと 十   
観 に ず で 無 い （ は 性     擬自 点 かク カ @ ま、 間遠 あっ うと「 。 果 即 六 
ら な い た 在 法 の 

も ら あ ろ 性 茂 一 ロ   立     ネ ハ Ⅱ -   
重 な る ぅ の は 」 
要 い ま こ 表 こ せ 
な ・と い と 現 の 明 仏 の 尺 窮乏 雑品・ 十 （ 

間 す 。 は が 褐 か ( ムし 

顕 れ 、 十 文 す 康一 。 切 を 
と @ ま 口 伝 を も な 三 で   引 の 

る 申   国     注 
ま ィム 釈 

生 のと こっ分 、 げ 螢贋 
  

し   中 を こ て 
中 が に 主 こ い 

国 弘 
たあ 

と 

仏 身 
教 の 大 て 十 
  

次 
に 本 浅 い 仏 前 の 

お 質 
げ な 、 と 根 は   @ 

論 朴 

惑 " ム 
。 @   的 

本 仏 
の仏 

身 
書 院 観 

は 、 観 の 
後 段 
漢 階 
の さ 
大 経 
に て 牟 
千 仏 
が ;  と 

交 は 同 / ャ １ 

（ か 
広 と 

西 い 

省 う 

蒼 問 
梧 題 

  
現 め 
在 て 
0 本 
広 播 
面 的 
憧 に 

  
の 物 
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智 嚴の仏身 観 

的
 記
述
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
 を
 巧
み
に
綴
り
合
わ
せ
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
神
格
性
 を
 鮮
明
に
打
ち
出
し
た
 

仰
 

功
績
は
、
や
は
り
本
書
の
著
者
に
帰
せ
ら
れ
よ
 う
 。
 し
 か
も
、
叙
述
の
一
部
に
は
、
著
者
の
創
作
で
は
な
い
か
と
 思
わ
れ
る
も
の
も
 在
 す
 

3
1
 

る
 。
例
え
ば
、
十
九
歳
で
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
出
家
 す
る
際
に
、
鬼
神
が
か
れ
を
扶
 け
 挙
げ
て
、
飛
ん
で
宮
殿
 を
 出
た
と
す
る
こ
と
な
 

ば
 、
そ
こ
に
は
、
自
浄
主
夫
人
が
昼
寝
の
夢
に
一
八
矛
 
の
 白
 象
を
見
て
妊
娠
し
た
こ
と
・
ブ
ッ
ダ
は
四
月
八
日
に
生
 ま
れ
、
直
ち
に
 セ
歩
あ
 

る
い
 て
「
天
上
天
下
、
我
を
楡
ゆ
る
 者
 あ
る
こ
と
な
し
」
 と
 言
っ
た
こ
と
、
そ
の
と
 ぎ
 
「
天
地
大
動
し
、
宮
中
 み
 な
 明
ら
か
」
で
あ
っ
た
 

こ
と
、
三
十
二
相
・
八
十
種
好
を
か
れ
が
具
え
て
い
た
 @
 
」
と
、
六
年
の
託
 胎
 の
の
ち
に
そ
の
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
 な
ど
が
の
べ
ら
れ
て
い
 

る
 。
こ
れ
ら
の
描
写
は
 、
 確
か
に
そ
の
根
拠
を
「
瑞
応
 本
起
 経
ヒ
な
ど
の
漢
訳
仏
典
に
有
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
 、
仏
伝
の
多
く
の
神
秘
 

の
で
あ
る
が
、
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
考
察
し
 て
み
よ
う
。
 

第
一
に
、
一
見
し
て
気
付
か
れ
る
こ
と
は
、
ゴ
ー
タ
マ
 ・
ブ
ッ
ダ
と
し
て
の
仏
が
相
当
に
神
格
化
さ
れ
て
い
る
 @
 
」
と
で
あ
る
。
 例
え
 

は
 、
「
 覚
 」
そ
の
も
の
と
し
て
の
仏
で
あ
る
。
の
ち
に
 触
 れ
る
よ
 う
 に
、
こ
の
二
種
の
仏
の
間
に
は
、
 れ
 ろ
ん
 意
 床
上
の
連
関
が
存
す
る
 

さ
て
、
 コ
 理
惑
論
 ヒ
 に
は
二
種
の
仏
が
説
か
れ
て
い
る
 0
 一
つ
は
、
歴
史
的
な
ゴ
ー
タ
マ
，
ブ
ッ
ダ
と
し
て
の
 仏
 で
あ
り
、
も
う
一
つ
 

じ
て
、
中
国
的
仏
身
観
の
基
本
的
様
相
を
窺
 う
 こ
と
に
し
 十
八
Ⅰ
 

こ
 、
。
 

の
 仏
身
 親
 は
、
三
国
 @
 割
 宋
 の
こ
ろ
、
仏
教
が
思
想
的
に
 探
究
さ
れ
始
め
た
時
代
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 以
下
、
そ
の
検
討
を
通
 

え
 、
厳
密
な
意
味
で
は
本
書
の
思
想
史
的
位
置
を
明
確
 に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
・
本
論
に
直
接
関
 保
 す
る
そ
の
仏
伝
の
記
 

（
 
只
 
@
 
）
 

述
の
成
立
が
「
瑞
応
水
越
 経
ヒ
の
 翻
訳
午
時
 c
 一
二
二
 ｜
 八
年
の
間
）
を
遡
ら
な
い
こ
と
は
ほ
 ば
 確
実
で
あ
る
。
 
従
っ
て
、
「
理
惑
論
 ヒ
 

五
 0
 年
も
の
 開
 ぎ
が
あ
る
。
ま
た
、
 
い
 ま
の
筆
者
に
、
 
，
 
」
の
書
の
全
体
の
成
立
に
関
す
る
一
定
の
確
信
が
あ
る
わ
 げ
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
 

（
 
7
7
 
）
 

へ
 
6
 ）
 

地
 に
お
い
て
撰
述
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
 伝
承
に
関
し
て
は
、
従
来
多
く
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
 ぎ
た
。
と
く
に
そ
の
 成
 

立
年
代
に
つ
い
て
は
、
後
漢
末
の
成
立
と
い
う
伝
統
税
 を
 信
用
す
る
立
場
か
ら
、
 

劉
 宋
代
の
成
立
と
見
る
立
場
ま
 で
、
諸
説
の
間
に
約
二
 



と
あ
る
も
の
が
注
意
さ
れ
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
 が
 「
理
惑
論
 口
は
 、
中
国
的
な
形
而
上
学
的
観
念
で
あ
る
 
「
天
道
」
「
陰
陽
」
を
 

持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
 男
 の
子
が
で
き
た
こ
と
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
 う
し
 た
 解
釈
こ
そ
が
中
国
的
 

世
界
に
お
い
て
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
聖
人
性
を
守
り
、
 中
国
人
を
満
足
さ
せ
う
る
と
い
う
判
断
が
、
こ
こ
に
は
 は
た
ら
い
て
い
た
と
 考
 

（
 2
 
l
 
Ⅰ
 
）
 

即
以
二
 左
手
 -
 
指
二
具
 妃
腹
ィ
時
 耶
輸
陀
羅
、
便
覧
二
体
異
（
 
自
知
。
 有
 /
 娠
 。
 

と
表
現
す
る
。
「
理
惑
論
 ヒ
は
 、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
 の
 心
が
「
道
徳
」
に
存
す
る
こ
と
を
・
は
る
か
な
過
去
世
 か
ら
の
「
道
徳
」
 

践
を
背
景
と
し
て
描
き
出
す
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
上
の
一
文
に
は
、
妃
に
男
子
を
懐
胎
さ
せ
る
 と
い
う
、
非
道
徳
的
に
見
え
な
く
も
な
い
事
実
を
ど
う
 ん
ロ
 
理
化
す
れ
ば
 ょ
 

と
い
う
点
で
、
独
得
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
 わ
ち
「
座
を
別
に
し
・
床
を
異
に
し
な
が
ら
も
・
天
道
は
 は
な
は
だ
明
ら
か
 

陰
陽
が
通
じ
て
男
の
子
を
懐
胎
し
た
」
と
い
う
の
が
そ
 れ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
い
諸
漢
訳
仏
伝
で
は
、
こ
の
あ
 た
り
の
描
写
は
ほ
 

ど
な
い
。
や
や
下
っ
て
、
 劉
末
 の
末
那
 域
陀
羅
 
（
三
九
 
四
 @
 四
一
八
八
）
 
訳
 「
過
去
現
在
因
果
経
 
ヒ
に
、
 

の
 実
 

 
 

 
 

で
、
 

と
ん
 

（
 l
 
l
 
Ⅰ
 ）
 

修
二
億
太
子
（
 
為
 巽
二
宮
 観
づ
 
妓
女
主
 玩
 ・
並
列
三
船
前
 づ
 太
子
本
。
 貴
 二
世
業
（
 意
存
 二
道
徳
 り
 

す
な
わ
ち
「
理
惑
論
し
は
、
「
 低
 化
の
状
」
を
説
明
し
 て
、
 

（
 
0
 
t
 ）
 

積
 二
男
道
徳
（
数
千
億
 載
 。
 不
 。
 
可
 二
組
 記
り
 

と
い
い
、
ま
た
 十
セ
 歳
の
結
婚
か
ら
十
九
歳
の
出
家
に
 至
る
間
の
様
子
を
 、
 

年
上
セ
、
正
偽
 納
 。
 
妃
 。
隣
国
女
 也
 。
太
子
生
別
 遷
 。
 
座
 、
 寝
 別
異
。
 床
 。
天
道
孔
明
、
 
陰
陽
 而
通
 、
 遂
慎
 三
男
 ぺ
 六
年
刀
圭
。
文
王
 

（
 
9
 ）
 

ど
は
、
私
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
諸
仏
伝
の
中
に
そ
の
 記
 述
を
見
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
り
本
書
の
著
者
は
、
二
種
 類
 以
上
の
仏
伝
か
ら
の
 

 
 

 
 

抽
出
を
基
礎
に
、
巧
妙
に
神
秘
的
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
 像
を
作
り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

 
 

第
二
に
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
「
道
徳
」
と
の
 結
 び
 
つ
ぎ
を
軸
に
し
て
、
倫
理
的
に
超
人
化
さ
れ
て
い
る
こ
 と
が
注
目
さ
れ
る
。
 

柵
 



と
 論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
 覚
 」
と
し
て
の
仏
が
「
 道
徳
の
元
祖
、
神
明
の
宗
 緒
 」
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
活
動
 の
 自
在
性
が
「
 洸
惚
変
 

化
」
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
 知
ら
れ
よ
 
う
 。
 

で
は
、
か
か
る
仏
身
観
の
特
質
は
ど
こ
に
見
出
せ
る
の
 で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
仏
身
の
活
動
の
自
在
性
の
間
題
か
ら
 考
え
て
み
る
と
・
 
そ
 

の
 思
想
的
背
景
と
し
て
、
す
ぐ
に
「
老
子
 ヒ
の
 
「
 洸
惚
 」
 の
 思
想
、
す
な
 ね
 ち
、
 

（
 
4
 
l
 
人
 
）
 

花
穂
 之
容
 、
佳
道
 惟
従
 。
道
 芝
為
ド
物
 、
 惟
胱
惟
惚
 。
 惚
 ぢ
洸
侍
 、
英
中
有
。
 象
 。
 %
 分
 惚
号
 、
 某
 中
有
 "
 物
 。
 

と
い
う
「
 道
 」
の
捉
え
方
や
、
「
荘
子
 ヒ
の
、
 

大
沢
 焚
 両
下
。
 能
 。
 
熱
 、
河
漢
五
市
 不
 。
 
能
 。
 
寒
 。
疾
雷
 破
 。
 
m
 、
 風
振
 。
 
海
 、
不
。
 能
 /
 驚
 。
 若
然
 者
、
乗
 二
 
雲
気
（
 騎
 -
 
日
月
（
 
而
 遊
手
 乎
 

（
 
巧
 ）
 

四
海
立
件
Ⅱ
死
生
 無
 "
 変
 手
船
 己
づ
 市
況
利
害
左
端
手
。
 

と
い
う
自
由
な
る
「
至
人
」
の
描
写
が
思
い
浮
か
ぶ
。
 ま
 た
、
 晋
の
葛
洪
の
「
抱
朴
子
 ヒ
 に
は
、
「
文
道
」
の
 
体
 侍
者
に
つ
い
て
、
 

得
 。
乞
者
 貴
 、
 不
 。
 
待
二
黄
鍍
之
威
づ
体
 。
乞
者
 富
 、
太
 ゲ
仁
泊
ヴ
 

（
多
力
 

一
難
 得
 Z
 貨
 づ
高
下
。
 
可
 。
 
登
 、
 深
不
 。
 
可
 。
 
測
 。
 乗
 二
流
光
（
 第
二
 飛
旦
公
 
援
兵
 

観
 

身
 

虚
 @
 真
二
滴
 溶
づ
出
 二
子
無
上
（
 入
 ，
平
蕪
 外
づ
 隆
二
手
 汗
 漫
 左
門
 @
 通
二
 於
窃
砂
 Z
 野
 （
造
工
 遥
洸
惚
 文
中
（
 櫛
 二
 
件
 防
 俳
文
麦
田
 
咽
 二
九
⑰
 

仏
 

（
 
6
 
Ⅰ
 ）
 

の
 

華
族
霊
瑞
（
 
咀
 三
八
 気
於
 丹
霞
 づ
俳
 二
個
花
床
（
 翅
二
 翔
希
 徴
ハ
履
 三
略
 蜻
虹
 （
 践
 二
 
%
 旋
磯
イ
此
得
 。
乞
者
 也
 。
 

 
  
 

智
牡
 と

 説
か
れ
る
。
こ
の
思
想
に
も
、
「
理
惑
論
」
の
仏
身
 観
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
 う
一
 つ
 、
「
理
惑
論
 ヒ
に
 の
 

完
結
。
仏
文
言
 レ
 
覚
他
。
 洸
惚
 変
化
、
分
。
 
身
散
レ
体
 。
 或
 存
 威
し
、
 能
 不
能
 大
 、
能
 円
能
方
 、
能
者
 
能
少
 、
能
 
隠
能
 彰
 。
 距
 。
欠
本
 
"
 
焼
、
 

（
 
3
 
l
 
Ⅰ
 
り
 

履
 。
刀
下
 
"
 
傷
 。
 在
ド
 
河
本
 /
 
辱
 、
 在
ド
禍
無
 。
 映
 。
 欲
 。
 付
 則
 飛
 、
生
別
 揚
 。
 
光
 。
改
号
 為
 。
 
仏
也
 。
 

え
ら
れ
る
。
 

「
理
惑
論
 ヒ
は
 ・
歴
史
的
人
物
と
し
て
の
ゴ
ー
タ
マ
・
 ブ
 ッ
ダ
 の
伝
記
を
の
べ
た
あ
と
、
 

間
日
。
何
 以
 正
言
。
 
仏
 。
 仏
 恭
二
回
 謂
 -
 
平
。
辛
子
 日
 。
 仏
 老
骨
 誼
也
 。
 猶
 ド
 ニ
 二
三
皇
神
、
五
帝
 
聖
 -
 
也
 。
仏
力
道
徳
 之
 元
祖
、
神
明
 之
 



な
お
 調
絃
 の
 富
 商
を
失
わ
ざ
る
が
ご
と
く
」
で
あ
る
と
 の
べ
る
。
こ
こ
に
は
儒
道
一
致
の
立
場
に
由
来
す
る
「
 道
 徳
 」
理
解
の
混
乱
が
反
 

映
し
て
お
り
、
批
判
を
免
れ
な
い
が
、
さ
ら
に
問
題
な
 の
は
、
日
理
惑
論
 L
 で
は
「
 徳
 」
の
解
明
は
ほ
と
ん
ど
な
 さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
 

こ
と
で
あ
る
。
「
理
惑
論
し
は
、
道
家
的
な
「
道
徳
」
の
 観
念
を
中
核
と
す
る
仏
身
観
を
展
開
し
な
が
ら
も
、
「
 道
徳
」
そ
の
も
の
の
 追
 

（
 
9
 
l
 ）
 

る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
中
国
の
聖
典
は
す
 べ
て
「
道
徳
仁
義
」
を
尊
ぶ
と
い
い
、
「
事
を
立
つ
る
 に
道
徳
を
失
わ
ざ
る
は
 、
 

で
は
、
「
道
徳
」
と
は
何
か
。
「
理
惑
論
 

ヒ
は
 、
「
 道
 」
 と
は
無
形
無
声
、
極
大
か
つ
極
小
で
、
「
人
を
導
い
て
 

無
為
に
至
ら
」
し
め
 

雄
 。
竹
二
万
里
 
@
 所
在
 常
爾
 。
 能
令
三
 小
物
 忽
 大
姉
。
 
屋
 、
大
 物
忽
 不
知
三
 
%
 芭
づ
或
吐
 。
 火
張
 。
 
天
 、
 嘘
 。
 之
 即
滅
。
 又
 龍
生
二
挺
欠
乏
 中
 @
 

太
腹
 不
 。
 
燃
 。
須
要
土
間
、
 
或
化
 二
者
 
ぬ
翌
或
為
 二
心
胆
女
戒
 
為
 二
車
馬
 
づ
無
 。
 
所
 。
 不
 "
 
為
 。
 行
 ：
三
十
六
桁
 -
 
甚
助
。
起
死
回
 
 
 

と
い
う
。
万
里
を
行
き
な
が
ら
動
か
ず
、
大
小
を
自
由
 に
 変
え
、
火
を
吐
き
、
老
人
に
も
子
供
に
も
車
馬
に
も
な
 る
と
い
う
自
在
の
活
動
 

ど
 ・
「
人
を
救
 う
 こ
と
無
数
」
と
い
う
救
済
の
普
遍
性
 ・
絶
対
性
に
お
い
て
、
大
女
文
は
 コ
 理
惑
論
 ヒ
の
 仏
に
か
 な
り
類
似
し
て
い
る
と
 

い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

「
抱
朴
子
 ヒ
や
 
「
神
仙
 伝
 」
が
「
理
惑
論
 ヒ
に
 先
ん
ず
る
 か
ど
う
か
、
前
二
者
と
後
者
と
の
間
に
直
接
の
影
響
 関
 係
 が
あ
っ
た
か
ど
う
 

か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
上
述
し
た
諸
点
に
照
 ら
し
て
・
 コ
 理
惑
論
目
の
仏
身
観
は
老
荘
の
思
想
か
ら
 思
 索
の
基
盤
と
表
現
上
の
 

示
唆
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と
も
「
 抱
 付
子
 ヒ
や
 
「
神
仙
 伝
 」
に
お
い
て
集
成
さ
れ
る
神
仙
思
想
 の
あ
る
一
面
を
も
踏
ま
 

え
て
い
る
よ
 う
 に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
 

さ
て
「
理
惑
論
」
は
 、
 上
に
見
て
き
た
自
在
な
る
仏
の
 基
本
的
性
格
を
「
道
徳
の
元
祖
「
神
明
の
宗
 緒
 」
と
規
定
 す
る
。
（
 

8
 
i
 
 

）
 こ
の
規
定
、
 

と
く
に
「
道
徳
の
元
祖
」
が
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
 と
 し
て
の
 仏
 と
の
連
関
を
確
保
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
 @
O
 

(480) 

べ
ら
れ
る
自
在
な
る
仏
と
の
思
想
的
関
連
を
窺
わ
せ
る
 資
 料
 が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
葛
洪
が
 著
 わ
し
た
日
神
仙
 

 
 

 
 

の
事
績
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
大
女
女
の
姿
を
描
 い
て
、
 



知居 のみ   

と
い
う
こ
と
ば
か
ら
筆
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
あ
 と
に
続
く
仏
伝
の
記
述
と
の
関
連
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
 は
な
い
が
、
こ
こ
に
は
、
 

ゴ
 

 
  
 

１
タ
 マ
 ・
ブ
ッ
ダ
が
「
道
徳
」
か
ら
外
れ
た
存
在
で
な
 い
こ
と
を
暗
に
主
張
す
る
か
れ
の
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
 よ
う
 で
あ
る
。
な
お
、
 

観
ら
れ
る
文
通
（
三
一
四
 
?
 
一
八
一
八
）
は
、
「
釈
迦
文
 

 
 

 
  
 

身
 

 
 

共
立
。
人
文
道
・
 

日
仁
与
 。
 義
 。
 然
則
 仁
義
 有
レ
本
 。
道
徳
 之
謂
也
 。
 

 
 

 
 

お こ 所 と よ 究 
例 『 け と 」 記 り と @ 
え 理 る が と さ 占 菩 ど こ 決 

  
ま 。 @ 
ず が   、 提 化 た と に 

般 起   の と と あ 卦 乗 と 「 は 

若 す 

鰍ミ 層 描 保   
お 徳 的 
げ 」 仏 

る た 

  
唱 @ @ ラ ま   

国 か で， こ 

首代 者と   れ @ -- 

低 め 
え 仏     
ら 教 風 さ L ブ 手蔓   
界に れ 、 
ま か                                         な いの 』 
た な   享 一 

=.@ t) て 船舷 実 っ 
庄 一 が め 

千 般   
ヒ 的 る 界   
の な 

  が 

新 里 そ 存 
解 解 れ す 
択 め   
を 仕 と 
行 方 『 考 
な で 
っ あ を 夢   悪 も 

た っ も のと小が " し ; 重   論 れ 
漬 た で は 唆   0=  る 
談 よ @ ま   し 「 王 の   

の う な 、 『   道 
雄 で い 理 合 徳 仏伝 即召 

と あ 。 惑 せ の が 

し る 
読 て 帰 

て   』 そ す   最大 問二人 

知 に の る   の 



（
 ぬ
 ）
 

精
神
不
滅
、
八
回
二
成
仏
ィ
心
 
作
 二
万
有
 @
 諸
法
 曹
空
 。
 

と
 論
じ
て
い
る
。
こ
の
「
為
す
な
く
、
為
さ
ざ
る
な
ぎ
」
 道
の
体
得
者
を
仏
と
す
る
見
解
も
、
老
荘
的
で
あ
る
は
 明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 
た
 

だ
し
 
コ
 倫
道
諦
」
で
は
、
 

コ
 理
惑
論
」
の
ご
と
き
仏
の
 神
格
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
 

孫
縛
 の
 仏
 身
親
 は
 よ
 り
純
化
さ
れ
 

た
 
「
道
徳
」
的
仏
身
 観
 で
あ
る
と
 
い
 え
ら
か
も
し
れ
な
 
 
 

次
に
 宗
柄
は
 、
そ
の
著
㍉
 明
仏
 輪
目
に
お
い
て
、
道
徳
 と
 仏
と
の
関
係
、
お
よ
び
仏
の
は
た
ら
ぎ
に
つ
い
て
、
 

夫
常
 無
著
適
地
。
 
唯
仏
則
以
 。
神
法
。
 
道
 。
 故
徳
与
 。
追
鳥
 
一
 。
神
字
。
道
石
。
 ニ
 。
 二
故
有
 。
 照
以
 通
化
、
一
枚
帯
 因
 面
無
。
 造
 。
 夫
万
 

仕
者
、
固
各
艇
 二
 因
縁
 @
 白
手
旅
大
道
文
中
 
-
 
臭
 。
会
所
 ミ
 
は
称
 。
仏
天
工
諸
法
自
在
不
可
思
議
 
-
 
者
、
非
。
 日
 。
 為
 。
 可
 T
 不
 。
 由
 二
 
綾
数
 -
 越
 ：
 

（
「
。
）
 

2
 

宿
命
 @
 面
積
 済
 上
世
。
 蓋
 衆
生
無
量
、
神
功
 所
 。
 導
 、
皆
 俊
二
尾
 曲
 -
 
陽
。
英
照
布
。
 可
二
 思
量
 
-
 
再
 。
 

と
 の
べ
る
。
仏
の
み
が
「
 神
 」
を
も
っ
て
 無
 な
る
道
に
 法
る
。
神
と
 道
 と
が
二
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
思
慮
 を
 超
え
た
仏
の
救
済
が
 

あ
る
の
で
あ
り
、
 
徳
 と
道
と
が
一
で
あ
る
か
ら
、
常
に
 因
り
つ
つ
無
為
で
あ
る
。
京
焼
は
こ
の
よ
う
に
、
 

新
 た
に
「
 神
 」
の
概
念
を
 

導
入
し
、
道
と
徳
と
の
一
体
性
、
道
の
根
源
性
と
と
も
 に
、
 神
と
 道
 と
の
関
わ
り
を
根
拠
と
す
る
救
済
の
論
理
を
 明
確
に
す
る
の
で
あ
 

る
 。
こ
の
思
想
か
ら
、
 
宗
柄
が
 
「
道
徳
」
的
仏
身
 観
 を
一
 歩
 踏
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

思
う
に
、
 
宗
 柄
の
基
本
的
立
場
は
 、
 

（
㌶
）
 

伸
二
化
万
物
づ
 

そ
の
仏
伝
の
部
分
に
お
い
て
は
、
仏
は
や
は
り
超
人
的
 な
 身
体
と
精
神
を
右
す
る
隠
顕
自
在
の
活
動
者
と
し
て
 描
 か
れ
て
い
る
 0
 文
通
 の
 

3
6
 

仏
身
観
の
基
本
的
な
骨
組
み
は
、
先
の
「
理
惑
論
 ヒ
の
 仏
身
 観
と
 
一
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 
 

 
 

次
に
、
東
晋
中
期
の
文
章
家
と
し
て
有
名
な
 孫
紳
 に
は
 
「
倫
道
諦
 ヒ
の
 著
が
あ
る
。
そ
の
中
で
か
れ
は
、
 

 
 

夫
 仏
地
者
、
体
。
道
者
 
也
 。
 道
 他
者
、
 
導
 。
幼
者
 也
 。
 応
 。
 感
 順
適
、
無
為
面
無
。
 不
 。
偽
者
 也
 。
無
為
 故
 、
 虚
 敏
白
 然
 。
 無
 。
 不
 。
 為
故
 、
 



智 厳の仏身 観 

  と 

進 方 し も 

め ぽ か そ 
て お し れ   
る て そ 六 
の は ぅ 世 
で 真 は 紀 
あ 理 い ま 

る そ つ で   
。 の て 続 

そも のの も 、 ぎ、 

こと 
は て 書 識 
" の し 」 釈 老とし 本書 仏、 

に 円 志 て 
、 理 は 固 

惑 単 ま 

論 に っ 

三 従 て 

の 来 い 

い の た 
  

う 「道と 「」 

寛 」」 徳 が 窺 
と 的 わ   
て 身 る 

の 観 で 

仏 、 をあ そろ   
わ ま 

ち 踏 
扶 翼 
易 し 

に て 
つ い 
い る 

て わ   
では 分析 

的 な 
理 い 解 

37 ( 俺 3) 

と
 解
説
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
仏
身
観
は
初
め
て
中
国
 の
 正
史
に
載
っ
た
仏
身
 額
 で
あ
り
、
一
応
「
知
識
」
と
し
 て
 中
国
に
定
着
し
た
も
 

の
と
し
て
注
意
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
そ
の
仏
身
観
に
 お
い
て
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
「
 徳
克
 く
し
、
 
道
備
 わ
る
」
と
、
明
確
に
 

「
道
徳
」
線
上
に
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

仏
 の
 
「
道
徳
」
的
把
捉
が
ど
の
程
度
一
般
化
し
て
い
た
か
 は
と
も
か
く
、
少
な
く
 

（
 5
 
2
 ）
 

所
謂
仏
者
・
本
号
 二
 釈
迦
文
 -
 
者
。
 
訳
 青
二
能
仁
 
づ
謂
徳
克
 道
備
 、
 堪
 "
 済
 ，
万
物
 -
 
也
。
 

と
い
う
見
解
に
集
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
か
 れ
は
、
実
践
論
的
に
は
精
神
の
不
滅
に
も
と
づ
い
て
成
仏
 を
 説
き
、
存
在
論
的
に
 

は
 唯
心
の
世
界
を
宣
揚
す
る
。
こ
の
立
場
か
ら
か
れ
は
、
 「
無
為
無
欲
」
に
到
達
し
、
「
 無
 身
に
し
て
 
神
 あ
り
」
と
 い
 う
 状
態
を
「
法
身
」
 

と
 名
づ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
身
の
自
在
性
を
「
 分
 。
 骨
桶
出
、
移
 二
転
 世
界
 @
 
巨
海
人
。
 毛
 」
の
類
い
に
よ
っ
て
 例
示
し
、
そ
の
あ
り
方
 

は
 、
中
国
の
聖
人
た
ち
と
同
じ
く
「
 惚
悦
 

に
し
て
文
化
」
（
 

悦
力
 ）
 

で
あ
る
と
い
う
。
「
分
身
嫡
出
」
は
竺
法
護
 訳
 
「
正
法
 華
 経
ヒ
菩
薩
 従
地
踊
出
 

品
 、
「
移
転
世
界
」
は
 支
謙
訳
 「
維
摩
詰
 経
 」
仏
国
 品
 、
 
「
巨
海
人
 毛
 」
は
同
経
不
思
議
 品
 に
依
っ
た
も
の
か
と
 思
わ
れ
る
が
・
こ
の
 ょ
 

う
 な
か
れ
の
思
想
の
性
格
を
考
え
る
と
き
・
筆
者
に
は
、
 そ
の
「
 神
 」
の
概
念
は
純
粋
・
絶
対
の
精
神
を
意
味
し
 て
い
る
と
推
測
さ
れ
 

る
 。
 

以
上
・
乏
し
い
文
献
の
中
か
ら
皆
伐
に
お
け
る
仏
の
「
 道
徳
」
的
把
捉
の
諸
相
を
探
っ
て
み
た
。
こ
う
し
た
把
捉
 は
 ・
お
そ
ら
く
こ
の
 

時
代
に
特
徴
的
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
、
 必
ず
し
も
こ
の
時
代
に
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
 例
え
 ば
 、
北
魏
・
北
斉
両
朝
 

に
 仕
え
た
魏
収
（
 五
 0
 一
八
 
?
 七
二
）
の
撰
述
で
あ
る
「
 魏
 書
 L
 釈
名
 志
 に
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
フ
ッ
 
ダ
 と
し
て
の
 仏
 ほ
 つ
い
て
、
 



ま
ず
慧
遠
に
つ
い
て
の
べ
る
と
、
か
れ
は
「
 博
く
 六
経
 を
綜
べ
 、
も
っ
と
も
 荘
 老
を
善
く
し
」
た
が
、
の
ち
道
安
 0
 コ
般
若
経
ロ
 の
講
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動 に と 

こ を 比 あ 
を緒 耽読。 りむけ ろ のす 較る 権 限 諸 
康 允 れ よ ら し の 形 M 仏 
そ 取 ど う は て を 雄 有 法 

も え 約 論 画 仙 ら 

る 税 別 の 

のは で、 に方 仏向   
そ の 見 Ⅰ 三田 こ ある う のは 本、 

。 し 体 分 
た が 析     
的 わ 惟 
仏 げ に 
鼻 で 価 
論 は 値 
の な を   

自 - -" 置く 極み 

に 権 な 
立 広 ら 

っ 身 は 
て を 、 

、 措 確   
低 い か し そ 
そ て に 

の 真 一 
も 案 つ   
の 身 の が 『 

の は 発 白 鹿 
活 な 展 
動 い で     
性 。 あ 活 ヒ 有 量   

0 段 考 
慧 階 え 七 
遠 を ら 述 
（ 脱 れ し 
三 し る た         
四 「 だ と 匹 く @ 道徳 が 
一 」 

㈲ 
当 東 

と 骨 仏   
「道徳」 六） ノ 的 仏 時の 亜弓 代 

内仏 ないし 観を止僧肇（ 身観 が 身 
三 揚 す 南 観 

の 止揚 北朝 八四 ? してい べてこ 初 
困 る の 期 
一 と よ ま 

回 思 う で 
） わ に の 

の れ 格 中 
ィム る 義 国 
身 も 的 仏 
観 の で 教 
  に も あ に 

見 現 っ お 
出 わ た い 

す れ わ て 
こ て げ は 
と い で   、 

が る は 仏 
で の な は   
であ るそ「 。 の道 
ろ わ 十 徳 
う れ に 」 
。 わ は 的   ケ @ し 

は ほ 理 
そ ば 解 
の 萌 さ 
一 確 れ 
端 に て 

を 格 ぃ 
盧 義 た 
山 的 と 



智 嚴の仏身 観 

序 ぎ 手 教 せ ぅ の 示 引 こ 義 
  唆 い の を   

。 」 し り 

意 味 し い 

そ 

学 く た 計 る 界 の 身 荘 こ 

ん 羅 蓋 散 関 に 観 の 居、 に   は 論を展 仏身 をも 観、 たる て強 り 、 看的 入興ての し 体 み 為 。 有 以崇 - 総 図 。 道安 深 に 

借りつ 僧 る 。 結果 た 、そ ち 往復さ らしい 現実の ら、よ 趣 ぎを とは、 
肇 、 の せ あ げ が の 
も 最晩て羅界 。 仕 り 主に万、 異 「つ る   は 彩 み 

老 終 年 ぃ 什 に 体 す 化 法 
書 し と 

の を て 考 
用 い え 

我 。   い る る 

而 或 表 る こ に 

抗日 こ と 至 
と は っ 

だ た 一 を 確 た 
許 か と   

か で に と い れ い は ど ら 

れ う れ か き る る の 話 説   う 慧 
の 遠 し 

老 さ 影 問 は ろ   に 窺 い もがか い荘 "  『 し " 
子 れ 銘 顕 す ぅ 中 は わ る か 子 た 
n-.  る 」 は ぐ 。 国 見 れ     
を 。 の 大 に ( ム 出 よ こ 浩 之 杢 も な い 
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で
は
・
「
理
を
窮
め
、
性
を
尽
く
し
」
 

て
 大
い
な
る
さ
 と
り
に
到
達
し
た
仏
は
、
い
か
な
る
は
た
 

に
よ
れ
ば
、
そ
の
仏
は
、
「
不
為
」
「
 ぬ
 雀
ロ
」
の
世
界
に
 あ
り
な
が
ら
、
常
に
「
 為
 」
「
言
 教
 」
 の
 

は
 、
実
相
の
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
超
絶
的
な
仏
は
・
 そ
 の
ま
ま
に
、
い
つ
で
も
万
物
に
お
い
て
 自
 

（
 
鍋
 ）
 

で
あ
る
。
僧
肇
の
実
践
的
思
惟
が
「
立
処
 即
真
 」
あ
る
 
い
は
「
 触
事
而
真
 」
に
お
い
て
一
つ
の
 究
ま
 

の
上
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
 
門
 肇
論
 口
 に
は
・
お
そ
ら
く
仏
も
含
め
た
 意
 味
 で
の
「
聖
人
」
の
あ
り
方
が
し
ば
し
ば
 ら

ぎ
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
僧
肇
 

世
界
に
出
て
く
る
。
如
来
の
相
と
 

ら
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る
と
い
う
の
 

り
を
示
す
と
い
う
こ
と
が
、
仏
身
観
 

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
 

（
 解
 ）
 

易
 」
の
語
を
採
っ
て
仏
を
性
格
 づ
 げ
た
の
で
あ
る
。
 

と
い
う
。
こ
こ
で
ま
ず
問
題
な
の
は
、
仏
の
概
念
規
定
 に
 用
い
ら
れ
る
「
窮
理
民
 性
 」
の
語
で
あ
る
。
こ
の
語
は
 、
の
ち
に
浄
土
教
の
曇
 

鸞
が
 悟
り
の
無
上
性
を
説
明
す
る
た
め
に
使
用
す
る
も
 の
で
も
あ
る
が
、
（
 

3
 
3
 
 

）
 典
拠
は
「
周
易
日
の
説
卦
伝
で
あ
る
。
 つ
ま
り
僧
肇
は
、
「
 周
 

失
亦
得
 。
 之
 。
 是
似
 、
 則
 具
者
 同
 。
 真
 、
偽
者
同
 "
 偽
 。
 如
 来
雲
 照
、
 冥
詣
 一
二
役
実
相
 づ
 実
相
左
相
、
即
如
来
 相
 。
 政
経
国
。
 見
二
 実
相
 

（
 
2
 
3
 ）
 

法
 （
 為
 。
 見
 。
伝
世
。
浄
名
白
額
 
二
身
 実
相
（
 以
為
 。
勧
工
 
如
 来
相
づ
義
 祥
二
船
足
 づ
 

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

（
ー
）
 

3
 

さ
て
僧
肇
は
・
そ
の
「
維
摩
経
 L
 の
「
 如
 ミ
日
親
二
見
 
実
 相
 （
 観
 。
仙
方
 然
 」
を
注
釈
し
て
、
 

仏
者
 何
也
 。
 蓋
窮
 。
運
尽
 ド
性
 、
大
覚
文
弥
 
也
 。
兵
道
 虚
玄
 、
 固
以
 妙
絶
 二
常
境
 
り
心
不
。
 可
二
以
 
。
 
智
知
 （
 形
 不
二
以
。
 
像
 側
ぺ
同
二
万
物
 
之
 

為
 （
 而
居
二
 不
為
 之
域
ド
ニ
 二
言
敬
之
 
内
 （
市
正
二
 
虹
 釜
ロ
 
之
 郷
づ
 非
有
両
下
。
 可
 。
 為
 。
 
無
 、
 非
 燕
市
 不
 。
 可
 。
 
為
 "
 
有
 。
 板
箕
 虚
臓
 、
物
 臭
 ：
 

能
 測
り
 不
 。
 
知
 "
 
研
二
賊
名
づ
 故
 強
請
 二
 
左
党
 づ
 兵
馬
。
空
也
 
、
赤
城
。
 極
夷
 。
何
 則
 、
夫
同
工
船
 得
 -
 
者
、
得
 亦
得
 。
 之
 
同
工
船
 
夫
 -
 
者
、
 

( ㎎ 6) 

（
㏄
）
 

読
ん
で
・
美
し
い
こ
と
は
美
し
い
が
、
そ
れ
は
心
の
平
 安
を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
 嘆
じ
た
と
い
う
。
か
れ
 
0
 

が
 、
の
ち
に
「
維
摩
経
 ヒ
に
 接
し
て
自
己
の
帰
す
べ
き
 と
こ
ろ
を
見
出
し
た
一
つ
の
理
由
は
、
そ
う
し
た
老
荘
に
 対
す
る
一
定
の
洞
察
が
 



  

き
 出
さ
れ
る
。
 

ま
人
主
 二
洞
其
 
慎
 @
 無
識
無
知
。
 
然
居
二
 
効
用
 之
域
 @
 而
 上
坂
無
為
 
之
境
叩
処
 
，
有
名
 
2
 円
（
両
毛
三
絶
言
文
棚
ィ
底
 

蓼
虚
膿
 
、
 莫
 。
 
可
下
 

（
 
葮
 ）
 

 
 

で
あ
る
。
流
動
す
る
現
象
の
領
域
に
居
り
な
が
ら
、
 

無
 為
の
根
源
の
境
地
に
止
ま
っ
 

ゆ
 
て
い
る
 
0
 こ
と
ば
の
世
界
に
処
し
な
が
ら
、
こ
と
ば
 

を
 超
え
た
故
郷
に
住
む
。
 

飯
 さ
っ
て
い
て
広
く
も
な
し
 

く
 、
形
体
・
名
称
に
よ
っ
て
 

智
 

捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

｜
 僧肇
は
こ
う
説
く
の
 

で
あ
る
。
前
述
し
た
仏
身
 

観
 と
こ
の
聖
人
観
が
、
内
容
的
 

に
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
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と
 論
ず
る
。
こ
こ
で
は
・
聖
人
が
心
を
虚
し
く
す
る
と
 

い
 う
 あ
り
方
に
お
い
て
真
の
智
を
実
現
す
る
こ
と
が
の
 

べ
 ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

た
だ
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
僧
肇
の
 

い
う
 「
 
虚
心
」
と
は
、
単
に
主
観
に
属
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
 

ぅ
 こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
 

 
 

れ
る
も
の
で
あ
る
。
主
客
一
体
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
 

聖
 人
は
 、
 次
の
よ
う
に
 描
 

亘 /,   

者（ 
突 3 

聖
人
を
・
「
 
相
 」
の
面
か
ら
、
 

ま
人
 虹
竺
 無
相
 -
 
也
。
何
者
、
若
 以
 手
無
相
 -
 
満
 二
 
無
相
 @
 無
 相
即
 為
 。
 
相
 。
 
捨
 。
右
前
文
。
 
無
 、
 
讐
猶
二
逃
 。
 
峰
而
赴
て
藝
 。
 
倶
 不
ノ
 
克
二
 於
 恵
 -
 
笑
。
 

是
 は
 、
至
人
処
 /
 
有
 両
下
 レ
有
 、
 居
 /
 
燕
市
 不
 。
 
無
 。
 雄
 。
 
不
 。
敬
二
 
於
 有
無
（
 然
 赤
本
。
 捨
 三
船
有
無
 り
 所
以
、
和
二
元
 塵
 笠
間
 二
旋
 
五
趣
 @
 

（
 
6
 
3
 ）
 

寂
然
 而
往
 ・
 拍
爾
而
来
 。
 括
淡
 無
為
、
面
無
。
 不
 。
 
為
 。
 

と
 捉
え
る
。
聖
人
は
、
無
相
と
い
う
相
も
な
い
徹
底
し
 た
 無
相
に
お
い
て
自
在
 無
 擬
の
活
動
を
す
る
と
い
う
の
で
 あ
る
。
僧
肇
に
お
け
る
 

「
 
空
 」
の
体
験
が
、
道
家
的
表
現
を
通
し
て
生
き
生
ぎ
と
 示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

「
肇
論
」
 は
 ま
た
、
聖
人
の
智
に
つ
い
て
、
 

是
 は
 、
聖
人
虎
二
具
 心
 （
 而
 英
二
具
 照
づ
 終
日
 知
 、
市
末
工
 
嘗
知
 -
 
也
。
 故
能
黙
 。
 
耀
斡
 。
 
光
 、
虎
二
心
友
 肇
 （
 閉
レ
智
塞
 
ノ
聡
 、
 而
 独
覚
三
具
 



て
 、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
 そ
こ
 

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
名
称
も
、
と
ぎ
仁
一
致
す
る
も
の
も
 あ
る
 

場
合
、
常
に
十
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
十
三
身
 も
 十
一
 

従
っ
て
一
覧
表
で
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
括
弧
  
 

る
 ）
。
 

で
は
し
ば
し
ば
土
仏
・
十
身
が
列
記
さ
れ
る
。
け
れ
ど
 も
 、
そ
の
種
類
は
 

が
 、
全
体
と
し
て
は
雑
多
で
あ
る
。
し
か
も
、
多
く
の
 仏
身
等
を
並
べ
る
 

身
 も
あ
る
。
 
い
 ま
そ
れ
ら
を
ヨ
八
十
華
厳
」
と
「
八
十
 華
厳
」
の
訳
名
に
 

ヨ
八
十
華
厳
」
の
訳
名
と
異
な
っ
た
場
合
の
「
八
十
華
厳
 
ヒ
の
 訳
名
で
あ
 

（
 
八
り
 

4
 
り
 
）
 

総
体
的
に
い
っ
て
・
「
華
厳
経
」
に
は
と
く
に
法
身
 と
 し
て
の
仏
の
普
遍
性
・
自
在
性
・
対
機
性
を
強
調
す
る
 
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
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」とが 生まれの原型 いろ。 僧肇は われの け だ 

  が た 幸 手 だ し 明 
    で こ 張 の か ら   
と 

る 観 え ろ な と 僧 

十   ケ @ し 

仏 え い る 在， こ 聖 お 
る て 。 で 6 人 い 

の ・ 仏 は に の て ま では た 従来教の 尤 L ょ 、 も・ 、 景 @ 
な の 空 。 仏 る 仏 

と 問 を も が 
か ろ 「 道芝 題 見の 究 
ぅ 徳 荘 は る で 極 
か 」 の 、 機 あ 的   

鼻 が 実 里 し 人 
観 体 相 人 か と 

が 験 の と し し 

確 約 せ な そ て 
実 に 昇 り の 理 
に 分 が 低 低 解 
止 か 自 と は さ 
揚 ち ら な 、 れ 
さ が の る 常 て 

れ た 主 機 に い 

る く 休 会 規 る 
と 緒 的 は 実 よ 

と び 世 存 の う 

も つ 界 在 世 に 
に き と し 弄 筆 

、 主 な て に 者 
中 ・ 体 る い 「 に 

固 化 か る 実 は 
仏ム さ ど 。 木目 居 、 
教 れ ぅ 仏 」 わ 
固 た か は 的 れ 
有 と で 決 に る 

の こ あ し 出   
仏 る る て 現 
寿 か 、 わ し 

観 ら と れ て 
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身 身   
（ 離 離 

塵 種 種   
鹿 l 

身 ） 身 

十 上口 

薩 

身 

  
勢 力 

  
無 

且里 

身 
  
等 一 身一 
身 切 切 
諸 諸 
一一一一口 仙 
量 等   

法 

界 

仏 

法 

界 

  
（ 
身 報 身 一 
適 切 
一 束 

上無上 町世間   
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不 

実 

身 

  
  
身 身     
独 辞 

  
身 身       

相 カ 
好 
荘 持 
厳   
  

相 

身 

与一身一等     一 

切 切 鼻坊 

三世 如来仙童 

  等 等   量     
浬 ィヒ 

架 

仏 仏 ）     
袋 持 仏 仏 ） 

（ 与一 一身木 （ 
切 切 染 
衆 衆 一 

身 身 世 坊間 ） 生身生数 

不
滅
 身
 清
浄
弁
声
聞
 
身
 住
持
 身
 

 
 

    
著一 
鼻坊 

衆 

生血 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
祐 

染 

身 ） @ 

  

    
無 

動 

 
 

下話入 宋 
趣無 

生 身辺 来 
法 

身   界 身   
空 
  

離 

廣舌 

浄 
濁 

身   身 

業 国 

報 土 

身 身 

@ Ⅰ 願 

身 身 

下 （ 無 下 

衆 生 生 

身 身 ） 身     一 身一 一 

切 切 切 
刑 法 法 
等 量 等 
身 ） 等 身 

業 願 

報 

仏 仏 

業 願 

報 

仏 仏 

前普 （ 見一 一 
身 親 切 切 
一 策 衆 
切 生 生 
栗 色 色 
生 ） 相 身 

 
 

（
光
明
骨
）
   

  
  

菩提 

身 ） 

  

 
 

（
 成
 正
覚
 仏
 ）
  

 

 
 

 
 

 
 

無
量
無
辺
法
界
身
明
浄
 

身
 衆
生
身
一
菩
薩
 

身
 
 
 

随
 
、
方
面
 

身
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

  

  

  

  
    等寂 
; 身滅 浬 架 界   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

一
切
符
昇
等
 

身
 

 
 

身
一
切
符
是
等
 

 
 

専一等 出 

切妻 生   
  ） 

  

  
調身教 
伏 化 
衆 一 
生 切     

無
相
 身
無
 

（
 
無
障
擬
身
 

仮
身
虚
空
身
 

）
（
 智
 
法
 
身
身
 

 
 

 
 

  

一
｜
 

  

  

  

  

  
ヰ体 （ 

身     

  （ 
身虚 
空 

界   

里芋 ）     
本 

性 

仏 ）   
（ 本 

性 

仏 ）   
（ 身遍 
摂   
切 
十 
方 ） 

一
一
 相
 寿
一
町
愛
楽
易
一
法
身
一
昔
 

身
 一
玉
一
切
処
 

身
一
 虚
空
界
等
身
一
性
仙
一
 性
仏
 一
玉
一
切
十
方
骨
 

一
 

下 （ 下 無           
身 ） 身 身 ） 身 

智 女 

メ 

身 月     
福 意 加 

徳 生 意       
無 下 軒 

き刑 壊 
蛋 ㌧ 

身 身 一     傍， 

（ 法身 一 （ 真男 @ 

  
      @@ @ ト @ 

昧 

仏 位 

        

昧 

仏 在   
      切 衆一 Ⅱ 

一 刀 身 ） 生 切 
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さ
て
、
で
は
こ
れ
ら
の
諸
仏
・
 諸
身
 は
す
べ
て
仏
身
を
一
 
か
 す
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 こ
の
中
で
、
ま
ず
⑥
 

の
 十
身
は
明
ら
か
に
菩
薩
の
廻
向
に
よ
っ
て
衆
生
が
得
る
 鼻
 で
あ
る
。
ま
た
 0
 の
十
一
身
な
い
し
十
身
は
妙
循
守
 謹
話
 城
 夜
天
（
守
護
 一
 

坊
城
増
長
威
力
士
枝
神
。
 組
 ヨ
ウ
 
鼠
 g
a
r
a
r
a
 

オ
ゅ
 
卸
の
倖
 

ち
ヴ
す
 つ
い
 
（
の
一
の
ず
 

ひ
 
q
u
H
 
 

忠
日
曲
 （
 
ゆ
 
（
Ⅱ
三
の
 

ヰ
ゅ
 
（
 
ゆ
 
）
が
示
現
す
る
身
で
 あ
る
。
そ
し
て
、
残
り
 

の
も
の
の
う
ち
、
仏
が
得
る
身
と
し
て
明
記
さ
れ
る
も
の
 は
、
 ①
の
十
三
身
以
外
に
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
は
・
 実
 質
的
に
は
仏
身
と
見
て
 

よ
 か
ろ
う
が
、
表
現
の
上
で
は
、
単
に
菩
薩
が
知
る
 、
見
 る
 、
あ
る
い
は
成
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
  
 

以
上
か
ら
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
「
華
厳
経
口
の
多
 仏
 ・
 
多
 身
説
は
 ・
 数
 、
名
称
、
お
よ
び
そ
の
身
に
関
わ
る
主
体
 者
 と
い
う
点
で
、
 必
 

ず
し
も
統
一
的
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
 ら
ず
、
土
仏
・
十
身
は
「
華
厳
経
」
の
特
徴
的
な
説
と
し
 て
 次
第
に
注
目
さ
れ
て
 

い
っ
た
ら
し
い
。
少
な
く
と
も
、
南
北
朝
末
期
か
ら
 惰
 代
 に
か
け
て
は
、
そ
う
し
た
見
解
が
ほ
ぼ
一
般
化
し
て
い
 た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
 

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
存
の
著
作
に
よ
っ
て
「
華
厳
律
 ヒ
 へ
の
三
口
 
及
 が
確
か
め
ら
れ
る
三
人
の
別
の
系
統
の
仏
教
 者
が
、
い
ず
れ
も
「
 華
 

厳
律
 ヒ
の
 土
仏
・
十
身
に
着
目
し
て
お
り
・
か
つ
、
 そ
 の
 反
証
と
な
る
資
料
は
見
出
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
 

す
た
 ね
ち
、
第
一
に
、
北
周
の
道
安
に
師
事
し
た
 智
度
 論
師
 慧
彩
 は
、
「
大
智
度
論
 疏
 」
の
中
で
、
い
く
つ
の
 仏
 身
を
立
て
る
か
に
つ
 

い
て
、
 

君
王
凡
夫
論
、
明
。
 
有
 二
四
仏
 
ゅ
謂
 
自
説
自
問
、
理
 説
理
聞
 ・
 報
謝
 報
聞
 、
応
 
説
 広
間
。
 若
持
 心
経
、
明
二
五
仏
 
り
 華
厳
、
 明
二
十
仏
 づ
 此
等
、
 

（
 
0
 
5
 ）
 

但
以
 。
義
明
。
 
之
 。
 若
以
 二
三
菱
 -
 
取
 ・
 即
為
 ：
三
仙
 ゅ
 十
義
 取
 、
即
 為
 ：
土
仏
 れ
 
今
 北
中
 、
唯
 
明
 ，
二
仏
り
 

 
 

 
 

と
の
関
係
を
問
題
と
し
て
、
 

の
 

法
身
為
 "
 閏
統
 収
 、
 淫
 薬
，
解
脱
，
般
若
、
 皆
成
 工
法
身
 
㏄
 良
以
 ，
 
浬
磐
 政
二
法
身
 -
 
故
 、
華
厳
経
由
、
宣
二
諦
十
身
 Ⅱ
 浬
 柴
人
。
 中
 、
名
 

僚
 

（
 
㌍
）
 

@
 

智
 

恭
二
法
身
 づ
 
文
枝
籠
中
、
 宜
 Ⅰ
謀
士
仏
心
裡
 
喋
入
 "
 
中
 、
名
 キ
浬
 
架
 仏
づ
解
脱
・
般
若
戎
 臣
 
法
身
 -
 
義
在
 、
可
 
"
 
知
 。
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一
方
に
お
い
て
「
道
徳
」
的
仏
身
 観
 が
止
揚
さ
れ
て
仏
身
 の
 リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
中
国
固
有
の
形
で
明
瞭
に
な
り
、
 
他
 方
 、
「
華
厳
経
 ヒ
と
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種 
十 
仏 
説 

の 

形 
成 
過 
程 

庫 尻 重 に の 支 払 に と と 

に 方 視 、 む る仏 。 を 第仏 にでおさ論 
お が し 一 ろ 京 三 身 順 あ い れ ず 
げ 惰 て つ ん 
る 代 い の 、 丈 に に説じる " とつ。 て 諭 そ " る 0 
干 に る 仏 以 即 三 し つ か 及 れ い 
仏 は に 身 上 し 読 て 「 れ さ が ま 
説 は す 説 に て 学 強 大 は れ 教 必 

形 は ぎ と 取 
成 定 な し り   
へ 着 い て 上 し 成 識 異 - 十 こ し こ 

の し の 司 げ 
準 、 で 垂 た 

て し さ 二 仏 ろ て と 

ぃ （た れ な に か 引 だ 

備 就 あ 厳 三   人 に 段階 中 、 る 。 経 ヒ 
と そ だ の は か れ （たのの 五こ十関 てれ 、 てっ 限 
し の が 十   も 四 と 仏 心 前 い て 
て 中 、 身 十 ま 九 は と を 掲 る い 重 の そ 身 
要 「 れ 十   た 、 @ 人達関し表で 間の右のの え は 
な 無 に 仏 土 
意 著 し を 仏 
味 仏 て 捉 説 

「 
せ が 

っ て 0 ⑥ 日 華い究   
い の 厳 ぜ 極 徴 経   
た 十 経 ぃ 的 的 に 

と 仙 ヒ そ な な 依 
思 が が の 仏 仏 る 
わ 関 十 中 身 身 に 

れ 心 身 の 説 説   
る を ・ 一 で   と 土       て む に は 浬 十 浬 

て を あ と こ 明 
い 明 る い     、 磐 身 架 

こ 具 仏 と 仏 
た ら い う 干 す 認識 であ、こ カ ナ はい 

仏 」 
に と の に む 
注 し ろ す く は   

ぅ る つ な 目 て 仏 れ 仏 乗 仏 
こ 経 か い し 亜珪 ， 、 、 、 
と 典 の 。 
は で も か 

、 あ の ね 
厳 
経   で， の 

智 う に 単   



智庸 のが、 身観 

十
身
・
千
仏
と
の
つ
な
が
り
が
一
般
的
に
承
認
さ
れ
る
 

よ
う
 
に
な
っ
た
時
点
で
、
「
華
厳
経
口
を
依
 

所
 
と
す
る
人
 

び
と
の
中
に
何
が
生
ま
 

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
つ
 

は
 
、
十
身
・
千
仏
を
究
極
的
な
仏
身
と
捉
え
、
十
身
・
 

十
 
仏
 
に
よ
っ
て
仏
身
の
り
 

ア
リ
テ
ィ
ー
を
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
ろ
う
。
 

筆
者
は
、
こ
の
試
み
に
取
り
組
ん
だ
の
が
 

杜
順
 
で
あ
り
 

智
庫
 
で
あ
っ
た
と
 

考
，
え
 

（
 
防
 
）
 

る
 
。
と
く
に
 

智
 
傭
の
場
合
、
か
れ
の
見
た
「
華
厳
経
ヒ
 

梵
 
本
に
は
・
「
 

説
 
如
来
十
身
 

相
 
海
岳
」
第
三
十
セ
が
存
し
 

た
と
い
う
。
こ
の
「
 

如
 

 
 

  

 
 

の
 
思
想
を
受
け
て
、
 

（
㏄
）
 

い
る
。
（
㏄
）
た
だ
し
そ
の
中
で
、
「
も
し
一
乗
に
約
す
れ
 

一
ず
 
」
る
と
解
釈
し
つ
つ
、
そ
の
三
身
は
三
乗
的
見
解
 

答
意
 
、
我
 
仏
 
因
果
体
用
、
皆
同
一
法
。
 

謂
 
法
性
 

ば
 
・
す
な
わ
ち
下
の
十
仏
は
通
有
な
り
」
と
い
わ
れ
る
 

に
 
従
っ
て
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
土
仏
こ
そ
が
一
乗
 

の
 

一
法
。
 

「
下
の
十
 

仏
 
」
が
何
を
指
す
 

仏
身
で
あ
る
と
主
張
し
て
 

 
 

一
 と
の
べ
、
法
性
そ
の
も
の
と
し
て
の
諸
仏
の
一
体
性
 

に
 
注
目
す
る
。
そ
し
て
他
方
、
「
華
厳
律
 

ヒ
の
 
仏
を
「
 

十
 
仏
 お
よ
び
三
身
 

仏
 に
通
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の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
え
て
推
測
す
れ
ば
、
日
華
 厳
経
ヒ
の
 
十
身
・
千
仏
の
多
く
が
 仏
 そ
の
も
の
を
種
々
 の
 角
度
か
ら
表
現
し
て
 

い
る
傾
ぎ
が
あ
る
点
か
ら
見
て
、
こ
こ
で
は
特
定
の
も
の
 が
 指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
「
投
文
詞
 ヒ
 に
お
け
る
 

そ
れ
ぞ
れ
の
十
身
・
土
仏
の
注
釈
部
分
に
当
た
っ
て
 み
 て
も
、
 智
庫
が
 仏
身
 説
 と
し
て
と
く
に
着
目
し
て
い
る
と
 思
わ
れ
る
も
の
は
ほ
と
 

ん
ど
な
い
。
わ
ず
か
に
、
 

離
 世
間
 品
 に
示
さ
れ
る
⑧
の
 
十
 仏
 、
つ
ま
り
正
覚
 仏
 
，
 願
仏
 ・
業
報
仇
・
住
持
仏
 
.
.
@
 

し
イ
｜
 

イ
 
・
 仏
 
・
法
界
 仏
 
・
心
仏
・
 

二
 一
味
 
仏
 
・
 性
仏
 ・
如
意
 仏
は
 つ
い
て
、
 

（
 
0
 
6
 ）
 

辮
 ，
 
説
 土
仏
 化
被
 ，
 
於
他
り
 初
三
報
仇
、
次
三
化
・
次
回
 活
仏
。
 此
 世
一
 相
解
耳
 。
 若
 俊
二
此
経
 @
 卸
並
 通
摂
也
 。
 

と
 説
か
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
 

次
に
、
 智
嚴
が
杜
 順
の
説
を
承
け
て
 著
 わ
し
た
と
い
わ
 れ
る
「
一
乗
十
玄
門
ヒ
に
は
、
 

（
㎝
）
 

土
仏
境
界
、
一
郎
一
切
。
 

謂
 土
仏
世
界
海
、
友
鶴
世
間
口
 
沖
 開
士
広
義
足
 也
 。
 

と
あ
る
。
こ
の
千
仏
 は
 、
後
代
の
華
厳
教
学
の
継
承
者
 た
ち
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
 行
境
 の
土
仏
」
、
つ
ま
り
 
⑪
の
無
著
 仏
 
・
 願
仏
 ，
 

業
報
仇
・
持
仏
・
淫
楽
 仏
 
・
法
界
 仏
 
・
心
仏
・
三
昧
 仏
 ・
 性
仏
 
・
如
意
 仏
 で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
 は
 、
二
種
土
仏
説
が
華
 

厳
教
学
の
仏
身
 観
 と
し
て
確
定
し
て
以
後
、
二
種
の
十
 仏
 の
玉
梓
を
め
ぐ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
 、
そ
 の
ま
ま
信
ず
る
 
わ
 げ
に
 

（
㏄
）
 

は
い
か
な
い
。
確
か
に
⑪
の
千
仏
 は
 、
 
向
捜
 文
詞
二
に
 従
っ
て
い
え
ば
「
大
用
無
 刀
 」
の
仏
の
世
界
の
あ
り
方
を
 表
象
す
る
の
に
適
切
で
 

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
・
先
に
触
れ
た
 ょ
 5
 に
、
「
 捜
 支
証
」
に
お
け
る
 智
 佛
の
仏
身
論
的
関
心
は
 む
し
ろ
 離
 世
間
 品
 の
も
 

う
 
一
種
の
十
 仏
 ⑧
に
向
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
 鑑
み
る
と
、
そ
の
 ょ
う
 に
速
断
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
二
種
 

の
 土
仏
 が
 内
容
・
観
点
と
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
 か
ら
見
る
と
、
 
智
庫
 は
ど
ち
ら
と
も
決
め
ず
、
一
般
的
 に
 
「
 離
 世
間
 品
 に
明
か
 

す
 土
仏
の
 義
 」
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
 ょ
 、
三
乗
十
玄
門
口
に
お
い
て
は
、
仏
の
世
界
の
真
実
 
を
 表
わ
す
も
の
と
し
て
 

離
 世
間
 品
 の
土
仏
 が
 注
目
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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智破の 

若
一
乗
 義
 、
所
有
功
徳
、
皆
 不
 。
雄
二
二
種
土
仏
づ
一
行
 境
 土
仏
。
 謂
 無
著
 仏
等
 。
 如
離
 世
間
 品
説
 。
 二
解
境
 土
仏
 。
 謂
 第
八
地
三
世
 

4
9
 

（
 
8
 
6
 ）
 

間
中
、
仏
身
・
衆
生
身
等
。
冥
加
工
復
読
 り
 

（
 
5
 
6
0
 

）
 

と
 論
ず
る
。
一
乗
に
依
れ
ば
、
千
仏
が
あ
る
の
み
で
あ
 る
 。
実
践
的
視
点
か
ら
分
け
て
は
説
く
が
、
修
士
・
本
有
 の
 義
を
区
別
し
な
い
。
 

も
し
も
真
実
の
道
を
体
解
す
れ
ば
、
そ
の
本
体
は
一
切
 の
種
子
の
本
体
で
あ
り
・
そ
の
相
は
一
切
の
種
子
の
相
で
 あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
 

は
 一
切
の
種
子
の
は
た
ら
ぎ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
 明
 白
 に
な
る
。
諸
方
に
出
現
す
る
仏
は
・
そ
の
名
称
も
教
義
 内
容
も
、
み
な
旗
印
 定
 

に
 依
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
別
の
仏
は
な
い
。
 

智
庫
 は
こ
う
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
海
部
 定
 
（
海
印
三
昧
）
と
士
仏
と
 の
 関
係
で
あ
る
。
上
の
文
脈
で
は
、
そ
の
点
が
は
っ
き
 り
し
な
い
。
た
だ
、
 

手
掛
り
が
二
 つ
 あ
る
。
そ
れ
は
、
海
部
定
の
主
体
が
「
 釈
迦
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
・
お
よ
び
、
無
著
 仏
等
 の
 土
仏
⑪
は
釈
迦
の
行
 

（
 
6
 
6
 ）
 

実
を
本
質
論
的
に
捉
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
土
仏
の
三
昧
が
 海
 印
矩
で
あ
る
と
推
定
 

さ
れ
る
と
と
も
に
、
 智
嚴
 が
こ
こ
で
、
根
源
的
な
 仏
と
 し
て
の
土
仏
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
諸
方
 現
 仏
 」
以
下
の
こ
と
ば
を
 

加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
 智
 厳
は
無
著
 仏
 等
 の
千
仏
⑥
と
並
ん
で
、
十
地
 品
の
 「
衆
生
身
」
等
の
十
 
身
 ⑥
に
着
目
し
・
 両
 

（
 
7
 
6
 り
 

 
 

と
 名
づ
げ
て
並
立
す
る
に
至
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
の
 が
 、
 最
 晩
年
の
著
書
「
乳
口
 

(495) 

（
 
仮
 ）
 

切
種
用
也
 。
諸
方
 現
仏
 、
若
名
君
 義
 、
皆
 依
二
 釈
迦
 海
印
 定
 -
 現
 。
 &
 ㌻
 別
 仙
 -
 
也
。
 

智
 嚴
の
仏
身
 観
 が
明
瞭
に
な
る
の
は
、
か
れ
の
五
十
八
 歳
 以
後
の
著
作
で
あ
る
「
五
十
 要
 問
答
」
に
お
い
 

（
 
3
 
6
 ）
 

は
 、
本
書
に
お
い
て
、
一
乗
教
の
仏
は
無
著
 仏
等
 の
千
仏
 ⑪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
の
べ
、
 

若
 俊
三
乗
 @
 但
有
 ，
千
仏
 づ
依
 。
得
分
説
、
不
。
 分
二
 修
士
 ゑ
本
有
 義
り
 芳
体
 二
解
 大
道
（
 体
即
 一
切
 種
体
 ・
 て

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
か
れ
 

相
即
一
切
 種
 相
、
用
 即
一
 



と
あ
る
中
の
十
仏
を
指
し
て
い
る
。
「
 捜
 文
詞
 ヒ
に
よ
 れ
ば
、
こ
の
一
段
は
 、
 

に
 尽
き
れ
ば
、
行
じ
て
仏
の
境
に
人
る
し
の
を
受
け
て
 一
 
ホ
 さ
れ
る
も
の
で
、
 

故
 第
四
 辮
 二
十
見
仏
づ
前
信
治
 
但
解
 。
 今
 行
成
敗
見
地
。
 既
得
，
体
相
応
 @
 

と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
・
菩
薩
の
実
践
が
進
展
し
て
、
 い
ま
行
が
完
成
し
た
 

て
 自
由
な
は
た
ら
ぎ
が
出
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 経
 典
は
次
に
「
十
種
の
 

正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
五
十
 要
 問
答
」
に
は
、
 ，
 
」
の
見
仏
に
つ
い
て
、
 直

前
の
「
 十
捨
離
 廃
業
」
の
一
節
に
お
い
て
「
 体
 擬
す
で
 
で
 

（
 2
 り
 

大
用
無
 刀
 。
 

か
ら
十
種
の
見
仏
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
境
地
に
お
  
 

仕
業
」
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
れ
も
同
様
の
立
場
か
 ら
 

（
ー
）
 

7
 

故
 。
如
意
 仏
 。
 普
覆
故
 。
仏
子
。
 
是
為
二
 菩
薩
摩
 詞
 塵
土
 種
 見
仏
 づ
若
 菩
薩
摩
 詞
薩
 宏
二
 住
此
法
 （
 則
能
観
 ：
 
見
無
 上
 如
来
Ⅱ
 

と
 の
べ
、
ま
た
、
 

（
 
9
 
6
 ）
 

此
経
 伍
ぎ
 三
身
づ
 但
有
 二
二
種
十
身
 づ
 加
工
明
後
 説
づ
 

と
い
う
。
円
孔
日
章
 口
 に
お
い
て
初
め
て
、
突
然
に
 、
解
 境
 の
千
仏
 が
行
境
 の
千
仏
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
に
な
っ
 た
の
で
あ
る
。
本
書
を
 

著
 わ
し
た
こ
ろ
の
 
智
嚴
が
解
境
 の
土
仏
を
強
く
意
識
し
 て
い
た
こ
と
は
、
同
書
の
「
三
世
間
章
」
に
お
い
て
、
 

智
 正
覚
自
在
行
の
解
明
に
 

（
 
0
 
7
 ）
 

こ
の
部
分
の
経
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
こ
と
に
も
示
さ
 れ
て
い
る
。
 

し
か
し
い
っ
た
い
、
こ
の
よ
う
な
土
仏
説
の
移
行
な
い
し
 発
展
、
さ
ら
に
は
 向
 華
厳
経
 L
 の
仏
に
つ
い
て
の
三
身
 説
の
是
認
か
ら
否
定
 

へ
の
転
換
は
、
ど
う
し
て
起
こ
 

づ
 た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
ま
 た
そ
れ
は
・
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

こ
こ
で
、
い
わ
ぬ
る
 行
境
 の
千
仏
・
 解
境
 の
土
仏
に
関
し
 
て
、
 少
し
補
足
し
て
お
こ
う
。
 

ま
ず
 行
境
 の
土
仏
と
は
、
詳
し
く
い
え
ば
、
 

離
 世
間
 品
 こ
、
 

Ⅱ
 

仏
子
。
菩
薩
摩
 詞
薩
 、
有
二
十
種
見
仏
づ
何
等
 
為
 。
 十
 。
 所
 謂
 無
著
 仏
 。
宏
二
佳
世
間
 -
 
成
 ニ
 正
覚
 -
 
枚
。
 願
仏
 。
出
生
 故
 。
業
報
 仇
 。
 信
 

故
 。
持
仏
。
随
順
 故
 。
 浬
架
仏
 。
大
度
 故
 。
法
界
 仏
 。
 軸
 釜
処
 木
て
 至
故
 。
心
仏
。
安
住
 故
 。
三
昧
 仏
 。
無
量
無
著
 故
 。
 性
仏
 。
決
定
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と
 注
釈
す
る
。
第
八
地
の
菩
薩
が
、
世
諦
 智
 を
も
っ
て
 衆
生
に
呼
応
し
て
自
由
に
身
を
現
わ
す
そ
の
あ
り
方
が
 、
 解
 境
の
十
身
と
し
て
 示
 

観
 
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
確
か
に
、
 現
実
の
場
に
お
い
て
い
 き
ぃ
 ぎ
と
活
動
す
る
 仏
 ・
菩
薩
 の
 自
在
性
を
象
徴
し
て
い
る
 

綿
 
よ
う
で
あ
る
。
 

榊
 

上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
ご
と
く
・
 行
境
 の
 土
仏
と
解
 境
 の
土
仏
と
は
、
経
典
の
説
 き
 方
か
ら
 見
 て
も
、
 智
 廠
の
解
釈
の
仕
方
 

智
 

か
ら
考
え
て
も
、
明
ら
か
に
性
格
が
異
な
る
。
 
智
嚴
は
 、
お
 
そ
ら
く
は
 杜
 順
の
見
解
を
受
け
継
ぎ
、
こ
の
う
ち
の
 行
 境
 の
千
仏
⑮
・
あ
る
い
は
 51  (497) 

（
 
5
 
7
 ）
 

是
 世
諦
 智
 。
北
中
陣
，
所
化
 
-
 摂
 、
 有
 ，
十
身
 づ
 

と
あ
る
。
 智
庫
 は
こ
れ
に
対
し
て
、
口
授
支
証
 口
 に
お
 い
て
、
 

由
 三
 
知
 。
棄
児
順
二
正
理
 
-
 
枚
 ・
 則
能
観
二
 
無
上
如
来
 り
何
以
 故
 。
 是
成
二
 菩
提
公
法
、
 

及
 解
脱
公
法
田
鹿
 細
 差
別
、
対
 。
礫
土
。
 信
 ・
初
婚
 

（
「
。
）
 

7
 

不
 。
 同
故
 。
 

と
 説
明
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
実
践
の
主
体
で
あ
る
 菩
 薩
が
 
「
正
理
に
順
ず
る
」
行
の
境
 
位
 に
お
い
て
見
る
の
が
 行
境
 の
千
仏
で
あ
り
、
 

ま
た
千
仏
自
体
は
 、
 先
に
の
べ
た
ご
と
く
、
根
源
的
な
 仏
を
 表
わ
し
て
い
る
と
 智
 倣
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
 

次
に
解
 境
 の
土
仏
と
は
、
第
八
地
の
菩
薩
が
知
り
・
 

そ
 し
て
自
ら
衆
生
の
願
い
に
応
じ
て
そ
れ
と
な
る
と
こ
ろ
の
 も
の
で
、
経
典
に
 

ま
、
 

 
 

是
 菩
薩
 知
 ，
衆
生
身
（
 
知
 ，
国
土
音
（
 
知
 ，
業
報
身
（
 
知
二
 片
間
 身
 （
 知
 二
群
吏
仏
身
（
 
知
二
 菩
薩
 身
 （
知
工
如
来
身
（
 

ぬ
二
 智
見
（
 
知
二
法
 

身
 （
知
工
虚
空
身
 り
是
 菩
薩
 如
 。
 是
 知
工
衆
生
深
心
所
 て
 
楽
、
 
若
松
 二
 
衆
生
身
（
作
手
己
身
（
若
松
 
二
 衆
生
身
 ハ
作
 二
国
土
 身
 、
業
報
身
・
 

声
 

聞
身
 、
辞
支
払
 身
 ・
菩
薩
 身
 、
如
来
身
、
智
 身
 、
法
身
、
 

虚
空
身
 づ
 若
族
二
国
土
耳
（
作
三
己
身
・
業
報
身
、
乃
至
 

虚
空
身
 弍
 若
松
 二
 

業
報
身
（
作
三
己
身
・
乃
至
虚
空
身
 

ャ
 若
 族
二
 己
身
（
作
手
 衆
生
身
、
国
土
 身
 、
業
報
身
、
声
聞
 身
 、
辞
 支
 仏
身
・
 
主
 ロ
薩
身
 ・
如
来
身
、
 

（
 
れ
 ）
 

智
身
 、
法
身
、
虚
空
身
 っ
 



智
傲
が
 自
ら
の
仏
身
 観
 と
し
て
確
定
す
る
 

ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
 

を
延
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
 

に
と
っ
て
根
本
的
な
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
 

そ
こ
に
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
そ
の
仮
説
と
は
 

仏
身
 説
 と
考
え
る
見
解
の
定
着
と
の
交
点
に
 

十
仏
説
の
大
成
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
 二

種
土
仏
説
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
ち
、
い
か
な
る
 経
緯
の
も
と
に
成
立
し
た
か
を
 明
 

は
 、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
語
る
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
 ま
た
 智
 嚴
の
内
面
深
く
探
究
の
手
 

。
し
か
し
、
「
華
厳
 経
 L
 自
体
の
性
格
か
ら
考
え
て
も
、
 仏
 な
ど
り
受
け
止
め
る
か
は
 智
庫
 

あ
る
。
筆
者
が
あ
え
て
上
の
間
題
を
取
り
上
げ
、
一
 つ
 の
 大
胆
な
仮
説
を
提
起
し
た
理
由
は
 

、
中
国
仏
教
に
お
け
る
仏
身
の
り
 ア
り
 テ
ィ
ー
の
確
保
 と
 、
千
仏
身
を
「
華
厳
経
 ヒ
 特
有
の
 

華
厳
教
学
的
千
仏
説
の
定
立
を
見
、
智
 庫
 に
お
け
る
 仏
 の
 主
体
的
追
求
の
結
果
と
し
て
二
種
 

あ
る
。
諸
賢
の
叱
声
を
得
て
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
進
 め
た
い
と
思
 う
 。
 

実
相
対
の
場
を
遠
く
超
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
 解
境
の
 千
仏
⑥
は
、
そ
う
し
た
行
 境
 の
土
仏
の
超
絶
性
・
根
源
性
 に
 対
応
し
つ
つ
、
現
実
 

相
対
の
場
に
お
い
て
こ
そ
は
た
ら
い
て
や
ま
ぬ
も
の
で
 あ
る
と
い
え
 よ
う
 。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
 解
境
 の
土
仏
 が
 登
場
し
て
は
じ
め
て
 

華
厳
教
学
の
仏
身
論
は
思
想
的
に
整
備
さ
れ
た
と
見
ら
 れ
る
の
で
あ
る
。
「
五
十
 要
 問
答
」
か
ら
「
 孔
 日
章
 ヒ
ヘ
 、
 行
境
 千
仏
説
か
ら
 一
 

種
土
仏
説
へ
の
展
開
は
、
 智
欄
 に
か
け
る
哲
学
的
思
索
 0
 発
展
と
、
か
れ
自
身
の
現
実
的
世
界
へ
の
遣
帰
を
窺
わ
 せ
る
。
 

び
 

三
結
 

 
 

 
 

 
 

これ 著作 

と と 

居、 類   
れ す 
る る 

  
答 下 
口 の 
に 同 
お じ 

い 離 
て 世 

  
した。 っきり 

と そ 

して、 一乗 の 

  
約一仏 

二十 の世 

秀 年 
な な 
明 経 
確 た 
に はき 

把 代 
捉 の 

52 



智 庸の仏身 観 

註 
（ （ （ （   （ （ （ （ （ （ （ 

    7 6 5 4 3 2 1     
一 " （一 天 

三 正 一 

    
/ Ⅹ   
  

  
ピ 同 は後にこ こ 

上 限の初とと 中   
  
  

53 (4 ㏄ ) 



（
 
u
 ）
「
老
子
 ヒ
 二
十
一
章
。
同
十
四
章
で
も
、
「
 

洸
惚
 」
に
 よ
っ
て
道
を
説
明
す
る
。
 

 
 
 
 

（
 
巧
 ）
「
荘
子
 ヒ
 斎
物
論
第
二
。
 

（
 
初
 ）
㍉
瑞
応
大
起
経
口
上
（
大
正
三
、
四
七
三
十
）
。
 

（
 
蝸
 ）
「
抱
朴
十
目
陽
文
第
一
。
 

 
 

5
 
㏄
 

（
 
け
 ）
 
ョ
 
神
仙
 伍
 し
七
。
 

 
 

）
こ
の
規
定
の
仕
方
も
、
あ
る
い
は
「
抱
朴
子
旺
の
巻
頭
（
㎎
）
こ
の
解
釈
に
は
、
 

（
 
毬
 ・
弼
の
思
想
に
通
ず
る
も
の
が
認
め
な
ど
参
照
。
れ
な
い
。
 

王
 

 
 

 
 

（
答
）
「
広
弘
明
集
ヒ
一
五
（
大
正
五
二
、
一
九
五
丁
）
。
 

（
 
銘
 ）
「
弘
明
集
 
L
 三
 （
大
正
五
二
、
一
六
十
）
。
 

（
 
盤
 ）
「
弘
明
集
」
 
二
 （
大
正
五
二
、
一
三
上
）
。
（
 

ぬ
 ）
 同
 （
 
同
 、
九
十
）
。
 

（
 
お
 ）
「
魏
書
 ヒ
 一
一
四
、
 
釈
老
志
 
。
（
。
 
0
 ）
同
上
。
 

（
 
笏
 ）
「
 一
 
@
 
日
僧
伝
 
ヒ
大
（
大
正
 
五
 0
 、
三
五
 
セ
下
 @ 六
一
中
）
 
参
照
。
 

（
 
為
 ）
「
 仏
影
銘
 
」
（
「
広
弘
明
集
目
一
五
、
大
正
五
二
、
一
九
 

七
丁
 @
 人
 上
）
。
 

（
 
杓
 ）
「
大
乗
大
義
 
章
ヒ
 （
大
正
四
五
、
一
二
二
中
 

l
 四
三
 中
 ）
参
照
。
 

（
㏄
）
「
 
一
 
@
 
層
伝
 口
入
（
大
正
正
 

0
 、
三
六
五
上
 
@
 人
上
）
。
 

（
 
飢
 ）
「
維
摩
経
」
 
下
 （
大
正
一
四
、
五
五
四
丁
 

?
 五
 上
）
。
 

（
 
絨
 ）
「
 注
 維
摩
経
 
ヒ
九
 （
大
正
三
八
、
四
一
 

0
 上
 ）
。
 

（
㏄
）
「
浄
土
一
読
 

註
 ヒ
下
（
大
正
 
四
 0
 、
八
四
三
下
）
。
 

（
 
縫
 ）
後
世
、
華
厳
教
学
の
理
事
無
 

擬
 観
を
摂
取
し
た
程
明
道
 
程
伊
川
の
哲
学
は
、
こ
の
「
窮
理
 

尽
性
 」
を
ど
 
う
 解
す
る
か
 
を
 一
つ
の
主
要
な
柱
 

と
し
て
展
開
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
円
周
易
 

ヒ
｜
 僧
肇
 ｜
 南
北
 朝
 仏
教
 ｜
 華
厳
教
学
 
｜
 宋
学
の
間
に
一
定
の
思
想
的
連
関
が
あ
 

る
こ
と
を
窺
わ
 

せ
て
興
味
深
い
。
な
お
、
二
程
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
友
枝
 

龍
 太
郎
日
朱
子
の
思
想
形
成
 

ヒ
 八
二
 @ 元
 0
 頁
 参
照
。
 

（
㏄
）
「
肇
論
 
目
 （
大
正
四
五
、
一
五
二
王
）
。
（
 

艶
 ）
 同
 （
 
同
 、
一
五
四
十
）
。
（
 

辞
 ）
 同
 （
 
同
 、
一
五
三
上
 
l
 中
 ）
。
（
㏄
）
 
同
 （
 
回
 、
一
五
二
 



智 嚴の仏身節 

中
 ）
。
 ハ
 ㏄
）
 
同
 
（
 回
 、
一
五
 セ
七
 ）
。
 

（
 如
 ）
真
諦
は
「
華
厳
は
法
身
を
以
て
体
と
為
す
」
と
考
え
て
 
い
た
と
い
う
（
口
金
光
明
玄
義
し
下
、
大
正
三
九
、
一
 

0
 上
 ）
。
 極
め
て
自
然
な
 捉
，
え
 

方
で
あ
ろ
う
。
 

（
 M
 ）
ヨ
八
十
華
厳
」
一
一
（
大
正
元
、
四
 
セ
 一
中
）
。
「
八
十
 華
厳
 ヒ
二
 0
 
（
大
正
一
 0
 、
 
一
 0
 セ
丁
）
。
 

（
 蛇
 ）
三
八
十
華
厳
し
二
ニ
（
大
正
元
、
五
三
 
セ
上
 ）
。
「
八
十
 華
厳
」
三
三
（
大
正
一
 

0
 、
 一
セ
 口
上
）
。
 

（
 弗
 ）
三
八
十
華
厳
 
ヒ
 三
一
八
（
大
正
元
、
五
六
五
十
）
。
「
八
十
 
華
厳
 目
 三
八
（
大
正
一
 
0
 、
 二
 0
0
 上
 ）
。
 

（
 佃
 ）
こ
の
十
身
は
、
如
来
身
中
の
十
身
と
し
て
示
さ
れ
る
。
 
口
 六
十
華
厳
」
三
一
八
（
大
正
元
、
五
六
五
丁
）
。
 

可
 八
十
華
厳
 L
 一
 
二
八
（
大
正
一
 0
 、
 

二
 0
0
 中
 ）
。
た
だ
し
、
コ
八
十
華
厳
」
の
「
菩
薩
 
身
 」
は
異
本
 に
は
「
菩
提
 
身
 」
と
あ
る
。
内
容
的
に
は
こ
の
方
が
適
切
で
あ
 ろ
 う
 。
 

（
 巧
 ）
三
八
十
華
厳
 
ヒ
 二
八
（
大
正
元
、
五
八
二
丁
 @
 三
上
）
。
 「
八
十
華
厳
ヒ
四
四
（
大
正
一
 
0
 、
二
三
四
十
 @
 丁
）
。
た
だ
 し
 
㍉
八
十
華
厳
 ヒ
は
 

こ
の
あ
と
さ
ら
に
十
身
を
加
え
、
計
二
十
身
を
出
す
。
 

（
 蝸
 ）
ヱ
八
十
華
厳
 
ヒ
 三
五
（
大
正
元
、
六
三
八
丁
）
。
 

コ
 八
十
 

（
 鵠
 ）
三
八
十
華
厳
 
ヒ
 五
三
（
大
正
元
、
七
三
八
上
）
。
「
八
十
 

（
 魅
 ）
ヨ
八
十
華
厳
ヒ
四
二
（
大
正
光
、
六
一
八
三
十
）
。
「
八
十
 

（
 仰
 ）
三
八
十
華
厳
 ヒ
三
セ
 
（
大
正
元
、
六
三
四
丁
）
。
「
八
十
 

（
 臼
 ）
 
コ
 大
乗
義
章
」
一
八
（
大
正
四
四
、
八
二
二
上
）
。
（
 

乾
 

（
㏄
）
「
大
智
度
論
所
ヒ
大
（
 続
 茂
一
１
ハ
セ
ー
 二
 、
三
一
四
 

（
 訪
 ）
コ
礼
日
章
 J
 四
 
（
大
正
四
五
、
五
八
八
丁
）
。
 

（
 弘
 ）
「
法
華
義
疏
」
 
一
 0
 
 （
大
正
三
四
、
一
八
 
0
 三
下
）
。
 

（
㏄
）
た
だ
し
、
 
智
庫
が
梵
本
 ㍉
華
厳
経
ヒ
を
い
っ
見
た
の
か
 

同
 
（
 同
 、
八
四
 0
 上
 ）
参
照
。
 

点
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
時
期
は
、
か
れ
の
晩
年
で
あ
っ
た
の
 

右
上
）
。
 

）
 
回
 、
二
 0
 
（
 回
 、
八
五
一
正
 @
 中
 ）
。
（
 
穏
 ）
 回
 、
一
九
（
 同
 

は
 明
ら
か
で
な
い
。
「
楚
水
同
異
義
」
が
「
 孔
 日
章
 ヒ
 に
お
い
 

華
厳
 ヒ
 五
二
（
大
正
一
 
0
 、
二
七
五
上
）
。
 

華
厳
 L
 セ
一
 
（
大
正
一
 0
 、
三
八
八
上
）
。
 

華
厳
 ヒ
 五
八
（
大
正
一
 
0
 、
 三
 0
 八
 上
）
。
 

華
厳
 ヒ
 五
三
（
大
正
一
 
0
 、
二
八
二
上
）
。
 

か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
 

智
嚴
 の
土
仏
説
の
形
成
が
 梵
本
 

、
八
四
二
上
 l
 中
 ）
。
 

て
 論
ぜ
ら
れ
て
い
る
 

を
 見
た
後
に
始
①
 

 
 

ま
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
 そ
の
形
成
過
程
の
途
中
で
 梵
 本
を
見
、
十
仏
説
へ
の
自
信
を
深
 め
た
こ
と
は
 
確
 

 
 

か
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

（
 辞
 ）
三
八
十
華
厳
 
ヒ
五
 
（
大
正
元
、
四
二
九
十
）
。
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智 嚴の仏身 観 

）
 
E
m
 

（
虚
空
の
身
体
）
で
あ
る
。
 

（
 
乃
 ）
「
投
文
 詞
ヒ
 田
上
（
大
正
三
五
、
七
一
中
）
。
 

（
 
托
 ）
 
円
 
五
教
 
章
街
 私
鉄
 ヒ
一
 （
大
正
 
セ
三
 、
六
三
五
上
）
。
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不
安
は
現
代
の
す
べ
て
の
人
間
に
共
通
な
も
の
で
あ
り
、
 い
わ
ば
人
間
の
実
存
の
条
件
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
ほ
 ど
に
、
現
代
人
に
お
 

い
て
不
安
が
顕
に
な
 

あ
 ら
わ
っ
て
き
て
い
る
 
0
 不
安
は
様
々
に
 考
 察
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
 で
き
る
が
・
本
論
文
で
 

は
 宗
教
哲
学
的
な
見
地
か
ら
、
不
安
と
は
何
で
あ
る
か
、
 ま
た
、
不
安
は
ど
の
よ
う
に
し
て
克
服
さ
れ
さ
る
か
、
 と
い
う
問
題
を
 、
キ
ヱ
 

ル
ケ
 ゴ
ー
ル
を
通
し
て
解
明
し
た
い
。
彼
が
不
安
の
概
念
 を
こ
れ
ま
で
に
最
も
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
哲
学
者
と
 考
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
 

な
く
、
彼
が
実
存
の
問
題
を
人
格
論
的
（
 づ
の
 
r
 
の
 
o
 コ
 P
 
目
 き
の
 
0
 ず
 ）
思
惟
で
宗
教
哲
学
的
に
根
底
か
ら
解
明
し
て
い
る
 た
め
で
あ
る
。
し
か
 

し
 、
後
述
の
ご
と
く
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
 不
 安
 の
問
題
が
根
源
的
に
解
決
し
尽
く
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
 は
で
き
な
い
。
 彼
 以
後
 

さ
ら
に
不
安
の
概
念
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
っ
て
 哲
 学
的
な
存
在
論
の
立
場
か
ら
、
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
っ
 て
 神
学
的
存
在
論
の
立
 

 
 

燗
場
か
ら
解
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
者
は
、
 
キ
 エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
は
十
分
に
解
明
し
尽
く
さ
れ
 て
い
な
い
不
安
に
連
関
し
て
㎝
 

軸
の
諸
問
題
を
探
求
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
 
キ
ェ
 ル
ケ
 ゴ
ー
ル
の
不
安
の
問
題
の
解
明
に
関
し
て
評
価
す
べ
 き
 点
と
批
判
す
べ
き
点
を
浮
 

不
 

き
 彫
り
に
し
、
さ
ら
に
不
安
の
問
題
を
根
源
的
に
解
明
 す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
や
テ
ィ
 リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
不
安
 

序
 不

安
の
問
題
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
通
し
て
 

川
村
木
 
子
 



を
そ
れ
ぞ
れ
別
様
に
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 真
 理
 に
対
す
る
客
観
的
な
態
度
と
主
体
的
な
態
度
で
あ
る
。
 真
理
に
対
す
る
客
観
的
 

態
度
と
は
、
真
理
と
自
己
と
の
関
係
が
 磁
 と
そ
れ
と
い
 ぅ

二
 一
人
称
的
な
関
係
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
き
の
、
自
己
 の
 真
理
に
向
か
う
態
度
 

で
あ
る
。
自
己
を
も
含
め
た
す
べ
て
を
対
象
化
し
て
認
識
 す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
真
理
に
対
す
る
 主
 体
 的
態
度
と
は
、
真
理
 

と
 自
己
と
の
関
係
が
我
と
 汝
 と
い
う
二
人
称
的
な
人
格
 論
 的
関
係
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
き
の
・
自
己
の
真
理
に
 向
か
う
態
度
で
あ
る
。
 

真
理
と
自
己
の
間
に
人
格
的
な
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
 お
り
、
し
た
が
っ
て
自
己
は
真
理
を
内
面
的
に
自
己
の
も
 の
と
し
て
同
化
し
よ
 う
 

ブ   は に 
ラ 、 よ 

イ 我托 っ 

的 と て 
真 改 そ 
理 と れ 

概 念 いが う現 
公 二 案 

  
  

が   
わて 、 っな 真 
れ 初 理 
ね め で   
れ て あ 

可能 の真 。 る 
理 と こ 
に な の 

射 る よ 

す よ う 

る 5 な 
態 な 真 
度 へ 理 

( 鱒 )  60 

る 種 的 で， の 
は 前 聞 

「真理 。これ 真理と の真理 

下 半 額 

  
安 で を 

に は 主 と の は も 

，寸 Ⅹ 、 体 は 間 木 扱 

前 額 は 

る 
  
理 遠 。 問 基 ぅ   
と 下 器 い 客 礎 た 

に め 

し の 的 普 観 麦のもは、 真 観的 p にま、 て 卒 
、 備 

扱 と 

い し   い   
客 す れ 答 的 真 

理 
ケ， く - 態度 は即座 観的真 ギリ る われが 

理 シ 人 に 
対 
す 
る 与え とは 的 ア 間の 

反 真 理 ら 

対 理 性 れ 
主体 

に 概 の な 
的 

、 念 範 い 

歴 （ 囲 が 
態度 

や 
真 
理 、真理 史 のな 才蛙 曲 ）の t 内で知 そ 

か じ上る は の 

" 先 
で 時をとず も 

の 
と 基 の 二 の 
と 礎 で つ 
に に ぎ に 

も し る 分 
問題 

ノ @ L 
働 て 真 類 つ 
い い 理 さ   
て る で れ て 
お と あ ょ 論 
り 考 ろ う じ @ え 
主 ら こ 客 
体 れ の 観 

後 
半 



と
す
る
。
こ
の
た
め
、
真
理
に
主
体
的
に
関
わ
る
者
は
・
 

客
観
的
に
関
わ
ろ
 
う
 と
す
る
者
が
決
し
て
持
つ
こ
と
の
 

な
い
よ
う
な
、
実
存
的
 

ハ
ト
ス
を
持
つ
に
至
る
。
真
理
と
自
己
と
の
関
係
が
我
 

と
汝
 と
い
う
二
人
称
的
な
人
格
論
的
関
係
を
基
礎
と
す
る
 

よ
さ
に
な
れ
ば
、
当
然
 

現
実
の
自
己
と
、
真
理
か
ら
か
け
離
れ
た
現
実
の
自
己
 

を
 克
服
し
て
真
理
を
同
化
し
て
内
面
化
し
て
ゆ
こ
う
と
す
 

る
 自
己
と
の
葛
藤
が
生
 

じ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
・
宗
教
と
い
う
問
題
（
 

3
 ）
 

が
 生
じ
て
く
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
人
間
と
は
何
か
、
人
間
の
 

実
存
と
は
何
か
、
と
い
 

ぅ
 問
題
が
生
じ
て
く
る
。
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
人
間
は
肉
体
 

官
お
ざ
 
）
 と
心
 （
 
ぎ
 0
%
 

）
の
 

総
 ム
ロ
で
あ
り
・
こ
の
肉
体
と
心
の
総
合
 

と
い
う
関
係
が
 
，
 
」
 の
 

関
係
自
身
に
関
係
す
る
と
い
う
あ
り
方
で
実
存
在
し
て
 

い
る
の
が
自
己
で
あ
る
。
（
 

4
 ）
そ
し
て
肉
体
と
心
の
総
合
が
精
 
神
 で
あ
り
、
こ
の
総
合
 

と
い
う
関
係
が
そ
れ
自
身
に
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

、
 す
な
わ
ち
精
神
が
課
題
性
を
担
 
う
 こ
と
に
よ
っ
て
 
、
精
 神
は
初
め
て
目
覚
め
、
 

人
間
は
自
己
と
な
る
。
 

と
こ
ろ
で
人
間
は
自
己
と
な
る
と
き
に
初
め
て
内
面
的
 

に
 生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
自
己
が
自
己
に
 

と
っ
て
所
与
（
 
9
 す
 ⑧
 

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
課
題
（
下
け
 

h
m
p
 

す
 0
 
）
と
な
る
と
 き
、
人
間
は
内
面
化
の
道
を
歩
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
 

あ
る
。
内
面
化
に
よ
っ
 

て
 懇
意
的
な
自
己
か
ら
真
の
自
己
へ
の
道
が
開
か
れ
る
わ
 

げ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
存
主
義
の
祖
と
も
言
わ
れ
 

る
 キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
 

は
、
 真
の
自
己
と
し
て
の
実
存
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
 

て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
の
実
存
は
、
肉
体
と
心
の
総
合
と
 

い
 う
 関
係
が
こ
の
関
係
自
身
に
関
係
す
る
と
い
う
自
己
が
 

さ
ら
に
絶
対
的
第
二
一
 

者
（
 神
 ）
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
単
独
者
 

ハ
ネ
 
e
 
Ⅰ
Ⅱ
 
@
 
口
出
生
口
の
）
（
 

5
 ）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
 
こ
の
よ
う
な
実
存
に
は
 

、
、
 

畷
 
す
べ
て
の
実
存
段
階
に
あ
る
実
存
が
属
す
る
。
『
 
@
w
K
 
 

）
折
を
最
も
深
い
と
み
な
し
た
実
存
哲
学
者
ハ
イ
デ
ッ
 

こ
こ
で
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
の
規
定
を
 

（
 
6
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実
存
が
一
層
明
瞭
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
で
扱
 う
 不
安
の
問
題
も
両
者
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
く
 る
か
が
こ
こ
で
暗
示
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

（
 
7
 ）
 

（
 
8
 ）
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
、
自
己
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
実
存
 0
 間
 題
は
、
 専
ら
現
象
的
に
明
化
さ
れ
、
実
存
論
的
、
 

存
在
論
的
に
解
釈
さ
 

れ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
在
の
本
質
は
そ
の
実
存
に
基
づ
 い
て
い
る
が
、
こ
の
実
存
に
基
づ
い
た
本
質
を
実
存
の
存
 在
 論
的
な
構
造
か
ら
 現
 

豪
的
に
規
定
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
 っ
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
実
存
は
世
界
１
円
 ｜
 存
在
 と
し
て
、
自
己
が
存
在
 

す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
を
そ
れ
自
身
の
内
に
含
 ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
根
拠
づ
け
る
よ
う
な
 絶
対
的
第
三
者
を
持
た
 

+
 
よ
 
ん
 @
V
 

@
o
 

こ
れ
に
対
し
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
実
存
は
、
自
己
 を
 措
定
し
て
い
る
絶
対
的
第
三
者
で
あ
る
神
を
前
に
 
し
た
単
独
者
 
こ
 の
（
 

ロ
民
生
口
の
 づ
 0
 ～
の
 0
 ま
 ）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 
キ
エ
 ル
 ケ
 コ
ー
ル
が
人
間
に
お
け
る
「
神
の
像
」
 

Q
 日
お
 。
 ）
（
 

し
出
 

g
 ）
 を
 前
提
し
て
い
る
か
ら
 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
は
 、
ヵ
ン
ト
 
に
よ
っ
て
人
間
 理
性
に
よ
る
自
律
の
思
想
が
樹
立
さ
れ
て
以
来
・
理
論
 的
に
証
明
さ
れ
る
こ
と
 

は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
絶
対
的
 第
 三
者
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
実
存
を
 、
存
在
論
的
に
は
捉
え
 

ず
に
「
心
理
学
的
」
に
捉
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
 キ
 エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
で
の
「
心
理
学
」
と
い
う
用
語
の
意
味
 は
 、
実
証
的
な
い
し
は
 

内
在
的
な
学
問
と
し
て
の
心
理
学
で
は
な
く
、
 

彼
 独
特
 な
意
味
に
お
け
る
心
理
学
で
あ
る
。
で
は
彼
に
お
け
る
 心
 理
学
と
は
ど
の
よ
う
な
 

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

周
知
の
ご
と
く
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
人
間
の
実
存
を
捨
象
 す
る
本
質
主
義
的
な
へ
 

｜
 ゲ
ル
の
哲
学
を
「
消
極
哲
学
」
 

と
し
・
こ
れ
に
対
し
 

て
 歴
史
的
状
況
内
で
経
験
し
っ
 っ
 思
惟
 し
 決
断
す
る
立
場
 を
 
「
積
極
哲
学
」
と
呼
ん
で
 
へ
｜
 ゲ
ル
の
哲
学
を
批
判
 し
た
。
こ
の
よ
う
な
 シ
 

ェ
 リ
ン
グ
の
講
義
を
べ
ル
リ
ン
で
聴
講
し
て
い
た
 キ
エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
の
思
想
は
、
前
者
の
直
接
の
影
響
の
下
に
 、
 へ
｜
 ゲ
ル
の
形
而
上
学
 

的
 弁
証
法
に
対
す
る
 反
 挺
や
批
判
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
 き
た
も
の
で
あ
る
。
 
へ
｜
 ゲ
ル
は
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
以
来
の
 
「
存
在
と
思
惟
」
の
同
一
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暉
 
あ
る
。
そ
こ
で
、
内
在
的
な
人
間
性
に
基
づ
き
、
 血
 @
 
眠
の
も
の
に
 向
 げ
ら
れ
た
自
己
の
最
高
の
情
熱
が
信
仰
 で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
 
薄
 

の
 
安
る
 。
 

 
 
 
 

不
 

し
か
し
な
が
ら
、
各
人
の
う
ち
に
か
つ
て
は
あ
っ
た
が
た
 だ
 忘
却
し
て
い
る
真
理
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
 ギ
 リ
シ
ア
的
な
真
理
の
 

か
く
て
、
実
存
を
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
的
意
味
に
お
い
て
も
 理
学
的
に
理
解
 

い
 う
 前
提
の
下
で
実
存
を
神
と
の
人
格
的
な
関
係
の
内
に
 超
越
的
に
捉
え
、
 

離
さ
せ
ず
に
、
内
在
的
な
も
の
と
の
連
関
の
な
か
で
 実
 存
を
捉
え
よ
う
と
 試
 

に
お
い
て
内
在
的
な
も
の
と
の
連
続
性
の
う
ち
で
考
え
 ろ
 れ
て
い
る
超
越
的
 

（
 
り
 
1
 
Ⅰ
）
 

「
無
限
の
情
熱
」
（
 仁
 コ
 0
 コ
 日
ぃ
 
c
 す
め
 Ⅱ
 缶
 宙
の
口
の
 

c
 ア
ミ
（
）
で
あ
 る
 。
 

キ
 ェ
 ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
内
面
性
の
「
無
限
の
情
致
 
ビ
 
と
は
、
自
己
の
 

て
こ
の
無
限
の
情
熱
は
、
人
間
性
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
 る
 。
と
こ
ろ
が
こ
 す

る
こ
と
は
、
一
方
で
は
神
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
も
 の
と
 

し
か
も
他
面
で
は
実
存
を
内
在
的
な
も
の
か
ら
完
全
に
 は
遊
 

み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
の
実
存
 
存
 

な
も
の
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
実
存
の
内
面
 住
め
 

神
に
対
す
る
二
人
称
的
な
最
高
の
信
頼
関
係
で
あ
る
。
 そ
 し
 

の
 無
限
の
情
熱
が
同
時
に
彼
の
言
う
キ
リ
ス
ト
教
的
 信
 何
 で
 

を
 受
け
継
い
だ
 

系
に
対
し
て
、
 

も
の
へ
の
関
係
 

コ
ー
ル
の
い
 う
 

と
 、
絶
対
的
 第
 

に
位
置
し
て
い
 

の
の
非
学
問
的
 

（
 り
 
@
@
 

成
し
 ぅ
 る
か
」
 

、
本
質
の
な
か
に
実
存
を
解
消
す
る
よ
う
な
形
而
上
学
 の
 完
成
者
で
あ
る
 0
 こ
の
よ
う
な
へ
 
｜
 ゲ
ル
の
内
在
的
な
 学
 の
 体
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
超
越
的
な
も
の
へ
の
関
係
に
よ
っ
 

で
あ
る
。
こ
れ
を
 超
 越
 的
な
 

（
 
Ⅱ
）
 

@
 

の
 薄
 い
 も
の
か
ら
順
次
挙
げ
れ
ば
、
形
而
上
学
、
第
一
 倫
 理
学
、
心
理
学
、
教
義
学
、
第
二
倫
理
学
と
な
る
。
 キ
 エ
 ル
 ケ
 

心
理
学
は
、
形
而
上
学
と
第
一
倫
理
学
と
い
う
 ソ
 ク
ラ
テ
 ス
 的
な
想
起
宮
尾
ヨ
コ
 卸
囲
め
 
）
に
そ
の
本
質
が
あ
る
内
在
 的
な
学
 

三
者
（
 神
 ）
と
の
人
格
的
な
関
係
を
も
問
題
に
す
る
 教
 義
学
と
第
二
倫
理
学
と
い
う
超
越
的
な
も
の
と
関
わ
る
 学
 と
の
 間
 

る
 。
こ
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
「
心
理
学
」
は
 、
へ
｜
 ゲ
ル
の
思
弁
的
な
学
と
比
較
す
れ
ば
、
実
存
し
っ
 つ
 思
惟
 す
る
も
 

 
 

な
里
 
7
 
丁
と
で
Ⅰ
 @
 
Ⅰ
三
口
え
ろ
よ
う
な
Ⅱ
 

汎
 @
 
の
で
 占
八
 

り
る
。
 キ
エ
 ル
 ケ
 コ
ー
ル
の
舌
口
業
に
従
え
ば
・
心
理
学
は
 
、
 「
い
か
に
し
て
 罪
 が
生
 

と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
探
求
す
る
の
で
あ
る
。
 



い " 」 ゐ 不 

。 れ 教 具 
キ に と 理 
リ 対 い に 

ス し ぅ は 

ト 数 てこ客 キと観 
の り が 的 

真 ス " 真 
理 ト す 理 
は 教 な と 

主 で わ 主 
体 の ち 体 
的 真 、 的 
真 理 人 真   
超 客 は あ 
越 親 付 り 

し 的 か   
て 真 、 主 
お 理 人 体 
り で 間 的 

、 は の 真 
ど な 実 理 
ち い 存 は 
ら が と 内 
の   は 面 

真 し 何 化 
理 か か に 

の し 、 よ 

類 " と っ 
型 キ い て 
に ェ ラ 明 
ら か こ ら 
属 ケ と か 
さ ゴ が と 

な l 問 な 
い か 題 り 

  ケ こ と   
キ よ な こ 

リ れ る の 

ス ト、 ばこ と面 内 
教 主 を 化 
の 伸 一 に 

真 的 で ょ 

理 其 者 っ 
は 理 察 て 

、 で し 初 

新 も た め 
し な 。 て 

三
 

逆
説
的
真
理
 

理
解
（
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
）
仕
方
に
対
し
て
、
 

キ
ヱ
 
ル
ケ
 
ゴ
ー
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
 

的
 真
理
を
神
か
ら
与
え
ら
れ
 

る
も
の
と
す
る
。
し
か
 

 
 

 
 

 
 

以
上
の
よ
う
に
・
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
の
実
存
は
 

、
絶
 
対
酌
第
三
者
（
 

神
 ）
を
前
提
し
て
は
い
る
が
、
神
の
証
明
 

や
 信
仰
の
確
実
性
か
 

ら
 出
発
し
て
い
る
カ
ン
ト
以
前
の
神
学
者
や
哲
学
者
と
 

は
 全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
主
体
性
を
重
視
す
る
 

彼
の
思
想
は
、
宗
教
が
 

宇
宙
の
直
観
で
あ
り
、
直
接
的
自
己
意
識
で
あ
り
、
 

絶
 対
依
 
恩
怨
感
情
で
あ
る
と
し
て
人
間
の
主
体
性
か
ら
宗
教
 

を
 探
求
し
て
ゆ
く
 

シ
ュ
 

ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
と
共
通
す
る
点
を
持
っ
て
い
る
の
で
 

あ
る
。
そ
し
て
キ
 

ェ
 ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
、
ギ
リ
シ
ア
的
 

思
 想
 家
と
批
判
し
な
が
ら
 

も
 シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
を
 

へ
｜
 
ゲ
ル
よ
り
高
く
評
 

 
 

の
 主
体
性
を
重
視
す
る
 

た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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主
体
性
の
立
場
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
真
理
が
問
題
と
な
 

る
 
実
存
段
階
で
は
・
克
服
さ
れ
ね
は
な
ら
な
Ⅰ
。
 

。
（
 

6
 
1
 

¥
 
）
 

 
 

の
 
主
体
性
の
立
場
を
彼
の
実
存
的
思
惟
の
出
発
点
と
し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
 第
三
の
真
理
と
 

へ
主
体
的
に
接
近
 

の
で
あ
る
。
キ
リ
 

は
自
己
の
主
体
性
 

自
己
の
内
面
化
 

て
い
る
。
両
者
と
 

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
 

テ
ス
の
 イ
 p
 ニ
ー
 

牢
獄
か
ら
解
放
さ
 

い
の
で
あ
る
。
 
し
 

目
標
を
持
た
な
い
 

げ
で
、
 ソ
 ク
ラ
テ
 

レ
ッ
シ
ン
ク
は
 

レ
ッ
シ
ン
グ
は
 
、
 し

て
、
逆
説
的
真
理
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
 あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
へ
の
道
は
内
面
化
に
よ
っ
て
 真
理
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
が
、
キ
 リ
ス
 ト
 教
の
真
理
そ
の
も
の
は
、
主
体
的
な
真
理
を
超
絶
し
て
 い
る
 

ス
ト
 教
的
 真
理
は
、
人
間
の
内
面
化
、
主
体
性
に
よ
っ
て
 初
め
て
理
解
可
能
な
も
の
と
な
る
が
、
こ
の
真
理
そ
の
 も
の
 

の
う
ち
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
自
己
の
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
 も
の
な
の
で
あ
る
。
 

や
 主
体
性
と
い
う
倫
理
的
な
実
存
段
階
で
は
、
 

キ
エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
レ
ッ
シ
ン
グ
を
最
も
高
く
評
 価
し
 

も
に
世
界
を
人
間
と
の
関
係
の
う
ち
に
主
体
的
に
理
解
 し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

ス
の
 イ
ロ
ニ
ー
の
立
場
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
が
問
題
 

れ
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
た
め
に
、
こ
の
世
の
現
実
の
 

、
 無
 時
間
的
な
真
理
そ
の
も
の
を
で
な
く
、
真
理
を
求
 

、
「
 汝
 自
身
を
知
れ
」
と
い
う
 戟
言
 の
も
と
に
ィ
ロ
 
二
｜
 

た
が
っ
て
破
片
片
お
け
る
イ
ロ
ニ
ー
は
 
、
卜
 
り
ん
ば
イ
ロ
ニ
ー
 

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
彼
の
イ
ロ
ニ
ー
の
立
場
は
、
絶
対
 

の
 立
場
は
、
こ
の
世
的
な
も
の
一
切
の
否
定
と
い
う
こ
と
 

生
活
を
そ
れ
自
身
の
た
め
に
は
真
剣
に
受
け
止
め
る
こ
と
 

め
る
無
限
の
努
力
を
問
題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
啓
蒙
 主
 

と
な
る
実
存
段
階
で
は
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
 

に
よ
っ
て
主
体
性
へ
の
道
を
開
い
て
い
る
。
し
か
し
、
 
ソ
 

の
た
め
の
イ
ロ
ニ
ー
に
終
わ
り
、
結
局
は
イ
ロ
ニ
ー
以
外
 

的
 否
定
性
の
立
場
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
 う
 

に
 立
脚
し
て
お
り
、
結
局
は
死
に
よ
っ
て
魂
が
肉
体
と
 

あ
る
。
 

 
 
。
 
@
 
@
 

仏
 
り
 十
ん
 

よ
 

義
者
 

な
わ
 

ク
ラ
 

こ
ま
 

Ⅴ
 ナ
 

 
 

ど
こ
ま
で
も
内
在
性
、
理
性
の
立
場
に
と
ど
ま
り
、
 そ
 れ
を
越
え
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
だ
か
ら
・
レ
ッ
シ
 ン
 グ
の
 



悪
 を
お
か
す
と
い
う
点
で
神
と
人
間
の
間
に
は
無
限
の
 質

の
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
神
と
人
間
と
の
間
の
こ
の
 無
限
の
質
の
差
は
 、
カ
 

ン
ト
以
前
の
、
人
間
理
性
に
よ
る
自
律
と
い
う
こ
と
が
 確
 正
 さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
そ
れ
と
は
、
質
的
に
異
 な
っ
て
い
る
。
つ
ま
 

他
方
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
神
と
人
間
の
 間
 に
は
絶
対
の
断
絶
が
あ
る
。
人
間
が
神
に
そ
な
い
て
 人
 間
 的
な
自
由
に
 よ
 り
 

の
 内
面
性
の
無
限
の
情
熱
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
が
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
 、
 神
と
人
間
の
間
の
連
続
面
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
 う
 な

も
の
と
し
て
、
実
存
 

る
 。
こ
の
ゆ
え
に
悟
性
の
田
 聖
 骨
の
激
情
も
ま
た
、
衝
突
が
 お

こ
れ
ば
ど
の
み
ち
自
己
自
身
の
役
 落
 に
な
る
に
も
か
 

か
わ
ら
ず
、
そ
の
衝
突
 

を
昔
 生
心
 

し
て
い
 

L
 

プ
つ
 
と
甘
口
 
え
ソ
 
勺
の
で
あ
ス
リ
。
そ
れ
ゆ
え
、
 思
 惟

が
 自
分
で
は
考
え
ら
れ
な
い
な
に
も
の
か
を
発
見
し
 よ

う
と
す
る
こ
と
が
 思
 

惟
の
最
高
の
逆
説
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
惟
の
 激

情
は
、
根
底
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
思
惟
の
中
に
あ
り
、
 人

間
が
思
惟
に
よ
っ
て
 

（
 
@
 
l
 ）
 

自
己
自
身
を
越
え
出
よ
う
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
人
間
 一

人
一
人
の
思
惟
の
中
に
も
あ
る
」
と
、
彼
は
考
え
る
。
 

し
か
し
、
こ
の
同
じ
も
 

し
て
い
る
。
「
す
べ
て
の
激
情
の
日
 
聖
局
に
 窮
ま
っ
た
 力
 は
 、
 つ
ね
に
自
己
自
身
の
没
落
を
意
志
し
て
い
る
と
い
う
 こ

と
が
そ
の
正
体
で
あ
 

る
と
い
 

き
る
の
 

自
己
の
 

は
神
に
 

だ
か
ら
 

う
こ
と
は
、
 

は
、
人
間
の
 

主
体
の
外
か
 

よ
っ
て
措
定
 

で
あ
る
 0
 キ
 キ

ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
場
合
単
純
に
は
受
け
取
れ
な
い
の
で
あ
 
あ
 

一
人
一
人
の
自
己
の
主
体
性
に
根
ざ
し
て
い
る
無
限
の
情
熱
 

熱
 

ら
 絶
対
的
第
二
名
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
 る
か
 

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
は
い
る
 も
の
 

エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
は
、
実
存
の
内
面
性
の
無
限
の
情
熱
と
し
 て
 る

 。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
真
理
を
理
解
す
る
 

と
し
て
の
信
仰
で
あ
り
、
し
か
も
同
時
に
こ
 

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
 

の
 、
信
仰
は
実
存
の
主
体
性
に
も
根
ざ
し
て
 

の
 信
仰
を
・
思
惟
の
激
情
の
結
果
生
じ
て
く
 こ

と
が
で
 

の
信
仰
が
 

は
、
人
間
 

い
る
も
の
 

る
 逆
説
と
 

実
存
に
与
え
ら
れ
る
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
か
ら
 で

あ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
が
内
在
的
な
理
 性

の
立
場
を
越
え
て
い
 

る
 。
真
理
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
理
性
の
範
囲
 内

で
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
、
 ソ
ク
ラ
 テ

ス
の
想
起
の
説
と
は
 

逆
に
自
己
の
外
部
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 真

理
で
あ
る
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
 で

き
る
の
は
、
神
か
ら
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不安の問題 

リ 段 口 と 称 を 
ス 階 二 周 に 的 中 キ 
ト づ l 知 な な む ェ 

教 げ の の る 人 に ル 

（ て 投 畑 。 格 し ケ 
        キ 

鰍 コそ 。 倫キし 理工 保安 ル 

  
Ⅰ 亡ノ 

l 

ナ ｜ 

不   題 

  
明 い 透 い け 

  
、 い る 二 の 

な 課 的と キ、 ィ 。 こ人 像 

り
、
 キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
ラ
イ
 

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
 キ
エ
 ル
 ケ
 。
 
コ
 

と
の
間
の
非
連
続
な
連
続
面
と
し
て
考
え
ら
れ
、
 

な
人
格
的
関
係
の
な
か
で
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
 

し
て
彼
の
思
想
の
根
底
に
 、
 単
に
本
来
の
キ
リ
ス
 

さ
て
、
不
安
の
問
題
は
キ
 ェ
 ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
 

続
な
連
続
面
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
 エ

ル
マ
ッ
ハ
ー
 
や
へ
｜
 
ゲ
ル
に
お
い
て
と
同
様
、
人
間
 理
 性
の
自
律
は
前
提
さ
れ
て
い
 

｜
ル
 に
お
い
て
、
実
存
の
内
面
性
の
無
限
の
情
熱
と
い
う
 こ
と
が
、
い
わ
ば
神
と
人
間
 

し
か
も
そ
れ
が
、
存
在
論
的
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
 く
、
 神
と
人
間
と
の
二
人
称
的
 

ろ
に
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
的
思
惟
の
深
さ
が
あ
 る
 。
が
、
同
時
に
そ
の
反
面
と
 

ト
 教
に
戻
る
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
面
が
生
じ
て
く
 る
の
で
あ
る
。
 

い
て
は
、
人
間
の
実
存
に
お
け
る
内
面
性
の
無
限
の
情
熱
 が
 神
と
人
間
と
の
間
の
非
運
 

ら
 生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 



と
か
 無
 と
い
う
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
 で
も
、
不
安
は
重
要
な
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
 る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
 

反
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
可
能
性
に
先
だ
つ
 可
能
性
と
し
て
の
自
由
 

て
 、
人
間
理
性
の
自
律
の
立
場
に
 よ
 る
人
間
的
自
由
が
認
 め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
 

理
性
の
自
律
の
立
場
に
よ
っ
て
人
間
的
自
由
の
み
が
 肯
 定
 さ
れ
絶
対
的
第
三
者
 の

 現
実
性
と
し
て
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
 
 
 

で
は
、
不
安
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
 

人
 田
斤
 

（
 
神
 ）
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
代
わ
る
よ
う
な
存
在
の
根
拠
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
不
安
は
、
自
己
を
措
定
し
 て
い
る
絶
対
的
第
三
者
（
 神
 ）
に
対
し
て
自
己
が
常
に
人
 間
 的
自
由
で
も
っ
て
 

ン
ト
 に
よ
る
人
間
の
理
性
に
基
づ
い
た
自
律
の
思
想
を
彼
 な
り
に
受
け
止
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

己
が
断
と
う
と
す
る
と
き
に
、
自
己
が
経
験
す
る
こ
の
 絶
対
的
第
三
者
か
ら
の
自
由
の
予
感
で
あ
る
。
 キ
ヱ
ル
ケ
 
コ
ー
ル
の
言
葉
に
従
 
，
え
 

（
 
四
 ）
 

ば
 ・
不
安
と
は
可
能
性
に
先
だ
つ
可
能
性
と
し
て
の
 自
 由
の
現
実
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
 キ
工
エ
ケ
 
ゴ
ー
ル
バ
円
月
 

い
る
自
由
と
い
う
概
念
は
、
人
間
的
な
自
由
の
こ
と
で
 あ
っ
て
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
二
の
手
紙
三
章
一
セ
節
に
 述
べ
ら
れ
て
い
る
 よ
う
 

な
 自
由
の
概
念
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
的
な
自
由
の
 概
念
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
 キ
 エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
は
 、
カ
 

ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
恐
怖
は
あ
る
特
定
の
対
 象
 に
対
す
る
恐
怖
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
区
別
は
、
そ
れ
 ぞ
れ
に
立
場
は
異
な
っ
 

エ
ル
 ケ
 ゴ
ー
ル
 と
同
 様
 
「
不
安
 
ヒ
 と
し
て
い
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
や
テ
ィ
 リ
ッ
 ヒ
 に
も
受
け
継
が
れ
て
 

い
る
。
そ
し
て
恐
怖
か
ら
区
別
さ
れ
る
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 に
お
け
る
不
安
と
は
、
自
己
を
措
定
し
て
い
る
絶
対
的
 第
三
者
へ
の
関
係
を
自
 

周
知
の
如
く
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
以
来
不
安
は
恐
怖
か
ら
 区
別
さ
れ
る
。
不
安
の
対
象
は
無
で
あ
っ
て
 、
 何
ら
特
定
 0
 対
象
に
関
係
づ
 け
 

の
よ
う
な
意
味
で
の
罪
で
も
あ
る
。
即
ち
 、
キ
エ
 
ル
 ケ
 
コ
ー
ル
に
お
け
る
不
安
の
概
念
は
、
内
在
的
で
あ
る
と
 同
 時
に
超
越
的
で
あ
る
。
 

購
 

 
 

つ
ま
り
、
そ
れ
は
彼
の
言
 う
 心
理
学
の
対
象
な
の
で
あ
る
 。
そ
れ
で
は
、
彼
に
お
け
る
不
安
と
は
ど
の
よ
う
な
も
 の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

題
を
持
っ
て
い
た
彼
は
 、
 右
の
よ
う
な
各
実
存
段
階
は
 そ
れ
ぞ
れ
の
根
底
に
お
い
て
各
々
の
形
態
の
不
安
に
 ょ
 っ
 て
 特
徴
 づ
 げ
ら
れ
る
こ
 

 
 

と
を
解
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 実
存
段
階
の
根
底
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
不
安
は
 、
キ
エ
 ル
 ケ
 ゴ
ー
に
お
け
る
既
述
 





キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
従
え
 ぱ
 、
実
存
は
キ
リ
ス
ト
教
的
 神
 と
 二
人
称
的
な
人
格
的
関
係
を
常
に
透
明
に
保
た
ぬ
 限
 り
 、
不
安
を
克
服
す
る
 

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
不
安
の
概
念
を
こ
の
よ
う
に
実
存
 的
 、
存
在
的
に
解
明
し
て
い
る
の
に
対
し
て
・
ハ
イ
デ
ッ
 ガ
 ー
は
不
安
を
実
存
 

（
 
囲
 ）
 

論
 的
、
存
在
論
的
な
問
題
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
 ハ
 イ
デ
ッ
ガ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
哲
学
者
 キ
エ
 ル
 ケ
 コ
ー
ル
に
 ト
 と
っ
て
は
 実
 

存
 の
問
題
 を
 、
し
た
が
っ
て
ま
た
不
安
の
問
題
を
も
 実
 序
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
縁
遠
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 哲
 学
者
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

の
 存
在
論
的
見
地
は
 、
へ
｜
 
ゲ
ル
の
そ
れ
の
踏
襲
 と
 二
三
ロ
 

，
 
え
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
前
者
の
神
学
や
哲
学
は
へ
 ｜
ゲ
 ル
 の
形
而
上
学
的
弁
証
 

法
 と
の
対
決
と
い
う
形
で
出
て
ぎ
た
実
存
弁
証
法
を
基
 礎
 と
し
て
い
る
が
、
彼
は
ま
だ
 へ
｜
 ゲ
ル
の
反
対
者
と
い
 
う
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
 

い
て
、
プ
ラ
ト
ン
以
来
へ
 

｜
 ゲ
ル
に
至
る
ま
で
の
思
弁
 哲
 学
を
根
底
的
に
考
察
し
な
お
す
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
 い
の
で
あ
る
。
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
人
間
を
神
の
前
の
単
独
者
と
い
う
 形
に
ま
で
つ
き
つ
め
・
主
体
化
に
よ
る
人
間
の
内
面
化
を
 深
く
解
明
し
て
お
 

り
 、
そ
の
点
で
彼
の
思
想
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
 な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
さ
れ
る
べ
 き
 点
を
仮
 り
に
実
存
の
往
相
面
 と
 

呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
は
そ
の
還
相
面
 が
 徹
底
的
に
は
探
求
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
 ら
な
い
。
実
存
を
実
存
 

的
に
問
題
に
す
る
こ
と
に
早
急
の
あ
ま
り
、
そ
の
実
存
 論
的
 ・
存
在
論
的
な
問
題
は
結
局
へ
 ｜
 ゲ
ル
の
立
場
に
と
 ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
 

そ
れ
で
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
た
 人
間
と
人
間
と
の
間
の
神
を
媒
介
と
し
た
二
人
称
的
な
 我
 と
汝
 と
い
う
人
格
的
な
 

 
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
自
身
に
と
っ
て
も
全
く
不
可
能
な
も
の
 と
な
っ
た
。
人
間
対
人
 

間
の
関
係
が
人
格
的
な
我
と
 汝
 と
い
う
関
係
に
な
る
た
 め
の
根
底
的
基
礎
と
な
る
、
神
の
前
の
単
独
者
と
い
う
 求
 道
 的
実
存
の
あ
り
方
が
 

つ
き
つ
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
逆
の
面
で
あ
る
現
実
の
世
界
 の
 歴
史
の
中
に
あ
る
実
存
と
い
う
還
相
面
が
深
く
解
明
 さ
れ
な
か
っ
た
た
め
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の
よ
う
な
実
存
段
階
に
達
し
て
、
初
め
て
不
安
は
克
服
さ
 れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
が
自
己
を
措
定
し
て
 い
る
絶
対
的
第
三
者
と
 

7
0
 

二
人
称
的
な
人
格
的
関
係
を
保
ち
、
こ
の
関
係
に
何
ら
 抵
 抗
を
持
た
ぬ
と
き
に
、
不
安
は
克
服
さ
れ
る
の
で
あ
る
 。
し
た
が
っ
て
神
学
者
 



の
な
か
に
生
き
て
ゆ
く
限
り
、
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
 ・
実
存
の
実
存
的
・
存
在
的
解
明
の
み
な
ら
ず
、
実
存
 論
 的
、
存
在
論
的
解
明
 

が
 必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
解
明
の
 根
本
的
原
理
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
探
求
的
 な
 意
味
に
お
い
て
で
あ
 

る
こ
と
が
・
こ
こ
に
付
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
 そ
う
で
な
け
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
客
観
的
な
真
理
と
な
 り
 、
キ
リ
ス
ト
教
生
貝
 

理
 そ
の
も
の
の
崩
壊
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
。
 ，
 
」
の
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
。
実
存
論
的
、
存
在
論
的
分
析
 を
 探
求
法
的
に
も
排
除
 

し
ょ
う
と
す
る
宗
教
は
宗
教
で
あ
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
 な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
・
人
間
と
は
 何
 か
 、
と
か
、
人
間
の
実
 

睡
存
 と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
を
解
明
す
る
こ
と
に
 耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
 ，
 
」
の
こ
と
は
、
カ
ン
ト
以
後
 現
 

麺
 
わ
れ
た
諸
宗
教
、
あ
る
い
は
神
学
の
直
面
し
て
い
 る
 現
実
の
問
題
で
も
あ
る
。
 

不
 

さ
て
、
時
間
性
の
う
ち
で
の
絶
対
者
と
の
出
会
い
と
い
 う
 動
的
な
観
点
か
ら
実
存
を
解
明
す
る
こ
と
に
 キ
エ
 ル
 ケ
 コ
ー
ル
は
彼
自
身
の
 

71  (517) 

に
 、
人
格
的
な
我
と
 汝
 と
い
う
関
係
そ
の
も
の
す
ら
が
 達
 成
さ
れ
な
い
と
い
う
逆
説
は
，
現
代
に
生
き
る
我
人
 に
 示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
 多
 

 
 

 
 実

存
を
実
存
的
に
だ
け
で
は
な
く
実
存
論
的
に
も
解
明
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
存
の
実
存
的
理
解
も
生
き
た
も
 の
と
な
り
、
実
存
を
 

よ
り
一
層
根
源
的
に
理
解
で
き
る
と
い
う
逆
説
は
何
を
立
 
忌
味
 し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
・
人
間
の
実
存
 が
 無
限
性
に
お
い
て
の
 

み
な
ら
ず
有
限
性
に
お
い
て
も
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
 る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 即
 ち
 、
人
間
の
実
存
が
 、
 

神
の
前
の
単
独
者
と
し
て
時
間
性
に
お
い
て
理
解
さ
れ
、
 永
 遠
 と
 時
間
の
接
点
と
し
て
の
瞬
間
の
う
ち
に
お
い
て
 は
 定
義
づ
け
ら
れ
ぬ
 

も
の
と
し
て
動
的
に
理
解
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
静
的
 に
 対
象
化
さ
れ
た
普
遍
妥
当
的
な
存
在
の
構
造
と
い
う
 面
 か
ら
も
分
析
さ
れ
る
こ
 

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
 る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
実
存
を
神
と
の
二
人
称
的
な
人
 格
 的
関
係
の
中
で
解
明
 

し
 、
さ
ら
に
あ
る
実
存
と
他
の
実
存
と
の
関
係
を
・
神
と
 実
存
と
の
こ
の
二
人
称
的
な
人
格
的
な
関
係
を
基
礎
と
 し
て
探
求
す
る
こ
と
は
・
 

実
存
を
解
明
す
る
場
合
の
キ
リ
ス
ト
教
的
基
礎
で
あ
る
。
 が
 、
他
方
・
実
存
論
的
・
存
在
論
的
な
実
存
の
解
明
は
 ・
実
存
が
現
実
の
世
界
 



四
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
 不
 安
 

（
 
巾
つ
 

）
 

宗
教
哲
学
者
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
は
、
人
間
は
実
存
 と
か
生
と
し
て
で
は
な
く
、
「
存
在
」
と
し
て
把
握
さ
れ
 て
い
る
。
そ
し
て
、
 

存
在
の
根
拠
（
 串
ゅ
 
Ⅰ
の
 宕
ヲ
 年
年
 幼
は
田
 し
と
し
て
 神
 が
 考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
存
在
の
根
 拠
 と
し
て
の
神
は
 、
人
 

間
 に
と
っ
て
究
極
的
関
心
事
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
 究
 極
 的
関
心
事
に
従
事
す
る
の
が
神
学
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
 だ
か
ら
、
神
学
と
い
っ
 

て
も
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神
学
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
そ
れ
と
 は
 異
な
っ
て
・
存
在
論
に
よ
っ
て
基
礎
 づ
 げ
ら
れ
て
い
 
る
 。
 

テ
ィ
 リ
 "
 ヒ
は
 、
一
方
で
は
超
自
然
主
義
的
神
学
を
否
定
 し
 ・
他
方
で
は
啓
示
に
 よ
 る
真
理
と
理
性
の
範
囲
内
に
 限
定
さ
れ
る
真
理
と
 

を
 結
局
同
一
視
す
る
よ
う
な
結
果
に
陥
る
自
然
主
義
的
 神
学
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
周
知
の
如
く
、
哲
学
と
神
学
 の
 関
係
を
問
い
と
答
え
 

と
い
う
形
で
捉
え
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
人
間
の
現
実
 に
 生
き
て
い
る
 場
 ・
つ
ま
り
歴
史
的
、
社
会
的
、
心
理
的
 状
況
か
ら
か
か
る
も
の
 

と
し
て
の
現
実
性
へ
の
、
す
な
わ
ち
存
在
の
構
造
へ
の
 問
い
を
発
す
る
の
が
哲
学
で
あ
る
と
し
・
啓
示
と
し
て
の
 聖
書
的
シ
ン
ボ
ル
の
 な
 

か
に
真
理
を
求
め
こ
れ
を
そ
の
問
い
へ
の
答
え
と
す
る
の
 が
 神
学
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
 ょ
う
 に
哲
学
と
神
学
 を
問
い
と
答
え
と
い
う
 

形
で
相
関
さ
せ
よ
う
と
す
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神
学
的
立
 場
は
 、
相
関
的
方
法
な
い
し
は
呼
応
の
方
法
（
 呂
簿
ア
 0
 Ⅰ
 の
年
の
Ⅰ
 
本
 0
 Ⅰ
Ⅰ
缶
の
由
 

0
 臣
 ）
 

と
 呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
問
い
と
し
て
の
哲
学
に
対
す
る
 答
え
で
あ
る
神
学
も
、
既
述
の
如
く
存
在
論
的
に
基
礎
 づ
 げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
 

ら
 、
哲
学
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
の
神
学
に
お
 げ
る
答
え
そ
の
も
の
（
キ
リ
ス
ト
）
も
象
徴
的
な
も
の
と
 し
て
、
「
新
し
き
 存
 

在
 」
（
 年
 P
s
 コ
 の
口
の
ぎ
 
宮
 ）
と
呼
ば
れ
る
。
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課
題
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
 

，
 
」
れ
に
対
し
て
、
宗
教
哲
学
者
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
や
哲
学
者
 

ハ
 イ

デ
ッ
ガ
ー
は
実
存
や
花
 

不
安
の
問
題
を
実
存
論
的
、
存
在
論
的
に
分
析
し
、
 

把
 損
 し
て
い
る
。
 



不安の間頭 

（
こ
の
場
 

ム
ロ
 

、
存
在
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
存
在
を
 

避
け
る
方
法
と
し
て
の
病
理
学
的
不
安
は
除
外
す
る
 

ぺ
 存
在
が
そ
れ
の
可
能
 

的
 非
存
在
を
実
存
的
に
意
識
す
る
状
態
で
あ
る
か
ら
で
 

あ
る
。
即
ち
、
不
安
は
、
自
己
自
身
の
有
限
性
を
意
識
す
 

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
 

て
 、
存
在
へ
の
勇
気
は
、
時
間
、
空
間
、
因
果
性
、
実
 

在
に
よ
 
る
実
存
の
有
限
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
自
身
 

の
 存
在
を
肯
定
す
る
 

倫
 

理
 的
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
勇
気
の
本
性
 

に
関
す
る
倫
理
学
的
問
題
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
は
 

存
在
の
本
質
に
関
す
る
 

存
在
論
的
問
題
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
 

勇
 気
の
理
解
は
、
人
間
や
そ
の
世
界
、
そ
し
て
そ
れ
ら
 

そ
 れ
ぞ
れ
の
構
造
に
っ
 

ぃ
 

て
の
理
解
を
先
行
条
件
と
し
て
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
例
え
ば
彼
に
お
い
て
は
、
不
安
は
、
人
間
の
存
在
 

的
 有
限
性
と
し
て
の
 

運
 

命
 や
そ
の
絶
対
的
形
態
と
し
て
の
 

花
 、
ま
た
精
神
的
な
 

有
限
性
と
し
て
の
空
虚
さ
や
そ
の
絶
対
的
な
形
態
と
し
て
 

の
 無
意
味
性
、
さ
ら
 

に
 、
道
徳
的
な
有
限
性
と
し
て
の
罪
過
や
そ
の
絶
対
的
な
 

形
態
と
し
て
の
 

呪
誼
 
と
い
う
形
で
・
実
存
を
襲
っ
て
く
 

る
 。
が
、
こ
の
よ
う
な
 

不
安
を
克
服
す
る
こ
と
（
 

１
 存
在
へ
の
勇
気
）
は
 

、
既
 
述
の
如
く
不
安
が
人
間
の
存
在
の
構
造
そ
の
も
の
に
起
因
 

し
て
い
る
限
り
、
人
間
 

 
 

 
 

 
 

ら
の
離
反
、
疎
外
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
 

両
 者
に
お
け
る
不
安
の
克
服
の
仕
方
に
つ
い
て
は
ど
う
で
 

あ
ろ
う
か
。
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以
上
簡
単
に
見
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神
学
的
、
哲
学
的
立
 場
 に
お
い
て
、
不
安
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
て
 い
る
の
で
あ
ろ
う
 



ィ
 リ
ッ
ヒ
は
そ
の
性
質
を
分
析
し
て
次
の
よ
 う
 庄
一
ち
の
 要
素
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
の
要
素
は
最
も
徹
底
的
な
 非
存
在
の
発
現
に
も
か
 

か
わ
ら
ず
現
前
す
る
存
在
の
力
の
経
験
で
あ
る
。
第
二
の
 要
素
は
非
存
在
の
経
験
が
存
在
の
経
験
に
依
存
し
・
 無
 意
味
性
の
経
験
が
意
味
 

性
の
経
験
に
依
存
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 第
 三
は
 、
人
間
の
存
在
は
常
に
そ
の
存
在
に
含
ま
れ
て
い
 る
 非
存
在
に
脅
か
さ
れ
 

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
罪
過
や
呪
誼
を
受
容
さ
れ
 て
い
る
と
い
う
、
「
受
容
の
 力
 」
の
経
験
と
い
う
要
素
で
 あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
 三
 要
素
を
含
ん
だ
定
義
不
可
能
な
存
在
 へ
の
勇
気
の
源
で
あ
る
絶
対
的
信
仰
が
、
不
安
を
克
服
す
 る
の
で
あ
る
が
、
 こ
 

の
 絶
対
的
信
仰
は
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
、
特
に
 人
格
論
的
性
格
の
強
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
 空
信
 仰
を
越
え
て
い
る
。
 テ
 

ヒ
 に
お
い
て
は
、
存
在
の
存
在
論
的
基
礎
構
造
は
 自
己
と
世
界
の
両
極
か
ら
な
り
、
自
己
は
個
別
化
の
方
 向
 で
、
世
界
は
関
与
性
 

と
い
う
仕
方
で
、
人
間
の
存
在
を
存
在
の
根
拠
へ
と
近
づ
 げ
さ
せ
る
。
こ
の
両
極
が
同
等
に
受
け
容
れ
ら
れ
超
越
 さ
れ
る
と
き
に
人
間
 存
 

在
の
存
在
自
体
へ
の
関
係
は
絶
対
的
信
仰
と
な
る
の
で
 あ
る
。
も
し
個
別
化
よ
り
も
関
与
性
が
優
勢
で
あ
る
 場
ム
 口
 に
は
・
人
間
の
存
在
の
 

（
 
外
 ）
 

Q
 鼠
口
 ザ
の
 
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
テ
ィ
 
リ
 
"
 ヒ
 独
特
な
 意
 味
 を
も
っ
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
絶
対
的
信
仰
は
定
義
で
き
 な
い
の
で
あ
る
が
、
 
テ
 

キ
 ェ
 ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
は
不
安
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 の
神
と
透
明
な
関
係
を
 、
 即
ち
 、
一
 

と
 汝
の
関
係
を
結
ぶ
 

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
克
服
さ
れ
る
こ
と
を
既
に
見
た
。
 

堕
落
し
た
形
態
の
キ
リ
ス
ト
教
（
の
 オ
け
乙
古
 
け
ず
 
曳
円
 
）
に
 
で
は
な
く
、
イ
ェ
ス
・
 

キ
リ
ス
ト
の
時
代
か
ら
 彼
 ま
で
の
一
入
 
0
0
 年
の
歴
史
 を
 跳
び
越
え
て
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
同
時
的
に
生
き
る
 よ
う
な
真
の
キ
リ
ス
ト
 

教
 
（
い
 
て
 ～
の
神
の
コ
日
日
）
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
安
 
は
 克
服
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
は
、
存
在
の
根
拠
で
あ
る
 存
在
自
体
の
 力
 が
与
え
て
く
れ
る
存
在
へ
の
勇
気
に
 ょ
 っ
て
不
安
が
克
服
さ
 

れ
る
の
で
あ
る
 0
 と
こ
ろ
で
、
こ
の
存
在
自
体
の
 力
 に
 よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
状
態
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
 て
 
「
信
仰
」
と
理
解
さ
 

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
信
仰
」
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
 ス

ト
教
の
信
仰
、
即
ち
、
 
賄
 罪
の
死
を
遂
げ
三
日
目
に
復
 括
 し
た
神
の
ひ
と
り
 子
 

イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
と
は
異
な
り
、
特
別
な
 内

容
と
か
特
別
の
方
向
を
も
っ
て
い
な
い
「
絶
対
的
 
信
 
仰
 」
（
 &
 の
 
R
 
p
 

ヴ
の
 
0
 ）
 
目
 （
 
の
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禾中 の 盟賄 

体
へ
の
関
係
は
神
秘
主
義
的
性
格
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
 

ら
れ
、
逆
に
関
与
性
に
比
し
て
個
別
化
が
勝
っ
て
い
る
 

場
 ム
ロ
に
は
・
人
間
の
存
在
 

2
 件
 在
 自
体
へ
の
関
係
は
主
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
 

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
人
格
論
的
性
格
に
よ
っ
て
特
徴
 

づ
 け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
 

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
は
・
 

中
 世
 ま
で
の
神
秘
主
義
的
な
性
格
を
内
包
し
て
い
た
キ
リ
 

ス
ト
教
に
抗
議
し
て
 
出
 

現
し
て
ぎ
た
人
格
論
的
な
 
プ
 ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
 
ム
 を
 も
 超
越
し
、
し
か
も
東
洋
的
な
神
秘
主
義
を
も
超
越
し
た
 

よ
う
な
、
す
べ
て
の
 
具
 

体
 的
内
容
を
超
絶
し
た
「
 
神
 以
上
の
神
」
（
 
巨
宵
の
 
。
 
再
 申
す
の
 

r
Q
o
 
（
 
廿
 
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
 

、
有
神
論
の
神
は
す
べ
 

て
 超
越
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
 

有
神
論
の
神
以
上
の
神
が
経
験
さ
れ
て
初
め
て
、
全
体
 

性
 に
部
分
と
し
て
関
与
 

す
る
勇
気
と
自
己
自
身
と
し
て
個
別
化
の
方
向
へ
生
き
 

る
 勇
気
と
の
緊
張
関
係
が
統
一
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
同
時
 

に
 超
越
さ
れ
る
の
で
あ
 

る
 。
こ
こ
に
初
め
て
人
間
は
、
関
与
に
よ
っ
て
自
己
 

自
 身
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ
と
を
も
、
ま
た
個
別
化
に
よ
っ
 

て
 自
己
が
世
界
を
喪
失
 

し
て
し
ま
う
こ
と
を
も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
 

の
で
あ
る
。
従
来
の
神
を
も
含
め
た
す
べ
て
が
人
間
の
存
 

在
へ
の
勇
気
を
与
え
る
 

力
 を
失
っ
た
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
 

神
 以
上
の
神
が
 
、
人
 間
 に
存
在
へ
の
勇
気
を
与
え
る
、
す
な
わ
ち
不
安
を
克
 

服
す
る
力
を
与
え
る
 
唯
 

一
の
源
泉
な
の
で
あ
る
 
0
 

次
に
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
、
人
間
の
実
存
の
不
安
の
 

問
題
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
い
て
は
・
人
間
の
実
存
を
さ
ら
に
そ
 

空
 背
後
か
ら
支
え
た
り
・
根
拠
 
づ
 げ
た
り
し
て
い
る
よ
 
う
 な
絶
対
的
第
三
者
 

と
か
、
存
在
の
根
拠
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
人
間
の
 

存
在
の
根
拠
を
つ
ぎ
 
つ
 め
て
め
げ
ば
、
た
だ
無
が
あ
る
の
 

み
な
の
で
あ
る
。
ハ
イ
 

デ
ッ
ガ
ー
に
お
い
て
は
、
実
存
は
ど
こ
か
自
分
の
知
ら
 

な
い
と
こ
ろ
か
ら
存
在
す
る
も
の
の
只
中
で
あ
る
世
界
の
 

な
か
に
投
げ
出
さ
れ
て
 

一
 い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
 
被
投
 性
を
背
負
っ
た
 
実
 存
は
 、
時
間
的
な
も
の
と
し
て
の
世
界
１
円
 

｜
 存
在
と
 し
て
特
徴
 づ
 げ
ら
れ
る
。
 と
 

 
 

 
 

  

（
 
簗
 ）
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も
一
緒
に
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
で
あ
が
。
（
 

0
 
）
 

さ
て
、
世
界
１
円
 

｜
 存
在
 宙
コ
 
。
 
宙
ミ
 
・
 
ン
壷
 ・
 
お
ぎ
 
）
 と
 し
て
規
定
さ
れ
る
人
間
存
在
は
、
存
在
す
る
も
の
か
ら
 

「
存
在
」
 

へ
 
存
在
論
 

的
に
超
越
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
自
己
自
身
と
な
 

る
 。
ち
な
み
に
、
彼
に
お
い
て
も
存
在
は
真
理
と
根
源
を
 

等
し
く
し
て
い
る
と
 

考
 

 
 

と
な
の
で
あ
る
。
い
る
 

0
 と
こ
ろ
で
。
存
在
す
る
も
の
か
ら
「
存
在
」
へ
の
 

存
在
論
的
超
越
と
は
、
 

（
 
卸
 
@
 
）
 

ヶ
 大
清
存
在
の
世
界
へ
の
超
越
は
 

、
 最
も
根
本
的
な
個
 

体
 化
の
可
能
と
必
然
を
含
湖
と
（
 

2
 
）
 

彼
に
お
い
て
は
世
界
へ
の
超
越
で
あ
る
。
さ
る
こ
、
 

目
｜
 

@
 

ば
 、
不
安
は
死
へ
の
存
在
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
 

存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
不
安
は
、
現
存
 

と
し
て
孤
立
化
さ
せ
、
世
界
１
円
 

｜
 存
在
を
く
つ
ろ
げ
 

同
時
に
、
存
在
す
る
も
の
の
全
体
の
理
解
を
可
能
に
す
 

り
、
 
彼
に
お
け
る
人
間
存
在
に
は
世
界
 

｜
内
｜
 
存
在
と
 

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
己
開
示
と
世
界
開
示
が
本
質
的
 

0
 人
間
存
在
の
根
底
に
は
、
既
述
の
如
く
 

、
無
 
あ
る
い
は
 

さ
て
、
人
間
存
在
の
根
底
が
無
あ
る
い
は
虚
無
に
曝
さ
 

在
を
世
界
に
お
け
る
安
易
な
日
常
性
の
な
か
か
ら
連
れ
戻
 

な
い
よ
う
な
無
気
味
な
宮
ロ
 

ア
 
の
 
ピ
日
 
0
 
ず
 
）
も
の
と
す
る
の
 

て
 、
根
底
に
お
い
て
虚
無
あ
る
い
は
無
に
曝
さ
れ
て
い
る
 

る
こ
と
を
も
含
む
よ
う
な
次
元
 

へ
 ，
人
間
存
在
が
超
越
す
る
（
 

3
 
）
 

し
て
の
あ
り
方
と
、
世
界
へ
の
超
越
と
い
う
あ
り
方
が
本
 

虚
無
し
か
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
逆
に
、
人
間
 

存
 

れ
て
い
る
あ
り
方
が
不
安
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
不
安
の
 

に
 一
つ
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

こ
 世

界
１
円
 

｜
 存
在
が
不
 

質
的
に
一
つ
に
結
び
つ
 

在
 が
存
在
す
る
も
の
の
 

し
 、
世
界
１
円
 

｜
 存
在
 

で
七
の
る
。
（
 

縫
 
）
端
的
に
三
口
，
 

え
 

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
 

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
 

対
象
は
世
界
１
円
 

｜
 

安
を
克
服
で
き
る
の
は
、
現
存
在
の
深
淵
そ
の
も
の
で
 

あ
る
自
由
に
徹
し
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
 

ハ
 イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
 

自
由
と
は
、
人
間
存
在
の
日
常
的
く
つ
ろ
い
だ
あ
り
方
 

か
ら
無
気
味
な
不
安
と
い
う
根
本
情
態
性
に
あ
る
世
界
 

｜
 内
｜
 
存
在
へ
超
越
す
る
 

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
・
こ
の
自
由
で
あ
る
世
界
 

へ
の
超
越
は
・
存
在
す
る
も
の
の
存
在
の
根
拠
で
あ
る
 

ば
か
り
で
な
く
、
根
拠
 

（
仏
り
）
 

一
般
の
根
源
で
あ
る
無
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
 

、
存
在
す
る
も
の
の
存
在
の
根
拠
の
根
源
で
あ
る
無
が
 

開
示
さ
れ
て
初
め
て
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問
題
を
四
で
扱
っ
た
の
は
・
こ
れ
に
よ
っ
て
 キ
エ
 ル
 ケ
 コ
ー
ル
の
不
安
の
問
題
の
解
 
碑
 

知
明
の
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
と
批
判
さ
れ
る
べ
き
 

点
 を
明
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
 

7
7
 

不
 

ヰ
ア
イ
け
ッ
ヒ
 
を
通
し
て
 キ
エ
 ル
斤
 
ノ
 ゴ
ー
ル
に
 つ
 Ⅱ
 
F
 て
 舌
口
，
 

え
る
こ
と
は
、
後
者
の
よ
う
に
実
存
の
問
題
を
実
存
論
的
 に
 探
求
す
る
こ
と
に
 

存
在
は
・
存
在
す
る
も
の
か
ら
存
在
へ
超
越
し
、
無
の
 

泉
 と
し
て
克
服
さ
れ
た
も
の
が
、
逆
に
徹
底
さ
れ
る
こ
 

休
め
力
 に
よ
っ
て
存
在
へ
の
 カ
 が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
 

わ
 げ
で
あ
る
。
 

神
も
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
に
当
た
る
も
の
を
 

捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）
こ
れ
に
対
し
て
ハ
 イ
デ
 

と
き
に
、
不
安
は
克
服
さ
れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
は
、
 す
 

に
 従
っ
て
お
り
な
が
ら
、
存
在
す
る
も
の
か
ら
存
在
に
至
 

は
人
間
的
自
由
を
統
御
す
る
有
神
論
的
な
絶
対
的
第
三
者
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
は
、
実
存
が
本
来
的
な
キ
リ
ス
ト
 

不
安
の
中
で
本
来
的
な
自
己
と
な
る
の
で
あ
る
。
世
界
 ｜
 

強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
無
で
あ
る
。
現
存
在
は
こ
の
 

と
に
よ
っ
て
不
安
は
克
服
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
 

よ
っ
て
不
安
が
克
服
さ
れ
る
。
（
彼
に
お
い
て
は
人
間
は
 

ッ
ガ
 ー
で
は
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
や
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
は
 

教
の
神
に
自
己
の
根
拠
を
透
明
に
お
 き
 、
い
わ
ば
 神
 １
円
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
の
う
ち
に
あ
り
、
こ
こ
で
不
安
 

も
、
 死
や
無
意
味
性
や
呪
 誼
 と
い
う
非
存
在
を
克
服
す
 

べ
て
の
有
神
論
の
神
以
上
の
神
と
呼
ば
れ
る
存
在
の
根
 不

安
を
惹
起
さ
せ
る
 源
 

内
｜
 存
在
と
い
う
運
命
 

神
 １
円
 ｜
 存
在
と
し
て
 

拠
 、
す
な
わ
ち
存
在
官
 

無
 に
徹
し
切
り
、
世
界
 

る
 。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
 

の
 克
服
が
可
能
と
な
る
 

る
 有
神
論
の
神
以
上
の
 

｜
 実
存
に
な
り
き
る
 

１
円
 ｜
 存
在
に
な
り
切
っ
て
初
め
て
真
の
自
己
と
な
り
、
 自
己
の
存
在
が
深
淵
的
な
根
拠
へ
の
自
由
と
し
て
開
示
 さ
れ
、
不
安
が
こ
の
 ょ
 

う
 な
自
由
の
中
で
克
服
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
 る
 。
 

結
 

語
 



、
 
永
 遠
の
統
一
 

力
 を
失
い
、
 

に
も
た
ら
し
て
い
る
 愛
 と
し
て
の
無
風
（
 C
 臣
恩
 目
口
）
 を
 考
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
。
伝
統
的
な
 諸
象
徴
が
 

言
語
や
概
念
に
 よ
 る
保
護
も
な
く
、
名
称
も
教
会
も
儀
 式
も
神
学
も
持
た
ず
、
そ
 う
 い
っ
た
す
べ
て
の
も
の
の
 深
 み
で
動
い
 

ら
 、
不
安
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
人
間
の
両
極
性
で
 あ
る
関
与
性
と
個
別
化
と
い
う
両
方
向
に
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
・
本
来
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
優
 位
 を
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
 

さ
て
、
人
間
と
そ
の
 ょ
う
 な
神
と
の
関
係
が
、
神
秘
的
 合
一
を
も
人
格
的
出
会
い
を
も
超
越
し
 

主
義
を
も
キ
リ
ス
ト
教
的
有
神
論
を
も
超
越
し
て
い
る
 場
合
、
存
在
の
根
拠
で
あ
る
神
は
果
た
し
 

か
 。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
よ
う
な
神
で
も
っ
て
お
そ
ら
 く
 シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
け
る
神
と
神
の
う
ち
 

  
お
い
て
実
存
は
非
存
在
の
脅
威
を
克
服
 

て
い
る
場
合
、
つ
ま
り
、
東
洋
的
神
秘
 

て
 有
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
 

の
自
然
（
田
の
之
 P
d
 
岸
 （
 ぎ
 Q
0
 

（
こ
と
を
 

他
方
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
基
盤
を
 、
無
 条
件
的
な
も
の
と
条
件
づ
け
ら
れ
た
も
の
の
、
あ
る
い
は
 神
と
人
間
の
間
の
真
 

（
 
6
 
3
 ）
 

の
 関
係
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 と
 変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
そ
れ
で
 不
 安
 の
問
題
を
解
明
し
よ
 

ぅ
 と
し
た
「
絶
対
的
信
仰
」
に
問
題
が
未
だ
残
さ
れ
て
 い
 る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
真
理
 そ
 の
も
の
で
あ
り
存
在
の
 

根
拠
で
も
あ
る
よ
う
な
、
有
神
論
の
神
以
上
の
神
へ
の
 信
仰
を
特
別
な
内
容
も
方
向
も
な
 い
 定
義
不
可
能
な
信
仰
 と

し
て
絶
対
的
信
仰
 と
 

呼
ぶ
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
神
に
対
す
る
人
間
の
存
在
 の
 関
係
を
神
秘
主
義
的
性
格
を
も
人
格
論
的
性
格
を
も
 持
 ち
な
が
ら
、
し
か
も
こ
 

の
よ
う
な
両
極
的
性
格
を
超
越
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
 こ
の
こ
と
は
、
不
安
の
克
服
を
問
題
と
す
る
限
り
は
 要
 
来
 さ
れ
る
。
な
ぜ
な
 

お
い
て
は
 
へ
｜
 ゲ
ル
を
踏
襲
し
た
ま
ま
で
、
実
存
的
に
 は
 千
八
百
年
前
の
キ
リ
ス
ト
教
本
来
の
神
に
帰
る
と
い
う
 こ
と
に
よ
っ
て
 
、
 果
た
 

7
8
 

し
て
現
代
の
不
安
の
問
題
が
根
源
的
に
解
明
さ
れ
る
か
、
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
 0
 キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
に
つ
 い
て
の
人
格
論
的
解
明
 

は
 高
く
評
価
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
実
存
論
的
・
 存
在
論
的
な
問
題
提
起
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
、
実
存
 の
 人
格
論
的
解
明
の
最
 
朗
 

 
 

後
 約
 目
標
で
あ
る
・
自
由
と
責
任
と
自
発
的
 変
 に
生
 き
 

 
 

係
 す
ら
が
実
現
で
ぎ
 な
 

か
っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
 



不安の問題 

註
 （

 
4
 ）
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
 
E
.
 ヒ
ル
 シ
 ュ
の
 ド
イ
ツ
語
版
を
使
用
し
 デ
ソ
 マ
 l
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頁
付
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を
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 付
記
す
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0
 
1
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町
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 ）
 せ
軋
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P
 目
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 0
 
ヰ
 
の
円
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ヴ
 

Q
s
 悪
 ）
も
Ⅰ
 

ド
 
心
心
 
め
芯
わ
い
 

う
な
 
き
ミ
 む
 う
 
下
馬
 
ぺ
 い
 
Ⅰ
 
き
 め
ら
～
 

0
 
れ
 
Ⅱ
～
 

Q
.
 

の
・
 

め
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ゐ
 ー
は
 

P
o
 

ニ
 *
D
@
 

（
 （
～
）
（
）
 

と
 
@
 
（
・
の
 

n
@
d
,
 

（
～
 

@
8
@
0
 

ぬ
 @
 
の
ハ
 
～
）
血
 

@
 ネ
り
ぃ
 

  

モ
ヨ
驚
，
ト
斗
 ～
・
 

0
.
 

の
 0
 １
 %
 

 
 

 
 

（
 
3
 ）
西
谷
再
治
日
宗
教
と
は
何
か
 
ヒ
創
 支
社
、
昭
和
三
六
年
 、
ハ
ペ
一
ジ
 参
照
 0
 

て
い
る
存
在
自
体
の
 
力
 、
す
な
 ね
 ち
、
す
べ
て
の
存
在
 
す
る
も
の
を
超
越
し
た
存
在
や
意
味
の
深
 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
、
存
在
す
る
も
の
の
存
在
の
根
拠
の
 

根
源
は
無
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
テ
ィ
 

れ
た
有
神
論
の
神
以
上
の
神
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
 

無
 と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
 

る
 不
安
は
存
在
自
体
の
 
力
 に
よ
り
 神
 １
円
 ｜
 存
在
に
徹
 
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
が
、
 
ハ
 

超
越
し
て
 被
投
 的
な
世
界
１
円
 
｜
 存
在
に
徹
し
、
そ
の
，
 

し
 と
に
よ
っ
て
顕
に
な
っ
た
深
淵
あ
る
い
 

る
も
の
へ
と
全
段
的
に
関
わ
ら
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
 

無
 に
お
け
る
自
由
の
う
ち
で
不
安
が
克
服
さ
 

の
よ
う
に
し
て
「
死
へ
の
存
在
」
の
不
安
が
根
源
的
に
 

克
 服
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

り
 、
存
在
す
る
も
の
の
存
在
の
根
拠
が
無
で
あ
る
な
ら
 

ば
、
 我
々
の
問
題
は
不
安
の
問
題
に
と
ど
 

リ
ズ
ム
の
問
題
へ
と
深
ま
っ
て
 
ゆ
 か
ざ
る
を
得
な
い
の
 
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
不
安
の
問
題
は
 

、
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
根
源
的
に
解
明
さ
れ
る
と
 

考
，
 
ぇ
 ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

み
と
言
わ
れ
る
神
は
、
な
お
 有
 と
し
て
 

り
ッ
ヒ
 で
存
在
の
根
拠
と
し
て
考
え
ら
 

て
 、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
は
非
存
在
に
対
す
 

イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
現
存
在
が
世
界
へ
と
 

は
無
に
よ
っ
て
存
在
か
ら
逆
に
存
在
す
 

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
問
題
は
 、
ニ
 

し
か
し
・
現
存
在
の
根
底
が
無
で
あ
 

さ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
然
的
に
 ニ
ヒ
 

二
 ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
に
ま
で
深
め
ら
れ
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不安の問題 

（
 わ
 ）
 
づ
幅
 
-
.
 
ミ
 
と
 リ
岸
ゴ
の
 

Ⅰ
 勾
 。
 
ア
日
 、
木
～
 
ぬ
 Ⅱ
 
か
 心
心
心
ロ
Ⅰ
 

簿
匡
 3
 も
 べ
も
 く
 陀
苗
 

d
 Ⅰ
も
「
・
（
 

才
臼
 
寸
口
。
 
ゴ
 0
 コ
 @
 目
の
 
r
 日
豊
臣
 由
 @
 
コ
コ
 Ⅰ
の
 
ト
 の
）
・
㏄
・
笘
の
 

（
 笏
 ）
 
モ
 ㏄
 -
 ㌧
 り
仁
 
-
 日
田
主
 

@
c
 

ゴ
，
め
 
Ⅰ
 め
 
～
 
廃
 ま
ぬ
～
 
申
ぃ
薄
 Ⅱ
 蕊
っ
 ～
っ
 
%
 ～
 
ぬ
、
 
（
の
（
 

三
村
 

キ
ご
由
べ
ギ
 的
の
目
お
す
 

8
 
つ
 0
 「
 
-
p
 
岨
の
毛
 
9
 オ
い
ト
ゲ
Ⅰ
（
・
（
Ⅰ
（
・
 

こ
 の
 著
書
で
は
、
第
二
 

部
で
 
「
存
在
」
と
「
 神
 」
が
第
三
部
で
「
実
存
」
と
「
キ
リ
ス
 ト
 」
が
、
第
四
部
で
「
 生
 」
と
「
聖
霊
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
 れ
て
述
べ
ら
れ
 

て
い
る
。
 

（
 乙
 ）
づ
 %
.
 

口
つ
 

@
-
-
@
 

り
オ
、
 
む
 い
ド
コ
ヘ
窯
ト
ぃ
 

悪
ま
め
 馬
 
～
 
n
.
 

（
イ
田
ぃ
 

日
ヴ
仁
 
Ⅱ
の
 
-
 田
仁
 
Ⅰ
。
す
り
 

せ
 。
 
巨
り
幅
 
・
め
オ
・
 
切
 0
 年
 0
 つ
の
 ヰ
 
億
コ
 
由
 0
 コ
ヴ
 
由
り
 
ゴ
 の
「
・
Ⅰ
の
 

ウ
い
 
）
・
の
・
 

笘
  
 

（
 捧
 ）
 
せ
の
 
-
.
 
づ
 @
-
-
@
 

ぃ
ゴ
 
・
も
め
「
 
コ
 
へ
ま
～
 
ぃ
 悪
ま
め
㏄
～
 
ざ
 ・
の
・
Ⅰ
Ⅱ
 

P
l
 Ⅱ
Ⅱ
㍉
 

（
 舘
 ）
せ
 %
.
 屈
 0
 ぎ
の
内
内
 

ミ
 ・
の
 ぎ
べ
 ・
、
の
っ
 
偶
 

（
㏄
）
 づ
魑
 ・
 ア
の
 
@
 
由
 0
 
内
内
の
「
・
 

め
 ・
 *
.
 い
 ・
・
の
・
㏄
つ
 

り
 

（
 丑
 ）
そ
の
 -
.
 
串
 ㏄
日
の
の
 

む
 の
（
・
 
め
 ・
 9
.
 
い
 ・
・
の
・
㏄
の
 

ひ
 

（
㏄
 
ぃ
 ）
 
く
 m
@
 
・
屈
の
 
@
 
笘
の
洩
 

幅
の
 
「
・
 
め
 ・
 9
.
 い
 ：
の
・
の
㏄
 

（
 鈴
 ）
七
の
 -
.
 
ヱ
 の
ぎ
の
 
帆
 ㏄
㏄
「
・
 

め
 ・
 9
.
 い
 ・
の
・
 
ぃ
 ㏄
～
・
の
・
 

N
 下
ト
 
1
.
 
㏄
 ト
の
 
・
㏄
 ㏄
 o
 ト
 

（
 綴
 ）
 
づ
住
 ・
 由
 e
@
 

年
の
的
 

幅
の
 
「
・
 
め
 ・
 悪
 ・
 い
 ：
の
・
）
㏄
 

仕
１
 ）
の
 
ト
 

（
 鵠
 ）
 
イ
 m
-
.
 
下
び
～
 

隼
 0
%
 
幅
の
 
q
.
 
へ
り
ま
そ
文
て
 

㏄
 さ
簿
 ㏄
 
め
 Q
 「
悪
さ
 
軋
 め
 り
 ・
（
 
憶
 Ⅰ
ハ
 
%
 
ネ
し
 
（
（
 

p
.
 

ニ
 ・
・
 
イ
 @
 
（
（
 
0
 「
 
@
o
 
パ
 -
0
 
の
（
 
0
 ㍉
 日
い
 
Ⅰ
）
 

コ
，
 日
ゆ
ト
印
）
の
・
 

ト
 P
.
 ハ
 イ
デ
ッ
ガ
ー
の
解
釈
 

に
 当
た
っ
て
は
、
西
谷
官
治
 
コ
 ヒ
リ
ズ
ム
 ロ
 よ
り
、
多
く
を
 学
ん
だ
。
 

（
㏄
）
セ
 

%
.
 

づ
影
 

@
c
 

オ
 ・
 む
 零
下
さ
を
 師
祭
き
甲
ま
 
浅
も
め
 
ホ
ふ
 ～
 
や
 
き
も
 G
 ぬ
め
 
～
 
a
 ～
～
 
U
 さ
沖
 （
 7
%
 
ぢ
臼
雙
 U
.
 な
い
 
3
 目
Ⅰ
 や
の
ず
 下
ヨ
・
 
m
 
（
 
e
q
n
 
円
 い
 の
の
～
 

あ
コ
ヴ
宙
り
ゴ
ウ
亜
 

ト
 の
の
め
・
の
・
 

つ
 ㏄
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儀礼的転位の 考察 

す と げ ル 
  述 方   

我価る とげ l 宗一 ' コ   
  

五年、 日常に 両極性 二元的 論・堅 

も 体 と の 策 
彼 系 俗 研 （ 一 

が 取 のと 中のヒ大 究 し次 
扱 に 対 に 戦 
っ 位 立 お の 

た 置 の い 対 
雪 づ 、 て 独 
象 げ 特 、 戦 
と た 殊 有 線 
類 の な と に 
似 で 場 立 お 
の あ 合 の い 

も る で 射 て 
の 。 お 主 戦 

を り と 死 
数 結 そ し 
多 果 の た 
{ で、 価 口 

見 あ 値 べ 
出 る づ l 

エ
 ル
 ッ
 は
、
す
で
に
一
 

の
相
違
を
問
題
と
し
て
 

べ
て
い
る
。
右
手
の
優
 

と
が
で
き
る
。
彼
の
こ
 の 佳 い 九 

仕 性 た O 
事 を 。 九 
Ⅰ ま 、 そ 年 

文 れ に 
日 化 は は 

常卑   
近 と 的 手 
ワ @ し し 居 、 の 
観 て 老 優 
察 居、 に 越 
さ 考 お l 

「
儀
礼
的
転
位
」
（
（
 
卜
 
（
仁
田
Ⅰ
 
宅
 縛
 め
 
p
p
 
）
 と
は
 ・
儀
礼
的
立
 脈
に
 

逸
脱
的
行
為
様
式
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
 p
 。
 
へ
 １
ル
・
 
ェ
 

転
位
と
関
わ
る
か
を
論
じ
、
さ
ら
に
儀
礼
的
転
位
の
間
 題
 と
し
て
 

な
 い
 0
 

お
い
て
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
、
日
常
的
行
為
様
式
と
は
 対
照
的
な
 、
 

ル
ッ
 が
扱
っ
た
右
手
と
左
手
の
対
立
の
事
象
が
・
ど
の
よ
 5
 に
儀
礼
的
 

の
 性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
再
 確
認
に
す
ぎ
 

安
元
正
也
 

儀
礼
的
転
位
 の 

考 

83 (5 ㏄ ) 



（
 4
.
 
）
 

へ
の
適
応
と
し
て
右
と
左
の
問
題
を
論
じ
て
い
ら
れ
る
。
 

し
か
し
説
明
が
完
結
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
こ
に
、
 原
 始
約
 二
元
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
る
べ
き
事
柄
を
、
そ
の
 二
元
論
の
説
明
の
た
 

め
に
用
い
る
危
険
を
冒
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
 る
 。
こ
こ
に
、
彼
の
問
題
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る
余
地
 が
あ
る
。
す
で
に
古
野
 

清
人
先
生
は
、
一
般
化
さ
れ
た
里
俗
二
元
論
に
よ
っ
て
 で
は
な
く
、
具
体
的
な
ム
ロ
 湾
 高
砂
族
の
文
化
に
お
け
る
 宗
 教
的
 両
極
性
の
、
左
右
 

に
 遡
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
知
見
に
乏
し
い
。
（
 

3
 
）
 

か け る た 敬 待 恕 
し を 側 と な を な 

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
化
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 エ
 ル
 ッ
 は
、
通
文
化
的
な
比
較
を
行
な
 う
 。
普
遍
的
に
 見
ら
れ
る
こ
の
 慣
 

、
原
始
的
二
元
論
と
い
う
抽
象
化
さ
れ
た
文
化
に
関
連
 さ
せ
て
説
明
し
ょ
う
と
す
る
。
こ
の
方
法
は
・
決
し
て
 大
 胆
 な
も
の
で
も
 過
 

も
の
で
も
な
い
。
あ
る
一
つ
の
慣
行
が
、
そ
の
文
化
の
 基
調
と
な
っ
て
い
る
価
値
と
関
係
づ
げ
ら
れ
る
時
、
そ
れ
 は
 「
説
明
」
さ
れ
 

三
口
 
え
 ろ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
彼
の
説
明
は
 、
そ
 れ
 自
体
完
結
し
て
い
る
。
だ
が
依
然
と
し
て
問
題
は
残
 る
 。
な
ぜ
、
聖
な
 

は
い
つ
も
右
で
あ
っ
て
 、
俗
 な
る
側
は
左
な
の
で
あ
ろ
 ぅ
か
 。
そ
れ
自
体
意
味
を
持
た
な
い
身
体
器
官
の
不
均
衡
 が
 一
つ
の
方
向
 づ
 

し
 、
そ
れ
に
よ
っ
て
超
自
然
力
の
右
側
へ
の
片
寄
り
と
 い
 5
 集
ム
ロ
表
象
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
彼
は
考
 
え
る
に
至
る
。
 し
 

こ
れ
は
彼
の
後
退
な
の
で
は
な
い
 0
 
「
説
明
」
の
レ
ベ
ル
 に
 属
す
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。
我
々
の
方
と
し
て
も
、
 そ
 の
事
象
を
無
限
 

（
 
2
 ）
 

る
 よ
 う
 に
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
・
そ
れ
を
決
定
す
る
に
は
 十
分
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
 
エ
 ル
 ッ
 は
考
え
る
。
 
右
 手
の
優
越
は
社
会
的
理
 

れ
る
事
柄
が
、
い
か
に
学
問
的
な
課
題
と
な
り
 ぅ
る
か
 を
 理
解
す
る
の
に
相
応
し
い
事
例
で
あ
る
。
ま
た
「
説
明
 」
と
い
う
こ
と
に
ま
つ
 

 
 

 
 

わ
る
方
法
論
的
困
難
さ
を
率
直
な
形
で
示
し
て
い
る
も
 の
と
も
言
え
よ
う
。
 

人
間
に
は
右
利
き
が
多
く
、
左
利
き
は
少
な
い
。
左
右
 の
手
が
不
均
衡
で
あ
る
と
い
う
の
は
生
理
学
的
事
実
で
あ
 る
 。
そ
し
て
、
左
右
㍻
 

へ
の
嫌
忌
が
風
俗
習
慣
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
 側
は
、
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
。
左
利
き
は
矯
正
さ
れ
 て
い
る
。
有
機
体
的
 構
 

造
か
ら
右
利
き
に
な
り
や
す
い
と
い
う
大
体
の
傾
向
が
 あ
る
に
し
て
も
、
「
有
機
体
の
外
の
諸
影
響
が
、
右
手
の
 優
越
を
固
定
し
強
化
す
 



手
の
機
能
的
優
位
性
か
ら
そ
の
道
徳
的
優
位
が
生
じ
た
 

と
す
る
見
解
を
反
証
す
る
も
の
と
 
ヱ
ル
ッ
 に
は
理
解
さ
れ
 て
い
る
。
む
し
ろ
 見
 

 
 

で
あ
る
。
確
か
に
・
 
ジ
ヱ
ィ
 ・
ミ
ラ
ー
に
 
よ
 れ
 ば
ズ
二
族
 の
 左
手
の
優
越
は
 
、
 限
ら
れ
 

憶
た
 優
越
で
あ
る
。
一
般
に
 
プ
ヱ
 ブ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
 ア
ン
に
あ
っ
て
は
左
手
は
死
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
特
に
ケ
レ
ス
族
で
は
 

鮒
左
 、
・
 
男
 ・
 力
 、
生
命
な
ど
の
象
徴
的
関
連
が
認
知
さ
 

れ
る
。
し
た
が
っ
て
 
、
 プ
エ
ブ
ロ
の
う
ち
ケ
レ
ス
 
族
か
 ら
 多
く
影
響
を
受
け
た
 
ホ
ピ
 

 
 

れ
た
局
面
で
の
左
の
優
越
を
示
す
。
ズ
ニ
族
の
双
子
仲
 

な
ら
び
に
そ
の
他
の
儀
礼
は
 
、
 

こ
の
文
脈
の
中
で
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
 

ケ
レ
 ス
 族
は
・
同
じ
よ
う
に
白
人
の
圧
力
に
よ
っ
て
移
動
を
 

重
ね
た
 タ
 ノ
ア
系
の
 テ
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（
 
7
 
ウ
 ）
 

ブ
 リ
チ
ャ
ー
ド
は
否
定
的
事
例
の
無
視
と
し
て
指
摘
し
て
 い
る
。
ど
の
よ
う
な
意
味
で
・
二
次
的
発
展
な
の
か
は
 定
か
で
は
な
い
が
、
 
右
 

八
二
口
 

エ
 ル
 ッ
 は
右
手
の
優
越
を
聖
 裕
 二
元
論
の
反
映
と
し
た
。
 

し
か
し
実
際
に
は
帰
納
的
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
 左
 右
の
価
値
関
係
と
、
 

里
俗
あ
る
い
は
 浄
 不
浄
の
対
立
と
の
対
応
を
枚
挙
し
て
 行
く
。
当
然
に
も
、
逸
脱
し
た
事
例
に
出
会
う
。
一
つ
は
 鳥
占
 い
 な
ど
、
動
物
の
 

出
現
に
関
わ
る
予
兆
の
解
釈
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
 北
 米
 ズ
二
 族
の
双
生
児
神
の
性
格
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
 先
に
後
者
に
つ
い
て
 触
 

れ
る
。
 

カ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
 

ズ
ニ
 族
に
あ
っ
て
は
、
「
 父
 な
る
太
陽
」
 
C
 汀
の
ロ
コ
コ
 目
ミ
 ）
の
左
右
の
体
側
は
 、
 双
子
の
戦
争
と
運
命
 

の
神
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
見
神
と
 弟
 神
と
し
て
神
格
化
さ
 れ
て
い
る
。
兄
は
思
慮
 深
 き
も
の
、
相
談
役
、
後
援
者
 、
 弟
は
性
急
な
る
も
 

の
 、
提
案
者
・
実
行
者
で
あ
る
。
カ
ッ
シ
 ソ
グ
 は
こ
の
事
 側
な
 、
人
間
は
常
に
右
手
に
槍
を
、
左
手
に
楯
を
持
っ
 て
 来
た
し
、
各
々
 、
行
 

勒
 す
る
も
の
、
運
ぶ
も
の
と
性
格
 づ
 げ
ら
れ
て
き
た
と
 

 
 

（
 
6
 ）
 

問
題
な
の
は
、
 
エ
 ル
 ッ
 が
こ
の
事
例
を
「
二
次
的
発
展
 」
（
色
か
 
ヰ
 の
 さ
 ㌧
穏
当
の
 
口
 （
 お
 n
0
S
 
由
 a
@
q
e
 

）
と
し
た
こ
と
で
あ
 る
 。
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ー
 



し
か
し
 
エ
 ル
 ッ
 は
、
あ
る
特
定
文
化
が
南
君
 か
 尚
友
 か
、
 と
い
う
形
で
問
題
を
立
て
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
 。
彼
に
と
っ
て
は
い
 

（
 l
 
Ⅰ
 ）
 

方
 に
多
く
出
会
う
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
の
碩
学
た
ち
も
 そ
の
よ
う
な
形
で
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。
 

(532)  86 

つ 「 す し 二 つ ュた i わう ; 八一一一 

法 家 会 る ジ け l u 
で 」 的 。 う で の 

あ に 評 し ン は 追 
6 挺 価 か ド な 跡 
5 つ の し の い か 

。 て 有 ェ マ 。 ら 

そ 、 意 ル オ も 考 
し 左 味 ツ リ つ え 

て 在 な に 族 と れ 

我 々胡が分対 の 差十 とも ヱ、 ば 
は 人 、 な 比 ル ズ   

主 な 農 見 さ ッ 二 

右 農 耕 通 せ も 族 
の 視 民 し て 、 の 

錯 し 族 が 、 こ 左 
綜 な と あ 好 の 手 
す が 遮   っ 戦 側 は 

る ら 牧 た 的 外 「   
と の と う 猟 例 的 
い 胡 の か ・ に 発 」 ぅ領 一応 展 服を 間に はも 遊牧 

域 あ あ ぅ 民 の で 
は え っ わ の 処 あ 
入 て た か 右 方 る 
る 軍 か ら 優 笠   
0 服 ど な 越 を ヱ 
で に う い 、 出 ル 
あ （ 採 か 。 平 し ッ 

るピ 用 を そ 和 て の 
。 し 問 れ な い 時 

消 た ぅ で 農 た 代 
古 武 た も 耕 の に 
か 霊 め な 民 で   

尚三におのあ 左のは、 主 るれ こ 
か 時 、 我 優 。 ほ 

、 代 た ス 越 彼 と     

と を と の を は の 
い 吟 え 方 、 ズ 知 
ぅ 味 ば で そ ニ 調 
間 す   " こ 族 の 

主 で の 葉 
題る のの定石 『 は 事蹟 
立 も 記 に 悪 例 が 

て 一 口 村 定 を あ 

貞 宗 の ま る 測 ヮ 

人 数 る で も す 族 
へ 復 点 に の る と 

の 興 で は に 。 の 

敵 運 自 行 地 文 接 
対 動 大 姉 な 化 繊 
の を と さ ら 接 に 
試 、 は れ な 触 ょ 
み 白 輿 ・ い     

と し 人な後。 " っにキ用 借 て " 
て 持 て 友 二 、 そ 
位 に い 手 @ 変 し 

置 キ た は ッ 容 て 
づ り か 神 に の お 

げ ス と 聖 ょ 局 そ 
て ト の 、 れ 面 ら 
い 教 願 右 ば で く 

る 信 望 手 、 の 自 

。 道 が は オ 意 ら 
者 、 不 グ 図 を 
が こ 浄 う 的 テ 
部 こ な ホ 変 ヮ 

族 で る マ 形 族 
の 効 手 の と と 

続 い と ュ し 区 
合 て し ナ て 別 る 弱 い を 
め ら ら で の た 

て し れ 、 優 め 
い い る 儀 越 に 

る " 5 式 で " 

と と う の あ 左 
解 推 に 中 る 右 
し 側 な で 。 を 
た す （ っ 左 結 逆 
非 る ⑧た 手 局 転 
改 。 よ で 、 さ 

宗 被 う 握 普 せ 
者 は で 手 遍 た 
に ュ あ す 的 の 
よ ナ る る な で 

る， 、 族キは手ろ 。 風右 あ 
自 の ニ ・ の う 

ら 予 l 一 便 と 
の 言 ッ セ 越 ; 

再 者 は 六 を ぅ 

統 運 ・ 二 確 l 
合 動 あ 年 認 は 
と 、 ら 頃 す 推 



ヱ
ル
ッ
 

は
・
鳥
占
い
な
ど
で
彼
に
と
っ
て
の
例
外
が
生
ず
 

る
 
状
況
を
「
こ
れ
ら
の
お
告
げ
は
、
見
る
人
を
起
点
と
 

す
る
か
、
出
会
う
動
 

（
 
@
u
 

）
 

祭
 物
を
起
点
と
す
る
か
に
よ
っ
て
 

、
 二
つ
の
矛
盾
し
た
 

解
釈
を
許
す
。
」
と
・
設
定
す
る
。
示
唆
的
で
は
あ
る
 

が
 ・
こ
の
解
釈
が
、
ど
れ
ほ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
6
 
l
 
）
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一 

事
例
に
も
、
自
己
の
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
例
外
を
認
 

ち
、
 左
に
肯
定
的
価
値
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
 

は
、
あ
ら
ゆ
る
文
脈
に
お
い
て
 左
 優
越
な
の
で
は
 

に
せ
よ
、
里
俗
対
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
る
こ
と
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
試
み
を
可
能
に
す
 

は
社
会
変
動
の
場
面
で
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
問
題
 

化
に
対
す
る
彼
ら
の
価
値
認
識
か
ら
生
じ
て
い
る
 

い
ず
れ
に
せ
よ
・
 
エ
 ル
 ッ
 は
問
題
を
残
し
た
ま
 め

て
い
た
が
、
ヴ
ィ
ー
シ
ュ
ホ
 ブ
 の
整
理
し
た
ア
フ
リ
 力
 め
セ
 十
三
件
の
事
例
の
 う
 

九
件
で
あ
る
。
鳥
占
い
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
 も
そ
れ
が
見
ら
れ
る
社
会
で
 

（
 
2
 
1
 ）
 

な
い
。
つ
ま
り
、
 
ヱ
ル
ッ
 の
論
旨
を
一
貫
さ
せ
る
な
ら
 ば
 、
二
次
的
発
展
に
せ
ょ
例
外
 

が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

聖
俗
 対
立
だ
け
で
は
な
 く
 、
相
互
転
換
を
予
想
し
な
げ
 

（
 
ク
 
l
l
 

。
）
 

る
よ
う
な
も
の
も
、
多
数
の
事
例
の
中
に
は
存
在
す
る
 で
あ
ろ
う
。
ケ
レ
ス
族
の
左
手
 

で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
試
み
が
可
能
か
 も
し
れ
な
い
。
日
文
化
と
他
 文
 

も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
 

ま
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
う
ち
の
一
 つ
を
 選
ぶ
こ
と
が
 で
き
る
の
で
あ
る
。
 

か
な
る
場
面
に
お
い
て
も
、
左
右
の
関
係
を
聖
 俗
 対
立
 と
の
関
連
で
明
 蜥
 に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
 あ
る
 0
 彼
は
鳥
占
い
の
 



スラウェシ， トラジア族の 鳥占い 

七口 鳥 一 

  
        

凶 鳥 十       

cf. Ⅲ b. C. K 「 uyt, 1973, "Right and ね ft in 

Cen は ;a@ Celelebes" in R. N ㏄ d ぬ m( 目 ． ). 

Ri ま あ ナ リク 礒 L り / ナ     Ess の ク s o れ D M.a ぴ 「 Si ク卿み nh わ 

C ぬ ㏄がた ばお on, pp.81-82. 告 値でかる す て見 持 げ ヵテ てく 凶 、 る。 ある あ た っ し ゴ れ 右 図 。 る 
る 十 が て か り る か 烏 石 。 
0 は 、 い し l か ら の か 吉 鳥が左 ここで 生、 吉島と ること 一度、 がある らであ 左は吉 場合、 ら主 な 

凶 手 幽 を 吉 こ る で 在 ら か 
鳥 " 鳥 畑 鳥 と " あ か ば ら 
に 建 と る が を こ ろ ら 、 右   
れ 値 っ な 鳥 井 の 内 そ あ を 
が 、 た も が 常 ょ 在 れ る 左 
我 一 く の 死 に い す ま 生 か 
々 は 逆 と 、 複 鳥 る で   命 ら 
の 死 の な 不 離 と 邪 の 力 石 
左 " 価 る 幸 な " 悪 手 が へ 

で 下 値 。 な も 縁 を 運 死 と 

陪 幸 を 便 ど の 起 ・ を の   に転 時は 生 く 、病気 負って 官的に の意味 に見え の悪い 死の領 不運に 領域に   
っ 的 が 作 て れ つ 去 か で ら 

て 価 わ っ 分 な の つ ら あ で 

懇
意
的
に
見
え
る
占
い
な
ど
の
判
断
に
対
し
て
は
視
点
 の
 転
換
を
以
て
処
す
る
よ
り
も
、
個
々
の
文
化
に
お
い
て
 具

体
的
に
吟
味
す
べ
き
 

だ
 、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
化
事
象
と
し
て
、
た
と
，
 
ぇ
ば
 鳥
占
 い
は
 、
そ
れ
に
固
有
の
象
徴
体
系
に
基
づ
い
て
 い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
 

 
  

 

あ
る
。
 

 
 
 
 

八
一
口
 

（
Ⅰ
 

l
l
 

1
 
）
 

イ
ン
ド
 
不
 シ
ア
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ト
ラ
ジ
ア
族
で
は
、
 

縁
 起
の
よ
 
い
鳥
が
右
で
時
く
と
吉
兆
・
 

左
 な
ら
凶
兆
で
あ
 る
 。
不
吉
な
鳥
の
場
 

ム
ロ
 
、
 戦
い
を
前
に
し
た
時
な
ど
左
側
で
鳴
い
て
も
自
分
 た
ち
に
は
何
の
害
も
な
い
。
 

右
 な
ら
凶
兆
で
あ
る
。
鳥
が
 飛
ぶ
方
向
も
運
命
を
予
 



8
9
 

 
 

 
 

 
 

@ 位の考察 

る み を 
。 で、 さ 

昔 は 迷 
通 " う 

の 生 が 
持 者 生 
に は 者 
は 竹 と 

荷 の 楽 

は 器 し 
籠 を み 
に 肩 を 
入 に 分 

かち れ 背に 合 担ぐ。 
負 死 ね 
5 者 な 
。 は い 

先 手   
者 に こ 

は 侍 れ 
捧 っ が 

の 。 誰 
先 だ か 
に か が 

荷 ら 亡 
を 裁 く 

結 々 な 
び は っ   
を の   
肩 時 物 
に @  "  " 土 日 

但 木 を 

立て ぐ 。 のは 

だ い て 
か つ は 

ら た い   
葬 の な 
武 器 い 
で を 理 
肩 芋 虫 
& こ に で   
抱 持 ち 
ぐ つ る 
の の   

が で 水 
生 ． あ 汲 

(535) 

れ
ば
な
ら
な
 

八
二
口
 

ト
ラ
ジ
ア
族
の
人
人
は
、
な
ぜ
自
分
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
 ，
 
」
と
を
右
手
で
す
る
の
か
、
ど
う
し
て
左
手
は
忌
ま
わ
し
 い
 含
み
を
持
っ
の
 か
 

と
い
う
間
に
、
死
者
と
生
者
の
対
立
に
基
づ
い
て
答
え
 る
 。
 

生
者
は
地
上
に
。
死
者
は
地
下
の
冥
界
に
住
む
。
生
者
 は
 笑
い
、
歌
い
、
踊
り
、
そ
し
て
騒
ぐ
。
死
者
は
陰
気
な
 生
活
を
送
り
、
地
上
 

マ
イ
ナ
ス
を
・
右
と
左
の
そ
れ
ら
に
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
 

各
状
況
に
対
す
る
判
断
の
ブ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
が
求
め
 ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

も
ち
ろ
ん
 
右
と
 生
、
左
と
死
の
象
徴
的
関
連
は
、
す
で
 に
 確
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
加
え
て
み
る
こ
 と
に
よ
っ
て
一
見
 複
 

雑
な
ト
ラ
ジ
ア
族
の
鳥
占
い
も
整
合
的
に
な
る
の
で
あ
 る
 。
と
も
あ
れ
、
そ
の
 右
と
 生
、
左
 と
 死
と
の
関
連
に
 、
 あ
ら
た
め
て
触
れ
な
 げ
 

に
 右
は
生
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
プ
ラ
ス
，
左
は
そ
の
 反
対
で
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
 の
 鳥
が
負
う
プ
ラ
ス
 と
 

右
 と
な
り
・
敵
の
不
運
は
我
々
の
幸
運
で
あ
る
。
視
点
 の
 転
換
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
た
と
え
迷
鳥
で
あ
っ
 て
も
、
自
ら
の
働
き
に
 

よ
っ
て
我
々
に
利
益
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
視
点
の
転
 換
 よ
り
も
・
む
し
ろ
毒
を
制
す
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
 し
 か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
 

い
 。
便
宜
的
に
、
青
鳥
 は
 生
と
結
び
つ
く
が
故
に
プ
ラ
ス
 、
 凶
 息
は
死
と
関
連
す
る
の
で
マ
イ
ナ
ス
と
仮
定
し
て
 い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
 



死
の
取
扱
い
は
「
正
式
の
葬
儀
の
し
き
た
り
の
 逆
 
（
 P
 （
 

が
 西
に
向
く
よ
 う
 埋
葬
さ
れ
る
。
西
は
死
と
も
結
び
つ
 く
が
 ・
西
に
い
る
祖
霊
は
 ロ
テ
 

の
セ
 
の
Ⅰ
の
の
 

0
 Ⅱ
）
 コ
せ
 
の
Ⅱ
 
串
 0
 コ
 ）
」
 な
 

あ
る
。
悪
い
死
で
は
墓
は
北
か
ら
南
に
掘
ら
れ
、
北
を
 枕
に
 棺
は
埋
葬
さ
れ
る
。
彼
ら
 

（
 
鶉
 ）
 

ィ
 島
人
の
生
命
を
振
い
お
こ
し
、
豊
か
さ
の
源
で
 

の
方
位
 観
 で
は
左
を
頭
に
す
る
の
で
あ
る
。
悪
い
 

の
で
あ
る
。
 

る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
死
者
は
生
者
と
は
異
な
っ
た
生
活
様
式
を
持
 つ
と
は
い
っ
て
も
、
さ
ら
に
死
者
あ
る
い
は
死
霊
の
間
に
 区
別
を
立
て
る
民
族
 

は
 多
い
の
で
あ
る
。
 

た
と
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
の
ロ
テ
ィ
島
で
は
、
 死
 者
の
霊
は
 、
 内
の
霊
と
外
の
霊
と
に
 分
 げ
ら
れ
る
。
内
の
 霊
は
祖
霊
で
あ
り
、
 

子
孫
に
無
視
さ
れ
る
と
病
気
を
引
 き
 起
こ
す
が
、
子
孫
 の
 訴
願
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
よ
い
霊
で
あ
る
。
儀
式
の
 間
 、
子
孫
た
ち
は
右
の
 

掌
で
 太
鼓
を
打
ち
祖
先
の
名
を
暗
語
す
る
。
引
き
寄
せ
 ら
れ
る
霊
で
あ
る
。
一
方
、
外
の
霊
は
悪
い
死
に
方
を
し
 た
 者
の
亡
霊
で
あ
る
。
 

家
で
死
ぬ
こ
と
が
良
 い
 死
に
方
で
あ
る
が
、
お
産
の
時
 な
ら
ば
、
た
と
え
家
の
中
で
あ
っ
て
も
悪
い
死
と
さ
れ
る
 。
悪
い
死
の
た
め
空
葬
 

儀
 で
は
九
つ
の
 銅
 鍵
の
音
に
よ
っ
て
 、
 外
の
霊
と
な
っ
 
た
 亡
霊
は
 、
 追
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

あ
る
ロ
テ
ィ
島
人
は
 、
 内
の
霊
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
 壬
 
-
 
コ
 
ラ
 。
「
生
き
て
い
る
間
と
同
じ
恰
好
を
し
て
い
る
が
、
 足
に
 踵
が
な
く
爪
先
 

（
 
8
 
l
 
人
 
）
 

で
 歩
く
」
の
で
あ
る
。
我
々
に
近
い
祖
霊
も
、
す
で
に
 我
 々

と
は
異
な
っ
た
姿
形
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
 異
質
性
の
強
調
は
 、
外
 

の
 霊
に
な
る
と
一
層
顕
著
で
あ
る
。
外
の
霊
は
、
 

藪
 、
 森
 、
海
、
特
に
村
の
十
字
路
を
俳
御
す
る
奇
怪
な
霊
で
 
あ
る
。
昼
間
は
木
の
中
 

で
 眠
り
、
夜
だ
け
さ
ま
よ
 う
 。
手
を
地
に
足
を
宙
に
し
て
 振
舞
い
、
人
肉
の
精
髄
を
欲
し
が
り
、
人
の
肝
臓
を
餌
 食
 に
し
、
病
気
、
災
 

厄
 、
死
の
原
因
と
も
な
る
。
こ
の
邪
悪
さ
は
、
こ
の
種
 の
 霊
を
人
に
送
る
こ
と
の
で
き
る
邪
術
師
と
当
然
結
び
つ
 く
 。
報
告
者
ク
リ
 ユ
ト
 

は
、
 外
の
霊
を
、
普
通
の
人
間
の
逆
の
行
動
を
す
る
「
 ぅ
 し
ろ
向
き
の
」
（
田
荘
ハ
養
 H
 
隼
 ）
、
あ
る
い
は
「
さ
か
さ
に
 
な
っ
た
」
（
 r
 の
 
づ
 の
 
r
 の
の
 
色
 ）
 

（
㎎
）
 

霊
と
 記
述
す
る
。
さ
ら
に
、
 
よ
い
死
 と
悪
 い
 死
の
各
々
 
に
 対
し
て
葬
儀
の
仕
方
も
異
な
る
。
 

よ
 い
死
の
場
合
、
墓
 は
 東
西
に
掘
ら
れ
、
 
頭
 

(536)  90 



的
儀
 

礼
 て
い
る
。
 

右
と
左
の
対
立
に
お
い
て
、
特
定
場
面
で
左
が
指
 

定
 さ
れ
る
事
情
を
、
同
語
反
覆
を
怖
れ
ず
散
て
言
 

う
な
 
ら
ば
、
左
を
指
定
す
る
こ
と
 

91 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
ぬ
 
）
 

関
与
し
て
い
る
。
ロ
テ
ィ
島
の
死
霊
の
区
別
と
対
応
し
 

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
祀
り
方
が
反
対
で
あ
る
。
 

死
者
が
そ
の
よ
う
に
振
舞
う
が
故
に
我
々
も
同
じ
こ
と
 

を
す
る
と
 言
 3
 時
、
そ
れ
は
特
定
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
 

日
常
場
面
で
は
そ
の
 

行
為
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
日
常
場
面
 

で
 禁
じ
ら
れ
て
い
る
行
為
が
、
 
死
老
と
 関
わ
る
生
と
死
の
 
境
界
で
、
葬
送
、
服
喪
 

と
い
う
儀
礼
的
状
況
に
お
い
て
、
今
度
は
逆
に
指
定
さ
 

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
逆
転
し
た
手
続
き
は
、
 

我
 が
 民
俗
の
中
に
も
見
出
 

す
こ
と
が
で
き
る
。
普
通
の
死
に
方
に
対
し
て
も
、
 

日
 常
 で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
左
が
介
入
し
て
来
る
こ
と
が
 

多
 い
 。
す
で
に
吟
味
し
た
 

当
 す
る
舌
口
 

葉
は
 ツ
マ
ス
で
あ
る
。
右
手
に
は
よ
い
 

ッ
マ
 ス
 、
左
手
に
は
悪
い
 
ッ
 マ
ス
が
宿
っ
て
い
る
。
変
死
者
の
 

ッ
 マ
ス
は
悪
霊
で
あ
 

り
 、
左
手
に
は
悪
い
ツ
マ
ス
が
い
る
か
ら
、
悪
霊
に
 

物
 

 
 

く
 非
業
の
死
に
左
手
が
 

再
び
ト
ラ
ジ
ア
族
に
戻
る
。
生
者
が
右
で
す
る
こ
と
を
、
 彼
ら
死
霊
は
左
で
行
 う
 。
右
手
の
代
り
に
左
手
を
用
い
 る
 。
だ
か
ら
、
生
者
 

が
 死
者
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
死
者
に
関
連
し
て
何
か
を
 行
 う
時
 、
い
つ
も
左
手
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
事
例
を
我
人
は
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 エ
 ル
 ッ
 が
 、
 死
の
た
め
に
左
が
指
定
さ
れ
る
と
的
確
に
 描
写
し
た
処
に
関
連
 

す
る
。
た
と
え
ば
・
高
砂
族
の
パ
 テ
 パ
ナ
マ
ン
族
で
は
、
 神
霊
・
精
霊
・
死
霊
に
相
当
す
る
言
葉
は
ヴ
ィ
ル
 ア
 で
 あ
る
。
人
間
の
右
肩
に
 

は
よ
い
ヴ
ィ
ル
 ア
 が
、
左
肩
に
は
悪
い
ヴ
ィ
ル
 ア
 が
い
る
 と
 信
じ
ら
れ
て
い
る
。
祖
霊
は
ま
 曇
立
 で
あ
り
、
祖
霊
に
 は
 右
手
で
供
物
を
す
る
 

が
 、
変
死
者
、
難
産
の
死
者
に
は
左
手
で
与
え
る
。
 右
 手
を
用
い
る
こ
と
は
 林
示
 
己
心
で
あ
る
 

@
 。
 （
Ⅰ
）
 

2
 
 
0
 同
じ
く
パ
イ
プ
 ソ
族
 で
は
、
ヴ
ィ
ル
 ア
 に
 相
 



い
 果
し
た
の
に
対
し
、
左
手
は
力
を
貯
え
て
お
い
た
の
で
 あ
る
。
リ
ト
ル
ジ
ョ
ン
は
、
ニ
ン
グ
に
倣
っ
て
、
左
手
 は
 
「
袖
笠
 
局
識
 」
の
 シ
ン
 

左
は
エ
 
ル
 ツ
 の
指
摘
し
た
よ
 
う
 に
 、
 死
と
関
わ
っ
 

（
 
お
 ）
 

ア
フ
リ
カ
、
シ
ェ
ラ
レ
オ
不
の
テ
ン
干
蕨
に
お
い
 

テ
ン
 ネ
 族
で
は
右
手
は
上
半
身
、
口
に
奉
仕
し
 、
 

な
ど
は
左
手
で
あ
る
。
し
か
し
左
手
が
汚
い
の
で
は
 

が
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
妖
術
は
左
と
結
び
っ
き
 

し
て
も
、
人
は
左
を
上
に
右
に
な
っ
て
横
に
な
っ
て
 

か
く
、
日
常
生
活
で
は
左
手
の
役
割
は
目
立
た
な
い
 

人
 と
の
通
常
の
関
係
か
ら
一
度
取
除
か
れ
る
や
、
 

彼
 

人
は
死
ね
ば
神
の
前
に
出
る
。
左
手
は
証
人
と
し
 

人
 と
し
て
人
の
眠
り
の
間
も
覚
め
て
い
る
。
見
知
ら
 

も
神
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
証
人
と
し
て
の
 

り
も
勇
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
右
手
が
 敢
て
触
 て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
 

て
 、
左
手
が
右
手
よ
り
強
い
と
き
れ
る
時
が
あ
る
。
 死
 と
 睡
眠
 中
 と
で
あ
る
。
 

左
手
は
下
半
身
、
生
殖
器
、
肛
門
に
仕
え
る
。
食
事
は
 右
手
、
排
便
の
処
理
、
性
 戯
 

な
い
。
本
当
に
「
 微
い
 」
こ
と
は
、
も
う
一
方
の
手
に
 相
応
し
い
行
動
を
一
方
の
手
 

、
妖
術
師
は
胴
の
左
手
側
の
下
に
特
別
の
器
官
を
持
つ
 と
 信
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
も
 

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
右
手
が
強
い
の
で
あ
る
。
 し
 か
し
人
が
死
に
、
「
彼
が
他
 

（
 
戸
 ）
 

の
 左
手
が
右
手
よ
り
強
く
な
る
」
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
 

 
 

て
 生
前
の
振
舞
を
告
げ
る
。
右
手
は
口
と
共
謀
な
の
で
 信
用
さ
れ
な
い
。
左
手
は
証
 

ぬ
 他
人
の
間
で
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
と
 す
る
。
襲
わ
れ
殺
さ
れ
た
と
 

い
る
か
ら
・
左
手
は
見
て
い
た
こ
と
を
神
に
告
げ
る
こ
と
 が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
夢
 

左
手
は
、
さ
ら
に
神
と
の
親
し
さ
を
増
す
。
ま
た
左
手
 が
 強
い
の
は
、
実
は
右
手
ょ
 

れ
る
こ
と
を
し
な
い
体
の
部
分
に
触
れ
・
右
手
が
生
き
 て
い
る
間
に
そ
の
強
さ
を
 使
 

八
一
一
一
口
 

は
 
日
常
的
行
為
様
式
と
し
て
の
左
の
禁
止
と
は
逆
で
あ
る
 が
 故
に
、
そ
の
状
況
の
非
日
常
性
を
表
現
、
象
徴
す
る
 に
 最
も
適
切
で
あ
る
、
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
葬
儀
の
場
面
に
日
 常
 佳
の
逆
の
シ
ン
ボ
ル
が
表
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
 理
 由
は
 、
そ
れ
ほ
ど
自
明
 

 
 

（
 お
 ）
 

な
こ
と
で
は
な
い
。
個
別
的
な
文
化
の
象
徴
体
系
の
中
 で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
 ら
で
あ
る
。
 

5
 
㌍
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お
い
て
右
が
人
間
に
生
命
力
の
強
化
 

ボ
か
 
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
示
唆
し
て
い
る
。
 

さ
て
・
左
が
不
吉
だ
と
高
 

3
 場
合
・
不
吉
な
の
は
左
手
 

あ
る
い
は
左
側
そ
れ
自
体
ば
か
り
で
 

か
し
、
ト
ラ
ジ
ア
族
の
鳥
占
い
の
事
例
で
指
摘
し
た
よ
う
 

に
 、
そ
の
左
勝
手
の
動
き
が
、
状
況
 

が
あ
り
 

ぅ
 る
の
で
あ
る
。
 

も
た
ら
す
邪
悪
な
力
を
無
力
に
す
る
 

よ
り
 
に
意
図
さ
れ
 

て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

病
気
が
癒
え
た
時
、
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
邪
悪
な
力
を
 

村
か
ら
追
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

持
っ
た
扁
で
掃
か
れ
、
次
に
、
邪
悪
、
死
を
取
除
く
た
 

め
に
左
手
で
掃
か
れ
る
。
母
親
は
生
ま
 

時
 、
ま
ず
左
胸
を
与
え
る
。
死
者
か
ら
の
ど
の
よ
う
な
 

干
渉
も
妨
げ
る
た
め
で
あ
る
。
湿
田
で
 

っ
て
祝
福
さ
れ
る
時
、
祭
司
は
左
手
で
、
 

生
ム
 
叩
を
与
え
る
 

草
 が
入
っ
て
い
る
水
を
撒
く
。
邪
悪
 

（
 
ハ
 
3
3
3
 

U
 
レ
 

力
を
強
化
す
る
た
め
に
右
手
で
撒
く
。
 

こ
の
 
ょ
う
 
な
邪
悪
を
払
 

う
 た
め
の
左
は
、
儀
礼
に
お
け
る
 

左
 廻
り
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
 

は
 、
生
命
力
を
死
の
領
域
に
移
す
か
ら
 

凶
 、
左
か
ら
 

右
 へ
の
移
行
は
吉
で
あ
っ
た
。
今
、
我
々
 

（
 
盤
 ）
 

は
な
く
、
左
勝
手
の
動
作
を
も
含
む
。
 し
 

を
 負
か
ら
正
の
方
向
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
 

を
も
た
ら
す
 よ
う
 に
、
そ
し
て
左
が
死
を
 

い
 。
ま
ず
、
強
さ
を
得
る
た
め
に
右
手
に
 

れ
て
来
た
赤
子
に
初
め
て
乳
を
含
ま
せ
る
 

困
難
な
作
業
を
行
 う
 水
牛
が
、
祭
司
に
よ
 

を
 払
 う
 た
め
で
あ
る
。
次
に
水
牛
の
生
命
 

鳥
占
い
で
、
 青
 鳥
の
右
か
ら
左
へ
の
移
行
 

に
 「
 
微
 れ
て
い
る
」
と
い
う
条
件
が
加
わ
 



し
 
「
優
越
」
は
適
切
な
分
析
概
念
と
住
言
え
な
い
。
 

左
 手
が
優
先
的
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
・
 

比
楡
 的
に
「
 左
手
の
優
越
」
と
呼
ぶ
 

の
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
呼
び
 方
は
問
題
の
把
握
を
暖
 昧
 に
す
る
可
能
性
を
持
つ
。
 
左
 手
の
事
例
に
お
い
て
、
 

右
の
正
の
価
値
と
、
左
の
負
の
価
値
と
が
入
れ
換
わ
っ
 た
と
必
ず
し
も
考
え
る
必
要
は
な
い
。
さ
ら
に
、
死
に
関
 わ
る
左
手
と
、
生
に
関
 

わ
る
左
手
の
同
じ
よ
う
な
「
指
定
」
（
 

笘
 e
s
o
r
 

ち
 （
 
ざ
コ
 ）
 の
 局
面
を
見
失
う
 催
 れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
 日
常
的
文
脈
で
は
「
 禁
 

た
 」
（
 づ
 （
 0
 お
 （
 
い
や
 
（
～
 
0
 口
 ）
の
下
に
あ
り
、
非
日
常
的
文
脈
 で
、
そ
れ
が
解
除
さ
れ
・
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 「
優
越
」
と
は
肯
定
的
 

価
値
と
い
う
含
み
を
持
つ
。
そ
し
て
、
肯
定
的
価
値
と
 否
定
的
価
値
と
の
対
立
の
み
で
は
、
正
確
に
事
態
を
捉
え
 る
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
 

う
 。
左
手
が
死
霊
 と
 関
わ
る
と
い
う
よ
う
な
場
面
で
の
 左
手
を
、
日
常
的
文
脈
で
の
禁
止
か
ら
、
非
日
常
的
立
 
脈
 で
の
指
定
へ
の
「
 転
 

（
 
2
 
3
 ）
 

位
 」
（
（
の
 

づ
 の
Ⅱ
の
が
（
）
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
 
れ
を
エ
 
ル
 ツ
 は
「
右
手
の
優
越
」
の
下
に
把
握
し
て
い
る
 の
で
あ
る
が
、
同
じ
 分
 

析
 操
作
が
他
の
文
脈
で
の
左
の
指
定
に
も
適
用
可
能
で
 あ
る
は
ず
で
あ
る
。
論
理
的
に
は
、
 

エ
 ル
 ツ
 に
と
っ
て
の
 
例
外
的
事
象
も
、
も
と
 

も
と
の
 
エ
 ル
 ツ
 の
構
想
の
中
で
・
説
明
可
能
で
あ
っ
た
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
は
、
そ
の
「
転
位
」
 事
象
を
・
個
別
的
な
社
 

金
的
文
化
的
文
脈
の
中
で
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
 そ
ら
く
「
転
位
」
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
で
 あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
 

左
手
の
問
題
は
・
も
 う
 
一
度
、
転
位
と
し
て
の
意
味
を
 問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
広
く
転
 仕
事
象
を
考
察
し
な
げ
 

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
約
す
れ
ば
、
我
々
は
 左
 手
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儀
礼
的
状
況
に
お
け
る
 逸
脱
的
行
為
様
式
の
持
 

つ
 意
味
を
問
 う
 契
機
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
右
と
左
の
対
立
を
 、
日
 常
約
 文
脈
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
付
与
さ
れ
た
価
値
だ
 け
 か
ら
考
察
す
る
の
 

る 



あ
る
。
食
事
に
は
右
手
が
用
い
ら
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
 ク
 ピ
ル
 メ
 と
い
う
、
敵
を
殺
し
た
：
あ
る
い
 
は
 悪
い
動
物
を
殺
し
た
男
の
た
め
に
特
別
に
作
ら
れ
る
 

料
 理
 が
あ
る
。
黒
い
動
 

物
 と
は
、
あ
る
種
の
家
畜
も
含
ま
れ
る
が
、
野
生
動
物
 

で
は
 象
 、
ラ
イ
オ
 ソ
 、
野
牛
、
 豹
 、
 鰐
 、
ア
ン
テ
ィ
ロ
 ｜
 フ
 、
あ
る
種
の
鳥
 な
 

ど
、
 悪
い
、
危
険
な
動
物
で
あ
る
。
呪
薬
を
持
っ
て
 

い
 る
か
も
し
れ
な
い
し
、
妖
術
を
知
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
 

い
 。
狩
人
は
そ
の
神
秘
 

的
 危
険
か
ら
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
 

に
 彼
は
 、
 薬
を
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
も
飲
ま
ず
 

に
 帰
っ
て
来
て
 、
 殺
し
 

た
 動
物
の
肝
臓
と
、
彼
の
父
方
ク
ラ
ン
の
「
狩
の
薬
」
を
 

混
ぜ
た
ス
ー
プ
を
飲
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
引
き
続
く
 

儀
礼
な
ら
び
に
敵
を
殺
 

し
た
 場
 ム
ロ
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
 

こ
の
防
禦
の
薬
を
混
ぜ
た
食
物
を
、
狩
人
は
左
手
で
食
べ
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
食
物
は
お
椀
に
 

入
 れ
ら
れ
て
い
る
の
で
 

は
な
い
。
女
性
が
月
経
由
、
使
用
し
て
い
た
マ
ッ
ト
と
か
 

、
人
人
や
犬
が
普
段
、
登
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
梯
子
 

段
 と
か
・
汚
い
場
所
に
 

察
 

の
 
置
か
れ
る
。
だ
か
ら
、
彼
は
こ
の
胸
の
む
か
つ
く
 

ょ
 う
 な
行
為
の
中
で
、
吐
く
ま
い
と
相
当
の
努
力
を
続
 

け
 る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

｜
 デ
 イ
 は
、
「
日
常
的
行
為
様
式
の
転
位
」
（
 

a
r
 
の
 
づ
 
の
 
Ⅱ
㏄
の
 

ト
 0
 
片
の
 
も
 
千
の
Ⅱ
 

ぜ
 
山
麓
セ
ミ
で
角
田
㏄
 

儀
 
ネ
ミ
 a
c
 
（
 
ぎ
 
、
こ
し
ま
し
ま
反
対
の
仕
方
で
行
な
（
 

ぬ
 
し
と
し
て
記
述
す
る
。
で
は
、
そ
の
転
位
 

）
 

 
 

 
 

し
 
町
 

@
 

（
 
5
 
3
 ）
 

っ
た
 仕
方
で
ま
 ァ
 
@
 
@
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一
 一
 

八
一
 
u
 

ア
フ
リ
カ
、
象
牙
海
岸
の
 ロ
 ウ
ィ
イ
リ
族
で
は
、
左
手
は
 排
泄
そ
の
他
の
衛
生
上
の
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
 。
左
利
き
は
不
吉
で
 



こ
の
よ
う
な
不
快
な
行
為
は
予
防
上
、
治
療
上
の
効
果
を
 持

つ
の
で
あ
る
。
左
手
の
場
合
も
同
じ
文
脈
で
考
え
 ろ
 れ

て
い
る
。
た
だ
し
 

左
手
の
場
合
、
「
薬
の
効
力
は
、
た
だ
患
者
の
方
の
 、
そ
 の

力
 に
対
す
る
信
仰
 だ
 げ
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
・
 彼

が
遂
行
す
る
行
為
の
 

そ
れ
ぞ
れ
一
 つ
 、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
父
系
リ
ネ
ー
 シ

 か
ら
成
る
二
つ
の
集
団
は
相
互
に
埋
葬
集
団
と
し
て
 奉
 住
 し
あ
 ぅ
 。
 墓
 摘
入
 

た
ち
は
、
怖
れ
ら
れ
厭
わ
れ
る
死
体
に
触
れ
る
こ
と
に
 よ

っ
て
、
死
者
が
危
険
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
 不

安
を
一
掃
す
る
。
 死
 

体
か
ら
何
か
液
体
が
こ
ば
れ
て
 ロ
 に
は
い
っ
た
時
、
 そ
 れ
を
飲
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
 

0
 
4
 ）
 

置
か
れ
る
。
日
常
で
武
器
を
こ
の
よ
う
に
取
扱
 

う
 こ
と
 は
 禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
常
性
の
逆
転
の
表
象
で
あ
り
、
 

死
者
へ
の
敬
意
の
表
出
 

 
 

家
の
外
に
設
え
ら
れ
た
葬
儀
白
に
遺
体
が
置
か
れ
る
。
 そ

の
台
に
会
葬
者
の
弓
が
・
さ
か
さ
に
 帯
 さ
れ
、
あ
る
 ぃ
 は
 台
の
前
に
束
ね
て
 

遺
体
を
特
別
に
作
ら
れ
た
出
口
か
ら
出
す
こ
と
も
、
 同
 じ

 よ
 う
 に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
世
界
観
 の

中
で
解
釈
さ
れ
る
 

時
 、
そ
れ
は
、
普
通
の
出
入
口
の
と
こ
ろ
に
伺
っ
て
 い
 る

 大
地
神
と
何
と
の
対
立
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
 わ

か
る
。
一
つ
の
行
為
 

か
 
り
立
日
 

心
辿
快
小
が
、
 

ま
た
遺
体
は
白
い
ス
モ
ッ
ク
 、
 長
い
ズ
ボ
ン
、
赤
い
 ト
 ル

コ
帽
な
ど
の
礼
服
に
よ
っ
て
盛
装
さ
れ
る
。
ス
モ
ッ
ク
 は
 裏
返
し
に
さ
れ
、
 

ポ
ケ
ッ
ト
は
破
ら
れ
て
い
る
。
重
要
な
変
化
が
、
今
、
 ，
 

」
こ
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
 "
 そ
し
て
死
者
が
 ど

の
よ
う
な
も
の
も
 連
 

れ
 去
っ
て
行
か
な
い
た
め
で
あ
る
。
死
者
が
与
え
る
か
 も
し
れ
な
い
危
険
に
対
す
る
予
防
手
段
で
も
あ
 。
（
 

和
 
，
 ）
 

 
 

分
の
手
を
伸
ば
し
た
り
引
っ
込
め
た
り
し
て
、
塗
る
 

真
 似
 を
す
る
。
三
度
目
⑫
 

に
 油
を
塗
る
。
こ
の
 
ょ
う
 な
見
せ
か
け
の
儀
礼
は
、
普
段
 

の
時
と
こ
の
機
会
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
ず
る
 

 
 

な
 文
脈
で
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
グ
ー
デ
ィ
に
 と

っ
て
、
転
位
の
持
つ
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
 主

に
葬
儀
の
場
面
で
の
 

 
 

 
 

転
位
的
行
為
を
指
摘
す
る
。
 



れ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
月
経
で
あ
れ
出
産
で
あ
れ
 

怪
我
で
あ
れ
、
と
に
か
く
出
血
は
不
潔
で
あ
り
、
性
行
為
 

も
 不
潔
で
あ
る
。
性
 

戯
 

に
お
い
て
男
は
右
を
下
に
横
た
わ
っ
て
左
手
を
 

、
 
女
は
左
 

を
 
下
に
し
て
右
手
を
用
い
る
。
 

察
 彼
ら
は
 

ヮ
タ
ニ
と
 

呼
ば
れ
る
人
々
と
お
互
い
に
 

冗
 
談
 関
係
に
あ
り
、
そ
の
 

ヮ
タ
ニ
 

が
 
行
 
5
%
 
葬
儀
礼
が
い
 

く
っ
 
か
あ
る
。
た
と
え
ば
 

姻
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特
別
の
性
質
な
ら
び
に
意
味
的
連
関
を
持
つ
諸
行
為
の
 不
ッ
 ト
ワ
ー
ク
か
ら
も
生
じ
て
い
る
。
転
位
は
、
こ
の
 過
 程
の
本
質
的
構
成
要
素
 

な
の
で
あ
る
。
」
（
 

1
 
4
 
 

）
 
と
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
グ
ー
デ
ィ
の
 転
位
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
こ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
 な
い
が
、
散
て
省
略
す
 

る
 。
様
々
の
文
脈
で
・
ま
た
異
な
っ
た
分
析
レ
ベ
ル
で
 転
 位
的
 行
為
の
意
味
は
様
々
に
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 た
だ
、
そ
の
行
為
の
逸
 

脱
性
 だ
け
が
共
通
の
要
素
で
あ
る
こ
と
・
そ
し
て
そ
の
 逸
脱
性
は
・
そ
の
状
況
に
お
け
る
他
の
行
為
と
の
関
連
に
 お
い
て
規
定
さ
れ
る
と
 

い
う
こ
と
、
こ
れ
が
確
認
さ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
 

何
 二
口
 

実
際
に
、
神
秘
的
危
険
に
曝
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
 転
 位
 と
し
て
の
左
手
が
、
治
療
上
、
予
防
上
の
効
果
を
持
っ
 と
い
う
こ
と
は
、
 お
 

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
、
左
手
が
呪
力
 を
 持
っ
と
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
は
な
い
。
 

ア
フ
リ
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
 カ
 グ
ル
族
で
は
右
手
を
清
潔
 で
 強
く
男
ら
し
い
も
の
、
左
手
を
不
潔
で
弱
く
女
ら
し
 い
も
の
と
 考
 ，
え
て
い
 

 
 

信
じ
ら
れ
、
妖
術
は
母
系
的
に
受
け
継
が
れ
、
「
 左
 」
 か
 ら
 伝
え
ら
れ
る
と
言
わ
 



意
味
で
。
こ
の
小
論
は
不
備
を
免
れ
え
な
い
が
、
次
の
 一
 百
一
だ
け
は
明
ら
か
に
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
 い
る
。
 

す
な
ね
 ち
、
生
に
関
わ
る
左
も
 、
 死
に
関
わ
る
左
も
 一
 つ
め
 分
析
視
点
か
ら
見
れ
ば
・
「
指
定
さ
れ
た
」
逸
脱
的
 行
為
様
式
と
い
う
 共
 

通
の
要
素
を
持
つ
こ
と
。
し
た
が
っ
て
次
に
は
、
そ
れ
 ら
を
同
一
の
レ
ベ
ル
に
置
い
て
、
日
常
的
文
脈
で
の
逸
脱
 の
 、
非
日
常
的
文
脈
で
 

八 - Ⅰ の の て 媒 受 ヮ な 超 二 

の こ 問 と の 分 け タ 時 罪 自 は 
で ・ の 
あ ょ 題 にっ なみ " 者る二 で人の事磁的の " " 無手 
ろ う 四 一 て 間 あ 初 陽 態 れ 色 度 
o セ " 甲 

--  目 l 」 し な る 状 ・ あ 石い題 りで合にを険を 、 村 払は 切 
提 て 投 。 況 そ る 彼 処 わ 去 り 

と 裁 じ ， な れ " の す な っ 取 
す 々 た 4 把 故 彼 み る げ た り 

べ は の デ 握 、 は が よ れ の 腕 
き ょ で か し 聖 超 供 う ば で 輪 
論 う あ て よ と 白 蟻 要 な あ （を 
点 や る シ ラ 俗 然 の 求 ら る ぜ作   。 は と と 的 動 さ な 。 る 
時 儀 、 す の 頑 物 れ い 
珠 孔 ヮ る コ 域 の る と     

す 的 タ の ; と 肉 入 い 
べ 転 

  
二 は ュ 人 を 物 ぅ @ ま 

き 位 の 、 二 間 喰 も こ 双 
方 と 杜 国 ケ の う 、 と 

渋 い 余 難 l 領 。 種 は 
方 
の 

約 3 的 で シ 域 彼 々   親 
間 間 族 
題 額 
な 領 すでに 文化的 ある。 を ユノ の中間 は生者 の逸脱 

ど 域 
者 0 
の 

  の   左 
多 中 と は に つ 者 為 が 
数 に 

手 
力 乾 す   、 を 異 首 

残   グ 仕 る 両 人 指 常 化 @ し 
つ エ ル 事 音 義 と 定 な 
て ん 

着 
の 象 で 見 神 さ 時       け 
世 を あ 性 と れ と ら 

る の 界 観 る 格 の て な   
がミ 残 観 察 。 を 中 い っ る し と す こ 拝 聞 る て 
も た な る こ っ に が い l 生 

3 間 関 た に て 立 放 る 
係 め 至 い ち に こ 

的 
触 題 
れ を づ め れ る   、 と 

る 再 

禁制 

の 

こ 自己 げ一 " っ は " 彼浄常示 。 小異を 
と 置 同 の 右 は 、 な し 

違 

は で 
反 

時 指 と 異 磯 人 て か 
で、 き に 標 主 な れ 幼 い ら 

き る 「 に の る を な る も 

な （ ょ 完 す 関 二 一 の   ナ， し 

い巴ぅ 談 ぎ 係 領 鼻 で ま ら 
o ヤ @ 甲 関 な に 域 に あ た さ 

こ な 係 い よ 間 別 ろ 異 
」 も っ の ぎ 

れ 
の っ 常 ナ - Ⅰ 
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  な 為 ぅ る 

    注 て る 様 、 。 

    聖 領 式 あ ま 
    と 域 が る た 

裕 の 果 場 タ 

と 在 す 合 l 
は 在 役 は 々 
い と 割 合   
か 、 な じ も 

に 我 聞 ら 人 
関 々 顕 れ が 

わるとのにし 標 「 ま 

  の コ て た 準 
    ， い 佃 @@  的 

、 ュ る の な 
と ニ 。 揚 荷 

い ケ 私 合 為 
ラ i が に 様 
方 シ 右 は 式 
同 ュ と 選 と 

ヘ ソ 左 択 は 

間 の に す 反   顕 揚 関 る 対 

の、 のは を 導 で、 わる 

-. オ日 り ・ 

び 指 間 ど ち 
ぎ 定 題 ぅ る 

た さ の し い 
か れ ぅ て は 
っ た ち な そ 
た 逸 の の れ 
か 脱 一 だ と 

い Ⅱ - ら が つ ろ（は   に 見 を ぅ ㊦ 異 
他 ら 選 」 な 
な れ ん と る 
ら る だ 、 仕 
な の の 儀 刀 
い は も 礼 で 

。 何 、 的 行 

故 聖 状 動 
か な 呪 し 

、 る に た 

と も お り 

い の い 感 
ぅ ・ て じ 

方 我   ナ， し 

両 々 逸 り 

へ と 税 す 
、 は 的 る   そ 具 行 ょ 

99 ( 軽 5) 

（
 
邸
 ）
 

注
目
し
た
。
彼
の
「
指
定
さ
れ
た
 卑
狼
さ
 」
 

（
で
Ⅰ
の
の
 

c
 （
 
ざ
監
 0
 す
 お
の
三
モ
）
概
念
は
、
も
ち
ろ
ん
「
 
転
 位
 」
に
包
摂
さ
る
べ
 き
 も
の
で
あ
 

持
つ
意
味
を
、
総
合
的
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
と
 

し
た
が
っ
て
・
 
徒
 ら
に
問
題
を
拡
大
し
て
ぎ
た
 

点
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
 

聖
と
 何
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
 

か
つ
て
 
ヱ
ヴ
 ア
ン
ス
ー
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
は
 、
ア
 

し
か
も
そ
の
 
年
狼
 さ
が
日
常
で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
 い

う
点
で
あ
る
。
 

の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
具
体
的
場
面
で
の
分
析
を
生
産
的
 と
す
る
、
よ
り
包
括
的
な
視
 

ケ
ー
シ
ュ
 
ソ
 の
場
に
適
合
的
な
分
析
概
念
を
求
め
た
と
い
 ぅ
 こ
と
で
あ
る
。
 

フ
リ
カ
の
諸
部
族
に
あ
っ
て
 卑
狼
 な
 歌
 、
踊
り
が
特
定
の
 状
況
で
集
団
的
に
行
わ
れ
、
 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
場
で
許
さ
れ
、
勧
め
 ら
れ
さ
え
し
て
い
る
諸
事
例
に
 



    
10  9 8 7 6  5  4     

卜 始 甲て   
" エ 
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大
体
に
お
い
て
日
本
古
代
が
尚
友
で
あ
っ
た
と
す
る
説
は
多
い
 。
 大
 御
柱
を
中
心
と
し
た
 諸
 神
の
左
旋
・
色
神
の
右
 旋
 、
神
々
   

序
 、
「
万
葉
集
し
 セ
 一
八
一
八
「
吾
妹
見
者
久
志
目
ホ
有
余
武
左
手
 
万
苦
奥
手
木
 
纏
 両
夫
 麻
 師
子
」
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
 
る
こ
と
が
 多
 

の
 無
器
用
な
左
手
、
武
力
 兵
 戦
の
手
と
し
て
の
器
用
な
右
手
と
 い
 う
よ
う
 に
、
左
右
の
手
の
象
徴
性
を
時
代
、
王
朝
に
 よ
 る
 左
 右
に
対
す
る
 価
 

値
 づ
 け
 万
の
相
違
に
関
連
 づ
 げ
て
い
ら
れ
る
。
 

私
が
本
文
で
触
れ
た
「
史
記
」
「
 超
 世
家
」
第
十
三
性
 は
 
「
 夫
 夢
髪
 文
身
、
 錯
膏
在
 社
、
 睡
越
之
 民
也
」
と
あ
り
、
武
憲
 王
が
 臣
下
の
反
対
 

を
 押
し
切
っ
て
胡
服
を
採
用
し
た
い
 き
 さ
つ
が
 詳
 か
に
述
べ
 
ろ
 れ
て
い
る
。
在
在
を
軽
蔑
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 尚
 右
の
例
で
 
あ
ろ
う
が
、
 
単
 

に
 右
と
左
の
対
立
だ
け
で
な
く
異
民
族
の
慣
行
を
機
能
的
に
有
 利
 だ
か
ら
と
言
っ
て
す
ぐ
さ
ま
採
用
さ
れ
え
な
い
心
理
的
葛
藤
 の
 記
述
と
す
れ
 

ば
 、
興
味
深
い
事
例
で
あ
ろ
う
。
 

曾
我
部
氏
は
中
国
歴
代
王
朝
の
職
官
制
の
精
密
な
検
討
を
行
な
 っ
て
い
ら
れ
る
。
 
漢
俺
 の
古
在
 と
 、
 胡
裕
 の
 左
社
 と
の
対
立
な
 ら
び
に
、
 
王
 

朝
が
 交
替
し
た
に
せ
よ
、
前
王
朝
の
慣
行
が
根
強
く
残
る
場
ム
ロ
 

な
ど
、
鋭
い
考
察
で
あ
る
。
我
が
国
は
 、
 唐
の
律
令
の
影
響
を
 受
け
た
が
、
 
唐
 

そ
れ
自
体
、
職
官
制
に
お
け
る
 尚
 左
を
障
か
ら
そ
の
ま
ま
受
け
 継
ぎ
、
し
か
し
南
君
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
我
が
国
に
、
「
左
遷
 」
「
 右
任
 」
 な
 

ど
の
尚
古
思
想
と
「
左
大
臣
」
に
見
ら
れ
る
尚
友
 と
 、
矛
盾
し
 
た
も
の
が
は
い
っ
て
ぎ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
 

（
Ⅱ
）
栗
田
寛
、
一
九
 0
 
一
 、
「
 左
桂
 古
在
の
 説
 」
「
栗
田
先
 生
 雑
著
」
 
巻
 十
二
、
四
四
１
匹
 セ
頁
 。
後
藤
守
 一
 、
一
九
四
二
一
 

「
左
右
尊
卑
 考
 」
 

「
学
殖
 ヒ
 第
十
巻
第
八
号
、
日
本
女
子
高
等
学
院
（
昭
和
な
子
大
 学
 ）
 光
 集
会
、
五
四
 ｜
 五
六
頁
。
松
村
武
雄
、
一
九
五
五
、
「
 
日
 水
神
話
の
研
 

究
 」
第
二
巻
、
 
培
風
館
 、
五
四
 ｜
 五
六
頁
。
石
田
茂
 作
 、
一
九
 一
八
二
、
「
 右
椎
左
維
 」
「
風
俗
」
第
一
巻
第
五
号
、
一
 ｜
 六
頁
 、
江
馬
務
、
 

九
六
四
、
「
左
右
尊
卑
 
放
 」
「
風
俗
 目
 第
四
巻
第
四
号
、
三
六
 ｜
 日
 一
頁
。
上
田
彰
、
一
九
一
八
 0
 、
「
膀
の
緒
 ヒ
 高
嶺
杜
。
 

な
お
、
大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
田
令
五
郎
 編
 、
一
九
七
五
、
「
 山
石
 
渡
 古
語
辞
典
 ロ
の
 
「
 左
 」
の
項
に
お
い
て
、
古
代
日
本
で
 ヒ
 ダ
リ
が
 
ミ
ギ
 

よ
り
重
ん
じ
ら
れ
た
例
の
一
つ
と
し
て
左
大
臣
が
右
大
臣
よ
り
 も
 上
位
で
あ
っ
た
例
が
出
て
い
る
が
、
 

唐
 律
の
影
響
と
い
う
 国
 子
が
考
え
ら
れ
 

る
 以
上
、
そ
れ
へ
の
コ
メ
ン
ト
な
く
し
て
は
不
適
切
な
事
例
で
 あ
る
。
ま
た
、
西
山
松
之
助
、
一
九
七
一
、
一
。
礼
法
の
原
点
」
「
 

日
本
を
知
る
事
 

奥
ヒ
社
会
思
想
 社
 、
四
三
二
頁
に
お
け
る
、
着
物
の
右
前
に
つ
 い
て
の
記
述
は
、
論
考
不
十
分
で
あ
る
。
氏
が
中
国
尚
友
、
 日
 本
間
た
と
い
う
 

立
場
に
立
っ
て
、
着
物
の
右
前
が
単
に
一
片
の
法
令
に
よ
っ
て
 決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
推
論
の
過
程
は
理
解
 で
き
る
が
、
 
続
 

日
本
紀
 巻
 八
元
正
天
皇
の
養
老
三
年
二
月
三
成
の
条
に
「
初
会
 天
下
百
姓
 右
襟
 」
と
あ
る
以
上
、
こ
の
養
老
の
衣
服
令
を
無
視
 す
る
こ
と
は
で
 

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
埴
輪
、
土
偶
、
 神
 像
の
吟
味
か
ら
古
俗
は
左
 祖
 で
あ
り
奈
良
朝
以
降
 右
祖
 に
な
っ
   

 
 

氏
 の
 説
 、
そ
し
て
曾
我
部
氏
の
 説
 論
を
駁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 い
で
あ
ろ
う
。
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「
東
北
福
祉
大
学
論
叢
 
ヒ
 第
十
一
巻
、
一
二
七
 ｜
 四
二
頁
。
 

（
㌍
）
拙
稿
、
一
九
七
二
、
「
左
手
の
優
越
」
「
西
日
本
宗
教
学
 雑
誌
」
第
二
号
、
八
 セ
頁
、
コ
 
つ
の
文
化
の
中
で
、
一
般
的
 に
は
右
手
あ
る
い
は
 
皿
 

右
側
優
越
で
あ
り
な
が
ら
、
特
定
の
人
物
あ
る
い
は
状
況
に
お
 い
て
左
手
あ
る
い
は
左
側
が
優
越
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 こ
こ
で
優
越
 と
 

 
 

は
文
字
通
り
の
そ
れ
と
共
に
、
そ
の
状
況
に
お
け
る
左
右
の
選
 択
が
 文
化
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
 場
ム
ロ
 
も
含
め
る
。
」
と
規
定
 
 
 

在
の
主
眼
は
、
こ
の
文
章
の
後
段
に
あ
る
。
 

（
㏄
）
「
転
位
」
と
ほ
私
が
Ⅱ
の
 
セ
餓
 笹
に
与
え
た
訳
語
で
あ
る
 
。
儀
礼
の
場
面
に
お
け
る
「
放
縦
」
（
 

由
 り
の
 
口
港
 ）
、
「
 
卑
猿
 な
行
 動
 」
（
 0
 ヴ
 
お
の
 コ
洋
セ
 
）
 、
 

「
異
装
」
（
（
 
塁
コ
の
ヰ
 
の
の
 
ヱ
 の
 
ヨ
 ）
、
「
役
割
 @
 倒
」
（
 r
O
-
 

の
ぺ
 の
 
ヰ
宵
総
 -
 
）
 な
 ど
が
具
体
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
転
位
状
況
の
各
々
の
 文
 化
に
お
け
る
 

意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
一
九
七
三
、
「
宗
教
現
象
と
儀
礼
 的
 逆
転
」
「
哲
学
年
報
 ヒ
 第
三
二
 
輯
 、
一
二
五
 
｜
 一
四
九
頁
、
 回
 、
一
九
七
四
、
 

「
儀
礼
的
転
位
に
つ
い
て
」
 

円
 哲
学
年
報
 ヒ
 第
三
三
縄
、
 
七
セ
 ｜
一
 0
 Ⅰ
 貢
 。
 回
 、
一
九
七
五
、
「
儀
礼
的
転
位
」
概
念
に
つ
い
 て
 」
 司
 哲
学
年
 

報
ヒ
 第
三
四
 輯
 、
九
三
 ｜
 一
一
三
頁
、
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
 こ
 
十
八
、
 

@
o
 

レ
 

（
 
綴
 ）
や
奈
 甘
シ
ト
ゆ
つ
 2
-
 も
め
Ⅰ
～
 

キ
 ・
 セさ
 驚
こ
 ヒ
 自
え
～
 蕊
 卜
さ
め
 恩
っ
ャ
め
 

。
 
ト
 
簗
を
 セ
や
 
薄
鼠
 も
 
「
～
 
ミ
 礎
の
津
ま
ま
 り
執
 
～
 
ぎ
 
む
 蕾
 め
 ：
 
執
穏
笘
 

ら
 二
ド
 
帝
 Q
 、
（
も
 
コ
年
 
0
 ヰ
 @
 
目
ず
乱
簗
 
o
c
 
才
づ
由
ヴ
 
-
i
c
a
 

笘
 o
 二
 
%
.
 

や
Ⅱ
Ⅰ
）
 

（
 
%
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Ⅰ
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 @
 
宙
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（
 
%
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d
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 H
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典
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Ⅰ
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コ
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 1
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p
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刃
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す
 
（
の
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由
 
わ
円
 

Ⅰ
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 す
口
口
 

イ
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ぃ
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 0
 臣
ゆ
庄
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 木
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四
 
Ⅱ
 
ま
 @
 
下
之
 0
 汀
 0
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の
 ヤ
ヨ
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臼
ガ
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@
h
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Q
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 0
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ム
玉
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Q
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づ
 
0
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P
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１
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ト
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目
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目
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儀礼的転位の 考察 

（
 佃
 ）
右
と
左
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
、
 
p
 ド
ニ
ー
・
 ニ
ー
ダ
ム
の
見
解
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
（
 印
 刷
十
 ）
「
象
徴
的
 二
 

元
 論
に
関
す
る
諸
問
題
」
「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
 第
十
三
号
。
 

（
 あ
 ）
㊦
せ
 い
コ
 
の
・
㌧
Ⅱ
 

ぎ
り
す
 
Ⅱ
 
&
.
 
ロ
 ・
Ⅱ
：
）
の
の
の
・
 

，
ま
 日
の
の
 
0
-
-
 

円
曲
 
ぺ
の
 
Ⅱ
Ⅹ
㌧
お
お
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0
 コ
 0
 （
 0
 ヴ
 お
の
 
口
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（
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 Ⅰ
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 8
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ぎ
パ
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ミ
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～
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オ
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Ⅱ
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は
じ
め
に
 

一
九
七
五
年
度
秋
の
英
国
哲
学
会
大
会
は
、
宗
教
研
究
の
盛
ん
 な
 ラ
ン
 

ヵ
 ス
タ
ー
大
学
を
会
場
に
し
て
、
二
一
日
間
に
わ
た
る
議
論
が
展
 

聞
 さ
れ
た
。
 

こ
の
大
会
の
た
め
に
英
国
哲
学
会
（
 刃
 。
 
ぜ
住
 （
臣
の
（
 

@
 
（
㌍
（
 

n
o
h
 ㌧
 三
 -
o
 
の
 0
 づ
オ
せ
 

）
 

は
 
「
理
性
と
宗
教
」
を
テ
ー
マ
に
採
択
し
、
宗
教
哲
学
の
特
殊
 問
題
を
扱
 

ラ
 五
つ
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
た
。
「
現
代
に
お
け
る
 我
 々

は
も
う
 

宗
教
な
し
で
や
っ
て
 ゆ
 げ
る
」
と
い
う
世
俗
都
市
の
自
己
過
信
 が
 も
ろ
く
 

も
 崩
れ
去
っ
て
 、
 再
び
宗
教
の
復
権
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
今
の
 状
況
下
、
 

同
学
会
は
積
極
的
に
宗
教
再
考
の
場
を
設
定
し
た
わ
け
で
あ
る
 。
大
ム
耳
の
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
現
代
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
五
つ
の
 重
 要
 な
課
題
 

が
 定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
悪
の
間
 題
 、
宗
教
言
語
と
意
味
の
問
 

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

題
 、
宗
教
 

的
 信
念
の
ム
ロ
理
性
の
問
題
、
霊
魂
不
死
の
問
題
、
そ
し
て
世
界
 

理
解
の
可
 

能
 性
の
問
題
で
あ
る
。
 

Ⅱ
 宙
 Ⅰ
け
耳
 
べ
 ・
 ト
の
円
ナ
い
 
こ
㌧
 円
 こ
ワ
目
口
 

芭
わ
 

下
 （
㏄
 や
ヨ
 ・
づ
き
 

6
%
0
 

蓮
 ぬ
き
。
 
R
 め
 
s
c
 

～
～
 

間
瀬
 
替
允
 

｜
 現
代
英
国
の
宗
教
哲
学
者
会
議
を
め
ぐ
っ
て
 ｜
 

現
代
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
課
題
 

展 
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望
 
1
 
 
宗
教
言
語
と
意
味
の
問
題
 

現
代
英
国
の
宗
教
哲
学
は
、
宗
教
言
語
の
意
味
に
よ
せ
る
関
心
 

が
 著
し
 

 
 

 
 

（
 
由
庇
コ
ヴ
年
 

Ⅰ
㎏
 
オ
 ）
 

大
会
開
催
に
先
立
つ
 数
ケ
 月
前
に
、
各
課
題
の
も
と
に
あ
る
 双
 力
め
シ
 

ン
ボ
ジ
ア
ン
ト
か
ら
小
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
小
冊
子
と
 し
て
大
会
 

出
席
者
た
ち
に
配
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
小
冊
子
に
よ
り
 、
双
方
の
 

論
点
の
一
致
な
り
相
違
な
り
を
、
事
前
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
 が
で
き
た
。
 

私
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
大
ム
互
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。
 
開
 佳
日
を
 

前
に
し
て
、
私
の
英
国
留
学
は
満
期
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
 で
あ
る
。
 

留
学
期
間
中
、
私
に
分
析
的
な
宗
教
哲
学
の
研
究
を
指
導
し
て
 く
れ
た
 ジ
 

，
ン
 ・
ヒ
ッ
ク
教
授
（
ハ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
）
は
 、
 「
こ
の
 人
 4
 
ム
の
開
催
 

ほ
 、
た
し
か
に
現
代
英
国
の
宗
教
哲
学
の
復
興
を
物
語
る
も
の
 で
は
あ
る
 

が
 、
大
会
そ
の
も
の
仁
は
私
は
あ
ま
り
期
待
を
寄
せ
て
い
な
い
 。
え
て
し
 

て
 こ
 う
 い
 う
 大
会
は
、
お
 き
 ま
り
の
祭
り
ご
と
で
終
わ
っ
て
 し
 ま
う
 も
の
 

だ
か
ら
だ
。
」
と
熱
の
な
い
調
子
で
私
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
 を
 思
い
出
 

す
 。
は
た
し
て
大
会
が
成
功
 裡
に
 終
わ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
 私
 は
 知
ら
な
 

い
 。
た
だ
私
は
、
こ
の
大
会
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
小
冊
子
を
 も
と
に
し
 

て
 、
現
代
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
課
題
を
あ
れ
こ
れ
思
い
め
ぐ
 ら
す
ば
か
 

り
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
げ
で
、
私
は
こ
こ
で
は
大
会
の
た
め
 に
 定
め
ら
 

れ
た
五
つ
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
、
私
見
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
 そ
の
内
容
 

を
 批
判
的
に
吟
味
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
 

な
る
と
い
う
こ
と
に
、
注
意
が
く
ば
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 か
 つ
 十
し
古
本
数
 

に
 対
す
る
問
い
は
、
「
宗
教
的
な
主
張
表
明
は
真
理
で
あ
る
か
 」
で
あ
っ
 

た
も
の
が
、
今
日
で
は
「
宗
教
的
な
主
張
表
明
は
有
意
味
で
あ
 る
か
」
に
 

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
神
の
存
在
証
明
な
り
、
神
の
 属
性
の
論
 

証
 な
り
に
お
い
て
、
か
つ
て
は
そ
の
証
明
の
真
理
性
、
そ
の
論
 証
の
真
理
 

性
 が
主
張
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
今
日
で
は
「
 神
 在
り
」
と
か
 

「
 
w
 
几
 
神
 
Ⅱ
 
U
 
い
 
い
 

愛
 な
り
」
と
い
う
言
明
に
よ
っ
て
何
が
意
味
さ
れ
て
い
る
か
、
 そ
れ
は
ど
 

の
よ
う
な
意
味
基
準
に
も
と
づ
い
て
有
意
味
 ノ
 無
意
味
と
い
わ
 れ
る
も
の
 

に
な
る
か
、
と
い
う
問
い
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 そ
 @
 
し
咬
ヒ
 

吉
本
 

教
 言
語
の
意
味
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
神
学
的
な
主
張
表
明
の
 検
証
可
能
 

性
 な
り
、
反
証
可
能
性
な
り
に
つ
い
て
の
問
い
に
か
か
わ
る
こ
 と
に
な
る
。
 

宗
教
的
信
念
の
合
理
性
の
問
題
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
 問
題
も
や
 

は
り
神
学
的
な
主
張
表
明
の
検
証
可
能
性
な
り
反
証
可
能
性
な
 り
に
依
存
 

し
た
も
の
に
な
る
。
そ
こ
で
一
般
に
、
問
題
は
次
の
よ
う
な
こ
 と
に
な
る
。
 

宗
教
言
語
の
使
用
は
、
使
用
さ
れ
る
語
の
意
味
か
ら
み
て
、
 あ
 る
 特
定
の
 

実
存
的
主
張
表
明
に
信
仰
者
が
 コ
、
、
、
ッ
ト
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 行
わ
れ
る
 

と
 解
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
主
張
表
明
は
さ
き
に
神
学
に
お
 い
て
定
式
 

化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
神
学
が
検
証
可
能
で
な
 げ
れ
ば
、
 

あ
る
い
は
反
証
可
能
で
ほ
げ
れ
ば
、
信
仰
の
大
前
提
に
な
っ
て
 い
る
実
存
 

的
な
主
張
表
明
は
そ
の
正
当
性
を
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
 。
も
し
そ
 

ぅ
 で
あ
れ
 ば
 、
信
仰
者
の
使
用
す
る
言
語
は
明
確
な
意
味
を
欠
 く
こ
と
に
 

な
り
、
そ
の
結
果
、
信
念
の
ほ
う
も
ま
た
そ
の
合
理
性
を
失
 う
 こ
と
に
な
 

る
 。
 

シ
ソ
ポ
ジ
ア
ン
ト
の
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
イ
ン
チ
（
 ヰ
ソ
ド
ソ
 大
学
 ）
は
 こ
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な
さ
な
い
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
 も
か
か
わ
 

ら
ず
神
の
存
在
が
「
必
然
的
」
だ
と
い
わ
れ
る
な
ら
 ぱ
 、
こ
の
 
場
 ム
ロ
の
 

「
必
然
的
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
「
 神
 在
り
」
 

が
 論
理
的
に
必
然
的
な
命
題
だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
は
 ず
で
あ
る
。
 

な
ぜ
な
ら
必
然
的
な
命
題
と
は
ト
ー
ト
ロ
ジ
一
の
こ
と
で
あ
り
 、
そ
れ
は
 

内
容
空
虚
な
舌
口
明
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
一
体
、
「
 
神
 在
り
」
 

の
 重
要
問
題
を
認
知
し
て
、
宗
教
的
信
念
と
そ
の
実
践
に
対
し
 

て
 神
学
が
 

積
極
的
な
補
強
の
役
目
を
に
な
 

う
 べ
 き
 こ
と
を
強
調
す
る
。
 

そ
 し
て
特
に
 

、
 

神
学
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
信
仰
者
が
そ
れ
 

に
コ
 

ト
 し
て
い
る
実
存
的
な
主
張
表
明
は
「
 

神
 在
り
」
と
い
う
言
明
 

で
あ
る
こ
 

と
を
指
摘
し
、
さ
て
そ
れ
で
は
こ
の
言
明
は
ど
の
よ
う
な
意
味
 

を
も
つ
 
@
-
 

ロ
 

 
 

 
 

の
 命
題
に
対
し
て
使
わ
れ
る
語
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
必
然
者
 

と
 し
て
使
用
 

す
る
こ
と
は
、
「
必
然
」
と
い
う
語
の
誤
用
に
な
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
と
く
 

に
 「
必
然
と
は
論
理
的
必
然
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
」
と
い
う
ヴ
ィ
 

ト
ゲ
ン
 
シ
 

ユ
 タ
イ
ン
の
考
え
（
コ
論
考
 

L
 六
・
三
 
セ
 ）
に
立
つ
者
に
は
、
「
 

必
然
的
」
 

と
い
わ
れ
る
論
理
学
の
命
題
は
ト
一
ト
ロ
ジ
ー
の
こ
と
で
あ
り
 

、
 @
1
@
 

ロ
ジ
ー
は
何
事
を
語
っ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
 

存
在
す
 

 
 

る
も
の
に
つ
い
て
こ
れ
を
「
必
然
的
」
と
語
る
こ
と
は
ま
っ
た
 

く
 意
味
を
 

 
 

 
 

も
う
ひ
と
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ア
ン
ト
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
 ソ
 （
 
放
 

）
 

フ
ラ
ウ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
有
神
論
 

く
 、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
 、
 何
ら
か
の
宗
教
的
意
味
が
あ
る
は
 

文
法
の
問
題
、
つ
ま
り
言
語
使
用
の
適
用
の
問
題
に
終
わ
る
も
 

黙
約
」
の
意
味
が
事
実
の
問
題
と
し
て
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
 

送
 大
学
）
は
 、
 神
の
存
在
は
事
実
の
問
題
だ
と
断
定
し
、
は
じ
 

て
い
る
と
、
鋭
く
批
判
し
て
い
る
。
た
し
か
に
神
の
存
在
は
 、
 

の
 問
題
と
し
て
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
点
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
 

ン
チ
 が
、
「
神
の
存
在
は
あ
る
意
味
で
必
然
的
だ
」
と
い
っ
た
 ず

で
あ
る
。
 

と
も
文
法
 

た
だ
単
に
 

そ
の
「
 必
 

の
場
ム
ロ
で
 

の
で
は
な
 

め
に
ゥ
 4
%
 

に
 終
わ
っ
 

あ
れ
ば
、
神
の
存
在
は
事
実
の
問
題
で
あ
り
、
「
 神
 在
り
」
は
 事
実
的
 必
 

然
 だ
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
 う
 。
こ
の
「
事
実
的
必
然
」
 と
い
う
の
 

は
、
 H
 
つ
 め
ロ
ヨ
 
B
 お
が
人
格
的
主
体
と
し
て
の
 汝
 と
し
て
事
実
 的
に
存
在
 

す
る
、
「
 汝
 」
と
し
て
事
実
的
に
こ
の
「
 我
 」
と
 出
 ム
ロ
 
ぅ
、
と
 い
う
こ
と
 

を
 、
こ
の
特
定
の
宗
教
的
立
場
か
ら
主
張
し
ょ
う
と
す
る
と
き
 に
 出
て
く
 

る
 用
語
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
「
事
実
的
」
と
か
、
「
 出
ム
ロ
ぅ
 
」
 と
い
う
こ
 

と
が
い
わ
れ
る
 場
 ム
ロ
に
は
、
我
々
の
経
験
論
者
は
き
ま
っ
て
 
検
 証
 の
問
題
 

を
 突
き
つ
け
て
く
る
だ
ろ
う
。
宗
教
言
語
と
意
味
の
問
題
に
関
 し
て
は
、
 

こ
の
「
検
証
の
問
題
」
に
お
け
る
議
論
が
も
っ
と
も
紛
糾
し
た
 も
の
に
な
 

る
 。
そ
し
て
こ
の
議
論
の
進
む
中
で
、
宗
教
 @
=
 

ロ
ま
胆
の
有
意
味
 

ノ
 無
意
味
の
 

分
水
嶺
が
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
こ
の
 点
 に
関
す
 

る
 さ
ら
に
す
す
ん
だ
議
論
に
つ
い
て
は
、
私
の
論
文
「
現
代
 英
 国
の
宗
教
 

哲
学
」
八
八
理
想
 ヒ
 十
二
月
号
、
昭
和
五
十
一
年
、
理
想
 社
 V
 を
 参
照
さ
 



2
 
 宗
教
的
信
念
の
合
理
性
の
問
頭
 

宗
教
的
信
念
は
合
理
的
か
 、
 神
を
信
じ
る
と
い
う
信
念
は
ど
こ
 ま
で
 合
 

理
 的
な
も
の
で
あ
り
 ぅ
 る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
 

伝
 統
 的
に
一
 

つ
め
 解
決
の
方
向
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
の
存
在
 が
 証
明
さ
 

れ
れ
ば
そ
の
信
念
は
ム
ロ
 理
 的
と
い
え
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
 的
 信
念
の
 

ム
ロ
理
性
は
保
証
さ
れ
た
、
そ
の
合
理
性
の
根
拠
が
明
ら
か
に
さ
 

れ
た
、
 と
 

い
 う
 考
え
で
あ
る
。
そ
こ
で
信
念
の
ム
ロ
理
性
の
問
題
は
 

、
 神
の
 存
在
証
明
 

と
 結
び
つ
く
。
け
れ
ど
も
神
の
存
在
証
明
は
、
そ
の
ど
れ
を
と
 っ
て
み
て
 

も
 十
分
で
な
い
。
そ
こ
で
次
に
は
、
証
明
な
し
で
合
理
的
な
神
 信
仰
は
可
 

能
か
 、
と
い
っ
た
議
論
に
発
展
し
て
い
く
。
ど
こ
ま
で
も
 執
劫
 に
 
「
ム
ロ
 
理
 

性
 」
を
追
い
求
め
る
現
代
の
思
惟
の
中
で
、
こ
の
「
信
念
の
 ム
ロ
 
理
性
 -
 と
 

い
う
課
題
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
突
き
上
げ
て
み
よ
う
と
し
た
 の
が
、
 ノ
 

１
％
 ソ
 ・
マ
ー
コ
ム
（
 
コ
 １
千
 ル
 大
学
）
で
あ
る
。
 

彼
は
端
的
に
、
「
宗
教
的
信
念
に
は
根
拠
は
な
い
。
」
と
い
う
 。
根
拠
 

を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
信
念
の
正
当
化
が
え
ら
れ
る
と
す
る
 者
 え
ょ
、
 

@
 

「
的
は
ず
れ
」
で
あ
り
、
「
誤
解
も
は
な
は
だ
し
い
」
と
い
う
。
 

 
 

ゲ
ソ
 シ
ュ
タ
イ
ン
派
の
哲
学
者
と
し
て
、
彼
は
こ
の
論
旨
を
 ヴ
 ィ
ト
ゲ
ソ
 

シ
ュ
タ
イ
ソ
の
洞
察
（
主
と
し
て
「
確
実
性
の
問
題
 ヒ
ニ
 小
さ
 れ
て
い
る
）
 

望
 
に
も
と
づ
い
て
論
じ
て
い
る
。
 

 
 

そ
も
そ
も
疑
い
と
い
う
も
の
は
信
じ
た
あ
と
か
ら
出
て
く
る
も
 の
で
あ
 

展
る
 。
そ
し
て
そ
の
疑
い
は
一
定
の
枠
組
み
の
中
で
問
わ
れ
 、
 答
え
ら
れ
て
 

い
く
。
そ
の
枠
組
み
を
与
え
る
も
の
が
「
体
系
」
と
い
う
も
の
 で
、
あ
る
 

れ
た
い
）
。
 

仮
説
を
め
ぐ
る
検
証
 ノ
 反
証
は
こ
の
体
系
の
中
で
は
じ
め
て
 成
 止
 す
る
。
 

そ
れ
で
は
体
系
と
は
 怒
意
 的
で
疑
わ
し
い
も
の
か
と
い
う
と
、
 

そ
う
で
 

は
な
い
。
体
系
と
は
我
々
が
論
証
と
 よ
 
ぶ
も
の
の
本
性
に
属
す
 る
も
の
で
 

あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
論
証
の
出
発
点
で
あ
る
よ
り
も
、
論
証
の
 生
き
る
 場
 

な
の
で
あ
る
」
 

三
 確
実
性
の
問
題
 ヒ
一
 
0
 
五
）
。
し
た
が
っ
て
 
体
系
の
枠
 

組
み
を
な
す
命
題
は
吟
味
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
で
は
、
 我
々
の
 探
 

究
や
証
明
は
あ
る
一
定
の
境
界
内
で
行
わ
れ
る
と
し
た
ら
・
 そ
 れ
は
我
々
 

の
 立
場
の
弱
点
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
 た
と
え
ば
 

数
の
計
算
を
し
て
、
そ
れ
が
完
全
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
と
し
よ
 ぅ
 。
で
は
 

そ
 う
 考
え
る
根
拠
は
何
な
の
か
。
あ
れ
こ
れ
と
正
当
化
の
試
み
 が
な
さ
れ
 

る
 だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
ど
こ
か
で
打
ち
切
ら
れ
ね
ば
な
 う
な
い
。
 

 
 

そ
し
て
あ
と
に
残
る
の
は
「
計
算
は
こ
う
や
っ
て
行
わ
れ
る
と
 い
 う
 命
題
 

な
の
で
あ
る
」
（
 同
 二
一
二
）
。
だ
か
ら
こ
の
場
合
、
も
し
一
定
 

の
 境
界
、
 

一
定
の
枠
内
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
な
い
も
の
が
い
た
ら
、
 

そ
 0
 者
は
 

こ
の
場
合
の
 
@
 語
ゲ
ー
ム
を
学
ば
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
 
な
る
。
 

 
 

「
計
算
は
ど
れ
も
不
確
実
で
信
用
で
き
な
い
と
い
う
人
が
い
れ
ば
 、
そ
の
 

人
の
頭
は
お
か
し
い
、
と
我
々
は
い
 う
 だ
ろ
う
。
だ
が
、
 
彼
は
 間
違
っ
て
 

い
る
と
本
当
に
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
違
っ
た
対
応
の
仕
方
を
示
 し
て
い
る
 

だ
け
で
は
な
い
の
か
。
計
算
を
我
々
は
信
用
す
る
。
け
れ
ど
も
 彼
は
信
用
 

し
な
い
。
我
々
 
は
 確
信
す
る
。
け
れ
ど
も
彼
は
確
信
し
な
い
。
 た
だ
そ
れ
 

 
 

だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
」
（
 
同
 二
一
 
セ
 ）
。
 

 
 

 
 
 
 

子
供
が
大
人
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ん
で
い
く
よ
 う
 に
 、
 我
々
も
 

ま
た
そ
こ
に
お
い
て
疑
問
を
抱
き
、
探
究
を
 っ
 づ
 け
 、
結
論
を
 
見
つ
け
 出
 
㏄
 

し
て
い
く
よ
う
な
 種
ス
 
の
体
系
を
学
ん
で
い
く
。
我
人
は
こ
れ
 
ら
の
体
系
 
1
 



0
 枠
組
み
を
な
す
命
題
に
組
み
込
ん
で
い
っ
て
、
こ
れ
を
信
用
 し
 、
こ
れ
 

を
 受
け
入
れ
る
。
こ
の
受
け
入
れ
は
論
理
的
な
帰
結
に
 ょ
 る
の
 

で
も
な
け
 

れ
ば
、
理
性
的
な
反
省
に
 ょ
 る
の
で
も
な
い
。
た
だ
信
用
し
て
 こ
れ
を
 受
 

げ
入
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
 う
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 我
々
は
 人
 間
 の
 社
 4
%
 

で
 共
通
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
共
通
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
 き
る
の
で
 

あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
計
算
の
方
法
、
ゲ
ー
ム
の
仕
方
 、
 
語
り
方
 

さ
え
も
我
々
は
学
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ヨ
目
 ま
由
ド
 

ノ
ー
 ム
 

と
は
、
人
が
何
か
を
信
用
す
る
と
き
に
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
 も
の
で
あ
 

る
 」
（
 同
五
 0
 九
）
。
 ，
 
」
こ
に
い
 う
 「
信
用
す
る
」
と
か
、
「
受
け
 
入
れ
る
」
 

と
い
う
こ
と
が
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
宗
教
 的
 信
念
の
 

意
味
に
お
け
る
「
信
念
」
・
「
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
 あ
る
。
 し
 

た
が
っ
て
信
念
と
は
、
何
か
暫
定
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
反
証
 す
る
事
実
 

が
み
つ
か
れ
ば
た
だ
ち
に
放
棄
し
て
し
ま
う
よ
う
な
仮
説
を
意
 抹
 す
る
の
 

で
は
な
い
。
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
理
解
す
る
「
信
念
」
、
 宗
教
的
 

信
念
の
意
味
に
お
け
る
「
信
念
」
と
は
、
証
明
や
根
拠
に
も
と
 つ
い
て
 立
 

ち
 も
す
れ
ば
倒
れ
も
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
の
 で
あ
る
。
 

そ
れ
は
も
と
も
と
「
根
拠
を
も
た
な
い
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
 だ
か
ら
も
 

と
も
と
根
拠
を
も
た
な
い
も
の
に
、
根
拠
を
も
た
せ
よ
 う
と
す
 る
こ
と
は
 

「
的
は
ず
れ
」
で
あ
り
、
「
誤
解
」
な
の
で
あ
る
。
宗
教
の
 @ 甑
 幅
 ゲ
ー
ム
 

で
あ
れ
、
科
学
の
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
れ
、
こ
れ
に
何
ら
か
の
 正
 当
 化
の
理
 

論
を
与
え
て
合
理
化
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
は
普
通
の
感
情
で
 は
あ
っ
て
 

も
 、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
。
 
ば
 、
そ
れ
は
「
根
拠
を
 も
っ
て
 い
 

な
い
の
で
あ
る
。
・
・
…
・
そ
れ
は
そ
こ
に
あ
る
我
々
の
生
活
と
 同
様
に
」
 

（
同
五
五
九
）
。
つ
ま
り
正
当
化
と
か
根
拠
 
付
 げ
と
い
う
も
の
は
 、
特
定
の
 

言
語
 ゲ
 一
ム
 
の
 内
部
で
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
 、
一
 三
口
 
旺
巾
 Ⅰ
 
ノ
｜
 

 
 

ム
 そ
の
も
の
に
対
し
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
  
 

こ
の
よ
う
な
結
論
に
対
し
て
は
、
す
ぐ
さ
ま
強
い
反
論
が
あ
げ
 ら
れ
よ
 

ぅ
 。
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
イ
ェ
ス
と
い
う
人
物
は
 実
在
し
 、
 

そ
の
事
実
上
の
言
動
が
証
拠
の
重
み
と
な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
 的
 信
念
の
 

根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
パ
ウ
ロ
は
 、
 
「
も
し
キ
リ
ス
ト
 
の
 花
 復
活
 

が
 偽
証
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
あ
な
た
が
た
の
信
仰
は
 空
し
い
も
 

の
に
な
る
 0
 」
と
、
コ
リ
ン
ト
の
教
会
に
宛
て
て
書
簡
を
書
 き
 
送
る
こ
と
 

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
事
実
に
も
と
づ
く
信
仰
 と
し
て
、
 

確
実
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
 な
 伝
統
に
 

お
い
て
は
、
「
 神
 在
り
」
と
す
る
信
念
の
根
拠
は
、
た
と
え
ば
 ト
マ
ス
 

ア
 
ク
イ
ナ
ス
の
「
五
つ
の
道
」
と
い
う
徹
底
し
た
弁
証
論
の
中
 で
す
で
に
 

確
立
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
マ
ー
コ
ム
に
 ょ
 れ
ば
、
こ
の
 
伝
 統
 そ
の
も
 

の
が
、
「
は
な
は
だ
し
い
誤
解
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
と
い
う
 わ
け
で
あ
 

る
 。
 

信
念
と
は
も
と
も
と
「
根
拠
の
な
い
も
の
」
な
の
か
も
し
れ
な
 い
 。
 神
 

信
仰
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
「
は
な
は
だ
し
い
誤
解
」
な
の
 か
も
し
れ
 

な
い
。
可
能
性
と
し
て
は
マ
ー
コ
ム
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
 で
き
る
。
 

 
 

 
 

け
れ
ど
も
そ
れ
だ
け
で
は
、
逆
に
「
信
念
の
根
拠
は
あ
る
し
、
 ま
た
あ
り
 

 
 

5
6
 
」
と
す
る
弁
証
論
者
の
主
張
と
か
み
ム
ロ
 

っ
た
 議
論
に
は
な
 う
な
い
。
 

そ
こ
で
も
う
ひ
と
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ア
ン
ト
で
あ
る
コ
リ
ン
 

ヤ
ス
 
（
 ラ
 

ソ
ヵ
 
ス
タ
ー
大
学
）
は
、
そ
の
よ
う
な
不
満
を
明
ら
か
に
し
た
 上
 で
、
 
さ
 

て
 
マ
ー
コ
ム
の
「
無
根
拠
と
誤
解
」
と
い
う
考
え
が
、
彼
の
議
 論
の
中
で
 

 
 論

理
的
に
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
。
リ
ヤ
 ス
 は
 繊
密
な
論
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 霊
魂
不
死
の
問
題
 

肉
体
と
霊
魂
の
二
分
法
を
体
系
的
に
発
展
さ
せ
て
、
霊
魂
の
不
 死
 を
最
 

初
に
証
明
し
ょ
う
と
し
た
の
は
プ
ラ
ト
ン
で
あ
る
。
彼
は
㍉
 パ
 イ
ド
ン
 L
 

の
中
で
、
死
を
実
体
と
考
え
、
そ
の
実
体
の
内
容
を
「
霊
魂
が
 肉
体
か
ら
 

離
れ
て
、
霊
魂
だ
げ
に
な
る
こ
と
」
と
考
え
た
。
そ
し
て
人
間
 は
 、
「
 死
 

滅
す
る
身
体
に
付
着
し
た
永
遠
の
霊
魂
で
あ
る
。
」
と
高
ら
か
 に
 調
い
あ
 

げ
た
。
こ
う
し
て
最
初
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
一
つ
の
哲
学
的
な
 教
義
と
し
 

て
 定
式
化
さ
れ
た
心
身
の
区
別
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
合
う
 バ
プ
 -
 
ア
ス
マ
 を
 

受
け
て
中
世
を
経
過
し
、
や
が
て
デ
カ
ル
ト
に
至
る
と
、
こ
の
 
区
別
は
 

「
自
明
の
真
理
」
と
い
う
公
の
身
分
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
 た
 。
 げ
 

れ
ど
も
今
日
で
は
、
心
身
二
分
法
に
 よ
 る
枠
組
み
の
中
で
定
式
 化
さ
れ
た
 

こ
の
「
霊
魂
不
死
」
の
考
え
は
、
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
 い
る
。
 

望
 

シ
ド
ニ
ー
・
シ
ュ
ー
メ
ー
カ
ー
（
 コ
 １
千
 ル
 大
学
）
は
 
デ
カ
ル
ト
に
 

よ
る
心
身
の
区
別
、
つ
ま
り
 心
 
（
 
魂
 ，
精
神
）
と
い
う
実
体
 
と
 、
身
体
 

 
 

 
 

理
分
析
を
試
み
て
、
マ
ー
コ
ム
の
論
理
の
展
開
の
中
に
は
い
く
 つ
か
の
 問
 

題
 点
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
、
は
じ
 め
の
「
 宗
 

教
的
 信
念
の
合
理
性
の
問
題
」
と
い
う
重
要
な
課
題
に
対
し
て
 は
、
 何
ら
 

資
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
マ
ー
コ
ム
が
「
宗
教
的
信
念
は
何
で
 な
い
か
」
 

と
 ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
語
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
リ
ヤ
 ス
 の
ほ
う
は
 逆
に
 、
そ
 

れ
が
「
何
で
あ
る
か
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
語
る
こ
と
は
で
 き
な
 か
っ
た
で
 

あ
ろ
う
か
。
 

絶
え
う
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
霊
魂
不
死
の
信
念
は
な
お
今
日
に
 お
い
て
も
 

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

一
般
に
デ
カ
ル
ト
的
な
二
元
論
者
は
、
身
体
を
含
む
す
べ
て
の
 物
質
は
 

ム
ロ
成
体
で
あ
り
、
合
成
体
は
破
壊
さ
れ
れ
ば
個
々
の
成
分
に
分
 

解
し
て
 
滅
 

び
る
が
、
 
心
 （
 魂
 ）
は
単
一
体
で
あ
っ
て
質
料
が
な
い
か
ら
、
 

分
 解
し
な
い
、
 

そ
れ
ゆ
え
滅
び
な
い
、
 

と
 ア
プ
リ
オ
リ
に
考
え
て
い
る
。
け
れ
 ど
も
そ
の
 

よ
う
な
考
え
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
 ェ
ン
 ピ
リ
カ
ル
 
な
 明
証
 性
が
あ
る
 

の
か
。
二
元
論
の
誤
り
を
批
判
す
る
現
代
の
哲
学
的
議
論
に
 竺
 一
つ
の
も
 

の
が
あ
る
。
一
つ
は
概
念
に
よ
る
批
判
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
 経
験
に
よ
 

る
 批
判
で
あ
る
。
前
者
に
 ょ
 れ
ば
、
二
元
論
を
真
と
す
る
 よ
う
 な
 世
界
は
 

ま
っ
た
く
な
い
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
機
械
の
中
 の
 幽
霊
」
 

を
 追
い
か
け
 ろ
 よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
後
者
に
 ょ
 れ
ば
、
 

何
ら
か
の
可
能
的
世
界
に
お
い
て
二
元
論
は
真
で
あ
る
か
も
し
 れ
な
い
が
、
 

現
実
的
世
界
に
お
い
て
は
そ
れ
は
真
で
な
い
、
と
さ
れ
る
。
 さ
 ら
に
現
代
 

の
 、
い
わ
ゆ
る
「
心
身
問
題
」
に
お
い
て
も
、
デ
カ
ル
ト
的
 三
 冗
論
は
厳
 

し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
の
心
身
問
題
の
扱
 い
 方
は
 、
 

 
 一

見
み
ご
と
で
あ
る
。
人
間
は
物
質
の
世
界
に
属
す
る
部
分
に
 お
い
て
 機
 

概
 で
あ
る
が
、
た
だ
の
機
械
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
。
人
間
 は
心
 （
 魂
 ）
 

の
 支
配
す
る
機
械
な
の
で
あ
る
。
人
間
は
言
語
を
使
用
し
た
り
 、
理
性
的
 

な
行
動
を
行
っ
た
り
、
感
覚
や
感
情
を
働
か
せ
た
り
す
る
が
、
 ，
 
」
れ
ら
は
 

す
べ
て
 む
 （
 魂
 ）
が
脳
の
松
果
腺
と
い
う
器
官
に
お
い
て
、
身
体
 
と
 結
合
し
⑰
 

 
 
 
 

て
い
る
か
ら
起
こ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
 う
 に
説
明
を
つ
け
 
た
 。
け
れ
 

ど
も
こ
の
心
身
問
題
を
中
心
に
、
両
者
の
点
 接
 で
あ
る
脳
を
研
 究
 し
て
い
Ⅱ
 
1
 

る
 今
日
の
進
ん
だ
神
経
生
理
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
間
 題
 は
ま
だ
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と
い
う
わ
げ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
 普
 ぬ
 「
自
我
」
 

と
は
、
大
脳
の
発
育
段
階
に
お
い
て
見
ら
れ
る
大
脳
の
働
き
を
 抽
象
し
て
 

命
名
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
。
大
脳
が
正
常
に
機
能
じ
て
 い
る
と
こ
 

ろ
で
、
そ
の
大
脳
の
あ
る
働
き
の
側
面
を
抽
象
し
て
取
り
出
し
 た
も
の
、
 

そ
れ
が
「
自
我
」
（
と
か
「
自
意
識
」
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
は
 
な
い
の
か
。
 

私
は
、
こ
の
種
の
二
元
論
的
議
論
の
も
つ
誤
り
は
い
つ
で
も
 身
 体
 の
一
部
 

で
あ
る
脳
と
 、
 脳
の
働
き
と
の
混
同
に
あ
る
、
と
み
て
い
る
。
 ど
う
し
て
 

こ
の
よ
う
な
混
同
が
起
き
る
か
と
い
う
と
、
身
体
は
外
な
る
も
 の
で
、
 そ
 

れ
に
対
し
て
内
な
る
永
遠
の
も
の
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
 考
 え
て
、
 二
 

元
論
者
は
身
体
全
体
の
も
つ
特
殊
な
構
造
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
 無
 規
 し
て
し
 

ま
ぅ
 か
ら
で
あ
る
。
大
体
、
身
体
は
外
な
る
も
の
、
霊
魂
（
自
我
 
）
は
内
な
 

る
 不
滅
の
も
の
と
い
う
言
い
方
は
 、
 箱
の
よ
う
な
物
体
に
つ
い
 て
 内
と
外
 

と
い
う
こ
と
が
い
え
て
も
、
身
体
と
い
う
有
機
的
な
メ
カ
ニ
ズ
 ム
 を
も
っ
 

た
物
体
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

不
死
と
い
う
問
題
を
考
え
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
二
人
の
 シ
ン
 ポ
ジ
ア
 

ン
ト
 の
と
っ
た
よ
う
な
二
元
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
 か
 。
た
と
 

 
 

え
ば
 キ
リ
ス
ト
教
的
信
念
と
結
び
つ
い
た
不
死
の
問
題
は
 、
 「
 か
ら
だ
の
 

ょ
 み
が
え
り
」
で
あ
り
、
使
徒
パ
ウ
ロ
は
、
現
世
に
は
肉
の
か
 ら
だ
が
あ
 

 
 

る
の
だ
か
ら
、
霊
の
世
界
に
は
霊
の
か
ら
だ
が
あ
る
と
し
て
、
 霊
魂
不
死
 

の
 考
え
と
は
異
な
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。
「
か
ら
だ
の
ょ
み
 が
え
り
」
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 悪
の
間
頭
 

「
悪
の
間
 題
 」
は
 、
 神
を
信
じ
な
い
た
め
の
根
拠
と
し
て
、
伝
統
 的
に
 

有
神
論
に
対
す
る
一
つ
の
挑
戦
と
し
て
示
さ
れ
て
き
た
。
す
な
 わ
ち
 反
有
 

神
 論
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
神
の
存
在
と
悪
の
存
在
と
は
両
立
 不
可
能
な
 

 
 

の
で
あ
る
。
彼
ら
に
 ょ
 れ
ば
、
悪
の
存
在
か
ら
神
の
非
存
在
が
 証
明
で
き
 

る
と
い
う
。
も
し
神
が
存
在
す
る
な
ら
、
神
は
定
義
に
よ
っ
て
 全
知
で
あ
 

る
か
ら
、
悪
の
生
じ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
 

神
は
 定
義
に
よ
 っ
て
全
能
 

で
あ
る
か
ら
、
悪
の
生
じ
る
こ
と
を
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
 る
 。
 W
W
 

朋
 Ⅱ
 
は
 

定
義
に
よ
っ
て
全
書
で
あ
る
か
ら
、
悪
を
く
い
止
め
、
悪
の
存
 在
を
許
さ
 

な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
神
の
存
在
か
ら
は
、
悪
の
非
 存
在
が
論
 

理
 的
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
事
実
上
、
悪
は
存
 在
す
る
。
 

そ
れ
ゆ
え
全
知
、
全
能
、
全
 書
 で
あ
る
神
は
存
在
し
な
い
、
 

と
 い
 う
 
「
 神
 

望
の
非
存
在
」
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
論
理
的
に
証
明
さ
れ
た
 

こ
と
に
な
る
、
 

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
論
証
に
対
し
て
有
神
論
者
は
、
「
 神
 は
 全
 書
で
 

 
 

が
 、
こ
れ
を
し
 

な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
神
の
知
恵
は
人
知
に
ま
さ
っ
て
 い
 て
、
 人
に
 

と
は
、
終
末
に
お
け
る
神
の
奇
跡
１
１
精
神
身
体
的
な
人
間
の
 再
 創
造
 ｜
 

１
を
待
ち
望
む
と
い
う
「
希
望
の
事
柄
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
 る
が
、
 し
 

か
し
こ
の
特
定
の
宗
教
的
な
価
値
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
は
 全
体
と
し
 

て
 「
 可
死
 的
の
も
の
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
し
 そ
う
で
あ
 

れ
ば
、
二
人
の
シ
ソ
ポ
ジ
ア
ン
ト
の
い
 う
 よ
 う
 に
、
二
元
論
は
 「
 避
 げ
ら
 

れ
な
い
も
の
」
で
は
な
く
、
「
避
 け
 う
る
も
の
」
に
な
る
と
 思
 ぅ
 の
で
あ
 

る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
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る
た
め
な
の
で
あ
る
。
 

た
し
か
に
、
悪
に
対
す
る
人
間
の
対
応
の
仕
方
に
よ
っ
て
 、
悪
 か
ら
主
ロ
 

が
 勝
ち
と
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
と
は
逆
の
場
合
 も
あ
る
。
 

障
害
は
強
い
性
格
を
育
成
し
、
危
険
は
勇
気
と
無
私
を
 ょ
 び
 起
 こ
し
、
 惨
 

禍
は
忍
耐
と
道
徳
的
な
堅
実
さ
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
。
 げ
 れ
ど
も
 逆
 

に
 、
憤
怒
、
恐
怖
、
利
己
主
義
、
性
格
の
破
綻
に
導
く
こ
と
も
 あ
る
。
 
こ
 

れ
ら
の
逆
の
場
合
は
、
い
わ
ば
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
の
知
ら
な
い
 世
界
の
出
 

来
 事
、
ス
ウ
ィ
 
ソ
 バ
ー
ソ
の
生
き
て
い
な
い
世
界
の
出
来
事
と
 い
う
こ
と
 

に
な
る
。
彼
の
世
界
で
は
「
神
の
恵
み
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
 彼
の
知
ら
 

な
い
世
界
で
は
「
不
条
理
」
の
も
の
に
な
る
。
彼
の
世
界
で
は
 「
神
の
秩
 

序
 」
の
も
と
で
説
明
を
与
え
ら
れ
た
も
の
が
、
彼
の
知
ら
な
い
 世
界
で
は
 

そ
の
秩
序
の
欠
除
の
ゆ
え
に
、
説
明
の
つ
か
な
い
も
の
に
な
る
 。
そ
れ
 故
 

広
島
や
長
崎
の
悲
痛
な
叫
び
に
も
似
て
、
も
し
 
一
 
・
何
故
こ
の
よ
 う
 な
苛
酷
 

な
 運
命
（
 悪
 ）
に
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
問
わ
れ
る
 
な
ら
ば
、
 

「
何
故
そ
の
よ
う
な
運
命
（
 悪
 ）
に
会
っ
て
は
な
ら
な
い
の
か
 」
と
 問
 

い
 返
す
ば
か
り
で
あ
る
。
「
不
条
理
」
の
も
と
で
は
、
悪
の
事
 実
 と
人
間
 

0
 対
応
と
の
間
に
は
不
断
の
緊
張
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
 そ
 こ
で
は
神
 

議
論
者
の
い
 う
 よ
う
な
、
神
の
秩
序
に
対
す
る
認
知
も
働
か
な
 け
れ
ば
、
 

神
の
善
意
志
に
対
す
る
信
念
も
見
 ぃ
 出
し
え
な
い
。
け
れ
ど
も
 そ
う
い
う
 

不
条
理
の
世
界
こ
そ
が
、
我
々
の
現
実
世
界
の
本
当
の
偽
ら
ざ
 る
 姿
で
は
 

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
 

者
を
批
判
す
る
。
 
神
 議
論
者
が
「
私
の
素
描
す
る
 神
 議
論
 

デ
ダ
 イ
・
フ
ィ
リ
 
ッ
 フ
ス
（
 ス
ワ
ソ
 セ
 ー
 大
学
）
は
、
こ
の
「
 

人
 が
こ
の
 

我
々
の
 

現
実
世
界
」
を
強
調
し
て
、
楽
天
的
な
進
歩
思
想
に
支
え
ら
れ
 た
神
 議
論
 

5
 
 世
界
理
解
の
可
能
性
の
問
題
 

世
界
と
は
何
か
、
世
界
と
は
我
々
に
理
解
で
き
る
も
の
な
の
か
 。
こ
の
 

種
 の
 問
 い
は
、
従
来
、
哲
学
の
基
本
的
な
問
い
と
し
て
、
さ
ま
 ざ
ま
に
論
 

じ
ら
れ
て
ぎ
た
。
世
界
と
は
事
実
の
集
積
的
な
全
体
で
あ
っ
て
 、
 物
の
寄
 

せ
 集
め
で
は
な
い
。
だ
か
ら
世
界
は
事
実
へ
と
解
体
さ
れ
る
。
 け
れ
ど
も
 

世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
不
可
 解
 で
、
 謎
 

世界を からでで、 こ によっ 特定の シカル の強み とする これに これを 神義 のはま うない いで、 的な オ ある。」 事実と 

  
前 だれの キ こ う 、 て 。 彼知 な方にの 

(560)  114 



 
 

 
 

に
 満
ち
て
い
る
。
「
世
界
が
い
か
に
あ
る
か
で
は
な
く
、
世
界
 が
あ
る
と
 

 
 い

う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
神
秘
で
あ
る
。
」
と
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
 シ
 ユ
 タ
イ
ソ
 

は
 述
懐
し
て
い
る
（
ヨ
論
考
 
仁
 六
・
四
四
）
。
こ
の
神
秘
感
情
が
 

、
 我
々
を
 

最
初
の
課
題
へ
と
駆
り
た
て
る
世
界
と
は
何
か
、
世
界
と
 
は
 我
々
に
 

理
解
可
能
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
可
能
な
も
の
 に
な
る
の
 

ヵ
 シ

ン
ポ
ジ
ア
ン
ト
の
ユ
ー
ゴ
ー
・
メ
イ
 不
ル
 
（
リ
ー
ズ
大
学
 ）
 ま
、
 

@
 

「
世
界
と
は
意
識
す
る
主
体
が
自
己
の
体
験
を
問
 い
 た
だ
す
こ
と
 に
よ
っ
 

て
知
ら
れ
る
も
の
に
な
る
。
」
と
述
べ
て
、
知
性
の
働
き
と
、
 反
省
の
働
 

ぎ
と
を
分
析
す
る
。
知
性
の
働
き
は
、
我
々
の
科
学
者
が
出
来
 事
の
原
因
 

と
 本
質
と
を
問
い
、
一
連
の
可
能
性
の
中
で
そ
の
答
え
を
見
い
 出
し
て
い
 

く
と
こ
ろ
に
認
め
ら
れ
る
。
次
に
「
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
」
 と
 問
う
反
 

省
 の
 働
 ぎ
が
生
じ
、
我
々
の
科
学
者
は
証
拠
に
 よ
 る
確
証
な
り
 反
証
な
り
 

の
手
続
ぎ
を
経
て
 
、
 正
し
い
判
断
を
構
成
し
て
い
く
。
こ
 う
い
 ぅ
 二
つ
の
 

働
 ぎ
を
通
し
て
、
我
々
の
科
学
者
は
世
界
を
確
証
的
に
知
っ
て
 い
く
の
で
 

あ
る
。
け
れ
ど
も
世
界
の
出
来
事
の
す
べ
て
が
我
々
の
経
験
的
 対
象
と
な
 

り
、
 我
々
は
こ
れ
を
経
験
に
 よ
 る
検
証
の
吟
味
に
付
し
て
、
 

確
 実
に
知
っ
 

て
い
く
わ
げ
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
素
朴
実
在
論
と
経
験
論
は
 間
違
っ
て
 

い
る
し
、
ま
た
反
省
の
働
ぎ
か
ら
出
て
く
る
経
験
的
判
断
（
 検
 証
 に
よ
る
 

吟
味
）
を
無
視
し
て
、
概
念
構
成
の
み
に
か
か
わ
る
観
念
論
も
 間
違
っ
て
 

望
 

い
る
。
我
々
の
探
究
は
 、
メ
 イ
ネ
ル
に
よ
れ
ば
、
知
性
と
 反
省
の
働
ぎ
に
 

よ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
「
意
識
す
る
主
体
の
意
図
」
に
よ
 っ
て
も
 行
 

展
 

わ
れ
る
、
と
い
う
。
そ
れ
は
主
体
の
自
覚
か
ら
生
じ
る
 解
 釈
 、
意
識
す
る
 

主
体
の
経
験
の
自
己
解
釈
、
に
 よ
 る
世
界
理
解
と
い
わ
れ
る
も
 の
で
あ
る
。
 

我
々
の
科
学
者
は
、
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
を
客
観
的
な
も
の
 に
す
る
た
 

め
に
、
確
証
的
に
世
界
に
か
か
わ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
か
か
わ
 り
の
中
に
 

は
 、
「
世
界
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
判
断
の
前
提
が
 隠
さ
れ
て
 

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
隠
さ
れ
た
判
断
の
前
提
」
に
あ
た
る
 も
の
に
 対
 

し
て
、
「
意
識
す
る
主
体
」
は
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
 う
 と
す
る
。
 

つ
ま
り
究
極
的
な
も
の
に
、
究
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
 す
る
の
で
 

 
 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
意
識
す
る
主
体
の
意
図
は
、
「
世
界
が
あ
 る
と
い
う
 

 
 こ

と
は
ま
こ
と
に
神
秘
で
あ
る
」
と
い
う
宗
教
感
情
に
駆
ら
れ
 て
 、
こ
れ
 

に
 神
学
的
な
説
明
を
与
え
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
 ち
 世
界
 理
 

解
の
可
能
性
の
究
極
的
な
根
拠
に
、
人
間
の
知
性
に
類
比
的
な
 或
る
何
も
 

の
か
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
理
解
す
る
よ
う
な
神
的
な
 叡
知
が
あ
 

る
 。
ま
た
こ
れ
ら
の
可
能
性
を
事
実
、
実
現
さ
せ
る
も
の
は
、
 神
 的
な
意
 

志
 に
他
な
ら
な
い
、
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
 

世
界
の
存
在
と
そ
の
本
性
か
ら
神
の
存
在
を
論
証
し
ょ
う
と
す
 る
こ
と
 

は
、
 明
ら
か
に
科
学
的
で
な
い
。
け
れ
ど
も
科
学
を
生
じ
さ
せ
 る
 批
判
的
 

な
 態
度
の
中
に
は
、
こ
れ
と
呼
応
す
る
部
分
が
あ
る
。
た
と
え
 。
は
 
、
 
「
 @
W
 

学
は
真
理
に
か
か
わ
る
」
と
い
う
見
解
は
、
事
実
上
、
神
学
的
 な
 含
意
 物
 

を
 前
提
し
て
い
る
。
科
学
的
探
究
は
、
一
連
の
説
明
の
中
で
と
 り
 扱
う
。
 

け
れ
ど
も
こ
の
場
合
、
科
学
的
に
説
明
さ
れ
る
も
の
は
理
解
司
 能
 と
な
っ
 

た
 部
分
の
世
界
の
存
在
で
あ
り
、
残
る
未
知
の
部
分
は
人
間
の
 知
性
に
類
 

比
 的
な
或
る
何
も
の
か
の
存
在
に
よ
っ
て
、
説
明
は
い
つ
で
も
 補
足
さ
れ
⑪
 

 
 

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

メ
 イ
ネ
ル
の
こ
の
考
え
は
、
そ
れ
が
相
対
主
義
を
打
ち
破
っ
て
 い
こ
う
 

騰
 

 
 

と
す
る
意
欲
的
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
結
局
は
「
神
人
同
型
 論
 」
に
 陥
 



っ
た
 ま
ず
い
考
え
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
神
人
同
型
論
的
な
 神
の
概
念
 

は
 、
現
代
の
科
学
や
哲
学
の
考
え
と
は
無
縁
で
あ
り
、
意
味
を
 な
さ
な
い
 

か
ら
で
あ
る
。
「
理
解
」
と
か
「
意
志
」
と
か
の
用
語
で
神
的
 な
も
の
を
 

語
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
神
人
同
型
論
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
 す
る
の
で
 

あ
る
か
ら
、
 
メ
 イ
ネ
ル
の
よ
う
な
有
神
論
者
は
い
つ
で
も
神
人
 同
型
論
的
 

な
 物
の
言
い
方
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
・
 も
 う
ひ
と
 

り
の
 シ
ン
ポ
ジ
ア
ン
ト
の
ハ
リ
 l
 ・
ス
ト
ロ
ー
プ
ス
ロ
ー
（
 バ
｜
 i
 

シ
 ガ
 ム
 

大
学
）
は
、
世
界
に
対
す
る
意
図
的
な
か
か
わ
り
と
い
う
観
点
 か
ら
世
界
 

理
解
の
可
能
性
を
問
題
に
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
神
を
も
ち
 出
 さ
ざ
る
を
 

え
な
く
な
り
、
そ
の
答
え
は
結
局
、
神
に
訴
え
、
神
に
言
及
し
 た
 答
え
に
 

な
る
。
け
れ
ど
も
そ
う
し
た
答
え
が
、
今
日
ど
の
よ
う
な
価
値
 が
あ
る
と
 

い
 う
 の
か
。
現
代
で
は
か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
答
え
は
、
世
界
 と
い
う
 実
 

在
か
ら
意
味
を
は
ぎ
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
、
 と
 疑
問
を
 

提
出
し
て
い
る
。
「
 神
 仮
説
は
論
点
先
取
の
誤
り
か
、
そ
う
で
 な
け
れ
ば
 

私
 
（
の
思
考
）
を
ま
っ
た
く
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
だ
。
」
と
 

、
 彼
は
 

現
代
の
世
俗
の
思
惟
を
代
弁
し
て
い
る
。
「
成
人
し
た
世
界
で
 は
 我
々
は
 

神
 な
し
で
生
き
て
い
く
」
と
い
う
の
が
世
俗
の
思
惟
な
ら
ば
、
 我
々
は
は
 

じ
め
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
何
と
い
い
さ
る
か
。
「
 次
 
の
 
一
一
点
 

（
を
認
知
す
る
こ
と
）
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
ス
ト
ロ
ー
プ
 

ス
ロ
 ｜
 は
い
 

ぅ
 。
「
だ
れ
も
が
実
在
世
界
に
つ
い
て
語
り
、
実
在
世
界
と
か
 か
よ
り
月
 

ソ
ム
 
口
 

っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
実
在
世
界
に
は
 意
 義
 深
い
存
 

在
物
 が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
我
々
は
自
分
が
 か
か
わ
っ
 

て
 生
き
て
い
る
世
界
と
の
関
連
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
ば
に
 意
 味
を
与
え
、
 

ま
た
他
人
の
与
え
る
意
味
を
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
 ょ
っ
 

て
主
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お
わ
り
に
 

現
代
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
課
題
を
 、
 五
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 に
あ
て
 

ら
れ
た
問
題
を
中
心
に
し
て
、
私
見
を
交
え
な
が
ら
、
概
観
し
 て
き
た
の
 

で
あ
る
が
、
現
代
に
お
け
る
「
宗
教
再
考
」
を
目
的
に
し
た
そ
 れ
ぞ
れ
の
 

議
論
は
、
そ
れ
な
り
に
目
的
を
達
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 け
れ
ど
も
 

そ
こ
で
再
考
さ
れ
た
宗
教
は
、
も
っ
ぱ
ら
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
 教
的
 宗
教
 

で
あ
っ
て
 
、
 広
い
意
味
で
の
宗
教
の
再
考
な
り
、
宗
教
の
哲
学
 的
 探
究
な
 

り
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
全
議
論
を
ト
ー
タ
ル
 な
 立
場
か
 

ら
み
て
、
一
つ
の
大
き
な
欠
陥
で
あ
る
と
、
私
は
思
 う
 の
で
あ
 る
 。
 ユ
 ダ
 

ヤ
 ・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
歴
史
と
文
化
を
も
 つ
と
は
い
 

え
 、
今
日
の
一
つ
の
世
界
、
明
日
の
一
つ
の
世
界
に
お
い
て
、
 ユ
ダ
ヤ
・
 

キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
だ
け
が
世
界
の
唯
一
の
宗
教
で
あ
る
と
 豪
 話
 す
る
 ょ
 

う
 な
者
は
、
今
日
の
英
国
で
あ
る
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
 知
 的
 風
土
に
 

育
っ
者
の
中
に
は
、
い
な
い
は
ず
だ
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
し
た
 が
っ
て
 現
 

代
 に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
課
題
と
し
て
、
「
宗
教
間
の
対
話
の
 問
題
」
は
 、
 

こ
の
種
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
今
一
つ
 の
 重
要
な
 

課
題
だ
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
こ
の
「
対
話
の
問
題
」
が
と
り
あ
 げ
ら
れ
て
 

い
な
い
の
で
、
こ
の
「
古
木
 教
 再
考
」
の
場
が
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
 ト
教
的
宗
 

数
 に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
 、
 広
く
宗
教
研
究
に
結
び
つ
く
こ
 と
が
で
き
 

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

対
話
と
い
う
の
は
、
け
っ
し
て
異
な
る
宗
教
が
「
溶
け
て
一
つ
 
に
 た
 

嘱
 し
た
り
、
修
正
し
た
り
、
さ
し
控
え
た
り
し
て
理
解
す
 
る
よ
う
に
 

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
世
界
理
解
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
」
と
。
 



展 墓 

る
こ
と
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
異
な
る
宗
教
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
 道
 」
が
 確
 

誌
 さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
「
 道
 」
に
お
い
て
探
究
さ
 れ
て
い
る
 

神
 的
実
在
の
同
一
な
り
差
異
な
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
確
認
さ
れ
 て
い
く
こ
 

と
で
も
あ
る
。
ま
た
そ
 う
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
の
一
つ
 0
 世
界
、
 

明
日
の
一
つ
の
世
界
に
お
い
て
、
我
人
の
宗
教
的
な
思
考
が
さ
 ら
に
開
か
 

れ
た
、
 グ
 p
 一
 バ
ル
な
も
の
に
な
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
私
は
 そ
う
い
う
 

方
向
に
、
現
代
に
お
け
る
（
英
国
の
）
宗
教
哲
学
の
課
題
が
残
 さ
れ
て
い
 

る
と
思
 う
し
 、
ま
た
我
々
の
（
日
本
に
お
け
る
）
宗
教
哲
学
の
 研
究
も
 、
 

そ
の
方
向
に
む
け
て
、
ま
す
ま
す
大
き
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
 い
る
と
 思
 

ぅ
 の
で
あ
る
。
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教い居 、 る と き荷文者著 き回 れ車 祖 

学た想 の っ史 とがた とでがのを・はて。 著渉荘者 さる 仏た厳 教の思道書 、 本 
鎌 

全た 的も ぎ " 序 顕道 " "  思で想 観の 
件目 研 にな 教文慮教つ前 想 あ 史の著 

口占 ホ 

、 い 理のし・ ね著 史 るの 教者 
密教学 茂雄 著 

の 

居 、 

想史 

的 
研 
究   。 @   

書
評
と
紹
介
 

あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
、
 

と
 言
 う
 。
そ
の
点
で
は
、
 
著
 者

が
前
著
 
8
 

は
 来
、
諸
学
会
誌
や
論
文
集
、
等
に
お
い
て
非
常
に
精
力
的
に
 問
い
つ
づ
 

n
 

げ
て
き
た
中
国
仏
教
研
究
に
お
け
る
方
法
論
・
意
図
的
姿
勢
は
 、
本
書
に
 

 
 

い
た
る
ま
で
、
著
者
独
自
の
明
断
・
慎
重
な
論
旨
の
運
び
と
と
 も
に
、
 
み
鰍
 

ご
と
に
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

実
は
、
鎌
田
博
士
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
筆
者
が
学
部
生
と
し
 て
 東
京
 

大
学
の
印
度
哲
学
科
へ
進
学
し
た
と
 き
 、
た
ま
た
ま
博
士
課
程
 に
在
籍
 さ
 

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
筆
者
は
、
今
に
い
た
る
ま
 で
、
折
に
 

ふ
れ
て
研
究
方
法
や
論
文
作
製
に
関
す
る
貴
重
な
 御
 教
示
 と
叱
 正
を
仰
い
 

で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
都
度
、
本
書
の
著
者
は
、
最
近
の
印
 疫
学
仏
教
 

単
 な
る
も
の
を
も
含
め
て
、
従
来
の
仏
教
研
究
に
た
い
す
る
 物
 足
り
な
さ
 

を
、
 右
の
ご
と
ぎ
方
法
論
と
い
う
か
試
み
を
通
じ
て
克
服
し
 記
 述
 し
な
お
 

す
こ
と
に
、
自
己
の
学
問
の
目
標
を
定
め
て
こ
ら
れ
た
よ
 う
 に
 、
筆
者
は
 

ぅ
げ
 と
め
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
が
学
生
時
代
か
ら
恩
師
と
し
 て
 忠
実
に
 

師
事
さ
れ
た
結
城
令
聞
博
士
の
薫
陶
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
 人
 文
 諸
科
学
 

の
 自
由
な
 綜
 ム
ロ
的
論
及
の
場
と
し
て
の
東
洋
文
化
研
究
所
に
 

、
 研
究
の
場
 

を
 得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
強
い
刺
戟
 剤
 に
な
っ
た
よ
 
う
 で
 あ
る
。
 と
 

も
か
く
、
前
著
に
お
け
る
第
四
 祖
 澄
観
を
中
心
と
し
た
中
国
華
 厳
教
学
に
 

た
い
す
る
論
述
の
中
で
目
指
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
 引
 き
っ
づ
い
 

て
 、
第
五
祖
宗
密
の
教
学
を
中
心
と
し
た
論
述
に
ま
で
展
開
 せ
 し
め
得
た
 

著
者
の
強
靱
、
旺
盛
な
学
究
的
態
度
に
は
、
あ
ら
た
め
て
畏
敬
 の
 念
を
表
 

さ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

本
書
は
、
第
一
章
「
序
論
 ｜
 問題
の
所
在
」
、
第
二
章
「
 
宗
 密
 の
 伝
 

記
と
 著
書
」
、
第
三
章
「
宗
密
に
お
け
る
儒
仏
道
三
教
」
、
第
四
 

章
 「
教
禅
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ら （心教 見ててたは教と 唐た 揮 し も し 的 宗想一 
重明と学第 5 、 いこ じ にみにい 策 さてのなま持網 形致   

のお教彰 

  
げ
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま
た
、
そ
の
 よ
う
な
 方
 

途
を
採
り
得
た
の
は
、
同
著
者
の
前
 著
 「
中
国
仏
教
思
想
史
研
 
ゆ
ル
 
」
（
 @
 

秋
社
、
昭
和
四
三
年
）
の
と
く
に
第
一
部
の
成
果
に
基
づ
い
て
 い
る
か
ら
 

で
あ
る
。
た
だ
し
、
個
別
的
研
究
成
果
を
 、
 つ
ね
に
思
想
史
的
 背
景
の
上
 

に
 位
置
づ
け
て
ゆ
こ
う
と
す
る
研
究
姿
勢
は
 、
 
コ
原
人
論
 

宮
 身
に
た
い
 

す
る
と
り
扱
い
を
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
に
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
 る
 。
 

紙
幅
の
面
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
「
原
人
論
」
の
組
織
と
内
容
 を
 紹
介
 

す
る
こ
と
が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
結
語
の
中
で
、
「
原
人
論
 ㎏
の
も
つ
 

思
想
史
的
意
義
を
 、
 ㈹
、
中
国
思
想
史
の
 う
 え
に
仏
教
の
心
 識
 論
を
導
入
 

し
 、
中
国
思
想
に
主
体
的
な
心
性
を
考
究
さ
せ
る
役
割
を
果
し
 た
こ
と
、
 

㈲
、
仏
教
的
立
場
の
優
越
性
を
主
張
し
な
 力
，
 
。
 
0
 も
 

 
 

、
儒
道
二
教
に
そ
れ
 

ぞ
れ
の
役
割
と
位
置
づ
げ
を
与
え
た
こ
と
、
で
あ
る
と
見
て
い
 る
 。
さ
ら
 

に
 、
教
理
的
に
は
、
一
乗
 顕
性
 教
と
儒
道
二
教
、
さ
ら
に
仏
教
 内
の
人
天
 

教
 
・
小
乗
数
・
法
相
 
教
 
・
敬
相
 教
 と
の
本
末
会
通
が
、
自
大
乗
 起
信
論
 口
 

の
教
説
 に
よ
っ
て
根
拠
 づ
 げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 

，
 」
の
よ
う
 

に
 儒
道
二
教
を
は
じ
め
仏
教
内
 各
 宗
の
立
場
を
批
判
し
な
が
ら
 、
な
お
か
 

つ
全
 収
合
棟
の
立
場
か
ら
各
々
に
そ
の
場
を
得
し
め
よ
 5
 と
 す
 る
綜
 ム
ロ
の
 

立
場
を
、
思
想
史
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
 、
わ
が
 国
 

の
 弘
法
大
師
空
海
に
お
け
る
十
住
心
の
判
 釈
 
（
 ョ
 十
住
心
論
 ヒ
の
 
成
立
は
 

八
三
 0
 年
 ）
の
思
想
史
的
意
義
に
た
い
し
て
も
、
明
確
な
展
望
 を
 与
え
る
 

 
  
 

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

第
四
章
「
教
禅
一
致
 説
 」
は
、
一
方
に
お
い
て
禅
の
荷
 沢
宗
に
 
属
し
な
（
 

が
ら
、
同
時
に
澄
観
を
継
承
す
る
華
厳
の
第
五
 祖
 と
さ
れ
る
 
宗
 密

の
教
禅
㎎
 

一
致
 説
を
、
 
㍉
 禅
 源
語
 詮
 集
ヒ
 八
 別
名
、
禅
那
理
行
 諸
詮
集
 、
失
 V
 
に
た
 



い
す
る
㍉
都
庁
 ヒ
を
 通
じ
て
同
 5
 
。
そ
こ
で
は
、
た
ん
に
 教
宗
 と
 禅
門
の
 

一
致
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
北
宗
・
牛
頭
 宗 
・
深
川
 ゐ
 示
 ，
両
派
 

宗
と
い
う
禅
の
各
 宗
 に
た
い
す
る
禅
宗
判
断
を
行
 う
 こ
と
に
よ
 
っ
て
 、
禅
 

宗
 各
派
の
価
値
体
系
を
確
立
し
ょ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
司
郎
 序
ヒ
の
思
 

想
 史
的
意
義
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
㈹
、
法
相
宗
、
㈲
、
三
論
 宗
、
 ㈹
 華
 

厳
 宗
と
い
う
学
問
的
色
彩
の
濃
い
三
案
 が
 、
歴
史
的
必
然
の
過
 程
 と
し
て
 

実
践
仏
教
に
移
行
し
た
形
態
が
 、
 ㈹
、
北
宗
 禅
 、
㈲
、
牛
頭
神
 、
 ㈹
 、
洪
 

川
蝉
・
両
沢
 禅
 で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
 、
本
章
に
 

お
 げ
る
資
料
的
操
作
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
密
 
ぶ
か
 Ⅰ
起
債
 

論
白
の
一
心
・
如
来
蔵
を
、
華
厳
円
教
の
位
に
引
き
寄
せ
て
 理
 解
し
よ
う
 

と
し
た
趣
意
を
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

口
部
 序
口
の
 
テ
キ
ス
ト
に
た
い
す
る
著
者
の
配
慮
は
、
現
存
の
縮
 蔵
な
 

ら
び
に
大
正
蔵
の
底
本
と
な
っ
た
閉
蔵
本
（
宇
井
博
士
校
訂
の
 岩
波
文
庫
 

本
 は
こ
れ
を
底
本
と
し
て
い
る
）
と
、
朝
鮮
板
木
の
万
暦
四
年
 本
 と
を
 対
 

比
せ
し
め
た
結
果
、
後
者
の
ほ
う
が
む
し
ろ
原
形
を
伝
え
て
い
 る
の
で
は
 

な
か
ろ
う
か
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
妥
当
な
解
釈
で
あ
ろ
 @
O
 

第
五
章
「
宗
密
の
禅
宗
史
観
１
１
特
に
禅
門
師
資
承
襲
国
に
つ
  
 

｜
 」
は
ま
ず
、
宗
密
の
言
 う
 南
宗
と
は
慧
能
南
宗
の
意
味
で
あ
 る
こ
と
、
 

さ
ら
に
、
宗
密
が
達
磨
か
ら
六
祖
慧
能
に
い
た
る
禅
宗
祖
師
た
 ち
な
い
か
 

に
見
て
い
た
か
を
「
円
覚
経
大
所
 紗
 b
 な
ど
の
資
料
に
よ
っ
て
 一
 
ホ
 し
た
あ
 

と
、
 主
と
し
て
Ⅰ
禅
門
師
資
承
襲
国
 ヒ
 に
し
た
が
っ
て
 、
北
 宗
 ・
牛
頭
，
 

宗
 
・
浜
川
 宗
 ・
両
沢
家
の
 禅
 四
案
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
の
 歴
史
と
思
 

想
を
論
ず
る
。
そ
の
場
ム
ロ
、
前
章
の
「
都
庁
 

目
 に
お
い
て
は
 
真
 顕
 心
性
 宗
 

に
 含
め
て
同
様
に
と
り
扱
わ
れ
て
い
た
深
川
 宗
 に
た
い
し
て
、
 
両
沢
山
ホ
 の
 

優
位
を
主
張
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
言
い
、
著
者
は
、
宗
密
 が
 当
時
の
 

 
 

新
興
禅
宗
で
あ
る
浜
川
奈
に
た
い
し
て
鮮
明
な
敵
対
意
識
を
も
 っ
て
い
た
 

蛇
 

こ
と
を
読
み
と
っ
て
い
る
。
 

 
 
 
 

第
六
章
「
中
国
 禅
 思
想
形
成
の
教
学
的
背
景
」
は
、
ま
ず
達
磨
 か
ら
 五
 

㈹
 

祖
 私
恩
に
い
た
る
初
期
 禅
 思
想
史
に
お
け
る
起
信
論
的
思
考
の
 有
無
を
指
 

摘
し
 、
つ
い
で
、
北
宗
 禅
糸
 ，
慧
能
弾
糸
・
牛
頭
神
 
糸
 
・
 馬
祖
 系
の
諸
宗
 

と
 起
信
論
思
想
と
の
交
渉
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
で
 に
修
 大
な
 

研
究
文
献
を
伝
え
る
起
信
論
註
釈
書
 辞
 に
た
い
す
る
従
来
の
成
 果
 に
加
上
 

さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
論
稿
で
あ
る
。
但
し
、
本
書
の
ご
と
く
 広
 い
 思
想
史
 

的
立
場
か
ら
巨
視
的
構
造
を
有
す
る
著
述
中
の
一
章
と
し
て
 問
 題
を
提
起
 

さ
れ
た
以
上
は
 、
 少
な
く
と
も
「
起
信
論
 ヒ
 自
身
の
思
想
と
、
 
中
国
仏
教
 

教
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
起
信
論
的
思
考
な
る
も
の
と
の
差
異
 、
華
厳
教
 

学
内
部
に
お
け
る
起
信
論
的
思
考
の
比
重
の
変
遷
な
ど
に
注
目
 す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
、
本
書
に
お
け
る
他
の
章
節
と
く
に
第
四
・
五
玉
 

早
と
 

も
関
連
さ
せ
た
、
 
よ
 り
立
体
的
な
論
述
を
目
指
す
べ
ぎ
で
は
な
 か
っ
た
ろ
 

5
 力
 っ
 

第
セ
章
 
「
宗
教
の
仏
教
儀
礼
」
は
、
「
円
覚
経
道
場
傍
証
 
儀
口
 
の
 内
容
 

に
た
い
す
る
検
討
を
通
じ
て
、
宗
密
の
思
想
家
と
し
て
の
領
分
 を
も
超
え
 

た
 実
践
 家
 と
し
て
の
側
面
を
捉
え
て
い
る
。
 

右
の
ご
と
く
、
本
書
の
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の
論
述
は
 、
 そ
れ
ぞ
 

れ
に
中
心
に
据
え
た
テ
キ
ス
ト
の
解
読
を
通
じ
て
、
中
唐
に
お
 げ
る
綜
合
 

仏
教
学
者
と
し
て
の
宗
密
の
果
た
し
た
思
想
史
的
側
面
を
浮
き
 彫
り
に
す
 

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
章
に
わ
た
っ
て
 
、
著
 者
が
 閲
続
 

し
設
論
 
に
用
い
た
諸
資
料
が
、
同
一
種
の
も
の
が
数
ヵ
所
に
わ
 た
る
場
合
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あ 史 
ろ学 

ぅの 。 発 
展 
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す 
  
貝 - 
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総体 

的 
に 
- ョ Ⅱ 平 

価 
さ 

れ 
  
べ 
ぎ 
  

に
つ
い
て
、
各
々
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
比
較
対
照
表
を
作
成
し
 て
 、
附
録
 

の
か
た
ち
で
随
所
に
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
直
接
に
は
 本
 書
の
立
論
 

に
 結
び
つ
か
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
将
来
こ
れ
ら
の
方
面
か
ら
 新
し
く
 研
 

究
を
開
拓
し
ょ
う
と
す
る
も
の
に
と
っ
て
 ほ
好
便
 で
あ
る
。
 
与
 ぅ
 る
か
ぎ
 

り
 関
連
す
る
諸
資
料
に
漏
ら
さ
ず
眼
を
開
い
て
い
こ
 う
 と
す
る
 著
者
の
意
 

欲
が
惨
 ん
で
い
る
。
 

筆
者
は
、
各
章
節
に
提
供
さ
れ
た
個
々
の
資
料
に
た
い
す
る
 具
 体
 的
な
 

解
釈
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
批
評
し
得
る
だ
け
の
十
分
な
素
養
 を
 持
ち
あ
 

わ
せ
て
い
な
い
。
但
し
、
あ
え
て
筆
者
な
り
の
印
象
批
評
的
な
 立
場
か
ら
 

す
る
嘱
望
と
し
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
右
の
各
章
ご
と
に
結
論
 的
に
導
き
 

出
さ
れ
て
い
る
思
想
史
的
考
察
の
内
容
が
、
相
互
に
立
体
的
に
 論
じ
ら
れ
 

る
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
間
に
お
 い
て
、
 若
 

干
の
論
旨
の
重
複
が
目
に
つ
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
本
書
の
全
 体
を
通
じ
 

て
、
 少
な
く
と
も
宗
密
と
い
う
一
仏
教
者
の
人
間
像
に
迫
る
と
 い
 う
 立
場
 

が
 稀
薄
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
 

本
書
 は
、
先
 
㌍
も
触
れ
た
ご
と
く
、
各
章
節
に
お
け
る
個
々
の
 問
題
を
 、
 

宗
密
と
い
う
一
仏
教
者
を
媒
介
と
し
て
、
む
し
ろ
中
唐
に
お
 け
 る
 仏
教
と
 

儒
道
二
教
と
の
交
渉
、
あ
る
い
は
教
禅
一
致
と
い
う
社
会
思
想
 史
的
な
流
 

本
書
は
、
著
者
自
身
の
前
著
に
っ
づ
く
、
す
ぐ
れ
て
精
力
的
な
 

れ
の
中
に
位
置
づ
 
け
よ
う
 と
す
る
姿
勢
で
貫
か
れ
て
い
る
。
 

し
 中

国
仏
教
 

た
が
っ
て
 
、
 

121 <. ㏄ 7) 



4
%
 
報
 

金
 理
事
会
 

 
 

三
時
半
 
木
平
他
 
田
丸
穂
 

別
記
 一
 
0
 名
を
全
員
承
認
し
た
。
 

新
入
会
員
の
資
格
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
が
あ
り
、
資
格
を
厳
 

し
く
す
る
案
、
推
薦
者
を
評
議
員
以
上
に
限
る
 

案
等
 
が
出
さ
れ
 

た
が
、
明
確
な
結
論
は
得
ら
れ
ず
、
今
後
引
き
続
き
検
討
す
る
 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
 

二
 、
一
九
七
七
年
度
国
際
会
議
派
遣
代
表
候
補
者
推
薦
に
つ
い
 

 
 

国
際
宗
教
社
会
学
会
へ
派
遣
に
つ
い
て
四
名
ほ
ど
の
候
補
者
が
 

決
定
さ
れ
、
事
務
局
側
で
個
別
に
部
 

ム
口
 

を
確
認
し
、
一
名
に
絞
 

っ
て
日
本
学
術
会
議
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

三
 、
学
会
会
員
名
簿
作
成
に
つ
い
て
 

来
年
の
学
会
ま
で
を
準
備
期
間
と
し
て
、
作
成
の
方
向
で
検
封
 

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

四
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
に
つ
い
て
 

基
金
利
子
の
増
加
に
体
な
い
昭
和
五
二
年
度
か
ら
賞
金
七
万
円
 

と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
 

金
 新
入
会
員
 

大
橋
 
慈
譲
 
相
模
原
市
橋
本
二
 ｜
 一
二
 ｜
五
 

富
モ
学
林
教
授
 

小
野
寺
幸
也
中
央
区
 佃
ニ
ー
 一
二
１
人
 

中
近
東
文
化
セ
ン
タ
 一
 主
任
研
究
員
 

斎
藤
繁
雄
清
瀬
市
中
里
 ニ
ー
 一
四
六
二
 

東
洋
大
学
教
授
 

志
村
 

武
 
杉
並
区
松
ノ
木
 二
。
 三
六
 ｜
 一
一
 

武
蔵
野
女
子
大
講
師
 

新
藤
泰
男
茨
城
県
真
壁
郡
真
壁
町
飯
塚
九
八
 ｜
二
 

筑
波
大
学
大
学
院
 

中
條
道
昭
世
田
谷
区
駒
沢
五
 
｜
 一
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Rites, Funerals, and  Taboos Connected with Izumo Kokus6 

Naofusa HIRAI 

The chief priest of Izumo Taisha is traditionally called Izumo kokusd. 

K ~ k m d  was originally the hereditary lord and governor in Izumo before 

the Taika Reformation took place, and maintained a unique religious 

position, even after having lost political authority in 798. 

This paper intends to describe various taboos related to rites, funerals, 

and the daily life of the Izumo kokusd around the 17th century. An 

important rite in this regard was hitsugi-shinji (the fire transmission 

ceremony which qualifies him as chief priest), and shinjde (harvest cer- 

emony held in November). Both of them took place at Kamosu Jinja 

at Oba, near Matsue. the ancient home ground of the Izumo clan. Im- 

mediately after kokusd's death, the successor went to Kamosu Jinja, 

where he boiled rice by using the sacred fire-drill given by Kumano- 

dkami, the tutelary deity of Izumo clan. He offered this food prayer- 

fully to the deities, then as part of the rite consumed it himself. Through 

this act he was able to have a kind of communion with deities and was 

to be regarded as sacred. He was thereafter prohibited throughout 

the rest of his life to take food which was not cooked in the sacred 

fire. In his home the sacred fire was therefore carefully kept alive. 

There were many other taboos for the kokusd to observe in the way of 

avoiding defilements. He always refrained from eating new crops before 

the harvest ceremony. 

Each year, the communion of hitsugi-shinji in a smaller scale was 

conducted as the shinjde. This rite assured the continued life of the 

sacred ancestry of the kokusd. 

It  is interesting to note that a similar rite is held from ancient times 

in the daijd-sai (Enthronement Ceremony) and shinjd-sai (harvest cer- 

emony) of the Imperial family. 



Zhi-yan's Consideration of the Buddha 

Kiyotaka KIMURA 

It is said that Hua-yan-jing (Avatamsaka-siitra) expresses Buddha's 

enlightenment directly. The H ~ a - ~ a n  school is based on this sutra. 

Now then, the confirmed view of the Buddha in the Hua-yan school is 

called the doctrine of 'two kinds of Ten Buddhas'. It is well known that 

this doctrine was formed by Zhi-yan (602468) who was the second master 

in the line of transmission of that school. I tried to make the process 

of the formation of this doctrine clear. The contents are as follows: 

1) Preface 

2) The tide of thoughts of the Buddha in Chinese Buddhism 

3) The many kinds of Ten Buddhas in Hua-yan-jing 

4) The process of the confirmation of the idea of 'two kinds of Ten 

Buddhas' 

5) Conclusion 
In conclusion, I propose that behind the thought of Ten Buddhas of 

Zhi-yan there were two matters, i. e, understanding of the reality of the 

Buddha in Chinese Buddhism and attention to Ten Buddhas in Hua- 
yan jing by some Chinese Buddhists, and Zhi-yan's confirmation of the 

idea of 'two kinds of Ten Buddhas' as a result of the practical inquiry 

into the Buddha itself. 



Das Problem d e r  Angst 

P b e h a n d e l t  besonders nach Kierkegaard- 

Eiko KAWAMURA 

Es handelt sich in diesem Aufsatz darum, was die Angst ist und wie 

sie iiberwunden werden kann. Wir behandeln deswegen die Angst, weil 

sie uns das dringendste Problem aufgibt dadurch, da13 sie jedenfalls in der 

Existenz des Menschen selbst wurzelt, wenn die Existenz auch in der 

Beziehung zum Absoluten wie bei Kierkegaard oder in ihrer Struktur 

wie bei Heidegger und Tillich ergriffen wird. 

Wir mijchten das Problem der Angst besonders nach Kierkegaard 

erortern, nicht nur weil er den Begriff Angst religionsphilosophisch am 

tiefsten untersucht, sondern weil er das Problem der Existenz und der 

Angst auf Grund des personalistischen Denkschemas untersucht. Dabei 

miissen wir auch Heidegger und Tillich heranziehen, insofern diese das 

Problem der Angst bei Kierkegaard zu erhellen und die Bedeutung der 

Angst in der Gegenwart aufzusuchen ermoglichen. 

Aus diesem Aufsatz ergibt sich, daR das Problem der Angst schlieblich 

zum Problem des Nihilismus fiihrt, weil sich die Angst am Ende auf 

den Grund der Existenz oder auf die ~ b e r w i n d u n ~  der Endlichkeit der 

Existenz bezieht. 

Zur Erijrterung des Problems der Angst werden wir in der ersten 

Hllfte des Aufsatzes das subjektive Verhalten gegeniiber der Wahrheit 

und das Problem der Wahrheit und in der letzten Hiilfte das Problem 

der Angst behandeln. 



A Consideration on Ritual Reversal 

Masaya YASUMOTO 

I have been dealing with the problem of the opposition of right to  

left, under the influence of Hertz's insight into religious polarity. He 

wrote a brilliant essay, "The preeminence of the right hand" in 1909, 

but he found some difficulties in solving the problem of the exceptional 

cases from his viewpoint. I think that is why his concept "preeminence" is 

inadequate to analyze those deviant cases. So, I have presented another an- 

alytical concept instead. This is "ritual reversal". This refers to the 

prescription of the particular actions which are prohibited under every- 

day norms in ritual situations. 

With this concept, I believe, I can clarify two points. First, both 

Left associated with Death and Left connected with Life have some 

common features from the analytical point of view. Second, we can 

now put together all "Left" cases on the productive area for religious 

studies. 




